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(57)【要約】
　本発明は、新規混合物、これらの混合物を調製する方法、これらの混合物を含んでいる
組成物、並びに、生物学的に活性な混合物としてのそれらの使用、特に、作物保護及び材
料物質の保護において有害な微生物又は害虫を防除するための生物学的に活性な混合物と
してのそれらの使用、及び、植物成長調節剤としてのそれらの使用に関する。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（１）　一般式
【化１】

〔式中、
　・　Ｒ１は、水素原子又はメチル基を表し；及び、
　・　Ｒ２は、メチル基、ジフルオロメチル基又はトリフルオロメチル基を表す〕
で表される少なくとも１種類の化合物；及び、
（２）　少なくとも１種類の生物学的防除剤
を含んでいる、組成物。
【請求項２】
　前記一般式（Ｉ）の前記化合物が、化合物（Ｉ－１）～化合物（Ｉ－５）：
【化２】
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のうちの１種類によって表される、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記一般式（Ｉ）の前記化合物が、化合物（Ｉ－６）：
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【化３】

によって表される、請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
　前記生物学的防除剤が、細菌類、菌類又は酵母類、原生動物、ウイルス類、昆虫病原性
線虫類、植物抽出物及び微生物によって産生される生成物（これは、タンパク質又は二次
代謝産物を包含する）を含んでいる、請求項１～３に記載の組成物。
【請求項５】
　前記生物学的防除剤が、以下のものから選択される、請求項１～４のいずれかに記載の
組成物：
（１）以下のものからなる細菌類：
（１．１）アグロバクテリウム・ラジオバクテル（Ａｇｒｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｒａｄ
ｉｏｂａｃｔｅｒ）、（１．２）バシルス・アシドカルダリウス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ａ
ｃｉｄｏｃａｌｄａｒｉｕｓ）、（１．３）バシルス・アシドテレストリス（Ｂａｃｉｌ
ｌｕｓ　ａｃｉｄｏｔｅｒｒｅｓｔｒｉｓ）、（１．４）バシルス・アグリ（Ｂａｃｉｌ
ｌｕｓ　ａｇｒｉ）、（１．５）バシルス・アイザワイ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｉｚａｗ
ａｉ）、（１．６）バシルス・アルボラクチス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｌｂｏｌａｃｔｉ
ｓ）、（１．７）バシルス・アルカロフィルス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｌｃａｌｏｐｈｉ
ｌｕｓ）、（１．８）バシルス・アルベイ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｌｖｅｉ）、（１．９
）バシルス・アミノグルコシジクス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｍｉｎｏｇｌｕｃｏｓｉｄｉ
ｃｕｓ）、（１．１０）バシルス・アミノボランス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｍｉｎｏｖｏ
ｒａｎｓ）、（１．１１）バシルス・アミロリチクス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｍｙｌｏｌ
ｙｔｉｃｕｓ）（パエニバシルス・アミロリチクス（Ｐａｅｎｉｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｍ
ｙｌｏｌｙｔｉｃｕｓ）としても知られている）、（１．１２）バシルス・アミロリクエ
ファシエンス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｍｙｌｏｌｉｑｕｅｆａｃｉｅｎｓ）、特に、株Ｉ
Ｎ９３７ａ、（１．１３）バシルス・アミロリクエファシエンス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ａ
ｍｙｌｏｌｉｑｕｅｆａｃｉｅｎｓ）、特に、株ＦＺＢ４２（ＲｈｉｚｏＶｉｔａｌ（登
録商標）として知られている製品）、（１．１４）バシルス・アミロリクエファシエンス
（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｍｙｌｏｌｉｑｕｅｆａｃｉｅｎｓ）株Ｂ３、（１．１５）バシ
ルス・アネウリノリチクス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｎｅｕｒｉｎｏｌｙｔｉｃｕｓ）、（
１．１６）バシルス・アトロファエウス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｔｒｏｐｈａｅｕｓ）、
（１．１７）バシルス・アゾトホルマンス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｚｏｔｏｆｏｒｍａｎ
ｓ）、（１．１８）バシルス・バジウス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｂａｄｉｕｓ）、（１．１
９）バシルス・セレウス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃｅｒｅｕｓ）、特に、バシルス・セレウ
ス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃｅｒｅｕｓ）株ＣＮＣＭ　Ｉ－１５６２の胞子（ｃｆ．　ＵＳ
　６４０６６９０）、（１．２０）バシルス・キチノスポルス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃｈ
ｉｔｉｎｏｓｐｏｒｕｓ）、特に、株ＡＱ７４６（受託番号Ｎｏ．ＮＲＲＬ　Ｂ－２１６
１８）、（１．２１）バシルス・シルクランス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃｉｒｃｕｌａｎｓ
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）、（１．２２）バシルス・コアグランス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃｏａｇｕｌａｎｓ）、
（１．２３）バシルス・ファスチジオスス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｆａｓｔｉｄｉｏｓｕｓ
）、（１．２４）バシルス・フィルムス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｆｉｒｍｕｓ）、特に、株
Ｉ－１５８２（Ｂｉｏｎｅｍ、ＶＯＴＩＶＯとして知られている製品）、（１．２５）バ
シルス・クルスタキ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｋｕｒｓｔａｋｉ）、（１．２６）バシルス・
ラクチコラ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｌａｃｔｉｃｏｌａ）、（１．２７）バシルス・ラクチ
モルブス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｌａｃｔｉｍｏｒｂｕｓ）、（１．２８）バシルス・ラク
チス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｌａｃｔｉｓ）、（１．２９）バシルス・ラテロスポルス（Ｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｌａｔｅｒｏｓｐｏｒｕｓ）（ブレビバシルス・ラテロスポルス（Ｂｒ
ｅｖｉｂａｃｉｌｌｕｓ　ｌａｔｅｒｏｓｐｏｒｕｓ）としても知られている）、（１．
３０）バシルス・ラウツス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｌａｕｔｕｓ）、（１．３１）バシルス
・レンチモルブス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｌｅｎｔｉｍｏｒｂｕｓ）、（１．３２）バシル
ス・レンツス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｌｅｎｔｕｓ）、（１．３３）バシルス・リケニホル
ミス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｌｉｃｈｅｎｉｆｏｒｍｉｓ）、（１．３４）バシルス・マロ
カヌス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｍａｒｏｃｃａｎｕｓ）、（１．３５）バシルス・メガテリ
ウム（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｍｅｇａｔｅｒｉｕｍ）（ＢｉｏＡｒｃとして知られている製
品）、（１．３６）バシルス・メチエンス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｍｅｔｉｅｎｓ）、（１
．３７）バシルス・ミコイデス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｍｙｃｏｉｄｅｓ）、特に、株ＡＱ
７２６（受託番号Ｎｏ．ＮＲＲＬ　Ｂ２１６６４）、（１．３８）バシルス・ミコイデス
（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｍｙｃｏｉｄｅｓ）分離株Ｊ（ＢｍＪ）、（１．３９）バシルス・
ナット（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｎａｔｔｏ）、（１．４０）バシルス・ネマトシダ（Ｂａｃ
ｉｌｌｕｓ　ｎｅｍａｔｏｃｉｄａ）、（１．４１）バシルス・ニグリフィカンス（Ｂａ
ｃｉｌｌｕｓ　ｎｉｇｒｉｆｉｃａｎｓ）、（１．４２）バシルス・ニグルム（Ｂａｃｉ
ｌｌｕｓ　ｎｉｇｒｕｍ）、（１．４３）バシルス・パントテンチクス（Ｂａｃｉｌｌｕ
ｓ　ｐａｎｔｏｔｈｅｎｔｉｃｕｓ）、（１．４４）バシルス・ポピラエ（Ｂａｃｉｌｌ
ｕｓ　ｐｏｐｉｌｌａｅ）（Ｃｒｏｎｏｘとして知られている製品）、（１．４５）バシ
ルス・プシクロサッカロリチクス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｐｓｙｃｈｒｏｓａｃｃｈａｒｏ
ｌｙｔｉｃｕｓ）、（１．４６）バシルス・プミルス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｐｕｍｉｌｕ
ｓ）、特に、株ＧＢ３４（Ｙｉｅｌｄ　Ｓｈｉｅｌｄ（登録商標）として知られている製
品）、（１．４７）バシルス・プミルス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｐｕｍｉｌｕｓ）、特に、
株ＱＳＴ２８０８（受託番号Ｎｏ．ＮＲＲＬ　Ｂ－３００８７；　Ｓｏｎａｔａ　ＱＳＴ
　２８０８（登録商標）として知られている製品）、（１．４８）バシルス・プミルス（
Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｐｕｍｉｌｕｓ）、特に、株ＡＱ７１７（受託番号Ｎｏ．ＮＲＲＬ　
Ｂ２１６６２）、（１．４９）バシルス・シアメンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｉａｍｅ
ｎｓｉｓ）、（１．５０）バシルス・スミチイ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｍｉｔｈｉｉ）、
（１．５１）バシルス・スファエリクス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｐｈａｅｒｉｃｕｓ）（
ＶｅｃｔｏＬｅｘｓ（登録商標）として知られている製品）、（１．５２）バシルス・ス
ブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）、特に、株ＧＢ０３（Ｋｏｄｉａｋ（
登録商標）として知られている製品）、（１．５３）バシルス・スブチリス（Ｂａｃｉｌ
ｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）、特に、株ＱＳＴ７１３／ＡＱ７１３（受託番号Ｎｏ．ＮＲ
ＲＬ　Ｂ－２１６６１；　Ｓｅｒｅｎａｄｅ　ＱＳＴ　７１３（登録商標）、Ｓｅｒｅｎ
ａｄｅ　Ｓｏｉｌ、Ｓｅｒｅｎａｄｅ　Ｍａｘとして知られている製品）、（１．５４）
バシルス・スブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）、特に、株ＡＱ７４３（
受託番号Ｎｏ．ＮＲＲＬ　Ｂ－２１６６５）、（１．５５）バシルス・スブチリス（Ｂａ
ｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）、特に、株ＡＱ　１５３（ＡＴＣＣ受託番号Ｎｏ．５
５６１４）、（１．５６）バシルス・スブチリス　ｖａｒ．　アミロリクエファシエンス
（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ　ｖａｒ．　ａｍｙｌｏｌｉｑｕｅｆａｃｉｅｎ
ｓ）株ＦＺＢ２４（Ｔａｅｇｒｏ（登録商標）として知られている製品）、（１．５７）
バシルス・ツリンギエンシス　ｖａｒ．　イスラエレンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕ
ｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｖａｒ．　ｉｓｒａｅｌｅｎｓｉｓ）（ＶｅｃｔｏＢａｃ（登録
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商標）として知られている製品）、（１．５８）バシルス・ツリンギエンシス　ｓｕｂｓ
ｐ．　アイザワイ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐ．　ａ
ｉｚａｗａｉ）株ＡＢＴＳ－１８５７（ＸｅｎＴａｒｉ（登録商標）として知られている
製品）、（１．５９）バシルス・ツリンギエンシス　ｓｕｂｓｐ．　クルスタキ（Ｂａｃ
ｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐ．　ｋｕｒｓｔａｋｉ）株ＨＤ－
１（Ｄｉｐｅｌ（登録商標）ＥＳとして知られている製品）、（１．６０）バシルス・ツ
リンギエンシス　ｓｕｂｓｐ．　クルスタキ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎ
ｓｉｓ　ｓｕｂｓｐ．　ｋｕｒｓｔａｋｉ）株ＢＭＰ　１２３、（１．６１）バシルス・
ツリンギエンシス　ｓｕｂｓｐ．　テネブリオニス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇ
ｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐ．　ｔｅｎｅｂｒｉｏｎｉｓ）株ＮＢ　１７６（Ｎｏｖｏｄｏ
ｒ（登録商標）ＦＣとして知られている製品）、（１．６２）バシルス・ツリンギエンシ
ス　ｖａｒ．　アエギプチイ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｖａｒ
．　ａｅｇｙｐｔｉｉ）（Ａｇｅｒｉｎとして知られている製品）、（１．６３）バシル
ス・ツリンギエンシス　ｖａｒ．　コルメリ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎ
ｓｉｓ　ｖａｒ．　ｃｏｌｍｅｒｉ）（ＴｉａｎＢａｏＢＴｃとして知られている製品）
、（１．６４）バシルス・ツリンギエンシス　ｖａｒ．　ダルムスタジエンシス（Ｂａｃ
ｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｖａｒ．　ｄａｒｍｓｔａｄｉｅｎｓｉｓ）
（Ｂａｃｉｔｕｒｉｎ、Ｋｏｌｅｐｔｅｒｉｎとして知られている製品）、（１．６５）
バシルス・ツリンギエンシス　ｖａｒ．　デンドロリムス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒ
ｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｖａｒ．　ｄｅｎｄｒｏｌｉｍｕｓ）（Ｄｅｎｄｒｏｂａｃｉｌｌ
ｉｎとして知られている製品）、（１．６６）バシルス・ツリンギエンシス　ｖａｒ．　
ガレリアエ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｖａｒ．　ｇａｌｌｅｒ
ｉａｅ）（Ｅｎｔｅｒｏｂａｃｔｉｎとして知られている製品）、（１．６７）バシルス
・ツリンギエンシス　ｖａｒ．　ジャポネンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉ
ｅｎｓｉｓ　ｖａｒ．　ｊａｐｏｎｅｎｓｉｓ）（Ｂｕｉｈｕｎｔｅｒとして知られてい
る製品）、（１．６８）バシルス・ツリンギエンシス　ｓｕｂｓｐ．　モリソニ（Ｂａｃ
ｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐ．　Ｍｏｒｒｉｓｏｎｉ）、（１
．６９）バシルス・ツリンギエンシス　ｖａｒ　サンディエゴ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈ
ｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｖａｒ．　ｓａｎ　ｄｉｅｇｏ）、（１．７０）バシルス・ツ
リンギエンシス　ｓｕｂｓｐ．　ツリンギエンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇ
ｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐ．　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）株ＭＰＰＬ００２、（１．
７１）バシルス・ツリンギエンシス　ｓｕｂｓｐ．　ツリンギエンシス（Ｂａｃｉｌｌｕ
ｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐ．　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）（Ｂｉ
ｋｏｌとして知られている製品）、（１．７２）バシルス・ツリンギエンシス　ｖａｒ．
　７２１６（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｖａｒ．　７２１６）（
Ａｍａｃｔｉｃ、Ｐｅｔｈｉａｎとして知られている製品）、（１．７３）バシルス・ツ
リンギエンシス　ｖａｒ．　Ｔ３６（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　
ｖａｒ．　Ｔ３６）（Ｃａｈａｔとして知られている製品）、（１．７４）バシルス・ツ
リンギエンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）株ＢＤ＃３２（受託
番号Ｎｏ．ＮＲＲＬ　Ｂ－２１５３０）、（１．７５）バシルス・ツリンギエンシス（Ｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）株ＡＱ５２（受託番号Ｎｏ．ＮＲＲＬ　
Ｂ－２１６１９）、（１．７６）バシルス・ウニフラゲラツス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｕｎ
ｉｆｌａｇｅｌｌａｔｕｓ）、（１．７７）ブラジリゾビウム・ジャポニクム（Ｂｒａｄ
ｙｒｈｉｚｏｂｉｕｍ　ｊａｐｏｎｉｃｕｍ）（ＳｏｙＳｅｌｅｃｔとして知られている
製品）、（１．７８）バシルス属種（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｐ．）株ＡＱ１７５（ＡＴＣ
Ｃ　受託番号Ｎｏ．５５６０８）、（１．７９）バシルス属種（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｐ
．）株ＡＱ１７７（ＡＴＣＣ　受託番号Ｎｏ．５５６０９）、（１．８０）バシルス属種
（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｐ．）株ＡＱ１７８（ＡＴＣＣ　受託番号Ｎｏ．５３５２２）、
（１．８１）ブレビバシルス・ブレビス（Ｂｒｅｖｉｂａｃｉｌｌｕｓ　ｂｒｅｖｉｓ）
、特に、株ＳＳ８６－３、（１．８２）ブレビバシルス・ブレビス（Ｂｒｅｖｉｂａｃｉ
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ｌｌｕｓ　ｂｒｅｖｉｓ）、特に、株ＳＳ８６－４、（１．８３）ブレビバシルス・ブレ
ビ
ス（Ｂｒｅｖｉｂａｃｉｌｌｕｓ　ｂｒｅｖｉｓ）、特に、株ＳＳ８６－５、（１．８４
）ブレビバシルス・ブレビス（Ｂｒｅｖｉｂａｃｉｌｌｕｓ　ｂｒｅｖｉｓ）、特に、株
２９０４、（１．８５）ブレビバシルス・ラテロスポルス（Ｂｒｅｖｉｂａｃｉｌｌｕｓ
　ｌａｔｅｒｏｓｐｏｒｕｓ）、特に、株６４、（１．８６）ブレビバシルス・ラテロス
ポルス（Ｂｒｅｖｉｂａｃｉｌｌｕｓ　ｌａｔｅｒｏｓｐｏｒｕｓ）、特に、株１１１１
、（１．８７）ブレビバシルス・ラテロスポルス（Ｂｒｅｖｉｂａｃｉｌｌｕｓ　ｌａｔ
ｅｒｏｓｐｏｒｕｓ）、特に、株１６４５、（１．８８）ブレビバシルス・ラテロスポル
ス（Ｂｒｅｖｉｂａｃｉｌｌｕｓ　ｌａｔｅｒｏｓｐｏｒｕｓ）、特に、株１６４７、（
１．８９）クロモバクテリウム・スブツガエ（Ｃｈｒｏｍｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｓｕｂ
ｔｓｕｇａｅ）、特に、株ＰＲＡＡ４－１Ｔ（Ｇａｎｄｅｖｏとして知られている製品）
、（１．９０）デルフチア・アシドボランス（Ｄｅｌｆｔｉａ　ａｃｉｄｏｖｏｒａｎｓ
）、特に、株ＲＡＹ２０９（ＢｉｏＢｏｏｓｔ（登録商標）として知られている製品）、
（１．９１）ラクトバシルス・アシドフィルス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｃｉｄ
ｏｐｈｉｌｕｓ）（Ｆｒｕｉｔｓａｎとして知られている製品）、（１．９２）リソバク
テル・アンチビオチクス（Ｌｙｓｏｂａｃｔｅｒ　ａｎｔｉｂｉｏｔｉｃｕｓ）、特に、
株１３－１（ｃｆ．　Ｂｉｏｌｏｇｉｃａｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　２００８，　４５，　２
８８－２９６）、（１．９３）リソバクテル・エンジモゲネス（Ｌｙｓｏｂａｃｔｅｒ　
ｅｎｚｙｍｏｇｅｎｅｓ）、特に、株Ｃ３（ｃｆ．　Ｊ　Ｎｅｍａｔｏｌ．　２００６　
Ｊｕｎｅ；３８（２）：２３３－２３９）、（１．９４）パエニバシルス・アルベイ（Ｐ
ａｅｎｉｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｌｖｅｉ）、特に、株ＩＩＩ３ＤＴ－１Ａ（Ｂａｃｉｌｌ
ｕｓ　ｇｅｎｅｔｉｃ　ｓｔｏｃｋ　ｃｅｎｔｅｒ、Ｎｏｖ　２００１）、（１．９５）
パエニバシルス・アルベイ（Ｐａｅｎｉｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｌｖｅｉ）、特に、株ＩＩ
Ｉ２Ｅ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｇｅｎｅｔｉｃ　ｓｔｏｃｋ　ｃｅｎｔｅｒ、Ｎｏｖ　２０
０１）、（１．９６）パエニバシルス・アルベイ（Ｐａｅｎｉｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｌｖ
ｅｉ）、特に、株４６Ｃ３（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｇｅｎｅｔｉｃ　ｓｔｏｃｋ　ｃｅｎｔ
ｅｒ、Ｎｏｖ　２００１）、（１．９７）パエニバシルス・アルベイ（Ｐａｅｎｉｂａｃ
ｉｌｌｕｓ　ａｌｖｅｉ）、特に、株２７７１（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｇｅｎｅｔｉｃ　ｓ
ｔｏｃｋ　ｃｅｎｔｅｒ、Ｎｏｖ　２００１）、（１．９８）パエニバシルス・ポリミキ
サ（Ｐａｅｎｉｂａｃｉｌｌｕｓ　ｐｏｌｙｍｙｘａ）、（１．９９）パエニバシルス・
ポピリアエ（Ｐａｅｎｉｂａｃｉｌｌｕｓ　ｐｏｐｉｌｌｉａｅ）、（１．１００）パン
トエア・アグロメランス（Ｐａｎｔｏｅａ　ａｇｇｌｏｍｅｒａｎｓ）、（１．１０１）
パステウリア・ペネトランス（Ｐａｓｔｅｕｒｉａ　ｐｅｎｅｔｒａｎｓ）（Ｐａｓｔｅ
ｕｒｉａ水和剤として知られている製品）、（１．１０２）パステウリア・ウスガエ（Ｐ
ａｓｔｅｕｒｉａ　ｕｓｇａｅ）（ＥｃｏｎｅｍＴＭとして知られている製品）、（１．
１０３）ペクトバクテリウム・カロトボルム（Ｐｅｃｔｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｃａｒｏ
ｔｏｖｏｒｕｍ）（ＢｉｏＫｅｅｐｅｒとして知られている製品）、（１．１０４）シュ
ードモナス・アエルギノサ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ）（Ｇｕｉ
ｔｉｃｉｄとして知られている製品）、（１．１０５）シュードモナス・アウレオファシ
エンス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｕｒｅｏｆａｃｉｅｎｓ）（Ａｇａｔｅ－２５Ｋと
して知られている製品）、（１．１０６）シュードモナス・セパシア（Ｐｓｅｕｄｏｍｏ
ｎａｓ　ｃｅｐａｃｉａ）、特に、株Ｍ５４、（１．１０７）シュードモナス・セパシア
（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｃｅｐａｃｉａ）、特に、株Ｊ８２、（１．１０８）シュー
ドモナス・クロロラフィス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｃｈｌｏｒｏｒａｐｈｉｓ）、特
に、株ＭＡ　３４２（Ｃｅｄｏｍｏｎとして知られている製品）、（１．１０９）シュー
ドモナス・フルオレセンス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｓ）（Ｓｕ
ｄｏｚｏｎｅとして知られている製品）、（１．１１０）シュードモナス・プロラジキス
（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｐｒｏｒａｄｉｘ）（Ｐｒｏｒａｄｉｘ（登録商標）として
知られている製品）、（１．１１１）シュードモナス・プチダ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ
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　ｐｕｔｉｄａ）（Ｎｅｍａｔｓｉｄとして知られている製品）、（１．１１２）シュー
ドモナス・レシノボランス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　　ｒｅｓｉｎｏｖｏｒａｎｓ）（
Ｓｏｌａｎａｃｕｒｅとして知られている製品）、（１．１１３）シュードモナス・シリ
ンガエ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ）（Ｂｉｏｓａｖｅとして知られて
いる製品）、（１．１１４）ロドコックス・グロベルルス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ　ｇ
ｌｏｂｅｒｕｌｕｓ）株ＡＱ７１９（受託番号Ｎｏ．ＮＲＲＬ　Ｂ２１６６３）、（１．
１１５）セラチア・エントモフィラ（Ｓｅｒｒａｔｉａ　ｅｎｔｏｍｏｐｈｉｌａ）（Ｉ
ｎｖａｄｅＴＭとして知られている製品）、（１．１１６）セラチア・マルセセンス（Ｓ
ｅｒｒａｔｉａ　ｍａｒｃｅｓｃｅｎｓ）、特に、株ＳＲＭ（ＭＴＣＣ８７０８）、（１
．１１７）セラチア・マルセセンス（Ｓｅｒｒａｔｉａ　ｍａｒｃｅｓｃｅｎｓ）、特に
、株Ｒ３５、（１．１１８）ストレプトミセス・カンジズス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ
　ｃａｎｄｉｄｕｓ）（ＢｉｏＡｉｄＴＭとして知られている製品）、（１．１１９）ス
トレプトミセス・コロムビエンシス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｃｏｌｏｍｂｉｅｎｓ
ｉｓ）（Ｍｙｃｏｓｉｄｅとして知られている製品）、（１．１２０）ストレプトミセス
・ガルブス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｇａｌｂｕｓ）、特に、株Ｋ６１（Ｍｙｃｏｓ
ｔｏｐ（登録商標）として知られている製品；　ｃｆ．　Ｃｒｏｐ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏ
ｎ　２００６，　２５，　４６８－４７５）、（１．１２１）ストレプトミセス・ガルブ
ス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｇａｌｂｕｓ）、特に、株ＱＳＴ　６０４７（受託番号
Ｎｏ．ＮＲＲＬ　３０２３２）、（１．１２２）ストレプトミセス・ゴシキエンシス（Ｓ
ｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｇｏｓｈｉｋｉｅｎｓｉｓ）（Ｓａｆｅｇｒｏとして知られて
いる製品）、（１．１２３）ストレプトミセス・グリセオビリジス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙ
ｃｅｓ　ｇｒｉｓｅｏｖｉｒｉｄｉｓ）（Ｍｙｃｏｓｔｏｐ（登録商標）として知られて
いる製品；　ｃｆ．　Ｍｉｃｒｏｂｉａｌ　ｄｂ　ｏｆ　Ｃａｎａｄａ）、（１．１２４
）ストレプトミセス・ラベンズラエ（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｌａｖｅｎｄｕｌａｅ
）（Ｐｈｙｔｏｌａｖｉｎ－３００として知られている製品）、（１．１２５）ストレプ
トミセス・リジクス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｌｙｄｉｃｕｓ）、特に、株ＷＹＣＤ
１０８（ＡｃｔｉｎｏｖａｔｅＳＰとして知られている製品）、（１．１２６）ストレプ
トミセス・リジクス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｌｙｄｉｃｕｓ）、特に、株ＷＹＥＣ
１０８（Ａｃｔｉｎｏ－ｉｒｏｎとして知られている製品）、（１．１２７）ストレプト
ミセス・プラシヌス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｐｒａｓｉｎｕｓ）（ｃｆ．　“Ｐｒ
ａｓｉｎｏｎｓ　Ａ　ａｎｄ　Ｂ：ｐｏｔｅｎｔ　ｉｎｓｅｃｔｉｃｉｄｅｓ　ｆｒｏｍ
　Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｐｒａｓｉｎｕｓ”　Ａｐｐｌｉｅｄ　Ｍｉｃｒｏｂｉｏ
ｌｏｇｙ　１９７３　Ｎｏｖ）、（１．１２８）ストレプトミセス・リモスス（Ｓｔｒｅ
ｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｒｉｍｏｓｕｓ）（Ｒｈｉｔｏｖｉｔとして知られている製品）、（
１．１２９）ストレプトミセス・サラセチクス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｓａｒａｃ
ｅｔｉｃｕｓ）（Ｃｌａｎｄａとして知られている製品）、（１．１３０）ストレプトミ
セス・ベネズエラエ（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｖｅｎｅｚｕｅｌａｅ）、（１．１３
１）ストレプトミセス属種（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｓｐ．）　ＮＲＲＬ　Ｂ－３０
１４５、（１．１３２）キサントモナス・カムペストリス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃ
ａｍｐｅｓｔｒｉｓ）、（１．１３３）キセノラブズス・ルミネセンス（Ｘｅｎｏｒｈａ
ｂｄｕｓ　ｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｓ）、（１．１３４）キセノラブズス・ネマトフィラ（
Ｘｅｎｏｒｈａｂｄｕｓ　ｎｅｍａｔｏｐｈｉｌａ）、（１．１３５）バシルス・スブチ
リス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）、特に、株ＱＳＴ３０００２／ＡＱ３００
０２（受託番号Ｎｏ．ＮＲＲＬ　Ｂ－５０４２１；　ｃｆ．　ＷＯ　２０１２／０８７９
８０）、（１．１３６）バシルス・スブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）
、特に、株ＱＳＴ３０００４／ＡＱ３０００４（受託番号Ｎｏ．ＮＲＲＬ　Ｂ－５０４５
５；　ｃｆ．　ＷＯ　２０１２／０８７９８０）；
（２）以下のものからなる菌類又は酵母類：
（２．１）アムペロミセス・クイスクアリス（Ａｍｐｅｌｏｍｙｃｅｓ　ｑｕｉｓｑｕａ
ｌｉｓ）、特に、株ＡＱ　１０（ＡＱ　１０（登録商標）として知られている製品）、（
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２．２）アウレオバシジウム・プルランス（Ａｕｒｅｏｂａｓｉｄｉｕｍ　ｐｕｌｌｕｌ
ａｎｓ）、特に、株ＤＳＭ１４９４０の分芽胞子、（２．３）アウレオバシジウム・プル
ランス（Ａｕｒｅｏｂａｓｉｄｉｕｍ　ｐｕｌｌｕｌａｎｓ）、特に、株ＤＳＭ　１４９
４１の分芽胞子、又は、それらの混合物（Ｂｌｏｓｓｏｍ　Ｐｒｏｔｅｃｔ（登録商標）
として知られている製品）、（２．４）アスケルソニア・アレイロデス（Ａｓｃｈｅｒｓ
ｏｎｉａ　ａｌｅｙｒｏｄｅｓ）、（２．５）アスペルギルス・フラブス（Ａｓｐｅｒｇ
ｉｌｌｕｓ　ｆｌａｖｕｓ）、特に、株ＮＲＲＬ　２１８８２（Ａｆｌａ－Ｇｕａｒｄ（
登録商標）として知られている製品）、（２．６）アルトロボトリス・スペルバ（Ａｒｔ
ｈｒｏｂｏｔｒｙｓ　ｓｕｐｅｒｂａ）（Ｃｏｒｄａ　１８３９）、（２．７）ベアウベ
リア・バシアナ（Ｂｅａｕｖｅｒｉａ　ｂａｓｓｉａｎａ）、特に、株ＡＴＣＣ　７４０
４０（Ｎａｔｕｒａｌｉｓ（登録商標）として知られている製品）、（２．８）ベアウベ
リア・バシアナ（Ｂｅａｕｖｅｒｉａ　ｂａｓｓｉａｎａ）、特に、株ＧＨＡ（Ｍｙｃｏ
ｔｒｏｌ、ＢｏｔａｎｉＧａｒｄとして知られている製品）、（２．９）ベアウベリア・
ブロングニアルチイ（Ｂｅａｕｖｅｒｉａ　ｂｒｏｎｇｎｉａｒｔｉｉ）（Ｂｅａｕｐｒ
ｏとして知られている製品）、（２．１０）カンジダ・オレオフィラ（Ｃａｎｄｉｄａ　
ｏｌｅｏｐｈｉｌａ）、特に、株Ｏ（Ｎｅｘｙ　（登録商標）、Ａｓｐｉｒｅとして知ら
れている製品）、（２．１１）カエトミヌム・クプレウム（Ｃｈａｅｔｏｍｉｕｍ　ｃｕ
ｐｒｅｕｍ）（Ｋｅｔｏｃｉｎとして知られている製品）、（２．１２）クラドスポリウ
ム・クラドスポリオイデス（Ｃｌａｄｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｃｌａｄｏｓｐｏｒｉｏｉｄｅ
ｓ）、特に、株Ｈ３９、（２．１３）コニジオボルス・オブスクルス（Ｃｏｎｉｄｉｏｂ
ｏｌｕｓ　ｏｂｓｃｕｒｕｓ）、（２．１４）コニオチリウム・ミニタンス（Ｃｏｎｉｏ
ｔｈｙｒｉｕｍ　ｍｉｎｉｔａｎｓ）、特に、株ＣＯＮ／Ｍ／９１－８（Ｃｏｎｔａｎｓ
（登録商標）として知られている製品）、（２．１５）ジロホスホラ・アロペクリ（Ｄｉ
ｌｏｐｈｏｓｐｈｏｒａ　ａｌｏｐｅｃｕｒｉ）（Ｔｗｉｓｔ　Ｆｕｎｇｕｓ（登録商標
）として知られている製品）、（２．１６）エントモフトラ・ビルレンタ（Ｅｎｔｏｍｏ
ｐｈｔｈｏｒａ　ｖｉｒｕｌｅｎｔａ）（Ｖｅｋｔｏｒとして知られている製品）、（２
．１７）フサリウム・オキシスポルム（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ）、特に
、株Ｆｏ４７（Ｆｕｓａｃｌｅａｎとして知られている製品）、（２．１８）グリオクラ
ジウム・カテヌラツム（Ｇｌｉｏｃｌａｄｉｕｍ　ｃａｔｅｎｕｌａｔｕｍ）、特に、株
Ｊ１４４６（Ｐｒｅｓｔｏｐ（登録商標）　又は　Ｐｒｉｍａｓｔｏｐとして知られてい
る製品）、（２．１９）ヒルステラ・トムプソニイ（Ｈｉｒｓｕｔｅｌｌａ　ｔｈｏｍｐ
ｓｏｎｉｉ）（Ｍｙｃｏｈｉｔ　又は　ＡＢＴＥＣとして知られている製品）、（２．２
０）ラゲニジウム・ギガンテウム（Ｌａｇｅｎｉｄｉｕｍ　ｇｉｇａｎｔｅｕｍ）（Ｌａ
ｇｉｎｅｘ（登録商標）として知られている製品；　供給元：ＡｇｒａＱｕｅｓｔ，　Ｉ
ｎｃ．）、（２．２１）レカニシリウム・レカニイ（Ｌｅｃａｎｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｌｅ
ｃａｎｉｉ）、特に、株ＫＶ０１の分生子（Ｍｙｃｏｔａｌ（登録商標）、Ｖｅｒｔａｌ
ｅｃ（登録商標）として知られている製品）、（２．２２）メタリジウム・アニソプリア
エ（Ｍｅｔａｒｈｉｚｉｕｍ　ａｎｉｓｏｐｌｉａｅ）、特に、株Ｆ５２（ＢＩＯ　１０
２０　又は　Ｍｅｔ５２として知られている製品）、（２．２３）メタリジウム・アニソ
プリアエ　ｖａｒ．　アクリジウム（Ｍｅｔａｒｈｉｚｉｕｍ　ａｎｉｓｏｐｌｉａｅ　
ｖａｒ．　ａｃｒｉｄｕｍ）（Ｇｒｅｅｎ　Ｍｕｓｃｌｅとして知られている製品）、（
２．２４）メタリジウム・フラボビリデ（Ｍｅｔａｒｈｉｚｉｕｍ　ｆｌａｖｏｖｉｒｉ
ｄｅ）、（２．２５）メトスカニコビア・フルクチコラ（Ｍｅｔｓｃｈｎｉｋｏｖｉａ　
ｆｒｕｃｔｉｃｏｌａ）、特に、株ＮＲＲＬ　Ｙ－３０７５２（Ｓｈｅｍｅｒ（登録商標
）として知られている製品）、（２．２６）ミクロスファエロプシス・オクラセア（Ｍｉ
ｃｒｏｓｐｈａｅｒｏｐｓｉｓ　ｏｃｈｒａｃｅａ）（Ｍｉｃｒｏｘ（登録商標）として
知られている製品）、（２．２７）ムコル・ハエメリス（Ｍｕｃｏｒ　ｈａｅｍｅｌｉｓ
）（ＢｉｏＡｖａｒｄとして知られている製品）、（２．２８）ムスコドル・アルブス（
Ｍｕｓｃｏｄｏｒ　ａｌｂｕｓ）、特に、株ＱＳＴ　２０７９９（ＡｒａｂｅｓｑｕｅＴ

Ｍ　又は　ＡｎｄａｎｔｅＴＭとして知られている製品）、（２．２９）ムスコドル・ア
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ルブス（Ｍｕｓｃｏｄｏｒ　ａｌｂｕｓ）、特に、株６２０（受託番号Ｎｏ．ＮＲＲＬ　
３０５４７）、（２．３０）ムスコドル・ロセウス（Ｍｕｓｃｏｄｏｒ　ｒｏｓｅｕｓ）
株Ａ３－５（受託番号Ｎｏ．ＮＲＲＬ　３０５４８）、（２．３１）ミロテシウム・ベル
カリア（Ｍｙｒｏｔｈｅｃｉｕｍ　ｖｅｒｒｕｃａｒｉａ）、特に、株ＡＡＲＣ－０２５
５（ＤｉＴｅｒａＴＭとして知られている製品）、（２．３２）ノムラエア・リレイイ（
Ｎｏｍｕｒａｅａ　ｒｉｌｅｙｉ）、特に、株ＳＡ８６１０１、（２．３３）ノムラエア
・リレイイ（Ｎｏｍｕｒａｅａ　ｒｉｌｅｙｉ）、特に、株ＧＵ８７４０１、（２．３４
）ノムラエア・リレイイ（Ｎｏｍｕｒａｅａ　ｒｉｌｅｙｉ）、特に、株ＳＲ８６１５１
、（２．３５）ノムラエア・リレイイ（Ｎｏｍｕｒａｅａ　ｒｉｌｅｙｉ）、特に、株Ｃ
Ｇ１２８、（２．３６）ノムラエア・リレイイ（Ｎｏｍｕｒａｅａ　ｒｉｌｅｙｉ）、特
に、株ＶＡ９１０１（Ｋｏｎｇｏ（登録商標）として知られている製品）、（２．３７）
オフィオストマ・ピリフェルム（Ｏｐｈｉｏｓｔｏｍａ　ｐｉｌｉｆｅｒｕｍ）、特に、
株Ｄ９７（Ｓｙｌｖａｎｅｘとして知られている製品）、（２．３８）パエシロミセス・
フモソレウス（Ｐａｅｃｉｌｏｍｙｃｅｓ　ｆｕｍｏｓｏｒｅｕｓ）、特に、株ａｐｏｐ
ｋａ　９７（ＰｒｅＦｅＲａｌとして知られている製品）、（２．３９）パエシロミセス
・リラシヌス（Ｐａｅｃｉｌｏｍｙｃｅｓ　ｌｉｌａｃｉｎｕｓ）、特に、パエシロミセ
ス・リラシヌス（Ｐａｅｃｉｌｏｍｙｃｅｓ　ｌｉｌａｃｉｎｕｓ）株２５１の胞子（Ｂ
ｉｏＡｃｔ（登録商標）として知られている製品；　ｃｆ．　Ｃｒｏｐ　Ｐｒｏｔｅｃｔ
ｉｏｎ　２００８，　２７，　３５２－３６１）、（２．４０）パエシロミセス・バリオ
チイ（Ｐａｅｃｉｌｏｍｙｃｅｓ　ｖａｒｉｏｔｉｉ）、特に、株Ｑ－０９（Ｎｅｍａｑ
ｕｉｍとして知られている製品）、（２．４１）パンドラ・デルファシス（Ｐａｎｄｏｒ
ａ　ｄｅｌｐｈａｃｉｓ）、（２．４２）ペニシリウム・ビライイ（Ｐｅｎｉｃｉｌｌｉ
ｕｍ　ｂｉｌａｉｉ）、特に、株ＡＴＣＣ２２３４８（ＪｕｍｐＳｔａｒｔ（登録商標）
、ＰＢ－５０、Ｐｒｏｖｉｄｅとして知られている製品）、（２．４３）ペニシリウム・
ベルミクラツム（Ｐｅｎｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｖｅｒｍｉｃｕｌａｔｕｍ）（Ｖｅｒｍｉｃ
ｕｌｅｎとして知られている製品）、（２．４４）フレビオプシス・ギガンテア（Ｐｈｌ
ｅｂｉｏｐｓｉｓ　ｇｉｇａｎｔｅａ）（Ｒｏｔｓｔｏｐとして知られている製品）、（
２．４５）ピキア・アノマラ（Ｐｉｃｈｉａ　ａｎｏｍａｌａ）、特に、株ＷＲＬ－０７
６、（２．４６）ポコニア・クラミドスポリア（Ｐｏｃｈｏｎｉａ　ｃｈｌａｍｙｄｏｓ
ｐｏｒｉａ）、（２．４７）プセウドジマ・フロクロサ（Ｐｓｅｕｄｏｚｙｍａ　ｆｌｏ
ｃｃｕｌｏｓａ）、特に、株ＰＦ－Ａ２２　ＵＬ（Ｓｐｏｒｏｄｅｘ（登録商標）Ｌとし
て知られている製品）、（２．４８）ピチウム・オリガンドルム（Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｏｌ
ｉｇａｎｄｒｕｍ）、特に、株ＤＶ７４（Ｐｏｌｙｖｅｒｓｕｍとして知られている製品
）、（２．４９）スポロトリキス・インセクトルム（Ｓｐｏｒｏｔｈｒｉｘ　ｉｎｓｅｃ
ｔｏｒｕｍ）（Ｓｐｏｒｏｔｈｒｉｘとして知られている製品）、（２．５０）タラロミ
セス・フラブス（Ｔａｌａｒｏｍｙｃｅｓ　ｆｌａｖｕｓ）、（２．５１）トリコデルマ
・アルブム（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ　ａｌｂｕｍ）（Ｂｉｏ－Ｚｅｉｄとして知られて
いる製品）、（２．５２）トリコデルマ・アスペレルム（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ　ａｓ
ｐｅｒｅｌｌｕｍ）（ＢＩＯ－ＴＡＭＴＭとして知られている製品）、（２．５３）トリ
コデルマ・アスペレルム（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ　ａｓｐｅｒｅｌｌｕｍ）、特に、株
ＩＣＣ　０１２（Ｂｉｏｔｅｎ（登録商標）として知られている製品）、（２．５４）ト
リコデルマ・アトロビリデ（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ　ａｔｒｏｖｉｒｉｄｅ）、特に、
株ＣＮＣＭ　Ｉ－１２３７、（２．５５）トリコデルマ・ガムシイ（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒ
ｍａ　ｇａｍｓｉｉ）（ＢＩＯ－ＴＡＭＴＭとして知られている製品）、（２．５６）ト
リコデルマ・ガムシイ（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ　ｇａｍｓｉｉ）、特に、株ＩＣＣ０８
０の菌糸体フラグメント、分生子及び厚膜胞子（Ｂｉｏｄｅｒｍａとして知られている製
品）、（２．５７）トリコデルマ・ハルマツム（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ　ｈａｒｍａｔ
ｕｍ）、（２．５８）トリコデルマ・ハルジアヌム（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ　ｈａｒｚ
ｉａｎｕｍ）、特に、トリコデルマ・ハルジアヌム（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ　ｈａｒｚ
ｉａｎｕｍ）Ｔ３９（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｘ（登録商標）として知られている製品）、（２
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．５９）トリコデルマ・コニンギイ（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ　ｋｏｎｉｎｇｉｉ）（Ｔ
ｒｉｋｏｔ－Ｓ　Ｐｌｕｓとして知られている製品）、（２．６０）トリコデルマ・リグ
ノルム（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ　ｌｉｇｎｏｒｕｍ）（Ｍｙｃｏｂａｃとして知られて
いる製品）、（２．６１）トリコデルマ・ポリスポルム（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ　ｐｏ
ｌｙｓｐｏｒｕｍ）、特に、株ＩＭＩ　２０６０３９、（２．６２）トリコデルマ・ビレ
ンス（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ　ｖｉｒｅｎｓ）（ＳｏｉｌＧａｒｄとして知られている
製品）、（２．６３）ツカムレラ・パウロメタボラ（Ｔｓｕｋａｍｕｒｅｌｌａ　ｐａｕ
ｒｏｍｅｔａｂｏｌａ）（ＨｅｂｅｒＮｅｍ（登録商標）として知られている製品）、（
２．６４）ウロクラジウム・オウデマンシイ（Ｕｌｏｃｌａｄｉｕｍ　ｏｕｄｅｍａｎｓ
ｉｉ）（Ｂｏｔｒｙ－Ｚｅｎとして知られている製品）、（２．６５）ベルチシリウム・
アルボ－アトルム（Ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉｕｍ　ａｌｂｏ－ａｔｒｕｍ）、特に、株ＷＣ
Ｓ８５０、（２．６６）ベルチシリウム・クラミドスポリウム（Ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉｕ
ｍ　ｃｈｌａｍｙｄｏｓｐｏｒｉｕｍ）（Ｖａｒｓｈａとして知られている製品）、（２
．６７）ベルチシリウム・ダーリアエ（Ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｄａｈｌｉａｅ）（
Ｄｕｔｃｈ　Ｔｒｉｇとして知られている製品）、（２．６８）ゾオフトラ・ラジカン（
Ｚｏｏｐｈｔｏｒａ　ｒａｄｉｃａｎ）；
（３）以下のものからなる原生動物：
（３．１）ノセマ・ロクスタエ（Ｎｏｓｅｍａ　ｌｏｃｕｓｔａｅ）（ＮｏｌｏＢａｉｔ
として知られている製品）、（３．２）テロハニア・ソレノプシス（Ｔｈｅｌｏｈａｎｉ
ａ　ｓｏｌｅｎｏｐｓｉｓ）、（３．３）バイリモルファ属種（Ｖａｉｒｉｍｏｒｐｈａ
　ｓｐｐ．）；
（４）以下のものからなるウイルス類：
（４．１）リンゴコカクモンハマキ（Ａｄｏｘｏｐｈｙｅｓ　ｏｒａｎａ）グラニュロー
シスウイルス（ＧＶ）、（ＢＩＯＦＡ－Ｃａｐｅｘ（登録商標）として知られている製品
）、（４．２）カブラヤガ（Ａｇｒｏｔｉｓ　ｓｅｇｅｔｕｍ）核多角体病ウイルス（Ｎ
ＰＶ）、（４．３）アンチカルシア・ゲムマタリス（Ａｎｔｉｃａｒｓｉａ　ｇｅｍｍａ
ｔａｌｉｓ）（Ｗｏｏｌｌｙ　ｐｙｒｏｌ　ｍｏｔｈ）ｍＮＰＶ（Ｐｏｌｙｇｅｎとして
知られている製品）、（４．４）アウトグラファ・カリホルニカ（Ａｕｔｏｇｒａｐｈａ
　ｃａｌｉｆｏｒｎｉｃａ）（Ａｌｆａｌｆａ　Ｌｏｏｐｅｒ）ｍＮＰＶ（ＶＰＮ８０と
して知られている製品；　供給元：Ａｇｒｉｃｏｌａ　Ｅｌ　Ｓｏｌ）、（４．５）チャ
シャクトリムシ（ｔｅａ　ｌｏｏｐｅｒ）（Ｂｉｓｔｏｎ　ｓｕｐｐｒｅｓｓａｒｉａ）
ＮＰＶ、（４．６）カイコ（Ｂｏｍｂｙｘ　ｍｏｒｉ）ＮＰＶ、（４．７）クリプトフレ
ビア・レウコトレタ（Ｃｒｙｐｔｏｐｈｌｅｂｉａ　ｌｅｕｃｏｔｒｅｔａ）（ｆａｌｓ
ｅ　ｃｏｄｌｉｎｇ　ｍｏｔｈ）ＧＶ（Ｃｒｙｐｔｅｘとして知られている製品）、（４
．８）コドリンガ（Ｃｙｄｉａ　ｐｏｍｏｎｅｌｌａ）顆粒病ウイルス（ＧＶ）（Ｍａｄ
ｅｘ　Ｐｌｕｓとして知られている製品）、（４．９）マッソンマツカレハ（Ｄｅｎｄｒ
ｏｌｉｍｕｓ　ｐｕｎｃｔａｔｕｓ）ＣＰＶ、（４．１０）ヘリコベルパ・アルミゲラ（
Ｈｅｌｉｃｏｖｅｒｐａ　ａｒｍｉｇｅｒａ）ＮＰＶ（ＡｇＢｉＴｅｃｈ－ＶｉＶＵＳ　
Ｍａｘとして知られている製品）、（４．１１）オオタバコガ（Ｈｅｌｉｃｏｖｅｒｐａ
　ｚｅａ）（以前は、Ｈｅｌｉｏｔｈｉｓ　ｚｅａ）ＮＰＶ（Ｅｌｃａｒとして知られて
いる製品）、（４．１２）ヤナギドクガ（Ｌｅｕｃｏｍａ　ｓａｌｉｃｉｓ）ＮＰＶ、（
４．１３）マイマイガ（Ｌｙｍａｎｔｒｉａ　ｄｉｓｐａｒ）ＮＰＶ（Ｇｙｐｃｈｅｃｋ
として知られている製品）、（４．１４）バルサムモミハバチ（ｂａｌｓａｍ－ｆｉｒ　
ｓａｗｆｌｙ）（Ｎｅｏｄｉｐｒｉｏｎ　ａｂｉｅｔｉｓ）ＮＰＶ（Ａｂｉｅｔｉｖとし
て知られている製品）、（４．１５）ネオジプリオン・レコンテイ（Ｎｅｏｄｉｐｒｉｏ
ｎ　ｌｅｃｏｎｔｅｉ）（ｒｅｄ－ｈｅａｄｅｄ　ｐｉｎｅｓａｗｆｌｙ）ＮＰＶ（Ｌｅ
ｃｏｎｔｖｉｒｕｓとして知られている製品）、（４．１６）マツノキハバチ（Ｎｅｏｄ
ｉｐｒｉｏｎ　ｓｅｒｔｉｆｅｒ）ＮＰＶ（Ｎｅｏｃｈｅｃｋ－Ｓとして知られている製
品）、（４．１７）オルギア・プセウドツガタ（Ｏｒｇｙｉａ　ｐｓｅｕｄｏｔｓｕｇａ
ｔａ）（Ｄｏｕｇｌａｓ－ｆｉｒ　ｔｕｓｓｏｃｋ　ｍｏｔｈ）ＮＰＶ（Ｖｉｒｔｕｓｓ
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として知られている製品）、（４．１８）ジャガイモガ（ｔｏｂａｃｃｏ　ｌｅａｆ　ｍ
ｉｎｅｒ）（Ｐｈｔｈｏｒｉｍａｅａ　ｏｐｅｒｃｕｌｅｌｌａ）ＧＶ（Ｍａｔａｐｏｌ
として知られている製品）、（４．１９）モンシロチョウ（Ｐｉｅｒｉｓ　ｒａｐａｅ）
ＧＶ、（４．２０）コナガ（Ｐｌｕｔｅｌｌａ　ｘｙｌｏｓｔｅｌｌａ）ＧＶ（Ｐｌｕｔ
ｅとして知られている製品ｃ）、（４．２１）スポドプテラ・アルブラ（Ｓｐｏｄｏｐｔ
ｅｒａ　ａｌｂｕｌａ）（ｇｒａｙ－ｓｔｒｅａｋｅｄ　ａｒｍｙｗｏｍ　ｍｏｔｈ）ｍ
ＮＰＶ（ＶＰＮ　８２として知られている製品）、（４．２２）アフリカシロナヨトウ（
ｔｒｕｅ　ａｒｍｙｗｏｒｍ）（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｅｘｅｍｐｔａ）ｍＮＰＶ（Ｓ
ｐｏｄｅｃとして知られている製品）、（４．２３）シロイチモジヨトウ（ｓｕｇａｒｂ
ｅｅｔ　ａｒｍｙｗｏｒｍ）（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｅｘｉｇｕａ）ｍＮＰＶ（Ｓｐｅ
ｘｉｔとして知られている製品；　供給元：Ａｎｄｅｒｍａｔｔ　Ｂｉｏｃｏｎｔｒｏｌ
）、（４．２４）ツマジロクサヨトウ（ｆａｌｌ　ａｒｍｙｗｏｒｍ）（Ｓｐｏｄｏｐｔ
ｅｒａ　ｆｒｕｇｉｐｅｒｄａ）ｍＮＰＶ（Ｂａｃｕｌｏｖｉｒｕｓ　ＶＰＮとして知ら
れている製品）、（４．２５）エジプトヨトウ（ｔｏｂａｃｃｏ　ｃｕｔｗｏｒｍ）（Ｓ
ｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｌｉｔｔｏｒａｌｉｓ）ＮＰＶ（Ｓｐｏｄｏｐｔｒｉｎとして知ら
れている製品；　供給元：ＮＰＰ　Ｃａｌｌｉｏｐｅ　Ｆｒａｎｃｅ）、（４．２６）ハ
スモンヨトウ（ｏｒｉｅｎｔａｌ　ｌｅａｆｗｏｒｍ　ｍｏｔｈ）（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒ
ａ　ｌｉｔｕｒａ）ＮＰＶ（Ｌｉｔｔｏｖｉｒとして知られている製品）；
（５）以下のものからなる昆虫病原性線虫類：
（５．１）アブレビアタ・カウカシカ（Ａｂｂｒｅｖｉａｔａ　ｃａｕｃａｓｉｃａ）、
（５．２）アクアリア属種（Ａｃｕａｒｉａ　ｓｐｐ．）、（５．３）アガメルミス・デ
カウダタ（Ａｇａｍｅｒｍｉｓ　ｄｅｃａｕｄａｔａ）、（５．４）アラントネマ属種（
Ａｌｌａｎｔｏｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、（５．５）アムフィメルミス属種（Ａｍｐｈｉｍ
ｅｒｍｉｓ　ｓｐｐ．）、（５．６）ベッジンギア（Ｂｅｄｄｉｎｇｉａ）（＝　デラデ
ヌス（Ｄｅｌａｄｅｎｕｓ））・シリジコラ（ｓｉｒｉｄｉｃｏｌａ）、（５．７）ボビ
エネマ属種（Ｂｏｖｉｅｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、（５．８）カメロニア属種（Ｃａｍｅｒ
ｏｎｉａ　ｓｐｐ．）、（５．９）キトウォオジエラ・オボフィラメンタ（Ｃｈｉｔｗｏ
ｏｄｉｅｌｌａ　ｏｖｏｆｉｌａｍｅｎｔａ）、（５．１０）コントルチレンクス属種（
Ｃｏｎｔｏｒｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、（５．１１）クリシメルミス属種（Ｃｕ
ｌｉｃｉｍｅｒｍｉｓ　ｓｐｐ．）、（５．１２）ジプロトリアエナ属種（Ｄｉｐｌｏｔ
ｒｉａｅｎａ　ｓｐｐ．）、（５．１３）エムピドメルミス属種（Ｅｍｐｉｄｏｍｅｒｍ
ｉｓ　ｓｐｐ．）、（５．１４）フィリプジェビメルミス・レイプサンドラ（Ｆｉｌｉｐ
ｊｅｖｉｍｅｒｍｉｓ　ｌｅｉｐｓａｎｄｒａ）、（５．１５）ガストロメルミス属種（
Ｇａｓｔｒｏｍｅｒｍｉｓ　ｓｐｐ．）、（５．１６）ゴンギロネマ属種（Ｇｏｎｇｙｌ
ｏｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、（５．１７）ギノポエシラ・プセウドビパラ（Ｇｙｎｏｐｏｅ
ｃｉｌｉａ　ｐｓｅｕｄｏｖｉｐａｒａ）、（５．１８）ヘテロラブジチス・バクテリオ
ホラ（Ｈｅｔｅｒｏｒｈａｂｄｉｔｉｓ　ｂａｃｔｅｒｉｏｐｈｏｒａ）（Ｂ－Ｇｒｅｅ
ｎとして知られている製品）、（５．１９）ヘテロラブジチス・バウジャルジ（Ｈｅｔｅ
ｒｏｒｈａｂｄｉｔｉｓ　ｂａｕｊａｒｄｉ）、（５．２０）ヘテロラブジチス・ヘリオ
チジス（Ｈｅｔｅｒｏｒｈａｂｄｉｔｉｓ　ｈｅｌｉｏｔｈｉｄｉｓ）（Ｎｅｍａｔｏｎ
として知られている製品）、（５．２１）ヘテロラブジチス・インジカ（Ｈｅｔｅｒｏｒ
ｈａｂｄｉｔｉｓ　ｉｎｄｉｃａ）、（５．２２）ヘテロラブジチス・マレラツス（Ｈｅ
ｔｅｒｏｒｈａｂｄｉｔｉｓ　ｍａｒｅｌａｔｕｓ）、（５．２３）ヘテロラブジチス・
メギジス（Ｈｅｔｅｒｏｒｈａｂｄｉｔｉｓ　ｍｅｇｉｄｉｓ）、（５．２４）ヘテロラ
ブジチス・ゼアランジカ（Ｈｅｔｅｒｏｒｈａｂｄｉｔｉｓ　ｚｅａｌａｎｄｉｃａ）、
（５．２５）ヘキサメルミス属種（Ｈｅｘａｍｅｒｍｉｓ　ｓｐｐ．）、（５．２６）ヒ
ドロメルミス属種（Ｈｙｄｒｏｍｅｒｍｉｓ　ｓｐｐ．）、（５．２７）イソメルミス属
種（Ｉｓｏｍｅｒｍｉｓ　ｓｐｐ．）、（５．２８）リムノメルミス属種（Ｌｉｍｎｏｍ
ｅｒｍｉｓ　ｓｐｐ．）、（５．２９）マウパシナ・ウェイシ（Ｍａｕｐａｓｉｎａ　ｗ
ｅｉｓｓｉ）、（５．３０）メルミス・ニグレセンス（Ｍｅｒｍｉｓ　ｎｉｇｒｅｓｃｅ
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ｎｓ）、（５．３１）メソメルミス属種（Ｍｅｓｏｍｅｒｍｉｓ　ｓｐｐ．）、（５．３
２）ネオメソメルミス属種（Ｎｅｏｍｅｓｏｍｅｒｍｉｓ　ｓｐｐ．）、（５．３３）ネ
オパラシチレンクス・ルグロシ（Ｎｅｏｐａｒａｓｉｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｒｕｇｕｌｏ
ｓｉ）、（５．３４）オクトミオメルミス属種（Ｏｃｔｏｍｙｏｍｅｒｍｉｓ　ｓｐｐ．
）、（５．３５）パラシタフェレンクス属種（Ｐａｒａｓｉｔａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ　
ｓｐｐ．）、（５．３６）パラシトラブジチス属種（Ｐａｒａｓｉｔｏｒｈａｂｄｉｔｉ
ｓ　ｓｐｐ．）、（５．３７）パラシチレンクス属種（Ｐａｒａｓｉｔｙｌｅｎｃｈｕｓ
　ｓｐｐ．）、（５．３８）ペルチリメルミス・クリシス（Ｐｅｒｕｔｉｌｉｍｅｒｍｉ
ｓ　ｃｕｌｉｃｉｓ）、（５．３９）ファスマラブジチス・ヘルマフロジタ（Ｐｈａｓｍ
ａｒｈａｂｄｉｔｉｓ　ｈｅｒｍａｐｈｒｏｄｉｔａ）、（５．４０）フィサロプテラ属
種（Ｐｈｙｓａｌｏｐｔｅｒａ　ｓｐｐ．）、（５．４１）プロトレラツス属種（Ｐｒｏ
ｔｒｅｌｌａｔｕｓ　ｓｐｐ．）、（５．４２）プテリゴデルマチテス属種（Ｐｔｅｒｙ
ｇｏｄｅｒｍａｔｉｔｅｓ　ｓｐｐ．）、（５．４３）ロマノメルミス属種（Ｒｏｍａｎ
ｏｍｅｒｍｉｓ　ｓｐｐ．）、（５．４４）セウラツム・カダラケンセ（Ｓｅｕｒａｔｕ
ｍ　ｃａｄａｒａｃｈｅｎｓｅ）、（５．４５）スファエルラリオプシス属種（Ｓｐｈａ
ｅｒｕｌａｒｉｏｐｓｉｓ　ｓｐｐ．）、（５．４６）スピルラ・グイアネンシス（Ｓｐ
ｉｒｕｒａ　ｇｕｉａｎｅｎｓｉｓ）、（５．４７）ステイネルネマ・カルポカプサエ（
Ｓｔｅｉｎｅｒｎｅｍａ　ｃａｒｐｏｃａｐｓａｅ）（Ｂｉｏｃｏｎｔｒｏｌとして知ら
れている製品）、（５．４８）ステイネルネマ・フェルチアエ（Ｓｔｅｉｎｅｒｎｅｍａ
　ｆｅｌｔｉａｅ）（Ｎｅｍａｓｙｓ（登録商標）として知られている製品）、（５．４
９）ステイネルネマ・グラセリ（Ｓｔｅｉｎｅｒｎｅｍａ　ｇｌａｓｅｒｉ）（Ｂｉｏｔ
ｏｐｉａとして知られている製品）、（５．５０）ステイネルネマ・クラウッセイ（Ｓｔ
ｅｉｎｅｒｎｅｍａ　ｋｒａｕｓｓｅｉ）（Ｌａｒｖｅｓｕｒｅとして知られている製品
）、（５．５１）ステイネルネマ・リオブラベ（Ｓｔｅｉｎｅｒｎｅｍａ　ｒｉｏｂｒａ
ｖｅ）（Ｂｉｏｖｅｃｔｏｒとして知られている製品）、（５．５２）ステイネルネマ・
スカプテリシ（Ｓｔｅｉｎｅｒｎｅｍａ　ｓｃａｐｔｅｒｉｓｃｉ）（Ｎｅｍａｔａｃ　
Ｓとして知られている製品）、（５．５３）ステイネルネマ・スカラバエイ（Ｓｔｅｉｎ
ｅｒｎｅｍａ　ｓｃａｒａｂａｅｉ）、（５．５４）ステイネルネマ・シアムカヤイ（Ｓ
ｔｅｉｎｅｒｎｅｍａ　ｓｉａｍｋａｙａｉ）、（５．５５）ストレルコビメルミス・ペ
テリセニ（Ｓｔｒｅｌｋｏｖｉｍｅｒｍｉｓ　ｐｅｔｅｒｓｅｎｉ）、（５．５６）スブ
ルラ属種（Ｓｕｂｕｌｕｒａ　ｓｐｐ．）、（５．５７）スルフレチレンクス・エロンガ
ツス（Ｓｕｌｐｈｕｒｅｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｅｌｏｎｇａｔｕｓ）、（５．５８）テト
ラメレス属種（Ｔｅｔｒａｍｅｒｅｓ　ｓｐｐ．）；
（６）以下のものからなるタンパク質又は二次代謝産物：
（６．１）ハーピン（エルウィニア・アミロボラ（Ｅｒｗｉｎｉａ　ａｍｙｌｏｖｏｒａ
）によって単離されるもの；　Ｈａｒｐ－Ｎ－ＴｅｋＴＭ、Ｍｅｓｓｅｎｇｅｒ（登録商
標）、ＥｍｐｌｏｙＴＭ、ＰｒｏＡｃｔＴＭとして知られている製品）；
（７）以下のものからなる植物抽出物：
（７．１）チモール（Ｔｈｙｍｏｌ）（例えば、タイム（ｔｈｙｍｕｓ　ｖｕｌｇａｒｉ
ｓ）から抽出されたもの）、（７．２）ニームツリー（Ｎｅｅｍ　ｔｒｅｅ）（Ａｚａｄ
ｉｒａｃｈｔａ　ｉｎｄｉｃａ）油、及び、その中に含まれているアザジラクチン（Ａｚ
ａｄｉｒａｃｈｔｉｎ）、（７．３）除虫菊（Ｐｙｒｅｔｈｒｕｍ）（タナセツム属（Ｔ
ａｎａｃｅｔｕｍ）のさまざまな種の頭状花を乾燥させたものから得た抽出物、及び、そ
の中に含まれているピレトリン類（該抽出物の活性成分）、（７．４）カッシア・ニグリ
カンス（Ｃａｓｓｉａ　ｎｉｇｒｉｃａｎｓ）の抽出物、（７．５）ニガキ（Ｑｕａｓｓ
ｉａ　ａｍａｒａ）の木材抽出物、（７．６）ロテノン（数種類の熱帯植物種及び亜熱帯
植物種（特に、ロンコカルプス属（Ｌｏｎｃｈｏｃａｒｐｕｓ）及びデリス属（Ｄｅｒｒ
ｉｓ）に属する熱帯植物種及び亜熱帯植物種）の根及び茎から得られた抽出物）、（７．
７）ニンニク（Ａｌｌｉｕｍ　ｓａｔｉｖｕｍ）の抽出物、（７．８）キラヤ抽出物（シ
ャボンノキ（Ｑｕｉｌｌａｊａ　Ｓａｐｏｎａｒｉａ　Ｍｏｌｉｎａ　ｔｒｅｅ）の外側
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形成層の精製抽出物を濃縮したものから得られたもの）、（７．９）サバジラ（サバジラ
＝Ｓｃｈｏｅｎｏｃａｕｌｏｎ　ｏｆｆｉｃｉｎａｌｅ）種子、特に、ベラトリン（種子
から得られた抽出物）、（７．１０）リアニア（リアニア・スペシオサ（Ｒｙａｎｉａ　
ｓｐｅｃｉｏｓａ）の地上部の茎から得られた抽出物、特に、リアノジン（該抽出物の活
性成分）、（７．１１）ヤドリギ（Ｖｉｓｃｕｍ　ａｌｂｕｍ）の抽出物、（７．１２）
ヨモギギク（Ｔａｎａｃｅｔｕｍ　ｖｕｌｇａｒｅ）の抽出物、（７．１３）ニガヨモギ
（Ａｒｔｅｍｉｓｉａ　ａｂｓｉｎｔｈｉｕｍ）の抽出物、（７．１４）セイヨウイラク
サ（ｓｔｉｎｇｉｎｇ　ｎｅｔｔｌｅ）（Ｕｒｔｉｃａ　ｄｉｏｉｃａ）の抽出物、（７
．１５）ヒレハリソウ（Ｓｙｍｐｈｙｔｕｍ　ｏｆｆｉｃｉｎａｌｅ）の抽出物、（７．
１６）キンレンカ（Ｔｒｏｐａｅｕｌｕｍ　ｍａｊｕｓ）の抽出物、（７．１７）コナラ
属（Ｑｕｅｒｃｕｓ）（オークの木）の葉及び樹皮、（７．１８）イエローマスタードパ
ウダー、（７．１９）アメリカアリタソウ（Ｃｈｅｎｏｐｏｄｉｕｍ　ａｎｔｈｅｌｍｉ
ｎｔｉｃｕｍ）の種子の油、（７．２０）セイヨウオシダ（Ｄｒｙｏｐｔｅｒｉｓ　ｆｉ
ｌｉｘ－ｍａｓ）の葉を乾燥させたもの、（７．２１）セラスツス・アングラツス（Ｃｅ
ｌａｓｔｒｕｓ　ａｎｇｕｌａｔｕｓ）（Ｃｈｉｎｅｓｅ　ｂｉｔｔｅｒｓｗｅｅｔ）の
樹皮、（７．２２）スギナ（Ｅｑｕｉｓｅｔｕｍ　ａｒｖｅｎｓｅ）の抽出物、（７．２
３）キチン、（７．２４）アリタソウ（Ｃｈｅｎｏｐｏｄｉｕｍ　ａｍｂｒｏｓｉｏｉｄ
ｅｓ）の天然抽出物又は模擬ブレンド（Ｒｅｑｕｉｅｍとして知られている製品）、（７
．２５）キノア（Ｃｈｅｎｏｐｏｄｉｕｍ　ｑｕｉｎｏａ）のサポニン類（Ｈｅａｄｓ　
Ｕｐとして知られている製品）。
【請求項６】
　前記生物学的防除剤が、以下のものから選択される、請求項１～４のいずれかに記載の
組成物：
（１）以下のものからなる細菌類：
（１．２４）バシルス・フィルムス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｆｉｒｍｕｓ）、特に、株Ｉ－
１５８２（Ｂｉｏｎｅｍ、ＶＯＴＩＶＯとして知られている製品）、（１．４７）バシル
ス・プミルス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｐｕｍｉｌｕｓ）、特に、株ＱＳＴ２８０８（受託番
号Ｎｏ．ＮＲＲＬ　Ｂ－３００８７；　Ｓｏｎａｔａ　ＱＳＴ　２８０８（登録商標）と
して知られている製品）、（１．５２）バシルス・スブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕ
ｂｔｉｌｉｓ）、特に、株ＧＢ０３（Ｋｏｄｉａｋ（登録商標）として知られている製品
）、（１．５３）バシルス・スブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）、特に
、株ＱＳＴ７１３／ＡＱ７１３（受託番号Ｎｏ．ＮＲＲＬ　Ｂ－２１６６１；　Ｓｅｒｅ
ｎａｄｅ　ＱＳＴ　７１３（登録商標）、Ｓｅｒｅｎａｄｅ　Ｓｏｉｌ、Ｓｅｒｅｎａｄ
ｅ　Ｍａｘとして知られている製品）、（１．１３５）バシルス・スブチリス（Ｂａｃｉ
ｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）、特に、株ＱＳＴ３０００２／ＡＱ３０００２（受託番号
Ｎｏ．ＮＲＲＬ　Ｂ－５０４２１；　ｃｆ．　ＷＯ　２０１２／０８７９８０）、（１．
１３６）バシルス・スブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）、特に、株ＱＳ
Ｔ３０００４／ＡＱ３０００４（受託番号Ｎｏ．ＮＲＲＬ　Ｂ－５０４５５；　ｃｆ．　
ＷＯ　２０１２／０８７９８０）；
（２）以下のものからなる菌類又は酵母類：
（２．２０）ラゲニジウム・ギガンテウム（Ｌａｇｅｎｉｄｉｕｍ　ｇｉｇａｎｔｅｕｍ
）（Ｌａｇｉｎｅｘ（登録商標）として知られている製品；　供給元：ＡｇｒａＱｕｅｓ
ｔ，　Ｉｎｃ．）、（２．５２）トリコデルマ・アスペレルム（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ
　ａｓｐｅｒｅｌｌｕｍ）（ＢＩＯ－ＴＡＭＴＭとして知られている製品）、（２．５５
）トリコデルマ・ガムシイ（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ　ｇａｍｓｉｉ）（ＢＩＯ－ＴＡＭ
ＴＭとして知られている製品）；及び、
（７）以下のものからなる植物抽出物：
（７．２４）アリタソウ（Ｃｈｅｎｏｐｏｄｉｕｍ　ａｍｂｒｏｓｉｏｉｄｅｓ）の天然
抽出物又は模擬ブレンド（Ｒｅｑｕｉｅｍとして知られている製品）。
【請求項７】
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　前記生物学的防除剤が、以下のものから選択される、請求項１～４のいずれかに記載の
組成物：
（１）以下のものからなる細菌類：
（１．５８）バシルス・ツリンギエンシス　ｓｕｂｓｐ．　アイザワイ（Ｂａｃｉｌｌｕ
ｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐ．　ａｉｚａｗａｉ）株ＡＢＴＳ－１８５
７（ＸｅｎＴａｒｉ（登録商標）として知られている製品）、又は、（１．５９）バシル
ス・ツリンギエンシス　ｓｕｂｓｐ．　クルスタキ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇ
ｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐ．　ｋｕｒｓｔａｋｉ）株ＨＤ－１（Ｄｉｐｅｌ（登録商標）
ＥＳとして知られている製品）。
【請求項８】
　前記式（Ｉ－１）で表される前記化合物が、式（Ｉ－（Ｒ））
【化４】

〔式中、
　・　Ｒ１は、水素原子又はメチル基を表し；及び、
　・　Ｒ２は、メチル基、ジフルオロメチル基又はトリフルオロメチル基を表す〕
で表される、請求項１～７のいずれかに記載の組成物。
【請求項９】
　前記式（Ｉ－１）で表される前記化合物が、式（Ｉ－（Ｓ））

【化５】

〔式中、
　・　Ｒ１は、水素原子又はメチル基を表し；及び、
　・　Ｒ２は、メチル基、ジフルオロメチル基又はトリフルオロメチル基を表す〕
で表される、請求項１～７のいずれかに記載の組成物。
【請求項１０】
　有害な微生物又は害虫を防除する方法であって、請求項１～９のいずれかに記載の組成
物を該微生物又は該害虫又はそれらの生息環境に接触させることを含む、方法。
【請求項１１】
　種子を処理する方法であって、請求項１～９のいずれかに記載の組成物を該種子に接触
させることを含む、方法。
【請求項１２】
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　組成物を調製する方法であって、請求項１～８のいずれかに記載の相乗的に有効な混合
物を増量剤、界面活性剤又はそれらの組合せと混合させることを含む、方法。
【請求項１３】
　請求項１～９のいずれかに記載の組成物で処理された種子。
【請求項１４】
　植物又は植物の部分を望ましくない微生物に対して保護する方法であって、
　（ａ）一般式（Ｉ）で表される化合物、及び、
　（ｂ）少なくとも１種類の生物学的防除剤
を用いて、２以上の段階で処理することを含む〔ここで、該２種類の成分は、植物の同一
又は異なった成育段階において、当該作物に別々に施用され（これは、収穫後処理を包含
する）、及び、（ａ）と（ｂ）の施用は、施用の特定の順番又は特定の回数に制限される
ことはない〕、方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、新規混合物、これらの混合物を調製する方法、これらの混合物を含んでいる
組成物、並びに、生物学的に活性な混合物としてのそれらの使用、特に、作物保護及び材
料物質（ｍａｔｅｒｉａｌｓ）の保護において有害な微生物又は害虫（ｐｅｓｔ）を防除
するための生物学的に活性な混合物としてのそれらの使用、及び、植物成長調節剤として
のそれらの使用に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般式

【化１】

【０００３】
〔式中、
　・　Ｒ１は、水素原子又はメチル基を表し；及び、
　・　Ｒ２は、メチル基、ジフルオロメチル基又はトリフルオロメチル基を表す〕
で表されるカルボキサミドは、殺菌効果を有する活性化合物として知られている（ｃｆ．
　ＷＯ　１９８６／０２６４１Ａ、ＷＯ　１９９２／１２９７０Ａ、ＪＰ　２０１０－８
３８６９、ＷＯ　２０１１／１６２３９７Ａ）。
【０００４】
　さらに、これらの化合物を種々の殺害虫活性成分と混合させることができることも知ら
れている；そのようにして得られる組成物は、例えば、ＷＯ　２０１１／１３５８２７Ａ
、ＷＯ　２０１１／１３５８２８Ａ、ＷＯ　２０１１／１３５８３０Ａ、ＷＯ　２０１１
／１３５８３１、ＷＯ　２０１１／１３５８３２Ａ、ＷＯ　２０１１／１３５８３３Ａ、
ＷＯ　２０１１／１３５８３４Ａ、ＷＯ　２０１１／１３５８３５Ａ、ＷＯ　２０１１／
１３５８３６Ａ、ＷＯ　２０１１／１３５８３７Ａ、ＷＯ　２０１１／１３５８３８Ａ、
ＷＯ　２０１１／１３５８３９Ａ、及び、ＷＯ　２０１１／１３５８４０Ａから知られて
いる。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】国際特許出願公開第１９８６／０２６４１号
【特許文献２】国際特許出願公開第１９９２／１２９７０号
【特許文献３】日本特許出願公開第２０１０－８３８６９号
【特許文献４】国際特許出願公開第２０１１／１６２３９７号
【特許文献５】国際特許出願公開第２０１１／１３５８２７号
【特許文献６】国際特許出願公開第２０１１／１３５８２８号
【特許文献７】国際特許出願公開第２０１１／１３５８３０号
【特許文献８】国際特許出願公開第２０１１／１３５８３１号
【特許文献９】国際特許出願公開第２０１１／１３５８３２号
【特許文献１０】国際特許出願公開第２０１１／１３５８３３号
【特許文献１１】国際特許出願公開第２０１１／１３５８３４号
【特許文献１２】国際特許出願公開第２０１１／１３５８３５号
【特許文献１３】国際特許出願公開第２０１１／１３５８３６号
【特許文献１４】国際特許出願公開第２０１１／１３５８３７号
【特許文献１５】国際特許出願公開第２０１１／１３５８３８号
【特許文献１６】国際特許出願公開第２０１１／１３５８３９号
【特許文献１７】国際特許出願公開第２０１１／１３５８４０号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　現代の活性成分（例えば、殺菌剤）に求められる生態学的及び経済学的な要求、例えば
、活性スペクトル、毒性、選択性、施用量、残留物の形成及び好ましい製造方法などに関
する要求は、継続的に増大しており、また、例えば抵抗性に関する問題も存在し得るので
、少なくとも一部の領域において既知組成物よりも有利な新規殺菌剤組成物を開発するこ
とは絶えず求められている。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　驚くべきことに、上記で示されている式（Ｉ）で表される少なくとも１種類の化合物と
少なくとも１種類の生物学的防除剤を含んでいる混合物が従来技術から知られている混合
物よりも優れた効力を有しているということが見いだされた。
【０００８】
　本発明による混合物は、従来技術から知られている組成物と比較して、有害な微生物又
は害虫（特に、昆虫類、ダニ類、線虫類又は植物病原性菌類）に対して優れた効力を示す
。
【０００９】
　特に、本発明による混合物は、有害な微生物又は害虫（特に、昆虫類、ダニ類、線虫類
又は植物病原性菌類）に対して施用された場合、好ましくは、相乗効果を有する。
【００１０】
　さらに、本発明による混合物は、有害な微生物又は害虫（特に、昆虫類、ダニ類、線虫
類又は植物病原性菌類）に対して、従来技術の既知混合物と比較して、優れた相乗効果を
有している。
【００１１】
　本発明による混合物について、詳細に記述する。
【００１２】
　本発明による組成物は、
（１）　一般式
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【化２】

【００１３】
〔式中、
　・　Ｒ１は、水素原子又はメチル基を表し；及び、
　・　Ｒ２は、メチル基、ジフルオロメチル基又はトリフルオロメチル基を表す〕
で表される少なくとも１種類の化合物；及び、
（２）　少なくとも１種類の生物学的防除剤〔特に、細菌類、菌類又は酵母類、原生動物
、ウイルス類、昆虫病原性線虫類、植物抽出物、及び、微生物によって産生される生成物
（これは、タンパク質又は二次代謝産物を包含する）〕；
を含んでいる。
【００１４】
　従って、本発明は、式（Ｉ）で表される化合物と１種類の生物学的防除剤（ＩＩ）〔特
に、細菌類、菌類又は酵母類、原生動物、ウイルス類、昆虫病原性線虫類又は個々の系統
を識別する全ての特性を有しているそれら系統の突然変異体、植物抽出物、及び、微生物
によって産生される生成物（これは、植物病原性の菌類又は害虫に対して活性を示すタン
パク質又は二次代謝産物を包含する）〕の混合物を対象とする。
【００１５】
　式（Ｉ）で表される化合物は、従来技術から知られている；式（Ｉ）で表される化合物
の調製については、例えば、ＷＯ　１９８６／０２６４１Ａ、ＷＯ　１９９２／１２９７
０Ａ、ＪＰ　２０１０－８３８６９、ＷＯ　２０１１／１６２３９７に記載されている。
【００１６】
　本発明の好ましい実施形態においては、一般式（Ｉ）で表される化合物は、化合物（Ｉ
－１）～化合物（Ｉ－６）：
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【００１７】
のうちの１種類によって表される。
【００１８】
　一般式（Ｉ）で表される化合物は、好ましくは、式（Ｉ－１）、式（Ｉ－２）及び式（
Ｉ－５）で表される化合物からなる群から選択される。さらに好ましくは、一般式（Ｉ）
で表される化合物は、式（Ｉ－１）で表される化合物である。
【００１９】
　本発明による混合物の必須部分として挙げられている式（Ｉ）で表される化合物は、上
記スキームに示されているように、立体中心を含んでいる。

【化４】

【００２０】
　従って、式（Ｉ）で表される化合物の２種類の立体異性体が知られており、それらは、
全て、本発明の一部分である（ＷＯ　２０１１／１６２３９７Ａ）。従って、式（Ｉ）で
表される化合物は、
式（Ｉ－（Ｒ））

【化５】

【００２１】
又は、
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【化６】

【００２２】
のいずれかによって表され、ここで、一般式（Ｉ－（Ｒ））及び一般式（Ｉ－（Ｓ））で
表される化合物において、特定の残基は、以下の意味を有する：
　・　Ｒ１は、水素原子又はメチル基を表し；及び、
　・　Ｒ２は、メチル基、ジフルオロメチル基又はトリフルオロメチル基を表す。
【００２３】
　式（Ｉ）で表される化合物は、一般式（Ｉ－（Ｓ））及び一般式（Ｉ－（Ｒ））で表さ
れる化合物の混合物によっても代表され得る。しかしながら、好ましくは、一般式（Ｉ）
で表される化合物のＲ形態／Ｓ形態のエナンチオマー比は、８０／２０又はそれ以上であ
り、さらに好ましくは、一般式（Ｉ）で表される化合物のＲ形態／Ｓ形態のエナンチオマ
ー比は、９０／１０～１００００／１であり、一層さらに好ましくは、一般式（Ｉ）で表
される化合物のＲ形態／Ｓ形態のエナンチオマー比は、９５／５～１００００／１であり
、最も好ましくは、一般式（Ｉ）で表される化合物のＲ形態／Ｓ形態のエナンチオマー比
は、９８／１～１０００／１である。
【００２４】
　上記で記載されている置換基Ｒ１及びＲ２の好ましい定義を考慮に入れた場合、一般式
（Ｉ）で表される化合物は、以下の化合物のうちの１種類から選択される：

【化７】
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【００２５】
　好ましくは、一般式（Ｉ）で表される化合物は、化合物（Ｉ－１（Ｓ））、化合物（Ｉ
－１（Ｒ））、化合物（Ｉ－２（Ｓ））、化合物（Ｉ－２（Ｒ））、及び、化合物（Ｉ－
５（Ｓ））、化合物（Ｉ－５（Ｒ））から選択される。
【００２６】
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　さらに好ましくは、一般式（Ｉ）で表される化合物は、化合物（Ｉ－１（Ｓ））又は化
合物（Ｉ－１（Ｒ））から選択される。
【００２７】
　式（Ｉ）で表される化合物を、少なくとも１種類の生物学的防除剤〔特に、細菌類、菌
類又は酵母類、原生動物、ウイルス類、昆虫病原性線虫類、植物抽出物、及び、微生物に
よって産生される生成物（これは、植物病原性の菌類又は害虫に対して活性を示すタンパ
ク質又は二次代謝産物を包含する）〕と混合させる。
【００２８】
　好ましくは、式（Ｉ）で表される化合物を、１種類の生物学的防除剤〔特に、細菌類、
菌類又は酵母類、原生動物、ウイルス類、昆虫病原性線虫類、植物抽出物、及び、微生物
によって産生される生成物（これは、植物病原性の菌類又は害虫に対して活性を示すタン
パク質又は二次代謝産物を包含する）〕と混合させる。
【００２９】
　従って、本発明においては、生物学的防除剤は、細菌類、菌類又は酵母類、原生動物、
ウイルス類、昆虫病原性線虫類、植物抽出物及び微生物によって産生される生成物（これ
は、タンパク質又は二次代謝産物を包含する）を包含する。
【００３０】
　細菌、菌又は原生動物の系統の、個々の系統を識別する全ての特性を有している突然変
異体は、当該生物学的防除剤の定義の範囲内に包含される。
【００３１】
　微生物によって産生される生成物（これは、タンパク質又は二次代謝産物を包含する）
は、それらが植物病原性の菌類又は害虫に対して活性を示すことを特徴とする。
【００３２】
　従って、本発明においては、生物学的防除剤は、細菌類、菌類又は酵母類、原生動物、
ウイルス類、昆虫病原性線虫類、植物抽出物及び微生物によって産生される生成物（これ
は、タンパク質又は二次代謝産物を包含する）で構成される。
【００３３】
　従って、本発明においては、生物学的防除剤は、特に、細菌類、菌類又は酵母類、原生
動物、ウイルス類、昆虫病原性線虫類、植物抽出物及び微生物によって産生される生成物
（これは、タンパク質又は二次代謝産物を包含する）である。
【００３４】
　従って、本発明においては、生物学的防除剤は、以下のものを包含する：
（１）細菌類；
（２）菌類又は酵母類；
（３）原生動物；
（４）ウイルス類；
（５）昆虫病原性線虫；
（６）微生物によって産生される生成物（これは、タンパク質又は二次代謝産物を包含す
る）；及び、
（７）植物抽出物。
【００３５】
　用語「細菌類」のもとで要約されている生物学的防除剤としては、限定するものではな
いが、根にコロニーを形成する芽胞形成性細菌類、又は、バイオ殺虫剤、バイオ殺菌剤若
しくはバイオ殺線虫剤として有用な細菌類などがある。本発明に従って使用又は利用され
るそのような細菌類の例としては、限定するものではないが、以下のものを挙げることが
できる：（１．１）アグロバクテリウム・ラジオバクテル（Ａｇｒｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ
　ｒａｄｉｏｂａｃｔｅｒ）、（１．２）バシルス・アシドカルダリウス（Ｂａｃｉｌｌ
ｕｓ　ａｃｉｄｏｃａｌｄａｒｉｕｓ）、（１．３）バシルス・アシドテレストリス（Ｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ａｃｉｄｏｔｅｒｒｅｓｔｒｉｓ）、（１．４）バシルス・アグリ（Ｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ａｇｒｉ）、（１．５）バシルス・アイザワイ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ａ
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ｉｚａｗａｉ）、（１．６）バシルス・アルボラクチス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｌｂｏｌ
ａｃｔｉｓ）、（１．７）バシルス・アルカロフィルス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｌｃａｌ
ｏｐｈｉｌｕｓ）、（１．８）バシルス・アルベイ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｌｖｅｉ）、
（１．９）バシルス・アミノグルコシジクス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｍｉｎｏｇｌｕｃｏ
ｓｉｄｉｃｕｓ）、（１．１０）バシルス・アミノボランス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｍｉ
ｎｏｖｏｒａｎｓ）、（１．１１）バシルス・アミロリチクス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｍ
ｙｌｏｌｙｔｉｃｕｓ）（パエニバシルス・アミロリチクス（Ｐａｅｎｉｂａｃｉｌｌｕ
ｓ　ａｍｙｌｏｌｙｔｉｃｕｓ）としても知られている）、（１．１２）バシルス・アミ
ロリクエファシエンス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｍｙｌｏｌｉｑｕｅｆａｃｉｅｎｓ）、特
に、株ＩＮ９３７ａ、（１．１３）バシルス・アミロリクエファシエンス（Ｂａｃｉｌｌ
ｕｓ　ａｍｙｌｏｌｉｑｕｅｆａｃｉｅｎｓ）、特に、株ＦＺＢ４２（ＲｈｉｚｏＶｉｔ
ａｌ（登録商標）として知られている製品）、（１．１４）バシルス・アミロリクエファ
シエンス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｍｙｌｏｌｉｑｕｅｆａｃｉｅｎｓ）株Ｂ３、（１．１
５）バシルス・アネウリノリチクス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｎｅｕｒｉｎｏｌｙｔｉｃｕ
ｓ）、（１．１６）バシルス・アトロファエウス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｔｒｏｐｈａｅ
ｕｓ）、（１．１７）バシルス・アゾトホルマンス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｚｏｔｏｆｏ
ｒｍａｎｓ）、（１．１８）バシルス・バジウス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｂａｄｉｕｓ）、
（１．１９）バシルス・セレウス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃｅｒｅｕｓ）、特に、バシルス
・セレウス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃｅｒｅｕｓ）株ＣＮＣＭ　Ｉ－１５６２の胞子（ｃｆ
．　ＵＳ　６４０６６９０）、（１．２０）バシルス・キチノスポルス（Ｂａｃｉｌｌｕ
ｓ　ｃｈｉｔｉｎｏｓｐｏｒｕｓ）、特に、株ＡＱ７４６（受託番号Ｎｏ．ＮＲＲＬ　Ｂ
－２１６１８）、（１．２１）バシルス・シルクランス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃｉｒｃｕ
ｌａｎｓ）、（１．２２）バシルス・コアグランス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃｏａｇｕｌａ
ｎｓ）、（１．２３）バシルス・ファスチジオスス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｆａｓｔｉｄｉ
ｏｓｕｓ）、（１．２４）バシルス・フィルムス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｆｉｒｍｕｓ）、
特に、株Ｉ－１５８２（Ｂｉｏｎｅｍ、ＶＯＴＩＶＯとして知られている製品）、（１．
２５）バシルス・クルスタキ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｋｕｒｓｔａｋｉ）、（１．２６）バ
シルス・ラクチコラ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｌａｃｔｉｃｏｌａ）、（１．２７）バシルス
・ラクチモルブス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｌａｃｔｉｍｏｒｂｕｓ）、（１．２８）バシル
ス・ラクチス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｌａｃｔｉｓ）、（１．２９）バシルス・ラテロスポ
ルス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｌａｔｅｒｏｓｐｏｒｕｓ）（ブレビバシルス・ラテロスポル
ス（Ｂｒｅｖｉｂａｃｉｌｌｕｓ　ｌａｔｅｒｏｓｐｏｒｕｓ）としても知られている）
、（１．３０）バシルス・ラウツス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｌａｕｔｕｓ）、（１．３１）
バシルス・レンチモルブス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｌｅｎｔｉｍｏｒｂｕｓ）、（１．３２
）バシルス・レンツス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｌｅｎｔｕｓ）、（１．３３）バシルス・リ
ケニホルミス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｌｉｃｈｅｎｉｆｏｒｍｉｓ）、（１．３４）バシル
ス・マロカヌス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｍａｒｏｃｃａｎｕｓ）、（１．３５）バシルス・
メガテリウム（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｍｅｇａｔｅｒｉｕｍ）（ＢｉｏＡｒｃとして知られ
ている製品）、（１．３６）バシルス・メチエンス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｍｅｔｉｅｎｓ
）、（１．３７）バシルス・ミコイデス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｍｙｃｏｉｄｅｓ）、特に
、株ＡＱ７２６（受託番号Ｎｏ．ＮＲＲＬ　Ｂ２１６６４）、（１．３８）バシルス・ミ
コイデス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｍｙｃｏｉｄｅｓ）分離株Ｊ（ＢｍＪ）、（１．３９）バ
シルス・ナット（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｎａｔｔｏ）、（１．４０）バシルス・ネマトシダ
（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｎｅｍａｔｏｃｉｄａ）、（１．４１）バシルス・ニグリフィカン
ス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｎｉｇｒｉｆｉｃａｎｓ）、（１．４２）バシルス・ニグルム（
Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｎｉｇｒｕｍ）、（１．４３）バシルス・パントテンチクス（Ｂａｃ
ｉｌｌｕｓ　ｐａｎｔｏｔｈｅｎｔｉｃｕｓ）、（１．４４）バシルス・ポピラエ（Ｂａ
ｃｉｌｌｕｓ　ｐｏｐｉｌｌａｅ）（Ｃｒｏｎｏｘとして知られている製品）、（１．４
５）バシルス・プシクロサッカロリチクス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｐｓｙｃｈｒｏｓａｃｃ
ｈａｒｏｌｙｔｉｃｕｓ）、（１．４６）バシルス・プミルス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｐｕ
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ｍｉｌｕｓ）、特に、株ＧＢ３４（Ｙｉｅｌｄ　Ｓｈｉｅｌｄ（登録商標）として知られ
ている製品）、（１．４７）バシルス・プミルス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｐｕｍｉｌｕｓ）
、特に、株ＱＳＴ２８０８（受託番号Ｎｏ．ＮＲＲＬ　Ｂ－３００８７；　Ｓｏｎａｔａ
　ＱＳＴ　２８０８（登録商標）として知られている製品）、（１．４８）バシルス・プ
ミルス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｐｕｍｉｌｕｓ）、特に、株ＡＱ７１７（受託番号Ｎｏ．Ｎ
ＲＲＬ　Ｂ２１６６２）、（１．４９）バシルス・シアメンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓ
ｉａｍｅｎｓｉｓ）、（１．５０）バシルス・スミチイ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｍｉｔｈ
ｉｉ）、（１．５１）バシルス・スファエリクス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｐｈａｅｒｉｃ
ｕｓ）（ＶｅｃｔｏＬｅｘｓ（登録商標）として知られている製品）、（１．５２）バシ
ルス・スブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）、特に、株ＧＢ０３（Ｋｏｄ
ｉａｋ（登録商標）として知られている製品）、（１．５３）バシルス・スブチリス（Ｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）、特に、株ＱＳＴ７１３／ＡＱ７１３（受託番号Ｎ
ｏ．ＮＲＲＬ　Ｂ－２１６６１；　Ｓｅｒｅｎａｄｅ　ＱＳＴ　７１３（登録商標）、Ｓ
ｅｒｅｎａｄｅ　Ｓｏｉｌ、Ｓｅｒｅｎａｄｅ　Ｍａｘとして知られている製品）、（１
．５４）バシルス・スブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）、特に、株ＡＱ
７４３（受託番号Ｎｏ．ＮＲＲＬ　Ｂ－２１６６５）、（１．５５）バシルス・スブチリ
ス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）、特に、株ＡＱ　１５３（ＡＴＣＣ受託番号
Ｎｏ．５５６１４）、（１．５６）バシルス・スブチリス　ｖａｒ．　アミロリクエファ
シエンス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ　ｖａｒ．　ａｍｙｌｏｌｉｑｕｅｆａ
ｃｉｅｎｓ）株ＦＺＢ２４（Ｔａｅｇｒｏ（登録商標）として知られている製品）、（１
．５７）バシルス・ツリンギエンシス　ｖａｒ．　イスラエレンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ
　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｖａｒ．　ｉｓｒａｅｌｅｎｓｉｓ）（ＶｅｃｔｏＢａ
ｃ（登録商標）として知られている製品）、（１．５８）バシルス・ツリンギエンシス　
ｓｕｂｓｐ．　アイザワイ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓ
ｐ．　ａｉｚａｗａｉ）株ＡＢＴＳ－１８５７（ＸｅｎＴａｒｉ（登録商標）として知ら
れている製品）、（１．５９）バシルス・ツリンギエンシス　ｓｕｂｓｐ．　クルスタキ
（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐ．　ｋｕｒｓｔａｋｉ）
株ＨＤ－１（Ｄｉｐｅｌ（登録商標）ＥＳとして知られている製品）、（１．６０）バシ
ルス・ツリンギエンシス　ｓｕｂｓｐ．　クルスタキ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎ
ｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐ．　ｋｕｒｓｔａｋｉ）株ＢＭＰ　１２３、（１．６１）バ
シルス・ツリンギエンシス　ｓｕｂｓｐ．　テネブリオニス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕ
ｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐ．　ｔｅｎｅｂｒｉｏｎｉｓ）株ＮＢ　１７６（Ｎｏ
ｖｏｄｏｒ（登録商標）ＦＣとして知られている製品）、（１．６２）バシルス・ツリン
ギエンシス　ｖａｒ．　アエギプチイ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ
　ｖａｒ．　ａｅｇｙｐｔｉｉ）（Ａｇｅｒｉｎとして知られている製品）、（１．６３
）バシルス・ツリンギエンシス　ｖａｒ．　コルメリ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎ
ｇｉｅｎｓｉｓ　ｖａｒ．　ｃｏｌｍｅｒｉ）（ＴｉａｎＢａｏＢＴｃとして知られてい
る製品）、（１．６４）バシルス・ツリンギエンシス　ｖａｒ．　ダルムスタジエンシス
（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｖａｒ．　ｄａｒｍｓｔａｄｉｅｎ
ｓｉｓ）（Ｂａｃｉｔｕｒｉｎ、Ｋｏｌｅｐｔｅｒｉｎとして知られている製品）、（１
．６５）バシルス・ツリンギエンシス　ｖａｒ．　デンドロリムス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　
ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｖａｒ．　ｄｅｎｄｒｏｌｉｍｕｓ）（Ｄｅｎｄｒｏｂａ
ｃｉｌｌｉｎとして知られている製品）、（１．６６）バシルス・ツリンギエンシス　ｖ
ａｒ．　ガレリアエ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｖａｒ．　ｇａ
ｌｌｅｒｉａｅ）（Ｅｎｔｅｒｏｂａｃｔｉｎとして知られている製品）、（１．６７）
バシルス・ツリンギエンシス　ｖａｒ．　ジャポネンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒ
ｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｖａｒ．　ｊａｐｏｎｅｎｓｉｓ）（Ｂｕｉｈｕｎｔｅｒとして知
られている製品）、（１．６８）バシルス・ツリンギエンシス　ｓｕｂｓｐ．　モリソニ
（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐ．　Ｍｏｒｒｉｓｏｎｉ
）、（１．６９）バシルス・ツリンギエンシス　ｖａｒ　サンディエゴ（Ｂａｃｉｌｌｕ
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ｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｖａｒ．　ｓａｎ　ｄｉｅｇｏ）、（１．７０）バシ
ルス・ツリンギエンシス　ｓｕｂｓｐ．　ツリンギエンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕ
ｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐ．　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）株ＭＰＰＬ００２
、（１．７１）バシルス・ツリンギエンシス　ｓｕｂｓｐ．　ツリンギエンシス（Ｂａｃ
ｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐ．　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ
）（Ｂｉｋｏｌとして知られている製品）、（１．７２）バシルス・ツリンギエンシス　
ｖａｒ．　７２１６（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｖａｒ．　７２
１６）（Ａｍａｃｔｉｃ、Ｐｅｔｈｉａｎとして知られている製品）、（１．７３）バシ
ルス・ツリンギエンシス　ｖａｒ．　Ｔ３６（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎ
ｓｉｓ　ｖａｒ．　Ｔ３６）（Ｃａｈａｔとして知られている製品）、（１．７４）バシ
ルス・ツリンギエンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）株ＢＤ＃３
２（受託番号Ｎｏ．ＮＲＲＬ　Ｂ－２１５３０）、（１．７５）バシルス・ツリンギエン
シス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）株ＡＱ５２（受託番号Ｎｏ．Ｎ
ＲＲＬ　Ｂ－２１６１９）、（１．７６）バシルス・ウニフラゲラツス（Ｂａｃｉｌｌｕ
ｓ　ｕｎｉｆｌａｇｅｌｌａｔｕｓ）、（１．７７）ブラジリゾビウム・ジャポニクム（
Ｂｒａｄｙｒｈｉｚｏｂｉｕｍ　ｊａｐｏｎｉｃｕｍ）（ＳｏｙＳｅｌｅｃｔとして知ら
れている製品）、（１．７８）バシルス属種（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｐ．）株ＡＱ１７５
（ＡＴＣＣ　受託番号Ｎｏ．５５６０８）、（１．７９）バシルス属種（Ｂａｃｉｌｌｕ
ｓ　ｓｐ．）株ＡＱ１７７（ＡＴＣＣ　受託番号Ｎｏ．５５６０９）、（１．８０）バシ
ル
ス属種（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｐ．）株ＡＱ１７８（ＡＴＣＣ　受託番号Ｎｏ．５３５２
２）、（１．８１）ブレビバシルス・ブレビス（Ｂｒｅｖｉｂａｃｉｌｌｕｓ　ｂｒｅｖ
ｉｓ）、特に、株ＳＳ８６－３、（１．８２）ブレビバシルス・ブレビス（Ｂｒｅｖｉｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｂｒｅｖｉｓ）、特に、株ＳＳ８６－４、（１．８３）ブレビバシルス
・ブレビス（Ｂｒｅｖｉｂａｃｉｌｌｕｓ　ｂｒｅｖｉｓ）、特に、株ＳＳ８６－５、（
１．８４）ブレビバシルス・ブレビス（Ｂｒｅｖｉｂａｃｉｌｌｕｓ　ｂｒｅｖｉｓ）、
特に、株２９０４、（１．８５）ブレビバシルス・ラテロスポルス（Ｂｒｅｖｉｂａｃｉ
ｌｌｕｓ　ｌａｔｅｒｏｓｐｏｒｕｓ）、特に、株６４、（１．８６）ブレビバシルス・
ラテロスポルス（Ｂｒｅｖｉｂａｃｉｌｌｕｓ　ｌａｔｅｒｏｓｐｏｒｕｓ）、特に、株
１１１１、（１．８７）ブレビバシルス・ラテロスポルス（Ｂｒｅｖｉｂａｃｉｌｌｕｓ
　ｌａｔｅｒｏｓｐｏｒｕｓ）、特に、株１６４５、（１．８８）ブレビバシルス・ラテ
ロスポルス（Ｂｒｅｖｉｂａｃｉｌｌｕｓ　ｌａｔｅｒｏｓｐｏｒｕｓ）、特に、株１６
４７、（１．８９）クロモバクテリウム・スブツガエ（Ｃｈｒｏｍｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ
　ｓｕｂｔｓｕｇａｅ）、特に、株ＰＲＡＡ４－１Ｔ（Ｇａｎｄｅｖｏとして知られてい
る製品）、（１．９０）デルフチア・アシドボランス（Ｄｅｌｆｔｉａ　ａｃｉｄｏｖｏ
ｒａｎｓ）、特に、株ＲＡＹ２０９（ＢｉｏＢｏｏｓｔ（登録商標）として知られている
製品）、（１．９１）ラクトバシルス・アシドフィルス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　
ａｃｉｄｏｐｈｉｌｕｓ）（Ｆｒｕｉｔｓａｎとして知られている製品）、（１．９２）
リソバクテル・アンチビオチクス（Ｌｙｓｏｂａｃｔｅｒ　ａｎｔｉｂｉｏｔｉｃｕｓ）
、特に、株１３－１（ｃｆ．　Ｂｉｏｌｏｇｉｃａｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　２００８，　４
５，　２８８－２９６）、（１．９３）リソバクテル・エンジモゲネス（Ｌｙｓｏｂａｃ
ｔｅｒ　ｅｎｚｙｍｏｇｅｎｅｓ）、特に、株Ｃ３（ｃｆ．　Ｊ　Ｎｅｍａｔｏｌ．　２
００６　Ｊｕｎｅ；３８（２）：２３３－２３９）、（１．９４）パエニバシルス・アル
ベイ（Ｐａｅｎｉｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｌｖｅｉ）、特に、株ＩＩＩ３ＤＴ－１Ａ（Ｂａ
ｃｉｌｌｕｓ　ｇｅｎｅｔｉｃ　ｓｔｏｃｋ　ｃｅｎｔｅｒ、Ｎｏｖ　２００１）、（１
．９５）パエニバシルス・アルベイ（Ｐａｅｎｉｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｌｖｅｉ）、特に
、株ＩＩＩ２Ｅ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｇｅｎｅｔｉｃ　ｓｔｏｃｋ　ｃｅｎｔｅｒ、Ｎｏ
ｖ　２００１）、（１．９６）パエニバシルス・アルベイ（Ｐａｅｎｉｂａｃｉｌｌｕｓ
　ａｌｖｅｉ）、特に、株４６Ｃ３（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｇｅｎｅｔｉｃ　ｓｔｏｃｋ　
ｃｅｎｔｅｒ、Ｎｏｖ　２００１）、（１．９７）パエニバシルス・アルベイ（Ｐａｅｎ
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ｉｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｌｖｅｉ）、特に、株２７７１（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｇｅｎｅｔ
ｉｃ　ｓｔｏｃｋ　ｃｅｎｔｅｒ、Ｎｏｖ　２００１）、（１．９８）パエニバシルス・
ポリミキサ（Ｐａｅｎｉｂａｃｉｌｌｕｓ　ｐｏｌｙｍｙｘａ）、（１．９９）パエニバ
シルス・ポピリアエ（Ｐａｅｎｉｂａｃｉｌｌｕｓ　ｐｏｐｉｌｌｉａｅ）、（１．１０
０）パントエア・アグロメランス（Ｐａｎｔｏｅａ　ａｇｇｌｏｍｅｒａｎｓ）、（１．
１０１）パステウリア・ペネトランス（Ｐａｓｔｅｕｒｉａ　ｐｅｎｅｔｒａｎｓ）（Ｐ
ａｓｔｅｕｒｉａ水和剤として知られている製品）、（１．１０２）パステウリア・ウス
ガエ（Ｐａｓｔｅｕｒｉａ　ｕｓｇａｅ）（ＥｃｏｎｅｍＴＭとして知られている製品）
、（１．１０３）ペクトバクテリウム・カロトボルム（Ｐｅｃｔｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　
ｃａｒｏｔｏｖｏｒｕｍ）（ＢｉｏＫｅｅｐｅｒとして知られている製品）、（１．１０
４）シュードモナス・アエルギノサ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ）
（Ｇｕｉｔｉｃｉｄとして知られている製品）、（１．１０５）シュードモナス・アウレ
オファシエンス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｕｒｅｏｆａｃｉｅｎｓ）（Ａｇａｔｅ－
２５Ｋとして知られている製品）、（１．１０６）シュードモナス・セパシア（Ｐｓｅｕ
ｄｏｍｏｎａｓ　ｃｅｐａｃｉａ）、特に、株Ｍ５４、（１．１０７）シュードモナス・
セパシア（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｃｅｐａｃｉａ）、特に、株Ｊ８２、（１．１０８
）シュードモナス・クロロラフィス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｃｈｌｏｒｏｒａｐｈｉ
ｓ）、特に、株ＭＡ　３４２（Ｃｅｄｏｍｏｎとして知られている製品）、（１．１０９
）シュードモナス・フルオレセンス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｓ
）（Ｓｕｄｏｚｏｎｅとして知られている製品）、（１．１１０）シュードモナス・プロ
ラジキス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｐｒｏｒａｄｉｘ）（Ｐｒｏｒａｄｉｘ（登録商標
）として知られている製品）、（１．１１１）シュードモナス・プチダ（Ｐｓｅｕｄｏｍ
ｏｎａｓ　ｐｕｔｉｄａ）（Ｎｅｍａｔｓｉｄとして知られている製品）、（１．１１２
）シュードモナス・レシノボランス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　　ｒｅｓｉｎｏｖｏｒａ
ｎｓ）（Ｓｏｌａｎａｃｕｒｅとして知られている製品）、（１．１１３）シュードモナ
ス・シリンガエ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ）（Ｂｉｏｓａｖｅとして
知られている製品）、（１．１１４）ロドコックス・グロベルルス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃ
ｕｓ　ｇｌｏｂｅｒｕｌｕｓ）株ＡＱ７１９（受託番号Ｎｏ．ＮＲＲＬ　Ｂ２１６６３）
、（１．１１５）セラチア・エントモフィラ（Ｓｅｒｒａｔｉａ　ｅｎｔｏｍｏｐｈｉｌ
ａ）（ＩｎｖａｄｅＴＭとして知られている製品）、（１．１１６）セラチア・マルセセ
ンス（Ｓｅｒｒａｔｉａ　ｍａｒｃｅｓｃｅｎｓ）、特に、株ＳＲＭ（ＭＴＣＣ８７０８
）、（１．１１７）セラチア・マルセセンス（Ｓｅｒｒａｔｉａ　ｍａｒｃｅｓｃｅｎｓ
）、特に、株Ｒ３５、（１．１１８）ストレプトミセス・カンジズス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍ
ｙｃｅｓ　ｃａｎｄｉｄｕｓ）（ＢｉｏＡｉｄＴＭとして知られている製品）、（１．１
１９）ストレプトミセス・コロムビエンシス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｃｏｌｏｍｂ
ｉｅｎｓｉｓ）（Ｍｙｃｏｓｉｄｅとして知られている製品）、（１．１２０）ストレプ
トミセス・ガルブス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｇａｌｂｕｓ）、特に、株Ｋ６１（Ｍ
ｙｃｏｓｔｏｐ（登録商標）として知られている製品；　ｃｆ．　Ｃｒｏｐ　Ｐｒｏｔｅ
ｃｔｉｏｎ　２００６，　２５，　４６８－４７５）、（１．１２１）ストレプトミセス
・ガルブス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｇａｌｂｕｓ）、特に、株ＱＳＴ　６０４７（
受託番号Ｎｏ．ＮＲＲＬ　３０２３２）、（１．１２２）ストレプトミセス・ゴシキエン
シス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｇｏｓｈｉｋｉｅｎｓｉｓ）（Ｓａｆｅｇｒｏとして
知られている製品）、（１．１２３）ストレプトミセス・グリセオビリジス（Ｓｔｒｅｐ
ｔｏｍｙｃｅｓ　ｇｒｉｓｅｏｖｉｒｉｄｉｓ）（Ｍｙｃｏｓｔｏｐ（登録商標）として
知られている製品；　ｃｆ．　Ｍｉｃｒｏｂｉａｌ　ｄｂ　ｏｆ　Ｃａｎａｄａ）、（１
．１２４）ストレプトミセス・ラベンズラエ（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｌａｖｅｎｄ
ｕｌａｅ）（Ｐｈｙｔｏｌａｖｉｎ－３００として知られている製品）、（１．１２５）
ストレプトミセス・リジクス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｌｙｄｉｃｕｓ）、特に、株
ＷＹＣＤ１０８（ＡｃｔｉｎｏｖａｔｅＳＰとして知られている製品）、（１．１２６）
ストレプトミセス・リジクス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｌｙｄｉｃｕｓ）、特に、株
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ＷＹＥＣ１０８（Ａｃｔｉｎｏ－ｉｒｏｎとして知られている製品）、（１．１２７）ス
トレプトミセス・プラシヌス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｐｒａｓｉｎｕｓ）（ｃｆ．
　“Ｐｒａｓｉｎｏｎｓ　Ａ　ａｎｄ　Ｂ：ｐｏｔｅｎｔ　ｉｎｓｅｃｔｉｃｉｄｅｓ　
ｆｒｏｍ　Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｐｒａｓｉｎｕｓ”　Ａｐｐｌｉｅｄ　Ｍｉｃｒ
ｏｂｉｏｌｏｇｙ　１９７３　Ｎｏｖ）、（１．１２８）ストレプトミセス・リモスス（
Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｒｉｍｏｓｕｓ）（Ｒｈｉｔｏｖｉｔとして知られている製
品）、（１．１２９）ストレプトミセス・サラセチクス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｓ
ａｒａｃｅｔｉｃｕｓ）（Ｃｌａｎｄａとして知られている製品）、（１．１３０）スト
レプトミセス・ベネズエラエ（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｖｅｎｅｚｕｅｌａｅ）、（
１．１３１）ストレプトミセス属種（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｓｐ．）　ＮＲＲＬ　
Ｂ－３０１４５、（１．１３２）キサントモナス・カムペストリス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎ
ａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ）、（１．１３３）キセノラブズス・ルミネセンス（Ｘｅｎ
ｏｒｈａｂｄｕｓ　ｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｓ）、（１．１３４）キセノラブズス・ネマト
フィラ（Ｘｅｎｏｒｈａｂｄｕｓ　ｎｅｍａｔｏｐｈｉｌａ）、（１．１３５）バシルス
・スブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）、特に、株ＱＳＴ３０００２／Ａ
Ｑ３０００２（受託番号Ｎｏ．ＮＲＲＬ　Ｂ－５０４２１；　ｃｆ．　ＷＯ　２０１２／
０８７９８０）、及び、（１．１３６）バシルス・スブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕ
ｂｔｉｌｉｓ）、特に、株ＱＳＴ３０００４／ＡＱ３０００４（受託番号Ｎｏ．ＮＲＲＬ
　Ｂ－５０４５５；　ｃｆ．　ＷＯ　２０１２／０８７９８０）。
【００３６】
　細菌の系統の、個々の系統を識別する全ての特性を有している突然変異体は、当該生物
学的防除剤（ここで、生物学的防除剤は、細菌である）の定義の範囲内に包含される。
【００３７】
　用語「菌類」又は「酵母類」のもとで要約されている生物学的防除剤としては、限定す
るものではないが、以下のものを挙げることができる：（２．１）アムペロミセス・クイ
スクアリス（Ａｍｐｅｌｏｍｙｃｅｓ　ｑｕｉｓｑｕａｌｉｓ）、特に、株ＡＱ　１０（
ＡＱ　１０（登録商標）として知られている製品）、（２．２）アウレオバシジウム・プ
ルランス（Ａｕｒｅｏｂａｓｉｄｉｕｍ　ｐｕｌｌｕｌａｎｓ）、特に、株ＤＳＭ１４９
４０の分芽胞子、（２．３）アウレオバシジウム・プルランス（Ａｕｒｅｏｂａｓｉｄｉ
ｕｍ　ｐｕｌｌｕｌａｎｓ）、特に、株ＤＳＭ　１４９４１の分芽胞子、又は、それらの
混合物（Ｂｌｏｓｓｏｍ　Ｐｒｏｔｅｃｔ（登録商標）として知られている製品）、（２
．４）アスケルソニア・アレイロデス（Ａｓｃｈｅｒｓｏｎｉａ　ａｌｅｙｒｏｄｅｓ）
、（２．５）アスペルギルス・フラブス（Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｆｌａｖｕｓ）、特
に、株ＮＲＲＬ　２１８８２（Ａｆｌａ－Ｇｕａｒｄ（登録商標）として知られている製
品）、（２．６）アルトロボトリス・スペルバ（Ａｒｔｈｒｏｂｏｔｒｙｓ　ｓｕｐｅｒ
ｂａ）（Ｃｏｒｄａ　１８３９）、（２．７）ベアウベリア・バシアナ（Ｂｅａｕｖｅｒ
ｉａ　ｂａｓｓｉａｎａ）、特に、株ＡＴＣＣ　７４０４０（Ｎａｔｕｒａｌｉｓ（登録
商標）として知られている製品）、（２．８）ベアウベリア・バシアナ（Ｂｅａｕｖｅｒ
ｉａ　ｂａｓｓｉａｎａ）、特に、株ＧＨＡ（Ｍｙｃｏｔｒｏｌ、ＢｏｔａｎｉＧａｒｄ
として知られている製品）、（２．９）ベアウベリア・ブロングニアルチイ（Ｂｅａｕｖ
ｅｒｉａ　ｂｒｏｎｇｎｉａｒｔｉｉ）（Ｂｅａｕｐｒｏとして知られている製品）、（
２．１０）カンジダ・オレオフィラ（Ｃａｎｄｉｄａ　ｏｌｅｏｐｈｉｌａ）、特に、株
Ｏ（Ｎｅｘｙ　（登録商標）、Ａｓｐｉｒｅとして知られている製品）、（２．１１）カ
エトミヌム・クプレウム（Ｃｈａｅｔｏｍｉｕｍ　ｃｕｐｒｅｕｍ）（Ｋｅｔｏｃｉｎと
して知られている製品）、（２．１２）クラドスポリウム・クラドスポリオイデス（Ｃｌ
ａｄｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｃｌａｄｏｓｐｏｒｉｏｉｄｅｓ）、特に、株Ｈ３９、（２．１
３）コニジオボルス・オブスクルス（Ｃｏｎｉｄｉｏｂｏｌｕｓ　ｏｂｓｃｕｒｕｓ）、
（２．１４）コニオチリウム・ミニタンス（Ｃｏｎｉｏｔｈｙｒｉｕｍ　ｍｉｎｉｔａｎ
ｓ）、特に、株ＣＯＮ／Ｍ／９１－８（Ｃｏｎｔａｎｓ（登録商標）として知られている
製品）、（２．１５）ジロホスホラ・アロペクリ（Ｄｉｌｏｐｈｏｓｐｈｏｒａ　ａｌｏ
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ｐｅｃｕｒｉ）（Ｔｗｉｓｔ　Ｆｕｎｇｕｓ（登録商標）として知られている製品）、（
２．１６）エントモフトラ・ビルレンタ（Ｅｎｔｏｍｏｐｈｔｈｏｒａ　ｖｉｒｕｌｅｎ
ｔａ）（Ｖｅｋｔｏｒとして知られている製品）、（２．１７）フサリウム・オキシスポ
ルム（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ）、特に、株Ｆｏ４７（Ｆｕｓａｃｌｅａ
ｎとして知られている製品）、（２．１８）グリオクラジウム・カテヌラツム（Ｇｌｉｏ
ｃｌａｄｉｕｍ　ｃａｔｅｎｕｌａｔｕｍ）、特に、株Ｊ１４４６（Ｐｒｅｓｔｏｐ（登
録商標）　又は　Ｐｒｉｍａｓｔｏｐとして知られている製品）、（２．１９）ヒルステ
ラ・トムプソニイ（Ｈｉｒｓｕｔｅｌｌａ　ｔｈｏｍｐｓｏｎｉｉ）（Ｍｙｃｏｈｉｔ　
又は　ＡＢＴＥＣとして知られている製品）、（２．２０）ラゲニジウム・ギガンテウム
（Ｌａｇｅｎｉｄｉｕｍ　ｇｉｇａｎｔｅｕｍ）（Ｌａｇｉｎｅｘ（登録商標）として知
られている製品；　供給元：ＡｇｒａＱｕｅｓｔ，　Ｉｎｃ．）、（２．２１）レカニシ
リウム・レカニイ（Ｌｅｃａｎｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｌｅｃａｎｉｉ）、特に、株ＫＶ０１
の分生子（Ｍｙｃｏｔａｌ（登録商標）、Ｖｅｒｔａｌｅｃ（登録商標）として知られて
いる製品）、（２．２２）メタリジウム・アニソプリアエ（Ｍｅｔａｒｈｉｚｉｕｍ　ａ
ｎｉｓｏｐｌｉａｅ）、特に、株Ｆ５２（ＢＩＯ　１０２０　又は　Ｍｅｔ５２として知
られている製品）、（２．２３）メタリジウム・アニソプリアエ　ｖａｒ．　アクリジウ
ム（Ｍｅｔａｒｈｉｚｉｕｍ　ａｎｉｓｏｐｌｉａｅ　ｖａｒ．　ａｃｒｉｄｕｍ）（Ｇ
ｒｅｅｎ　Ｍｕｓｃｌｅとして知られている製品）、（２．２４）メタリジウム・フラボ
ビリデ（Ｍｅｔａｒｈｉｚｉｕｍ　ｆｌａｖｏｖｉｒｉｄｅ）、（２．２５）メトスカニ
コビア・フルクチコラ（Ｍｅｔｓｃｈｎｉｋｏｖｉａ　ｆｒｕｃｔｉｃｏｌａ）、特に、
株ＮＲＲＬ　Ｙ－３０７５２（Ｓｈｅｍｅｒ（登録商標）として知られている製品）、（
２．２６）ミクロスファエロプシス・オクラセア（Ｍｉｃｒｏｓｐｈａｅｒｏｐｓｉｓ　
ｏｃｈｒａｃｅａ）（Ｍｉｃｒｏｘ（登録商標）として知られている製品）、（２．２７
）ムコル・ハエメリス（Ｍｕｃｏｒ　ｈａｅｍｅｌｉｓ）（ＢｉｏＡｖａｒｄとして知ら
れている製品）、（２．２８）ムスコドル・アルブス（Ｍｕｓｃｏｄｏｒ　ａｌｂｕｓ）
、特に、株ＱＳＴ　２０７９９（ＡｒａｂｅｓｑｕｅＴＭ　又は　ＡｎｄａｎｔｅＴＭと
して知られている製品）、（２．２９）ムスコドル・アルブス（Ｍｕｓｃｏｄｏｒ　ａｌ
ｂｕｓ）、特に、株６２０（受託番号Ｎｏ．ＮＲＲＬ　３０５４７）、（２．３０）ムス
コドル・ロセウス（Ｍｕｓｃｏｄｏｒ　ｒｏｓｅｕｓ）株Ａ３－５（受託番号Ｎｏ．ＮＲ
ＲＬ　３０５４８）、（２．３１）ミロテシウム・ベルカリア（Ｍｙｒｏｔｈｅｃｉｕｍ
　ｖｅｒｒｕｃａｒｉａ）、特に、株ＡＡＲＣ－０２５５（ＤｉＴｅｒａＴＭとして知ら
れている製品）、（２．３２）ノムラエア・リレイイ（Ｎｏｍｕｒａｅａ　ｒｉｌｅｙｉ
）、特に、株ＳＡ８６１０１、（２．３３）ノムラエア・リレイイ（Ｎｏｍｕｒａｅａ　
ｒｉｌｅｙｉ）、特に、株ＧＵ８７４０１、（２．３４）ノムラエア・リレイイ（Ｎｏｍ
ｕｒａｅａ　ｒｉｌｅｙｉ）、特に、株ＳＲ８６１５１、（２．３５）ノムラエア・リレ
イイ（Ｎｏｍｕｒａｅａ　ｒｉｌｅｙｉ）、特に、株ＣＧ１２８、（２．３６）ノムラエ
ア・リレイイ（Ｎｏｍｕｒａｅａ　ｒｉｌｅｙｉ）、特に、株ＶＡ９１０１（Ｋｏｎｇｏ
（登録商標）として知られている製品）、（２．３７）オフィオストマ・ピリフェルム（
Ｏｐｈｉｏｓｔｏｍａ　ｐｉｌｉｆｅｒｕｍ）、特に、株Ｄ９７（Ｓｙｌｖａｎｅｘとし
て知られている製品）、（２．３８）パエシロミセス・フモソレウス（Ｐａｅｃｉｌｏｍ
ｙｃｅｓ　ｆｕｍｏｓｏｒｅｕｓ）、特に、株ａｐｏｐｋａ　９７（ＰｒｅＦｅＲａｌと
して知られている製品）、（２．３９）パエシロミセス・リラシヌス（Ｐａｅｃｉｌｏｍ
ｙｃｅｓ　ｌｉｌａｃｉｎｕｓ）、特に、パエシロミセス・リラシヌス（Ｐａｅｃｉｌｏ
ｍｙｃｅｓ　ｌｉｌａｃｉｎｕｓ）株２５１の胞子（ＢｉｏＡｃｔ（登録商標）として知
られている製品；　ｃｆ．　Ｃｒｏｐ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　２００８，　２７，　３
５２－３６１）、（２．４０）パエシロミセス・バリオチイ（Ｐａｅｃｉｌｏｍｙｃｅｓ
　ｖａｒｉｏｔｉｉ）、特に、株Ｑ－０９（Ｎｅｍａｑｕｉｍとして知られている製品）
、（２．４１）パンドラ・デルファシス（Ｐａｎｄｏｒａ　ｄｅｌｐｈａｃｉｓ）、（２
．４２）ペニシリウム・ビライイ（Ｐｅｎｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｂｉｌａｉｉ）、特に、株
ＡＴＣＣ２２３４８（ＪｕｍｐＳｔａｒｔ（登録商標）、ＰＢ－５０、Ｐｒｏｖｉｄｅと



(30) JP 2016-503431 A 2016.2.4

10

20

30

40

50

して知られている製品）、（２．４３）ペニシリウム・ベルミクラツム（Ｐｅｎｉｃｉｌ
ｌｉｕｍ　ｖｅｒｍｉｃｕｌａｔｕｍ）（Ｖｅｒｍｉｃｕｌｅｎとして知られている製品
）、（２．４４）フレビオプシス・ギガンテア（Ｐｈｌｅｂｉｏｐｓｉｓ　ｇｉｇａｎｔ
ｅａ）（Ｒｏｔｓｔｏｐとして知られている製品）、（２．４５）ピキア・アノマラ（Ｐ
ｉｃｈｉａ　ａｎｏｍａｌａ）、特に、株ＷＲＬ－０７６、（２．４６）ポコニア・クラ
ミドスポリア（Ｐｏｃｈｏｎｉａ　ｃｈｌａｍｙｄｏｓｐｏｒｉａ）、（２．４７）プセ
ウドジマ・フロクロサ（Ｐｓｅｕｄｏｚｙｍａ　ｆｌｏｃｃｕｌｏｓａ）、特に、株ＰＦ
－Ａ２２　ＵＬ（Ｓｐｏｒｏｄｅｘ（登録商標）Ｌとして知られている製品）、（２．４
８）ピチウム・オリガンドルム（Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｏｌｉｇａｎｄｒｕｍ）、特に、株Ｄ
Ｖ７４（Ｐｏｌｙｖｅｒｓｕｍとして知られている製品）、（２．４９）スポロトリキス
・インセクトルム（Ｓｐｏｒｏｔｈｒｉｘ　ｉｎｓｅｃｔｏｒｕｍ）（Ｓｐｏｒｏｔｈｒ
ｉｘとして知られている製品）、（２．５０）タラロミセス・フラブス（Ｔａｌａｒｏｍ
ｙｃｅｓ　ｆｌａｖｕｓ）、（２．５１）トリコデルマ・アルブム（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒ
ｍａ　ａｌｂｕｍ）（Ｂｉｏ－Ｚｅｉｄとして知られている製品）、（２．５２）トリコ
デルマ・アスペレルム（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ　ａｓｐｅｒｅｌｌｕｍ）（ＢＩＯ－Ｔ
ＡＭＴＭとして知られている製品）、（２．５３）トリコデルマ・アスペレルム（Ｔｒｉ
ｃｈｏｄｅｒｍａ　ａｓｐｅｒｅｌｌｕｍ）、特に、株ＩＣＣ　０１２（Ｂｉｏｔｅｎ（
登録商標）として知られている製品）、（２．５４）トリコデルマ・アトロビリデ（Ｔｒ
ｉｃｈｏｄｅｒｍａ　ａｔｒｏｖｉｒｉｄｅ）、特に、株ＣＮＣＭ　Ｉ－１２３７、（２
．５５）トリコデルマ・ガムシイ（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ　ｇａｍｓｉｉ）（ＢＩＯ－
ＴＡＭＴＭとして知られている製品）、（２．５６）トリコデルマ・ガムシイ（Ｔｒｉｃ
ｈｏｄｅｒｍａ　ｇａｍｓｉｉ）、特に、株ＩＣＣ０８０の菌糸体フラグメント、分生子
及び厚膜胞子（Ｂｉｏｄｅｒｍａとして知られている製品）、（２．５７）トリコデルマ
・ハルマツム（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ　ｈａｒｍａｔｕｍ）、（２．５８）トリコデル
マ・ハルジアヌム（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ　ｈａｒｚｉａｎｕｍ）、特に、トリコデル
マ・ハルジアヌム（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ　ｈａｒｚｉａｎｕｍ）Ｔ３９（Ｔｒｉｃｈ
ｏｄｅｘ（登録商標）として知られている製品）、（２．５９）トリコデルマ・コニンギ
イ（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ　ｋｏｎｉｎｇｉｉ）（Ｔｒｉｋｏｔ－Ｓ　Ｐｌｕｓとして
知られている製品）、（２．６０）トリコデルマ・リグノルム（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ
　ｌｉｇｎｏｒｕｍ）（Ｍｙｃｏｂａｃとして知られている製品）、（２．６１）トリコ
デルマ・ポリスポルム（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ　ｐｏｌｙｓｐｏｒｕｍ）、特に、株Ｉ
ＭＩ　２０６０３９、（２．６２）トリコデルマ・ビレンス（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ　
ｖｉｒｅｎｓ）（ＳｏｉｌＧａｒｄとして知られている製品）、（２．６３）ツカムレラ
・パウロメタボラ（Ｔｓｕｋａｍｕｒｅｌｌａ　ｐａｕｒｏｍｅｔａｂｏｌａ）（Ｈｅｂ
ｅｒＮｅｍ（登録商標）として知られている製品）、（２．６４）ウロクラジウム・オウ
デマンシイ（Ｕｌｏｃｌａｄｉｕｍ　ｏｕｄｅｍａｎｓｉｉ）（Ｂｏｔｒｙ－Ｚｅｎとし
て知られている製品）、（２．６５）ベルチシリウム・アルボ－アトルム（Ｖｅｒｔｉｃ
ｉｌｌｉｕｍ　ａｌｂｏ－ａｔｒｕｍ）、特に、株ＷＣＳ８５０、（２．６６）ベルチシ
リウム・クラミドスポリウム（Ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｃｈｌａｍｙｄｏｓｐｏｒｉ
ｕｍ）（Ｖａｒｓｈａとして知られている製品）、（２．６７）ベルチシリウム・ダーリ
アエ（Ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｄａｈｌｉａｅ）（Ｄｕｔｃｈ　Ｔｒｉｇとして知ら
れている製品）、及び、（２．６８）ゾオフトラ・ラジカン（Ｚｏｏｐｈｔｏｒａ　ｒａ
ｄｉｃａｎ）。
【００３８】
　菌の系統の、個々の系統を識別する全ての特性を有している突然変異体は、当該生物学
的防除剤（ここで、生物学的防除剤は、菌又は酵母である）の定義の範囲内に包含される
。
【００３９】
　用語「原生動物」のもとで要約されている生物学的防除剤としては、限定するものでは
ないが、以下のものを挙げることができる：（３．１）ノセマ・ロクスタエ（Ｎｏｓｅｍ
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ａ　ｌｏｃｕｓｔａｅ）（ＮｏｌｏＢａｉｔとして知られている製品）、（３．２）テロ
ハニア・ソレノプシス（Ｔｈｅｌｏｈａｎｉａ　ｓｏｌｅｎｏｐｓｉｓ）、及び、（３．
３）バイリモルファ属種（Ｖａｉｒｉｍｏｒｐｈａ　ｓｐｐ．）。原生動物の系統の、個
々の系統を識別する全ての特性を有している突然変異体は、当該生物学的防除剤（ここで
、生物学的防除剤は、原生動物である）の定義の範囲内に包含される。
【００４０】
　用語「ウイルス類」のもとで要約されている生物学的防除剤としては、限定するもので
はないが、以下のものを挙げることができる：（４．１）リンゴコカクモンハマキ（Ａｄ
ｏｘｏｐｈｙｅｓ　ｏｒａｎａ）グラニュローシスウイルス（ＧＶ）、（ＢＩＯＦＡ－Ｃ
ａｐｅｘ（登録商標）として知られている製品）、（４．２）カブラヤガ（Ａｇｒｏｔｉ
ｓ　ｓｅｇｅｔｕｍ）核多角体病ウイルス（ＮＰＶ）、（４．３）アンチカルシア・ゲム
マタリス（Ａｎｔｉｃａｒｓｉａ　ｇｅｍｍａｔａｌｉｓ）（Ｗｏｏｌｌｙ　ｐｙｒｏｌ
　ｍｏｔｈ）ｍＮＰＶ（Ｐｏｌｙｇｅｎとして知られている製品）、（４．４）アウトグ
ラファ・カリホルニカ（Ａｕｔｏｇｒａｐｈａ　ｃａｌｉｆｏｒｎｉｃａ）（Ａｌｆａｌ
ｆａ　Ｌｏｏｐｅｒ）ｍＮＰＶ（ＶＰＮ８０として知られている製品；　供給元：Ａｇｒ
ｉｃｏｌａ　Ｅｌ　Ｓｏｌ）、（４．５）チャシャクトリムシ（ｔｅａ　ｌｏｏｐｅｒ）
（Ｂｉｓｔｏｎ　ｓｕｐｐｒｅｓｓａｒｉａ）ＮＰＶ、（４．６）カイコ（Ｂｏｍｂｙｘ
　ｍｏｒｉ）ＮＰＶ、（４．７）クリプトフレビア・レウコトレタ（Ｃｒｙｐｔｏｐｈｌ
ｅｂｉａ　ｌｅｕｃｏｔｒｅｔａ）（ｆａｌｓｅ　ｃｏｄｌｉｎｇ　ｍｏｔｈ）ＧＶ（Ｃ
ｒｙｐｔｅｘとして知られている製品）、（４．８）コドリンガ（Ｃｙｄｉａ　ｐｏｍｏ
ｎｅｌｌａ）顆粒病ウイルス（ＧＶ）（Ｍａｄｅｘ　Ｐｌｕｓとして知られている製品）
、（４．９）マッソンマツカレハ（Ｄｅｎｄｒｏｌｉｍｕｓ　ｐｕｎｃｔａｔｕｓ）ＣＰ
Ｖ、（４．１０）ヘリコベルパ・アルミゲラ（Ｈｅｌｉｃｏｖｅｒｐａ　ａｒｍｉｇｅｒ
ａ）ＮＰＶ（ＡｇＢｉＴｅｃｈ－ＶｉＶＵＳ　Ｍａｘとして知られている製品）、（４．
１１）オオタバコガ（Ｈｅｌｉｃｏｖｅｒｐａ　ｚｅａ）（以前は、Ｈｅｌｉｏｔｈｉｓ
　ｚｅａ）ＮＰＶ（Ｅｌｃａｒとして知られている製品）、（４．１２）ヤナギドクガ（
Ｌｅｕｃｏｍａ　ｓａｌｉｃｉｓ）ＮＰＶ、（４．１３）マイマイガ（Ｌｙｍａｎｔｒｉ
ａ　ｄｉｓｐａｒ）ＮＰＶ（Ｇｙｐｃｈｅｃｋとして知られている製品）、（４．１４）
バルサムモミハバチ（ｂａｌｓａｍ－ｆｉｒ　ｓａｗｆｌｙ）（Ｎｅｏｄｉｐｒｉｏｎ　
ａｂｉｅｔｉｓ）ＮＰＶ（Ａｂｉｅｔｉｖとして知られている製品）、（４．１５）ネオ
ジプリオン・レコンテイ（Ｎｅｏｄｉｐｒｉｏｎ　ｌｅｃｏｎｔｅｉ）（ｒｅｄ－ｈｅａ
ｄｅｄ　ｐｉｎｅｓａｗｆｌｙ）ＮＰＶ（Ｌｅｃｏｎｔｖｉｒｕｓとして知られている製
品）、（４．１６）マツノキハバチ（Ｎｅｏｄｉｐｒｉｏｎ　ｓｅｒｔｉｆｅｒ）ＮＰＶ
（Ｎｅｏｃｈｅｃｋ－Ｓとして知られている製品）、（４．１７）オルギア・プセウドツ
ガタ（Ｏｒｇｙｉａ　ｐｓｅｕｄｏｔｓｕｇａｔａ）（Ｄｏｕｇｌａｓ－ｆｉｒ　ｔｕｓ
ｓｏｃｋ　ｍｏｔｈ）ＮＰＶ（Ｖｉｒｔｕｓｓとして知られている製品）、（４．１８）
ジャガイモガ（ｔｏｂａｃｃｏ　ｌｅａｆ　ｍｉｎｅｒ）（Ｐｈｔｈｏｒｉｍａｅａ　ｏ
ｐｅｒｃｕｌｅｌｌａ）ＧＶ（Ｍａｔａｐｏｌとして知られている製品）、（４．１９）
モンシロチョウ（Ｐｉｅｒｉｓ　ｒａｐａｅ）ＧＶ、（４．２０）コナガ（Ｐｌｕｔｅｌ
ｌａ　ｘｙｌｏｓｔｅｌｌａ）ＧＶ（Ｐｌｕｔｅとして知られている製品ｃ）、（４．２
１）スポドプテラ・アルブラ（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ａｌｂｕｌａ）（ｇｒａｙ－ｓｔ
ｒｅａｋｅｄ　ａｒｍｙｗｏｍ　ｍｏｔｈ）ｍＮＰＶ（ＶＰＮ　８２として知られている
製品）、（４．２２）アフリカシロナヨトウ（ｔｒｕｅ　ａｒｍｙｗｏｒｍ）（Ｓｐｏｄ
ｏｐｔｅｒａ　ｅｘｅｍｐｔａ）ｍＮＰＶ（Ｓｐｏｄｅｃとして知られている製品）、（
４．２３）シロイチモジヨトウ（ｓｕｇａｒｂｅｅｔ　ａｒｍｙｗｏｒｍ）（Ｓｐｏｄｏ
ｐｔｅｒａ　ｅｘｉｇｕａ）ｍＮＰＶ（Ｓｐｅｘｉｔとして知られている製品；　供給元
：Ａｎｄｅｒｍａｔｔ　Ｂｉｏｃｏｎｔｒｏｌ）、（４．２４）ツマジロクサヨトウ（ｆ
ａｌｌ　ａｒｍｙｗｏｒｍ）（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｆｒｕｇｉｐｅｒｄａ）ｍＮＰＶ
（Ｂａｃｕｌｏｖｉｒｕｓ　ＶＰＮとして知られている製品）、（４．２５）エジプトヨ
トウ（ｔｏｂａｃｃｏ　ｃｕｔｗｏｒｍ）（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｌｉｔｔｏｒａｌｉ
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ｓ）ＮＰＶ（Ｓｐｏｄｏｐｔｒｉｎとして知られている製品；　供給元：ＮＰＰ　Ｃａｌ
ｌｉｏｐｅ　Ｆｒａｎｃｅ）、及び、（４．２６）ハスモンヨトウ（ｏｒｉｅｎｔａｌ　
ｌｅａｆｗｏｒｍ　ｍｏｔｈ）（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｌｉｔｕｒａ）ＮＰＶ（Ｌｉｔ
ｔｏｖｉｒとして知られている製品）。
【００４１】
　用語「昆虫病原性線虫類」のもとで要約されている生物学的防除剤としては、限定する
ものではないが、以下のものを挙げることができる：（５．１）アブレビアタ・カウカシ
カ（Ａｂｂｒｅｖｉａｔａ　ｃａｕｃａｓｉｃａ）、（５．２）アクアリア属種（Ａｃｕ
ａｒｉａ　ｓｐｐ．）、（５．３）アガメルミス・デカウダタ（Ａｇａｍｅｒｍｉｓ　ｄ
ｅｃａｕｄａｔａ）、（５．４）アラントネマ属種（Ａｌｌａｎｔｏｎｅｍａ　ｓｐｐ．
）、（５．５）アムフィメルミス属種（Ａｍｐｈｉｍｅｒｍｉｓ　ｓｐｐ．）、（５．６
）ベッジンギア（Ｂｅｄｄｉｎｇｉａ）（＝　デラデヌス（Ｄｅｌａｄｅｎｕｓ））・シ
リジコラ（ｓｉｒｉｄｉｃｏｌａ）、（５．７）ボビエネマ属種（Ｂｏｖｉｅｎｅｍａ　
ｓｐｐ．）、（５．８）カメロニア属種（Ｃａｍｅｒｏｎｉａ　ｓｐｐ．）、（５．９）
キトウォオジエラ・オボフィラメンタ（Ｃｈｉｔｗｏｏｄｉｅｌｌａ　ｏｖｏｆｉｌａｍ
ｅｎｔａ）、（５．１０）コントルチレンクス属種（Ｃｏｎｔｏｒｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　
ｓｐｐ．）、（５．１１）クリシメルミス属種（Ｃｕｌｉｃｉｍｅｒｍｉｓ　ｓｐｐ．）
、（５．１２）ジプロトリアエナ属種（Ｄｉｐｌｏｔｒｉａｅｎａ　ｓｐｐ．）、（５．
１３）エムピドメルミス属種（Ｅｍｐｉｄｏｍｅｒｍｉｓ　ｓｐｐ．）、（５．１４）フ
ィリプジェビメルミス・レイプサンドラ（Ｆｉｌｉｐｊｅｖｉｍｅｒｍｉｓ　ｌｅｉｐｓ
ａｎｄｒａ）、（５．１５）ガストロメルミス属種（Ｇａｓｔｒｏｍｅｒｍｉｓ　ｓｐｐ
．）、（５．１６）ゴンギロネマ属種（Ｇｏｎｇｙｌｏｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、（５．１
７）ギノポエシラ・プセウドビパラ（Ｇｙｎｏｐｏｅｃｉｌｉａ　ｐｓｅｕｄｏｖｉｐａ
ｒａ）、（５．１８）ヘテロラブジチス・バクテリオホラ（Ｈｅｔｅｒｏｒｈａｂｄｉｔ
ｉｓ　ｂａｃｔｅｒｉｏｐｈｏｒａ）（Ｂ－Ｇｒｅｅｎとして知られている製品）、（５
．１９）ヘテロラブジチス・バウジャルジ（Ｈｅｔｅｒｏｒｈａｂｄｉｔｉｓ　ｂａｕｊ
ａｒｄｉ）、（５．２０）ヘテロラブジチス・ヘリオチジス（Ｈｅｔｅｒｏｒｈａｂｄｉ
ｔｉｓ　ｈｅｌｉｏｔｈｉｄｉｓ）（Ｎｅｍａｔｏｎとして知られている製品）、（５．
２１）ヘテロラブジチス・インジカ（Ｈｅｔｅｒｏｒｈａｂｄｉｔｉｓ　ｉｎｄｉｃａ）
、（５．２２）ヘテロラブジチス・マレラツス（Ｈｅｔｅｒｏｒｈａｂｄｉｔｉｓ　ｍａ
ｒｅｌａｔｕｓ）、（５．２３）ヘテロラブジチス・メギジス（Ｈｅｔｅｒｏｒｈａｂｄ
ｉｔｉｓ　ｍｅｇｉｄｉｓ）、（５．２４）ヘテロラブジチス・ゼアランジカ（Ｈｅｔｅ
ｒｏｒｈａｂｄｉｔｉｓ　ｚｅａｌａｎｄｉｃａ）、（５．２５）ヘキサメルミス属種（
Ｈｅｘａｍｅｒｍｉｓ　ｓｐｐ．）、（５．２６）ヒドロメルミス属種（Ｈｙｄｒｏｍｅ
ｒｍｉｓ　ｓｐｐ．）、（５．２７）イソメルミス属種（Ｉｓｏｍｅｒｍｉｓ　ｓｐｐ．
）、（５．２８）リムノメルミス属種（Ｌｉｍｎｏｍｅｒｍｉｓ　ｓｐｐ．）、（５．２
９）マウパシナ・ウェイシ（Ｍａｕｐａｓｉｎａ　ｗｅｉｓｓｉ）、（５．３０）メルミ
ス・ニグレセンス（Ｍｅｒｍｉｓ　ｎｉｇｒｅｓｃｅｎｓ）、（５．３１）メソメルミス
属種（Ｍｅｓｏｍｅｒｍｉｓ　ｓｐｐ．）、（５．３２）ネオメソメルミス属種（Ｎｅｏ
ｍｅｓｏｍｅｒｍｉｓ　ｓｐｐ．）、（５．３３）ネオパラシチレンクス・ルグロシ（Ｎ
ｅｏｐａｒａｓｉｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｒｕｇｕｌｏｓｉ）、（５．３４）オクトミオメ
ルミス属種（Ｏｃｔｏｍｙｏｍｅｒｍｉｓ　ｓｐｐ．）、（５．３５）パラシタフェレン
クス属種（Ｐａｒａｓｉｔａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、（５．３６）パラシト
ラブジチス属種（Ｐａｒａｓｉｔｏｒｈａｂｄｉｔｉｓ　ｓｐｐ．）、（５．３７）パラ
シチレンクス属種（Ｐａｒａｓｉｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、（５．３８）ペルチ
リメルミス・クリシス（Ｐｅｒｕｔｉｌｉｍｅｒｍｉｓ　ｃｕｌｉｃｉｓ）、（５．３９
）ファスマラブジチス・ヘルマフロジタ（Ｐｈａｓｍａｒｈａｂｄｉｔｉｓ　ｈｅｒｍａ
ｐｈｒｏｄｉｔａ）、（５．４０）フィサロプテラ属種（Ｐｈｙｓａｌｏｐｔｅｒａ　ｓ
ｐｐ．）、（５．４１）プロトレラツス属種（Ｐｒｏｔｒｅｌｌａｔｕｓ　ｓｐｐ．）、
（５．４２）プテリゴデルマチテス属種（Ｐｔｅｒｙｇｏｄｅｒｍａｔｉｔｅｓ　ｓｐｐ
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．）、（５．４３）ロマノメルミス属種（Ｒｏｍａｎｏｍｅｒｍｉｓ　ｓｐｐ．）、（５
．４４）セウラツム・カダラケンセ（Ｓｅｕｒａｔｕｍ　ｃａｄａｒａｃｈｅｎｓｅ）、
（５．４５）スファエルラリオプシス属種（Ｓｐｈａｅｒｕｌａｒｉｏｐｓｉｓ　ｓｐｐ
．）、（５．４６）スピルラ・グイアネンシス（Ｓｐｉｒｕｒａ　ｇｕｉａｎｅｎｓｉｓ
）、（５．４７）ステイネルネマ・カルポカプサエ（Ｓｔｅｉｎｅｒｎｅｍａ　ｃａｒｐ
ｏｃａｐｓａｅ）（Ｂｉｏｃｏｎｔｒｏｌとして知られている製品）、（５．４８）ステ
イネルネマ・フェルチアエ（Ｓｔｅｉｎｅｒｎｅｍａ　ｆｅｌｔｉａｅ）（Ｎｅｍａｓｙ
ｓ（登録商標）として知られている製品）、（５．４９）ステイネルネマ・グラセリ（Ｓ
ｔｅｉｎｅｒｎｅｍａ　ｇｌａｓｅｒｉ）（Ｂｉｏｔｏｐｉａとして知られている製品）
、（５．５０）ステイネルネマ・クラウッセイ（Ｓｔｅｉｎｅｒｎｅｍａ　ｋｒａｕｓｓ
ｅｉ）（Ｌａｒｖｅｓｕｒｅとして知られている製品）、（５．５１）ステイネルネマ・
リオブラベ（Ｓｔｅｉｎｅｒｎｅｍａ　ｒｉｏｂｒａｖｅ）（Ｂｉｏｖｅｃｔｏｒとして
知られている製品）、（５．５２）ステイネルネマ・スカプテリシ（Ｓｔｅｉｎｅｒｎｅ
ｍａ　ｓｃａｐｔｅｒｉｓｃｉ）（Ｎｅｍａｔａｃ　Ｓとして知られている製品）、（５
．５３）ステイネルネマ・スカラバエイ（Ｓｔｅｉｎｅｒｎｅｍａ　ｓｃａｒａｂａｅｉ
）、（５．５４）ステイネルネマ・シアムカヤイ（Ｓｔｅｉｎｅｒｎｅｍａ　ｓｉａｍｋ
ａｙａｉ）、（５．５５）ストレルコビメルミス・ペテリセニ（Ｓｔｒｅｌｋｏｖｉｍｅ
ｒｍｉｓ　ｐｅｔｅｒｓｅｎｉ）、（５．５６）スブルラ属種（Ｓｕｂｕｌｕｒａ　ｓｐ
ｐ．）、（５．５７）スルフレチレンクス・エロンガツス（Ｓｕｌｐｈｕｒｅｔｙｌｅｎ
ｃｈｕｓ　ｅｌｏｎｇａｔｕｓ）、及び、（５．５８）テトラメレス属種（Ｔｅｔｒａｍ
ｅｒｅｓ　ｓｐｐ．）。
【００４２】
　用語「タンパク質又は二次代謝産物」のもとで要約されている生物学的防除剤としては
、限定するものではないが、以下のものを挙げることができる：（６．１）ハーピン（エ
ルウィニア・アミロボラ（Ｅｒｗｉｎｉａ　ａｍｙｌｏｖｏｒａ）によって単離されるも
の；　Ｈａｒｐ－Ｎ－ＴｅｋＴＭ、Ｍｅｓｓｅｎｇｅｒ（登録商標）、ＥｍｐｌｏｙＴＭ

、ＰｒｏＡｃｔＴＭとして知られている製品）。
【００４３】
　用語「植物抽出物」のもとで要約されている生物学的防除剤としては、限定するもので
はないが、以下のものを挙げることができる：（７．１）チモール（Ｔｈｙｍｏｌ）（例
えば、タイム（ｔｈｙｍｕｓ　ｖｕｌｇａｒｉｓ）から抽出されたもの）、（７．２）ニ
ームツリー（Ｎｅｅｍ　ｔｒｅｅ）（Ａｚａｄｉｒａｃｈｔａ　ｉｎｄｉｃａ）油、及び
、その中に含まれているアザジラクチン（Ａｚａｄｉｒａｃｈｔｉｎ）、（７．３）除虫
菊（Ｐｙｒｅｔｈｒｕｍ）（タナセツム属（Ｔａｎａｃｅｔｕｍ）のさまざまな種の頭状
花を乾燥させたものから得た抽出物、及び、その中に含まれているピレトリン類（該抽出
物の活性成分）、（７．４）カッシア・ニグリカンス（Ｃａｓｓｉａ　ｎｉｇｒｉｃａｎ
ｓ）の抽出物、（７．５）ニガキ（Ｑｕａｓｓｉａ　ａｍａｒａ）の木材抽出物、（７．
６）ロテノン（数種類の熱帯植物種及び亜熱帯植物種（特に、ロンコカルプス属（Ｌｏｎ
ｃｈｏｃａｒｐｕｓ）及びデリス属（Ｄｅｒｒｉｓ）に属する熱帯植物種及び亜熱帯植物
種）の根及び茎から得られた抽出物）、（７．７）ニンニク（Ａｌｌｉｕｍ　ｓａｔｉｖ
ｕｍ）の抽出物、（７．８）キラヤ抽出物（シャボンノキ（Ｑｕｉｌｌａｊａ　Ｓａｐｏ
ｎａｒｉａ　Ｍｏｌｉｎａ　ｔｒｅｅ）の外側形成層の精製抽出物を濃縮したものから得
られたもの）、（７．９）サバジラ（サバジラ＝Ｓｃｈｏｅｎｏｃａｕｌｏｎ　ｏｆｆｉ
ｃｉｎａｌｅ）種子、特に、ベラトリン（種子から得られた抽出物）、（７．１０）リア
ニア（リアニア・スペシオサ（Ｒｙａｎｉａ　ｓｐｅｃｉｏｓａ）の地上部の茎から得ら
れた抽出物、特に、リアノジン（該抽出物の活性成分）、（７．１１）ヤドリギ（Ｖｉｓ
ｃｕｍ　ａｌｂｕｍ）の抽出物、（７．１２）ヨモギギク（Ｔａｎａｃｅｔｕｍ　ｖｕｌ
ｇａｒｅ）の抽出物、（７．１３）ニガヨモギ（Ａｒｔｅｍｉｓｉａ　ａｂｓｉｎｔｈｉ
ｕｍ）の抽出物、（７．１４）セイヨウイラクサ（ｓｔｉｎｇｉｎｇ　ｎｅｔｔｌｅ）（
Ｕｒｔｉｃａ　ｄｉｏｉｃａ）の抽出物、（７．１５）ヒレハリソウ（Ｓｙｍｐｈｙｔｕ
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ｍ　ｏｆｆｉｃｉｎａｌｅ）の抽出物、（７．１６）キンレンカ（Ｔｒｏｐａｅｕｌｕｍ
　ｍａｊｕｓ）の抽出物、（７．１７）コナラ属（Ｑｕｅｒｃｕｓ）（オークの木）の葉
及び樹皮、（７．１８）イエローマスタードパウダー、（７．１９）アメリカアリタソウ
（Ｃｈｅｎｏｐｏｄｉｕｍ　ａｎｔｈｅｌｍｉｎｔｉｃｕｍ）の種子の油、（７．２０）
セイヨウオシダ（Ｄｒｙｏｐｔｅｒｉｓ　ｆｉｌｉｘ－ｍａｓ）の葉を乾燥させたもの、
（７．２１）セラスツス・アングラツス（Ｃｅｌａｓｔｒｕｓ　ａｎｇｕｌａｔｕｓ）（
Ｃｈｉｎｅｓｅ　ｂｉｔｔｅｒｓｗｅｅｔ）の樹皮、（７．２２）スギナ（Ｅｑｕｉｓｅ
ｔｕｍ　ａｒｖｅｎｓｅ）の抽出物、（７．２３）キチン、（７．２４）アリタソウ（Ｃ
ｈｅｎｏｐｏｄｉｕｍ　ａｍｂｒｏｓｉｏｉｄｅｓ）の天然抽出物又は模擬ブレンド（Ｒ
ｅｑｕｉｅｍとして知られている製品）、（７．２５）キノア（Ｃｈｅｎｏｐｏｄｉｕｍ
　ｑｕｉｎｏａ）のサポニン類（Ｈｅａｄｓ　Ｕｐとして知られている製品）。
【００４４】
　特に好ましいのは、以下のものからなる細菌類の群から選択される生物学的防除剤であ
る：　（１．１２）バシルス・アミロリクエファシエンス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｍｙｌ
ｏｌｉｑｕｅｆａｃｉｅｎｓ）、特に、株ＩＮ９３７ａ、（１．１３）バシルス・アミロ
リクエファシエンス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｍｙｌｏｌｉｑｕｅｆａｃｉｅｎｓ）、特に
、株ＦＺＢ４２（ＲｈｉｚｏＶｉｔａｌ（登録商標）として知られている製品）、（１．
１６）バシルス・アトロファエウス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｔｒｏｐｈａｅｕｓ）、（１
．１９）バシルス・セレウス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃｅｒｅｕｓ）、特に、バシルス・セ
レウス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃｅｒｅｕｓ）株ＣＮＣＭ　Ｉ－１５６２の胞子（ｃｆ．　
ＵＳ　６４０６６９０）、（１．２０）バシルス・キチノスポルス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　
ｃｈｉｔｉｎｏｓｐｏｒｕｓ）、特に、株ＡＱ７４６（受託番号Ｎｏ．ＮＲＲＬ　Ｂ－２
１６１８）、（１．２１）バシルス・シルクランス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃｉｒｃｕｌａ
ｎｓ）、（１．２２）バシルス・コアグランス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃｏａｇｕｌａｎｓ
）、（１．２４）バシルス・フィルムス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｆｉｒｍｕｓ）、特に、株
Ｉ－１５８２（Ｂｉｏｎｅｍ、ＶＯＴＩＶＯとして知られている製品）、（１．３７）バ
シルス・ミコイデス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｍｙｃｏｉｄｅｓ）、特に、株ＡＱ７２６（受
託番号Ｎｏ．ＮＲＲＬ　Ｂ２１６６４）、（１．３８）バシルス・ミコイデス（Ｂａｃｉ
ｌｌｕｓ　ｍｙｃｏｉｄｅｓ）分離株Ｊ（ＢｍＪ）、（１．４４）バシルス・ポピラエ（
Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｐｏｐｉｌｌａｅ）（Ｃｒｏｎｏｘとして知られている製品）、（１
．４６）バシルス・プミルス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｐｕｍｉｌｕｓ）、特に、株ＧＢ３４
（Ｙｉｅｌｄ　Ｓｈｉｅｌｄ（登録商標）として知られている製品）、（１．４７）バシ
ルス・プミルス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｐｕｍｉｌｕｓ）、特に、株ＱＳＴ２８０８（受託
番号Ｎｏ．ＮＲＲＬ　Ｂ－３００８７；　Ｓｏｎａｔａ　ＱＳＴ　２８０８（登録商標）
として知られている製品）、（１．４８）バシルス・プミルス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｐｕ
ｍｉｌｕｓ）、特に、株ＡＱ７１７（受託番号Ｎｏ．ＮＲＲＬ　Ｂ２１６６２）、（１．
５１）バシルス・スファエリクス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｐｈａｅｒｉｃｕｓ）（Ｖｅｃ
ｔｏＬｅｘｓ（登録商標）として知られている製品）、（１．５２）バシルス・スブチリ
ス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）、特に、株ＧＢ０３（Ｋｏｄｉａｋ（登録商
標）として知られている製品）、（１．５３）バシルス・スブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ
　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）、特に、株ＱＳＴ７１３／ＡＱ７１３（受託番号Ｎｏ．ＮＲＲＬ　
Ｂ－２１６６１；　Ｓｅｒｅｎａｄｅ　ＱＳＴ　７１３（登録商標）、Ｓｅｒｅｎａｄｅ
　Ｓｏｉｌ、Ｓｅｒｅｎａｄｅ　Ｍａｘとして知られている製品）、（１．５４）バシル
ス・スブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）、特に、株ＡＱ７４３（受託番
号Ｎｏ．ＮＲＲＬ　Ｂ－２１６６５）、（１．５５）バシルス・スブチリス（Ｂａｃｉｌ
ｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）、特に、株ＡＱ　１５３（ＡＴＣＣ受託番号Ｎｏ．５５６１
４）、（１．５６）バシルス・スブチリス　ｖａｒ．　アミロリクエファシエンス（Ｂａ
ｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ　ｖａｒ．　ａｍｙｌｏｌｉｑｕｅｆａｃｉｅｎｓ）株
ＦＺＢ２４（Ｔａｅｇｒｏ（登録商標）として知られている製品）、（１．５７）バシル
ス・ツリンギエンシス　ｖａｒ．　イスラエレンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎ
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ｇｉｅｎｓｉｓ　ｖａｒ．　ｉｓｒａｅｌｅｎｓｉｓ）（ＶｅｃｔｏＢａｃ（登録商標）
として知られている製品）、（１．５８）バシルス・ツリンギエンシス　ｓｕｂｓｐ．　
アイザワイ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐ．　ａｉｚａ
ｗａｉ）株ＡＢＴＳ－１８５７（ＸｅｎＴａｒｉ（登録商標）として知られている製品）
、（１．５９）バシルス・ツリンギエンシス　ｓｕｂｓｐ．　クルスタキ（Ｂａｃｉｌｌ
ｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐ．　ｋｕｒｓｔａｋｉ）株ＨＤ－１（Ｄ
ｉｐｅｌ（登録商標）ＥＳとして知られている製品）、（１．６０）バシルス・ツリンギ
エンシス　ｓｕｂｓｐ．　クルスタキ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ
　ｓｕｂｓｐ．　ｋｕｒｓｔａｋｉ）株ＢＭＰ　１２３、（１．６１）バシルス・ツリン
ギエンシス　ｓｕｂｓｐ．　テネブリオニス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎ
ｓｉｓ　ｓｕｂｓｐ．　ｔｅｎｅｂｒｉｏｎｉｓ）株ＮＢ　１７６（Ｎｏｖｏｄｏｒ（登
録商標）ＦＣとして知られている製品）、（１．６２）バシルス・ツリンギエンシス　ｖ
ａｒ．　アエギプチイ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｖａｒ．　ａ
ｅｇｙｐｔｉｉ）（Ａｇｅｒｉｎとして知られている製品）、（１．６３）バシルス・ツ
リンギエンシス　ｖａｒ．　コルメリ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ
　ｖａｒ．　ｃｏｌｍｅｒｉ）（ＴｉａｎＢａｏＢＴｃとして知られている製品）、（１
．６４）バシルス・ツリンギエンシス　ｖａｒ．　ダルムスタジエンシス（Ｂａｃｉｌｌ
ｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｖａｒ．　ｄａｒｍｓｔａｄｉｅｎｓｉｓ）（Ｂａ
ｃｉｔｕｒｉｎ、Ｋｏｌｅｐｔｅｒｉｎとして知られている製品）、（１．６５）バシル
ス・ツリンギエンシス　ｖａｒ．　デンドロリムス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇ
ｉｅｎｓｉｓ　ｖａｒ．　ｄｅｎｄｒｏｌｉｍｕｓ）（Ｄｅｎｄｒｏｂａｃｉｌｌｉｎと
して知られている製品）、（１．６６）バシルス・ツリンギエンシス　ｖａｒ．　ガレリ
アエ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｖａｒ．　ｇａｌｌｅｒｉａｅ
）（Ｅｎｔｅｒｏｂａｃｔｉｎとして知られている製品）、（１．６７）バシルス・ツリ
ンギエンシス　ｖａｒ．　ジャポネンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓ
ｉｓ　ｖａｒ．　ｊａｐｏｎｅｎｓｉｓ）（Ｂｕｉｈｕｎｔｅｒとして知られている製品
）、（１．７１）バシルス・ツリンギエンシス　ｓｕｂｓｐ．　ツリンギエンシス（Ｂａ
ｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐ．　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉ
ｓ）（Ｂｉｋｏｌとして知られている製品）、（１．７２）バシルス・ツリンギエンシス
　ｖａｒ．　７２１６（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｖａｒ．　７
２１６）（Ａｍａｃｔｉｃ、Ｐｅｔｈｉａｎとして知られている製品）、（１．７３）バ
シルス・ツリンギエンシス　ｖａｒ．　Ｔ３６（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅ
ｎｓｉｓ　ｖａｒ．　Ｔ３６）（Ｃａｈａｔとして知られている製品）、（１．７６）バ
シルス・ウニフラゲラツス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｕｎｉｆｌａｇｅｌｌａｔｕｓ）、（１
．７７）ブラジリゾビウム・ジャポニクム（Ｂｒａｄｙｒｈｉｚｏｂｉｕｍ　ｊａｐｏｎ
ｉｃｕｍ）（ＳｏｙＳｅｌｅｃｔとして知られている製品）、（１．７８）バシルス属種
（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｐ．）株ＡＱ１７５（ＡＴＣＣ　受託番号Ｎｏ．５５６０８）、
（１．７９）バシルス属種（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｐ．）株ＡＱ１７７（ＡＴＣＣ　受託
番号Ｎｏ．５５６０９）、（１．８０）バシルス属種（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｐ．）株Ａ
Ｑ１７８（ＡＴＣＣ　受託番号Ｎｏ．５３５２２）、（１．８１）ブレビバシルス・ブレ
ビス（Ｂｒｅｖｉｂａｃｉｌｌｕｓ　ｂｒｅｖｉｓ）、特に、株ＳＳ８６－３、（１．８
２）ブレビバシルス・ブレビス（Ｂｒｅｖｉｂａｃｉｌｌｕｓ　ｂｒｅｖｉｓ）、特に、
株ＳＳ８６－４、（１．８３）ブレビバシルス・ブレビス（Ｂｒｅｖｉｂａｃｉｌｌｕｓ
　ｂｒｅｖｉｓ）、特に、株ＳＳ８６－５、（１．８４）ブレビバシルス・ブレビス（Ｂ
ｒｅｖｉｂａｃｉｌｌｕｓ　ｂｒｅｖｉｓ）、特に、株２９０４、（１．８５）ブレビバ
シルス・ラテロスポルス（Ｂｒｅｖｉｂａｃｉｌｌｕｓ　ｌａｔｅｒｏｓｐｏｒｕｓ）、
特に、株６４、（１．８６）ブレビバシルス・ラテロスポルス（Ｂｒｅｖｉｂａｃｉｌｌ
ｕｓ　ｌａｔｅｒｏｓｐｏｒｕｓ）、特に、株１１１１、（１．８７）ブレビバシルス・
ラテロスポルス（Ｂｒｅｖｉｂａｃｉｌｌｕｓ　ｌａｔｅｒｏｓｐｏｒｕｓ）、特に、株
１６４５、（１．８８）ブレビバシルス・ラテロスポルス（Ｂｒｅｖｉｂａｃｉｌｌｕｓ
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　ｌａｔｅｒｏｓｐｏｒｕｓ）、特に、株１６４７、（１．８９）クロモバクテリウム・
スブツガエ（Ｃｈｒｏｍｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｓｕｂｔｓｕｇａｅ）、特に、株ＰＲＡ
Ａ４－１Ｔ（Ｇａｎｄｅｖｏとして知られている製品）、（１．９０）デルフチア・アシ
ドボランス（Ｄｅｌｆｔｉａ　ａｃｉｄｏｖｏｒａｎｓ）、特に、株ＲＡＹ２０９（Ｂｉ
ｏＢｏｏｓｔ（登録商標）として知られている製品）、（１．９１）ラクトバシルス・ア
シドフィルス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｃｉｄｏｐｈｉｌｕｓ）（Ｆｒｕｉｔｓ
ａｎとして知られている製品）、（１．９２）リソバクテル・アンチビオチクス（Ｌｙｓ
ｏｂａｃｔｅｒ　ａｎｔｉｂｉｏｔｉｃｕｓ）、特に、株１３－１（ｃｆ．　Ｂｉｏｌｏ
ｇｉｃａｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　２００８，　４５，　２８８－２９６）、（１．１０１）
パステウリア・ペネトランス（Ｐａｓｔｅｕｒｉａ　ｐｅｎｅｔｒａｎｓ）（Ｐａｓｔｅ
ｕｒｉａ水和剤として知られている製品）、（１．１０２）パステウリア・ウスガエ（Ｐ
ａｓｔｅｕｒｉａ　ｕｓｇａｅ）（ＥｃｏｎｅｍＴＭとして知られている製品）、（１．
１０３）ペクトバクテリウム・カロトボルム（Ｐｅｃｔｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｃａｒｏ
ｔｏｖｏｒｕｍ）（ＢｉｏＫｅｅｐｅｒとして知られている製品）、（１．１０４）シュ
ードモナス・アエルギノサ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ）（Ｇｕｉ
ｔｉｃｉｄとして知られている製品）、（１．１０５）シュードモナス・アウレオファシ
エンス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｕｒｅｏｆａｃｉｅｎｓ）（Ａｇａｔｅ－２５Ｋと
して知られている製品）、（１．１０８）シュードモナス・クロロラフィス（Ｐｓｅｕｄ
ｏｍｏｎａｓ　ｃｈｌｏｒｏｒａｐｈｉｓ）、特に、株ＭＡ　３４２（Ｃｅｄｏｍｏｎと
して知られている製品）、（１．１０９）シュードモナス・フルオレセンス（Ｐｓｅｕｄ
ｏｍｏｎａｓ　ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｓ）（Ｓｕｄｏｚｏｎｅとして知られている製品）
、（１．１１０）シュードモナス・プロラジキス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｐｒｏｒａ
ｄｉｘ）（Ｐｒｏｒａｄｉｘ（登録商標）として知られている製品）、（１．１１１）シ
ュードモナス・プチダ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｐｕｔｉｄａ）（Ｎｅｍａｔｓｉｄと
して知られている製品）、（１．１１２）シュードモナス・レシノボランス（Ｐｓｅｕｄ
ｏｍｏｎａｓ　　ｒｅｓｉｎｏｖｏｒａｎｓ）（Ｓｏｌａｎａｃｕｒｅとして知られてい
る製品）、（１．１１３）シュードモナス・シリンガエ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙ
ｒｉｎｇａｅ）（Ｂｉｏｓａｖｅとして知られている製品）、（１．１１４）ロドコック
ス・グロベルルス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ　ｇｌｏｂｅｒｕｌｕｓ）株ＡＱ７１９（受
託番号Ｎｏ．ＮＲＲＬ　Ｂ２１６６３）、（１．１１５）セラチア・エントモフィラ（Ｓ
ｅｒｒａｔｉａ　ｅｎｔｏｍｏｐｈｉｌａ）（ＩｎｖａｄｅＴＭとして知られている製品
）、（１．１１８）ストレプトミセス・カンジズス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｃａｎ
ｄｉｄｕｓ）（ＢｉｏＡｉｄＴＭとして知られている製品）、（１．１１９）ストレプト
ミセス・コロムビエンシス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｃｏｌｏｍｂｉｅｎｓｉｓ）（
Ｍｙｃｏｓｉｄｅとして知られている製品）、（１．１２０）ストレプトミセス・ガルブ
ス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｇａｌｂｕｓ）、特に、株Ｋ６１（Ｍｙｃｏｓｔｏｐ（
登録商標）として知られている製品；　ｃｆ．　Ｃｒｏｐ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　２０
０６，　２５，　４６８－４７５）、（１．１２１）ストレプトミセス・ガルブス（Ｓｔ
ｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｇａｌｂｕｓ）、特に、株ＱＳＴ　６０４７（受託番号Ｎｏ．Ｎ
ＲＲＬ　３０２３２）、（１．１２２）ストレプトミ
セス・ゴシキエンシス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｇｏｓｈｉｋｉｅｎｓｉｓ）（Ｓａ
ｆｅｇｒｏとして知られている製品）、（１．１２３）ストレプトミセス・グリセオビリ
ジス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｇｒｉｓｅｏｖｉｒｉｄｉｓ）（Ｍｙｃｏｓｔｏｐ（
登録商標）として知られている製品；　ｃｆ．　Ｍｉｃｒｏｂｉａｌ　ｄｂ　ｏｆ　Ｃａ
ｎａｄａ）、（１．１２４）ストレプトミセス・ラベンズラエ（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅ
ｓ　ｌａｖｅｎｄｕｌａｅ）（Ｐｈｙｔｏｌａｖｉｎ－３００として知られている製品）
、（１．１２５）ストレプトミセス・リジクス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｌｙｄｉｃ
ｕｓ）、特に、株ＷＹＣＤ１０８（ＡｃｔｉｎｏｖａｔｅＳＰとして知られている製品）
、（１．１２６）ストレプトミセス・リジクス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｌｙｄｉｃ
ｕｓ）、特に、株ＷＹＥＣ１０８（Ａｃｔｉｎｏ－ｉｒｏｎとして知られている製品）、
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（１．１２８）ストレプトミセス・リモスス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｒｉｍｏｓｕ
ｓ）（Ｒｈｉｔｏｖｉｔとして知られている製品）、（１．１２９）ストレプトミセス・
サラセチクス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｓａｒａｃｅｔｉｃｕｓ）（Ｃｌａｎｄａと
して知られている製品）、（１．１３５）バシルス・スブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓ
ｕｂｔｉｌｉｓ）、特に、株ＱＳＴ３０００２／ＡＱ３０００２（受託番号Ｎｏ．ＮＲＲ
Ｌ　Ｂ－５０４２１；　ｃｆ．　ＷＯ　２０１２／０８７９８０）、及び、（１．１３６
）バシルス・スブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）、特に、株ＱＳＴ３０
００４／ＡＱ３０００４（受託番号Ｎｏ．ＮＲＲＬ　Ｂ－５０４５５；　ｃｆ．　ＷＯ　
２０１２／０８７９８０）。
【００４５】
　特に好ましいのは、以下のものからなる菌類又は酵母類の群から選択される生物学的防
除剤である：　（２．１）アムペロミセス・クイスクアリス（Ａｍｐｅｌｏｍｙｃｅｓ　
ｑｕｉｓｑｕａｌｉｓ）、特に、株ＡＱ　１０（ＡＱ　１０（登録商標）として知られて
いる製品）、（２．３）アウレオバシジウム・プルランス（Ａｕｒｅｏｂａｓｉｄｉｕｍ
　ｐｕｌｌｕｌａｎｓ）、特に、株ＤＳＭ　１４９４１の分芽胞子、又は、それらの混合
物（Ｂｌｏｓｓｏｍ　Ｐｒｏｔｅｃｔ（登録商標）として知られている製品）、（２．５
）アスペルギルス・フラブス（Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｆｌａｖｕｓ）、特に、株ＮＲ
ＲＬ　２１８８２（Ａｆｌａ－Ｇｕａｒｄ（登録商標）として知られている製品）、（２
．７）ベアウベリア・バシアナ（Ｂｅａｕｖｅｒｉａ　ｂａｓｓｉａｎａ）、特に、株Ａ
ＴＣＣ　７４０４０（Ｎａｔｕｒａｌｉｓ（登録商標）として知られている製品）、（２
．８）ベアウベリア・バシアナ（Ｂｅａｕｖｅｒｉａ　ｂａｓｓｉａｎａ）、特に、株Ｇ
ＨＡ（Ｍｙｃｏｔｒｏｌ、ＢｏｔａｎｉＧａｒｄとして知られている製品）、（２．９）
ベアウベリア・ブロングニアルチイ（Ｂｅａｕｖｅｒｉａ　ｂｒｏｎｇｎｉａｒｔｉｉ）
（Ｂｅａｕｐｒｏとして知られている製品）、（２．１０）カンジダ・オレオフィラ（Ｃ
ａｎｄｉｄａ　ｏｌｅｏｐｈｉｌａ）、特に、株Ｏ（Ｎｅｘｙ　（登録商標）、Ａｓｐｉ
ｒｅとして知られている製品）、（２．１１）カエトミヌム・クプレウム（Ｃｈａｅｔｏ
ｍｉｕｍ　ｃｕｐｒｅｕｍ）（Ｋｅｔｏｃｉｎとして知られている製品）、（２．１４）
コニオチリウム・ミニタンス（Ｃｏｎｉｏｔｈｙｒｉｕｍ　ｍｉｎｉｔａｎｓ）、特に、
株ＣＯＮ／Ｍ／９１－８（Ｃｏｎｔａｎｓ（登録商標）として知られている製品）、（２
．１５）ジロホスホラ・アロペクリ（Ｄｉｌｏｐｈｏｓｐｈｏｒａ　ａｌｏｐｅｃｕｒｉ
）（Ｔｗｉｓｔ　Ｆｕｎｇｕｓ（登録商標）として知られている製品）、（２．１６）エ
ントモフトラ・ビルレンタ（Ｅｎｔｏｍｏｐｈｔｈｏｒａ　ｖｉｒｕｌｅｎｔａ）（Ｖｅ
ｋｔｏｒとして知られている製品）、（２．１７）フサリウム・オキシスポルム（Ｆｕｓ
ａｒｉｕｍ　ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ）、特に、株Ｆｏ４７（Ｆｕｓａｃｌｅａｎとして知ら
れている製品）、（２．１８）グリオクラジウム・カテヌラツム（Ｇｌｉｏｃｌａｄｉｕ
ｍ　ｃａｔｅｎｕｌａｔｕｍ）、特に、株Ｊ１４４６（Ｐｒｅｓｔｏｐ（登録商標）　又
は　Ｐｒｉｍａｓｔｏｐとして知られている製品）、（２．１９）ヒルステラ・トムプソ
ニイ（Ｈｉｒｓｕｔｅｌｌａ　ｔｈｏｍｐｓｏｎｉｉ）（Ｍｙｃｏｈｉｔ　又は　ＡＢＴ
ＥＣとして知られている製品）、（２．２０）ラゲニジウム・ギガンテウム（Ｌａｇｅｎ
ｉｄｉｕｍ　ｇｉｇａｎｔｅｕｍ）（Ｌａｇｉｎｅｘ（登録商標）として知られている製
品；　供給元：ＡｇｒａＱｕｅｓｔ，　Ｉｎｃ．）、（２．２１）レカニシリウム・レカ
ニイ（Ｌｅｃａｎｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｌｅｃａｎｉｉ）、特に、株ＫＶ０１の分生子（Ｍ
ｙｃｏｔａｌ（登録商標）、Ｖｅｒｔａｌｅｃ（登録商標）として知られている製品）、
（２．２２）メタリジウム・アニソプリアエ（Ｍｅｔａｒｈｉｚｉｕｍ　ａｎｉｓｏｐｌ
ｉａｅ）、特に、株Ｆ５２（ＢＩＯ　１０２０　又は　Ｍｅｔ５２として知られている製
品）、（２．２３）メタリジウム・アニソプリアエ　ｖａｒ．　アクリジウム（Ｍｅｔａ
ｒｈｉｚｉｕｍ　ａｎｉｓｏｐｌｉａｅ　ｖａｒ．　ａｃｒｉｄｕｍ）（Ｇｒｅｅｎ　Ｍ
ｕｓｃｌｅとして知られている製品）、（２．２５）メトスカニコビア・フルクチコラ（
Ｍｅｔｓｃｈｎｉｋｏｖｉａ　ｆｒｕｃｔｉｃｏｌａ）、特に、株ＮＲＲＬ　Ｙ－３０７
５２（Ｓｈｅｍｅｒ（登録商標）として知られている製品）、（２．２６）ミクロスファ
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エロプシス・オクラセア（Ｍｉｃｒｏｓｐｈａｅｒｏｐｓｉｓ　ｏｃｈｒａｃｅａ）（Ｍ
ｉｃｒｏｘ（登録商標）として知られている製品）、（２．２７）ムコル・ハエメリス（
Ｍｕｃｏｒ　ｈａｅｍｅｌｉｓ）（ＢｉｏＡｖａｒｄとして知られている製品）、（２．
２８）ムスコドル・アルブス（Ｍｕｓｃｏｄｏｒ　ａｌｂｕｓ）、特に、株ＱＳＴ　２０
７９９（ＡｒａｂｅｓｑｕｅＴＭ　又は　ＡｎｄａｎｔｅＴＭとして知られている製品）
、（２．２９）ムスコドル・アルブス（Ｍｕｓｃｏｄｏｒ　ａｌｂｕｓ）、特に、株６２
０（受託番号Ｎｏ．ＮＲＲＬ　３０５４７）、（２．３０）ムスコドル・ロセウス（Ｍｕ
ｓｃｏｄｏｒ　ｒｏｓｅｕｓ）株Ａ３－５（受託番号Ｎｏ．ＮＲＲＬ　３０５４８）、（
２．３１）ミロテシウム・ベルカリア（Ｍｙｒｏｔｈｅｃｉｕｍ　ｖｅｒｒｕｃａｒｉａ
）、特に、株ＡＡＲＣ－０２５５（ＤｉＴｅｒａＴＭとして知られている製品）、（２．
３２）ノムラエア・リレイイ（Ｎｏｍｕｒａｅａ　ｒｉｌｅｙｉ）、特に、株ＳＡ８６１
０１、（２．３３）ノムラエア・リレイイ（Ｎｏｍｕｒａｅａ　ｒｉｌｅｙｉ）、特に、
株ＧＵ８７４０１、（２．３４）ノムラエア・リレイイ（Ｎｏｍｕｒａｅａ　ｒｉｌｅｙ
ｉ）、特に、株ＳＲ８６１５１、（２．３５）ノムラエア・リレイイ（Ｎｏｍｕｒａｅａ
　ｒｉｌｅｙｉ）、特に、株ＣＧ１２８、（２．３６）ノムラエア・リレイイ（Ｎｏｍｕ
ｒａｅａ　ｒｉｌｅｙｉ）、特に、株ＶＡ９１０１（Ｋｏｎｇｏ（登録商標）として知ら
れている製品）、（２．３７）オフィオストマ・ピリフェルム（Ｏｐｈｉｏｓｔｏｍａ　
ｐｉｌｉｆｅｒｕｍ）、特に、株Ｄ９７（Ｓｙｌｖａｎｅｘとして知られている製品）、
（２．３８）パエシロミセス・フモソレウス（Ｐａｅｃｉｌｏｍｙｃｅｓ　ｆｕｍｏｓｏ
ｒｅｕｓ）、特に、株ａｐｏｐｋａ　９７（ＰｒｅＦｅＲａｌとして知られている製品）
、（２．３９）パエシロミセス・リラシヌス（Ｐａｅｃｉｌｏｍｙｃｅｓ　ｌｉｌａｃｉ
ｎｕｓ）、特に、パエシロミセス・リラシヌス（Ｐａｅｃｉｌｏｍｙｃｅｓ　ｌｉｌａｃ
ｉｎｕｓ）株２５１の胞子（ＢｉｏＡｃｔ（登録商標）として知られている製品；　ｃｆ
．　Ｃｒｏｐ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　２００８，　２７，　３５２－３６１）、（２．
４０）パエシロミセス・バリオチイ（Ｐａｅｃｉｌｏｍｙｃｅｓ　ｖａｒｉｏｔｉｉ）、
特に、株Ｑ－０９（Ｎｅｍａｑｕｉｍとして知られている製品）、（２．４２）ペニシリ
ウム・ビライイ（Ｐｅｎｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｂｉｌａｉｉ）、特に、株ＡＴＣＣ２２３４
８（ＪｕｍｐＳｔａｒｔ（登録商標）、ＰＢ－５０、Ｐｒｏｖｉｄｅとして知られている
製品）、（２．４３）ペニシリウム・ベルミクラツム（Ｐｅｎｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｖｅｒ
ｍｉｃｕｌａｔｕｍ）（Ｖｅｒｍｉｃｕｌｅｎとして知られている製品）、（２．４４）
フレビオプシス・ギガンテア（Ｐｈｌｅｂｉｏｐｓｉｓ　ｇｉｇａｎｔｅａ）（Ｒｏｔｓ
ｔｏｐとして知られている製品）、（２．４７）プセウドジマ・フロクロサ（Ｐｓｅｕｄ
ｏｚｙｍａ　ｆｌｏｃｃｕｌｏｓａ）、特に、株ＰＦ－Ａ２２　ＵＬ（Ｓｐｏｒｏｄｅｘ
（登録商標）Ｌとして知られている製品）、（２．４８）ピチウム・オリガンドルム（Ｐ
ｙｔｈｉｕｍ　ｏｌｉｇａｎｄｒｕｍ）、特に、株ＤＶ７４（Ｐｏｌｙｖｅｒｓｕｍとし
て知られている製品）、（２．４９）スポロトリキス・インセクトルム（Ｓｐｏｒｏｔｈ
ｒｉｘ　ｉｎｓｅｃｔｏｒｕｍ）（Ｓｐｏｒｏｔｈｒｉｘとして知られている製品）、（
２．５１）トリコデルマ・アルブム（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ　ａｌｂｕｍ）（Ｂｉｏ－
Ｚｅｉｄとして知られている製品）、（２．５２）トリコデルマ・アスペレルム（Ｔｒｉ
ｃｈｏｄｅｒｍａ　ａｓｐｅｒｅｌｌｕｍ）（ＢＩＯ－ＴＡＭＴＭとして知られている製
品）、（２．５３）トリコデルマ・アスペレルム（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ　ａｓｐｅｒ
ｅｌｌｕｍ）、特に、株ＩＣＣ　０１２（Ｂｉｏｔｅｎ（登録商標）として知られている
製品）、（２．５４）トリコデルマ・アトロビリデ（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ　ａｔｒｏ
ｖｉｒｉｄｅ）、特に、株ＣＮＣＭ　Ｉ－１２３７、（２．５５）トリコデルマ・ガムシ
イ（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ　ｇａｍｓｉｉ）（ＢＩＯ－ＴＡＭＴＭとして知られている
製品）、（２．５６）トリコデルマ・ガムシイ（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ　ｇａｍｓｉｉ
）、特に、株ＩＣＣ０８０の菌糸体フラグメント、分生子及び厚膜胞子（Ｂｉｏｄｅｒｍ
ａとして知られている製品）、（２．５８）トリコデルマ・ハルジアヌム（Ｔｒｉｃｈｏ
ｄｅｒｍａ　ｈａｒｚｉａｎｕｍ）、特に、トリコデルマ・ハルジアヌム（Ｔｒｉｃｈｏ
ｄｅｒｍａ　ｈａｒｚｉａｎｕｍ）Ｔ３９（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｘ（登録商標）として知ら
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れている製品）、（２．５９）トリコデルマ・コニンギイ（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ　ｋ
ｏｎｉｎｇｉｉ）（Ｔｒｉｋｏｔ－Ｓ　Ｐｌｕｓとして知られている製品）、（２．６０
）トリコデルマ・リグノルム（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ　ｌｉｇｎｏｒｕｍ）（Ｍｙｃｏ
ｂａｃとして知られている製品）、（２．６２）トリコデルマ・ビレンス（Ｔｒｉｃｈｏ
ｄｅｒｍａ　ｖｉｒｅｎｓ）（ＳｏｉｌＧａｒｄとして知られている製品）、（２．６３
）ツカムレラ・パウロメタボラ（Ｔｓｕｋａｍｕｒｅｌｌａ　ｐａｕｒｏｍｅｔａｂｏｌ
ａ）（ＨｅｂｅｒＮｅｍ（登録商標）として知られている製品）、（２．６４）ウロクラ
ジウム・オウデマンシイ（Ｕｌｏｃｌａｄｉｕｍ　ｏｕｄｅｍａｎｓｉｉ）（Ｂｏｔｒｙ
－Ｚｅｎとして知られている製品）、（２．６６）ベルチシリウム・クラミドスポリウム
（Ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｃｈｌａｍｙｄｏｓｐｏｒｉｕｍ）（Ｖａｒｓｈａとして
知られている製品）、、及び、（２．６７）ベルチシリウム・ダーリアエ（Ｖｅｒｔｉｃ
ｉｌｌｉｕｍ　ｄａｈｌｉａｅ）（Ｄｕｔｃｈ　Ｔｒｉｇとして知られている製品）。
【００４６】
　特に好ましいのは、以下のものからなる原生動物の群から選択される生物学的防除剤で
ある：　（３．１）ノセマ・ロクスタエ（Ｎｏｓｅｍａ　ｌｏｃｕｓｔａｅ）（Ｎｏｌｏ
Ｂａｉｔとして知られている製品）。
【００４７】
　特に好ましいのは、以下のものからなるウイルス類の群から選択される生物学的防除剤
である：　（４．１）リンゴコカクモンハマキ（Ａｄｏｘｏｐｈｙｅｓ　ｏｒａｎａ）グ
ラニュローシスウイルス（ＧＶ）、（ＢＩＯＦＡ－Ｃａｐｅｘ（登録商標）として知られ
ている製品）、（４．３）アンチカルシア・ゲムマタリス（Ａｎｔｉｃａｒｓｉａ　ｇｅ
ｍｍａｔａｌｉｓ）（Ｗｏｏｌｌｙ　ｐｙｒｏｌ　ｍｏｔｈ）ｍＮＰＶ（Ｐｏｌｙｇｅｎ
として知られている製品）、（４．４）アウトグラファ・カリホルニカ（Ａｕｔｏｇｒａ
ｐｈａ　ｃａｌｉｆｏｒｎｉｃａ）（Ａｌｆａｌｆａ　Ｌｏｏｐｅｒ）ｍＮＰＶ（ＶＰＮ
８０として知られている製品；　供給元：Ａｇｒｉｃｏｌａ　Ｅｌ　Ｓｏｌ）、（４．７
）クリプトフレビア・レウコトレタ（Ｃｒｙｐｔｏｐｈｌｅｂｉａ　ｌｅｕｃｏｔｒｅｔ
ａ）（ｆａｌｓｅ　ｃｏｄｌｉｎｇ　ｍｏｔｈ）ＧＶ（Ｃｒｙｐｔｅｘとして知られてい
る製品）、（４．８）コドリンガ（Ｃｙｄｉａ　ｐｏｍｏｎｅｌｌａ）顆粒病ウイルス（
ＧＶ）（Ｍａｄｅｘ　Ｐｌｕｓとして知られている製品）、（４．１０）ヘリコベルパ・
アルミゲラ（Ｈｅｌｉｃｏｖｅｒｐａ　ａｒｍｉｇｅｒａ）ＮＰＶ（ＡｇＢｉＴｅｃｈ－
ＶｉＶＵＳ　Ｍａｘとして知られている製品）、（４．１１）オオタバコガ（Ｈｅｌｉｃ
ｏｖｅｒｐａ　ｚｅａ）（以前は、Ｈｅｌｉｏｔｈｉｓ　ｚｅａ）ＮＰＶ（Ｅｌｃａｒと
して知られている製品）、（４．１３）マイマイガ（Ｌｙｍａｎｔｒｉａ　ｄｉｓｐａｒ
）ＮＰＶ（Ｇｙｐｃｈｅｃｋとして知られている製品）、（４．１４）バルサムモミハバ
チ（ｂａｌｓａｍ－ｆｉｒ　ｓａｗｆｌｙ）（Ｎｅｏｄｉｐｒｉｏｎ　ａｂｉｅｔｉｓ）
ＮＰＶ（Ａｂｉｅｔｉｖとして知られている製品）、（４．１５）ネオジプリオン・レコ
ンテイ（Ｎｅｏｄｉｐｒｉｏｎ　ｌｅｃｏｎｔｅｉ）（ｒｅｄ－ｈｅａｄｅｄ　ｐｉｎｅ
ｓａｗｆｌｙ）ＮＰＶ（Ｌｅｃｏｎｔｖｉｒｕｓとして知られている製品）、（４．１６
）マツノキハバチ（Ｎｅｏｄｉｐｒｉｏｎ　ｓｅｒｔｉｆｅｒ）ＮＰＶ（Ｎｅｏｃｈｅｃ
ｋ－Ｓとして知られている製品）、（４．１７）オルギア・プセウドツガタ（Ｏｒｇｙｉ
ａ　ｐｓｅｕｄｏｔｓｕｇａｔａ）（Ｄｏｕｇｌａｓ－ｆｉｒ　ｔｕｓｓｏｃｋ　ｍｏｔ
ｈ）ＮＰＶ（Ｖｉｒｔｕｓｓとして知られている製品）、（４．１８）ジャガイモガ（ｔ
ｏｂａｃｃｏ　ｌｅａｆ　ｍｉｎｅｒ）（Ｐｈｔｈｏｒｉｍａｅａ　ｏｐｅｒｃｕｌｅｌ
ｌａ）ＧＶ（Ｍａｔａｐｏｌとして知られている製品）、（４．２０）コナガ（Ｐｌｕｔ
ｅｌｌａ　ｘｙｌｏｓｔｅｌｌａ）ＧＶ（Ｐｌｕｔｅとして知られている製品ｃ）、（４
．２１）スポドプテラ・アルブラ（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ａｌｂｕｌａ）（ｇｒａｙ－
ｓｔｒｅａｋｅｄ　ａｒｍｙｗｏｍ　ｍｏｔｈ）ｍＮＰＶ（ＶＰＮ　８２として知られて
いる製品）、（４．２２）アフリカシロナヨトウ（ｔｒｕｅ　ａｒｍｙｗｏｒｍ）（Ｓｐ
ｏｄｏｐｔｅｒａ　ｅｘｅｍｐｔａ）ｍＮＰＶ（Ｓｐｏｄｅｃとして知られている製品）
、（４．２３）シロイチモジヨトウ（ｓｕｇａｒｂｅｅｔ　ａｒｍｙｗｏｒｍ）（Ｓｐｏ
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ｄｏｐｔｅｒａ　ｅｘｉｇｕａ）ｍＮＰＶ（Ｓｐｅｘｉｔとして知られている製品；　供
給元：Ａｎｄｅｒｍａｔｔ　Ｂｉｏｃｏｎｔｒｏｌ）、（４．２４）ツマジロクサヨトウ
（ｆａｌｌ　ａｒｍｙｗｏｒｍ）（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｆｒｕｇｉｐｅｒｄａ）ｍＮ
ＰＶ（Ｂａｃｕｌｏｖｉｒｕｓ　ＶＰＮとして知られている製品）、（４．２５）エジプ
トヨトウ（ｔｏｂａｃｃｏ　ｃｕｔｗｏｒｍ）（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｌｉｔｔｏｒａ
ｌｉｓ）ＮＰＶ（Ｓｐｏｄｏｐｔｒｉｎとして知られている製品；　供給元：ＮＰＰ　Ｃ
ａｌｌｉｏｐｅ　Ｆｒａｎｃｅ）、及び、（４．２６）ハスモンヨトウ（ｏｒｉｅｎｔａ
ｌ　ｌｅａｆｗｏｒｍ　ｍｏｔｈ）（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｌｉｔｕｒａ）ＮＰＶ（Ｌ
ｉｔｔｏｖｉｒとして知られている製品）。
【００４８】
　特に好ましいのは、以下のものからなる昆虫病原性線虫類の群から選択される生物学的
防除剤である：　（５．１８）ヘテロラブジチス・バクテリオホラ（Ｈｅｔｅｒｏｒｈａ
ｂｄｉｔｉｓ　ｂａｃｔｅｒｉｏｐｈｏｒａ）（Ｂ－Ｇｒｅｅｎとして知られている製品
）、（５．２０）ヘテロラブジチス・ヘリオチジス（Ｈｅｔｅｒｏｒｈａｂｄｉｔｉｓ　
ｈｅｌｉｏｔｈｉｄｉｓ）（Ｎｅｍａｔｏｎとして知られている製品）、（５．４７）ス
テイネルネマ・カルポカプサエ（Ｓｔｅｉｎｅｒｎｅｍａ　ｃａｒｐｏｃａｐｓａｅ）（
Ｂｉｏｃｏｎｔｒｏｌとして知られている製品）、（５．４８）ステイネルネマ・フェル
チアエ（Ｓｔｅｉｎｅｒｎｅｍａ　ｆｅｌｔｉａｅ）（Ｎｅｍａｓｙｓ（登録商標）とし
て知られている製品）、（５．４９）ステイネルネマ・グラセリ（Ｓｔｅｉｎｅｒｎｅｍ
ａ　ｇｌａｓｅｒｉ）（Ｂｉｏｔｏｐｉａとして知られている製品）、（５．５０）ステ
イネルネマ・クラウッセイ（Ｓｔｅｉｎｅｒｎｅｍａ　ｋｒａｕｓｓｅｉ）（Ｌａｒｖｅ
ｓｕｒｅとして知られている製品）、（５．５１）ステイネルネマ・リオブラベ（Ｓｔｅ
ｉｎｅｒｎｅｍａ　ｒｉｏｂｒａｖｅ）（Ｂｉｏｖｅｃｔｏｒとして知られている製品）
、及び、（５．５２）ステイネルネマ・スカプテリシ（Ｓｔｅｉｎｅｒｎｅｍａ　ｓｃａ
ｐｔｅｒｉｓｃｉ）（Ｎｅｍａｔａｃ　Ｓとして知られている製品）、
　特に好ましいのは、以下のものからなるタンパク質又は二次代謝産物の群から選択され
る生物学的防除剤である：　（６．１）ハーピン（エルウィニア・アミロボラ（Ｅｒｗｉ
ｎｉａ　ａｍｙｌｏｖｏｒａ）によって単離されるもの；　Ｈａｒｐ－Ｎ－ＴｅｋＴＭ、
Ｍｅｓｓｅｎｇｅｒ（登録商標）、ＥｍｐｌｏｙＴＭ、ＰｒｏＡｃｔＴＭとして知られて
いる製品）。
【００４９】
　特に好ましいのは、以下のものからなる植物抽出物の群から選択される生物学的防除剤
である：　（７．２４）アリタソウ（Ｃｈｅｎｏｐｏｄｉｕｍ　ａｍｂｒｏｓｉｏｉｄｅ
ｓ）の天然抽出物又は模擬ブレンド（Ｒｅｑｕｉｅｍとして知られている製品）、（７．
２５）キノア（Ｃｈｅｎｏｐｏｄｉｕｍ　ｑｕｉｎｏａ）のサポニン類（Ｈｅａｄｓ　Ｕ
ｐとして知られている製品）。
【００５０】
　さらに特に好ましいのは、以下のものからなる細菌類の群から選択される生物学的防除
剤である：　（１．１２）バシルス・アミロリクエファシエンス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ａ
ｍｙｌｏｌｉｑｕｅｆａｃｉｅｎｓ）、特に、株ＩＮ９３７ａ、（１．１３）バシルス・
アミロリクエファシエンス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｍｙｌｏｌｉｑｕｅｆａｃｉｅｎｓ）
、特に、株ＦＺＢ４２（ＲｈｉｚｏＶｉｔａｌ（登録商標）として知られている製品）、
（１．１６）バシルス・アトロファエウス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｔｒｏｐｈａｅｕｓ）
、（１．１９）バシルス・セレウス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃｅｒｅｕｓ）、特に、バシル
ス・セレウス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃｅｒｅｕｓ）株ＣＮＣＭ　Ｉ－１５６２の胞子（ｃ
ｆ．　ＵＳ　６４０６６９０）、（１．２０）バシルス・キチノスポルス（Ｂａｃｉｌｌ
ｕｓ　ｃｈｉｔｉｎｏｓｐｏｒｕｓ）、特に、株ＡＱ７４６（受託番号Ｎｏ．ＮＲＲＬ　
Ｂ－２１６１８）、（１．２１）バシルス・シルクランス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃｉｒｃ
ｕｌａｎｓ）、（１．２２）バシルス・コアグランス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃｏａｇｕｌ
ａｎｓ）、（１．２４）バシルス・フィルムス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｆｉｒｍｕｓ）、特
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に、株Ｉ－１５８２（Ｂｉｏｎｅｍ、ＶＯＴＩＶＯとして知られている製品）、（１．３
７）バシルス・ミコイデス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｍｙｃｏｉｄｅｓ）、特に、株ＡＱ７２
６（受託番号Ｎｏ．ＮＲＲＬ　Ｂ２１６６４）、（１．３８）バシルス・ミコイデス（Ｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｍｙｃｏｉｄｅｓ）分離株Ｊ（ＢｍＪ）、（１．４４）バシルス・ポピ
ラエ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｐｏｐｉｌｌａｅ）（Ｃｒｏｎｏｘとして知られている製品）
、（１．４６）バシルス・プミルス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｐｕｍｉｌｕｓ）、特に、株Ｇ
Ｂ３４（Ｙｉｅｌｄ　Ｓｈｉｅｌｄ（登録商標）として知られている製品）、（１．４７
）バシルス・プミルス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｐｕｍｉｌｕｓ）、特に、株ＱＳＴ２８０８
（受託番号Ｎｏ．ＮＲＲＬ　Ｂ－３００８７；　Ｓｏｎａｔａ　ＱＳＴ　２８０８（登録
商標）として知られている製品）、（１．４８）バシルス・プミルス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ
　ｐｕｍｉｌｕｓ）、特に、株ＡＱ７１７（受託番号Ｎｏ．ＮＲＲＬ　Ｂ２１６６２）、
（１．５１）バシルス・スファエリクス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｐｈａｅｒｉｃｕｓ）（
ＶｅｃｔｏＬｅｘｓ（登録商標）として知られている製品）、（１．５２）バシルス・ス
ブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）、特に、株ＧＢ０３（Ｋｏｄｉａｋ（
登録商標）として知られている製品）、（１．５３）バシルス・スブチリス（Ｂａｃｉｌ
ｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）、特に、株ＱＳＴ７１３／ＡＱ７１３（受託番号Ｎｏ．ＮＲ
ＲＬ　Ｂ－２１６６１；　Ｓｅｒｅｎａｄｅ　ＱＳＴ　７１３（登録商標）、Ｓｅｒｅｎ
ａｄｅ　Ｓｏｉｌ、Ｓｅｒｅｎａｄｅ　Ｍａｘとして知られている製品）、（１．５４）
バシルス・スブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）、特に、株ＡＱ７４３（
受託番号Ｎｏ．ＮＲＲＬ　Ｂ－２１６６５）、（１．５５）バシルス・スブチリス（Ｂａ
ｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）、特に、株ＡＱ　１５３（ＡＴＣＣ受託番号Ｎｏ．５
５６１４）、（１．５６）バシルス・スブチリス　ｖａｒ．　アミロリクエファシエンス
（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ　ｖａｒ．　ａｍｙｌｏｌｉｑｕｅｆａｃｉｅｎ
ｓ）株ＦＺＢ２４（Ｔａｅｇｒｏ（登録商標）として知られている製品）、（１．５７）
バシルス・ツリンギエンシス　ｖａｒ．　イスラエレンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕ
ｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｖａｒ．　ｉｓｒａｅｌｅｎｓｉｓ）（ＶｅｃｔｏＢａｃ（登録
商標）として知られている製品）、（１．５８）バシルス・ツリンギエンシス　ｓｕｂｓ
ｐ．　アイザワイ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐ．　ａ
ｉｚａｗａｉ）株ＡＢＴＳ－１８５７（ＸｅｎＴａｒｉ（登録商標）として知られている
製品）、（１．５９）バシルス・ツリンギエンシス　ｓｕｂｓｐ．　クルスタキ（Ｂａｃ
ｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐ．　ｋｕｒｓｔａｋｉ）株ＨＤ－
１（Ｄｉｐｅｌ（登録商標）ＥＳとして知られている製品）、（１．６０）バシルス・ツ
リンギエンシス　ｓｕｂｓｐ．　クルスタキ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎ
ｓｉｓ　ｓｕｂｓｐ．　ｋｕｒｓｔａｋｉ）株ＢＭＰ　１２３、（１．６１）バシルス・
ツリンギエンシス　ｓｕｂｓｐ．　テネブリオニス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇ
ｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐ．　ｔｅｎｅｂｒｉｏｎｉｓ）株ＮＢ　１７６（Ｎｏｖｏｄｏ
ｒ（登録商標）ＦＣとして知られている製品）、（１．６２）バシルス・ツリンギエンシ
ス　ｖａｒ．　アエギプチイ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｖａｒ
．　ａｅｇｙｐｔｉｉ）（Ａｇｅｒｉｎとして知られている製品）、（１．６３）バシル
ス・ツリンギエンシス　ｖａｒ．　コルメリ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎ
ｓｉｓ　ｖａｒ．　ｃｏｌｍｅｒｉ）（ＴｉａｎＢａｏＢＴｃとして知られている製品）
、（１．６４）バシルス・ツリンギエンシス　ｖａｒ．　ダルムスタジエンシス（Ｂａｃ
ｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｖａｒ．　ｄａｒｍｓｔａｄｉｅｎｓｉｓ）
（Ｂａｃｉｔｕｒｉｎ、Ｋｏｌｅｐｔｅｒｉｎとして知られている製品）、（１．６５）
バシルス・ツリンギエンシス　ｖａｒ．　デンドロリムス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒ
ｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｖａｒ．　ｄｅｎｄｒｏｌｉｍｕｓ）（Ｄｅｎｄｒｏｂａｃｉｌｌ
ｉｎとして知られている製品）、（１．６６）バシルス・ツリンギエンシス　ｖａｒ．　
ガレリアエ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｖａｒ．　ｇａｌｌｅｒ
ｉａｅ）（Ｅｎｔｅｒｏｂａｃｔｉｎとして知られている製品）、（１．６７）バシルス
・ツリンギエンシス　ｖａｒ．　ジャポネンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉ
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ｅｎｓｉｓ　ｖａｒ．　ｊａｐｏｎｅｎｓｉｓ）（Ｂｕｉｈｕｎｔｅｒとして知られてい
る製品）、（１．７１）バシルス・ツリンギエンシス　ｓｕｂｓｐ．　ツリンギエンシス
（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐ．　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅ
ｎｓｉｓ）（Ｂｉｋｏｌとして知られている製品）、（１．７２）バシルス・ツリンギエ
ンシス　ｖａｒ．　７２１６（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｖａｒ
．　７２１６）（Ａｍａｃｔｉｃ、Ｐｅｔｈｉａｎとして知られている製品）、（１．７
３）バシルス・ツリンギエンシス　ｖａｒ．　Ｔ３６（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎ
ｇｉｅｎｓｉｓ　ｖａｒ．　Ｔ３６）（Ｃａｈａｔとして知られている製品）、（１．７
８）バシルス属種（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｐ．）株ＡＱ１７５（ＡＴＣＣ　受託番号Ｎｏ
．５５６０８）、（１．７９）バシルス属種（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｐ．）株ＡＱ１７７
（ＡＴＣＣ　受託番号Ｎｏ．５５６０９）、（１．８０）バシルス属種（Ｂａｃｉｌｌｕ
ｓ　ｓｐ．）株ＡＱ１７８（ＡＴＣＣ　受託番号Ｎｏ．５３５２２）、（１．８１）ブレ
ビバシルス・ブレビス（Ｂｒｅｖｉｂａｃｉｌｌｕｓ　ｂｒｅｖｉｓ）、特に、株ＳＳ８
６－３、（１．８２）ブレビバシルス・ブレビス（Ｂｒｅｖｉｂａｃｉｌｌｕｓ　ｂｒｅ
ｖｉｓ）、特に、株ＳＳ８６－４、（１．８３）ブレビバシルス・ブレビス（Ｂｒｅｖｉ
ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｂｒｅｖｉｓ）、特に、株ＳＳ８６－５、（１．８４）ブレビバシル
ス・ブレビス（Ｂｒｅｖｉｂａｃｉｌｌｕｓ　ｂｒｅｖｉｓ）、特に、株２９０４、（１
．８５）ブレビバシルス・ラテロスポルス（Ｂｒｅｖｉｂａｃｉｌｌｕｓ　ｌａｔｅｒｏ
ｓｐｏｒｕｓ）、特に、株６４、（１．８６）ブレビバシルス・ラテロスポルス（Ｂｒｅ
ｖｉｂａｃｉｌｌｕｓ　ｌａｔｅｒｏｓｐｏｒｕｓ）、特に、株１１１１、（１．８７）
ブレビバシルス・ラテロスポルス（Ｂｒｅｖｉｂａｃｉｌｌｕｓ　ｌａｔｅｒｏｓｐｏｒ
ｕｓ）、特に、株１６４５、（１．８８）ブレビバシルス・ラテロスポルス（Ｂｒｅｖｉ
ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｌａｔｅｒｏｓｐｏｒｕｓ）、特に、株１６４７、（１．８９）クロ
モバクテリウム・スブツガエ（Ｃｈｒｏｍｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｓｕｂｔｓｕｇａｅ）
、特に、株ＰＲＡＡ４－１Ｔ（Ｇａｎｄｅｖｏとして知られている製品）、（１．９０）
デルフチア・アシドボランス（Ｄｅｌｆｔｉａ　ａｃｉｄｏｖｏｒａｎｓ）、特に、株Ｒ
ＡＹ２０９（ＢｉｏＢｏｏｓｔ（登録商標）として知られている製品）、（１．９１）ラ
クトバシルス・アシドフィルス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｃｉｄｏｐｈｉｌｕｓ
）（Ｆｒｕｉｔｓａｎとして知られている製品）、（１．９２）リソバクテル・アンチビ
オチクス（Ｌｙｓｏｂａｃｔｅｒ　ａｎｔｉｂｉｏｔｉｃｕｓ）、特に、株１３－１（ｃ
ｆ．　Ｂｉｏｌｏｇｉｃａｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　２００８，　４５，　２８８－２９６）
、（１．１０３）ペクトバクテリウム・カロトボルム（Ｐｅｃｔｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　
ｃａｒｏｔｏｖｏｒｕｍ）（ＢｉｏＫｅｅｐｅｒとして知られている製品）、（１．１１
４）ロドコックス・グロベルルス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ　ｇｌｏｂｅｒｕｌｕｓ）株
ＡＱ７１９（受託番号Ｎｏ．ＮＲＲＬ　Ｂ２１６６３）、（１．１２１）ストレプトミセ
ス・ガルブス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｇａｌｂｕｓ）、特に、株ＱＳＴ　６０４７
（受託番号Ｎｏ．ＮＲＲＬ　３０２３２）、及び、（１．１２３）ストレプトミセス・グ
リセオビリジス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｇｒｉｓｅｏｖｉｒｉｄｉｓ）（Ｍｙｃｏ
ｓｔｏｐ（登録商標）として知られている製品；　ｃｆ．　Ｍｉｃｒｏｂｉａｌ　ｄｂ　
ｏｆ　Ｃａｎａｄａ）。
【００５１】
　さらに特に好ましいのは、以下のものからなる菌類又は酵母類の群から選択される生物
学的防除剤である：　（２．７）ベアウベリア・バシアナ（Ｂｅａｕｖｅｒｉａ　ｂａｓ
ｓｉａｎａ）、特に、株ＡＴＣＣ　７４０４０（Ｎａｔｕｒａｌｉｓ（登録商標）として
知られている製品）、（２．８）ベアウベリア・バシアナ（Ｂｅａｕｖｅｒｉａ　ｂａｓ
ｓｉａｎａ）、特に、株ＧＨＡ（Ｍｙｃｏｔｒｏｌ、ＢｏｔａｎｉＧａｒｄとして知られ
ている製品）、（２．９）ベアウベリア・ブロングニアルチイ（Ｂｅａｕｖｅｒｉａ　ｂ
ｒｏｎｇｎｉａｒｔｉｉ）（Ｂｅａｕｐｒｏとして知られている製品）、（２．１９）ヒ
ルステラ・トムプソニイ（Ｈｉｒｓｕｔｅｌｌａ　ｔｈｏｍｐｓｏｎｉｉ）（Ｍｙｃｏｈ
ｉｔ　又は　ＡＢＴＥＣとして知られている製品）、（２．２０）ラゲニジウム・ギガン
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テウム（Ｌａｇｅｎｉｄｉｕｍ　ｇｉｇａｎｔｅｕｍ）（Ｌａｇｉｎｅｘ（登録商標）と
して知られている製品；　供給元：ＡｇｒａＱｕｅｓｔ，　Ｉｎｃ．）、（２．２９）ム
スコドル・アルブス（Ｍｕｓｃｏｄｏｒ　ａｌｂｕｓ）、特に、株６２０（受託番号Ｎｏ
．ＮＲＲＬ　３０５４７）、（２．３０）ムスコドル・ロセウス（Ｍｕｓｃｏｄｏｒ　ｒ
ｏｓｅｕｓ）株Ａ３－５（受託番号Ｎｏ．ＮＲＲＬ　３０５４８）、（２．３１）ミロテ
シウム・ベルカリア（Ｍｙｒｏｔｈｅｃｉｕｍ　ｖｅｒｒｕｃａｒｉａ）、特に、株ＡＡ
ＲＣ－０２５５（ＤｉＴｅｒａＴＭとして知られている製品）、（２．４２）ペニシリウ
ム・ビライイ（Ｐｅｎｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｂｉｌａｉｉ）、特に、株ＡＴＣＣ２２３４８
（ＪｕｍｐＳｔａｒｔ（登録商標）、ＰＢ－５０、Ｐｒｏｖｉｄｅとして知られている製
品）、（２．５２）トリコデルマ・アスペレルム（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ　ａｓｐｅｒ
ｅｌｌｕｍ）（ＢＩＯ－ＴＡＭＴＭとして知られている製品）、（２．５３）トリコデル
マ・アスペレルム（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ　ａｓｐｅｒｅｌｌｕｍ）、特に、株ＩＣＣ
　０１２（Ｂｉｏｔｅｎ（登録商標）として知られている製品）、（２．５４）トリコデ
ルマ・アトロビリデ（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ　ａｔｒｏｖｉｒｉｄｅ）、特に、株ＣＮ
ＣＭ　Ｉ－１２３７、（２．５５）トリコデルマ・ガムシイ（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ　
ｇａｍｓｉｉ）（ＢＩＯ－ＴＡＭＴＭとして知られている製品）、及び、（２．６３）ツ
カムレラ・パウロメタボラ（Ｔｓｕｋａｍｕｒｅｌｌａ　ｐａｕｒｏｍｅｔａｂｏｌａ）
（ＨｅｂｅｒＮｅｍ（登録商標）として知られている製品）。
【００５２】
　さらに特に好ましいのは、以下のものからなるウイルス類の群から選択される生物学的
防除剤である：　（４．３）アンチカルシア・ゲムマタリス（Ａｎｔｉｃａｒｓｉａ　ｇ
ｅｍｍａｔａｌｉｓ）（Ｗｏｏｌｌｙ　ｐｙｒｏｌ　ｍｏｔｈ）ｍＮＰＶ（Ｐｏｌｙｇｅ
ｎとして知られている製品）、（４．８）コドリンガ（Ｃｙｄｉａ　ｐｏｍｏｎｅｌｌａ
）顆粒病ウイルス（ＧＶ）（Ｍａｄｅｘ　Ｐｌｕｓとして知られている製品）、（４．１
０）ヘリコベルパ・アルミゲラ（Ｈｅｌｉｃｏｖｅｒｐａ　ａｒｍｉｇｅｒａ）ＮＰＶ（
ＡｇＢｉＴｅｃｈ－ＶｉＶＵＳ　Ｍａｘとして知られている製品）、（４．１１）オオタ
バコガ（Ｈｅｌｉｃｏｖｅｒｐａ　ｚｅａ）（以前は、Ｈｅｌｉｏｔｈｉｓ　ｚｅａ）Ｎ
ＰＶ（Ｅｌｃａｒとして知られている製品）、（４．１３）マイマイガ（Ｌｙｍａｎｔｒ
ｉａ　ｄｉｓｐａｒ）ＮＰＶ（Ｇｙｐｃｈｅｃｋとして知られている製品）、（４．１８
）ジャガイモガ（ｔｏｂａｃｃｏ　ｌｅａｆ　ｍｉｎｅｒ）（Ｐｈｔｈｏｒｉｍａｅａ　
ｏｐｅｒｃｕｌｅｌｌａ）ＧＶ（Ｍａｔａｐｏｌとして知られている製品）、（４．２３
）シロイチモジヨトウ（ｓｕｇａｒｂｅｅｔ　ａｒｍｙｗｏｒｍ）（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒ
ａ　ｅｘｉｇｕａ）ｍＮＰＶ（Ｓｐｅｘｉｔとして知られている製品；　供給元：Ａｎｄ
ｅｒｍａｔｔ　Ｂｉｏｃｏｎｔｒｏｌ）、及び、（４．２６）ハスモンヨトウ（ｏｒｉｅ
ｎｔａｌ　ｌｅａｆｗｏｒｍ　ｍｏｔｈ）（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｌｉｔｕｒａ）ＮＰ
Ｖ（Ｌｉｔｔｏｖｉｒとして知られている製品）。
【００５３】
　最も特に好ましいのは、以下のものからなる細菌類の群から選択される生物学的防除剤
である：　（１．２４）バシルス・フィルムス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｆｉｒｍｕｓ）、特
に、株Ｉ－１５８２（Ｂｉｏｎｅｍ、ＶＯＴＩＶＯとして知られている製品）、（１．４
７）バシルス・プミルス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｐｕｍｉｌｕｓ）、特に、株ＱＳＴ２８０
８（受託番号Ｎｏ．ＮＲＲＬ　Ｂ－３００８７；　Ｓｏｎａｔａ　ＱＳＴ　２８０８（登
録商標）として知られている製品）、（１．５２）バシルス・スブチリス（Ｂａｃｉｌｌ
ｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）、特に、株ＧＢ０３（Ｋｏｄｉａｋ（登録商標）として知られ
ている製品）、（１．５３）バシルス・スブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉ
ｓ）、特に、株ＱＳＴ７１３／ＡＱ７１３（受託番号Ｎｏ．ＮＲＲＬ　Ｂ－２１６６１；
　Ｓｅｒｅｎａｄｅ　ＱＳＴ　７１３（登録商標）、Ｓｅｒｅｎａｄｅ　Ｓｏｉｌ、Ｓｅ
ｒｅｎａｄｅ　Ｍａｘとして知られている製品）、（１．１２１）ストレプトミセス・ガ
ルブス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｇａｌｂｕｓ）、特に、株ＱＳＴ　６０４７（受託
番号Ｎｏ．ＮＲＲＬ　３０２３２）、（１．１３５）バシルス・スブチリス（Ｂａｃｉｌ
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ｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）、特に、株ＱＳＴ３０００２／ＡＱ３０００２（受託番号Ｎ
ｏ．ＮＲＲＬ　Ｂ－５０４２１；　ｃｆ．　ＷＯ　２０１２／０８７９８０）、及び、（
１．１３６）バシルス・スブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）、特に、株
ＱＳＴ３０００４／ＡＱ３０００４（受託番号Ｎｏ．ＮＲＲＬ　Ｂ－５０４５５；　ｃｆ
．　ＷＯ　２０１２／０８７９８０）。
【００５４】
　最も特に好ましいのは、以下のものからなる菌類又は酵母類の群から選択される生物学
的防除剤である：　（２．２０）ラゲニジウム・ギガンテウム（Ｌａｇｅｎｉｄｉｕｍ　
ｇｉｇａｎｔｅｕｍ）（Ｌａｇｉｎｅｘ（登録商標）として知られている製品；　供給元
：ＡｇｒａＱｕｅｓｔ，　Ｉｎｃ．）、（２．５２）トリコデルマ・アスペレルム（Ｔｒ
ｉｃｈｏｄｅｒｍａ　ａｓｐｅｒｅｌｌｕｍ）（ＢＩＯ－ＴＡＭＴＭとして知られている
製品）、及び、（２．５５）トリコデルマ・ガムシイ（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ　ｇａｍ
ｓｉｉ）（ＢＩＯ－ＴＡＭＴＭとして知られている製品）。
【００５５】
　最も特に好ましいのは、以下のものからなる植物抽出物の群から選択される生物学的防
除剤である：　（７．２４）アリタソウ（Ｃｈｅｎｏｐｏｄｉｕｍ　ａｍｂｒｏｓｉｏｉ
ｄｅｓ）の天然抽出物又は模擬ブレンド（Ｒｅｑｕｉｅｍとして知られている製品）。
【００５６】
　本発明による混合物又は組成物の式（Ｉ）で表される化合物及び上記で定義されている
生物学的防除剤（ＩＩ）は、この２種類の必須成分の間の任意の特定の比率で組み合わせ
ることが可能である。本発明による混合物又は組成物の中で、一般式（Ｉ）で表される化
合物及び上記で定義されている生物学的防除剤（ＩＩ）は、１０００：１～１：１０００
の範囲内にある（Ｉ）：（ＩＩ）の相乗的に効果的な重量比で、好ましくは、５００：１
～１：５００重量比で、最も好ましくは、１００：１～１：１００の重量比で、存在して
いる。本発明に従って使用することが可能な（Ｉ）：（ＩＩ）のさらなる比は以下のとお
りである（ここで、記載されている順に好ましさは増大している）：８００：１～１：８
００、７００：１～１：７００、７５０：１～１：７５０、６００：１～１：６００、４
００：１～１：４００、３００：１～１：３００、２５０：１～１：２５０、２００：１
～１：２００、９５：１～１：９５、９０：１～１：９０、８５：１～１：８５、８０：
１～１：８０、７５：１～１：７５、７０：１～１：７０、６５：１～１：６５、６０：
１～１：６０、５５：１～１：５５、４５：１～１：４５、４０：１～１：４０、３５：
１～１：３５、３０：１～１：３０、２５：１～１：２５、２０：１～１：２０、１５：
１～１：１５、１０：１～１：１０、５：１～１：５、４：１～１：４、３：１～１：３
、２：１～１：２。
【００５７】
　以下の組合せは、本発明による混合物の特定の実施形態を例証している：
（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．１）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．２）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（
１．３）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．４）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．５）、（Ｉ－１（
Ｓ））＋（１．６）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．７）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．８）、
（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．９）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．１０）、（Ｉ－１（Ｓ））＋
（１．１１）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．１２）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．１３）、（
Ｉ－１（Ｓ））＋（１．１４）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．１５）、（Ｉ－１（Ｓ））＋
（１．１６）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．１７）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．１８）、（
Ｉ－１（Ｓ））＋（１．１９）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．２０）、（Ｉ－１（Ｓ））＋
（１．２１）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．２２）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．２３）、（
Ｉ－１（Ｓ））＋（１．２４）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．２５）、（Ｉ－１（Ｓ））＋
（１．２６）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．２７）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．２８）、（
Ｉ－１（Ｓ））＋（１．２９）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．３０）、（Ｉ－１（Ｓ））＋
（１．３１）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．３２）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．３３）、（
Ｉ－１（Ｓ））＋（１．３４）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．３５）、（Ｉ－１（Ｓ））＋
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（１．３６）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．３７）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．３８）、（
Ｉ－１（Ｓ））＋（１．３９）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．４０）、（Ｉ－１（Ｓ））＋
（１．４１）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．４２）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．４３）、（
Ｉ－１（Ｓ））＋（１．４４）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．４５）、（Ｉ－１（Ｓ））＋
（１．４６）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．４７）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．４８）、（
Ｉ－１（Ｓ））＋（１．４９）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．５０）、（Ｉ－１（Ｓ））＋
（１．５１）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．５２）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．５３）、（
Ｉ－１（Ｓ））＋（１．５４）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．５５）、（Ｉ－１（Ｓ））＋
（１．５６）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．５７）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．５８）、（
Ｉ－１（Ｓ））＋（１．５９）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．６０）、（Ｉ－１（Ｓ））＋
（１．６１）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．６２）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．６３）、（
Ｉ－１（Ｓ））＋（１．６４）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．６５）、（Ｉ－１（Ｓ））＋
（１．６６）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．６７）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．６８）、（
Ｉ－１（Ｓ））＋（１．６９）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．７０）、（Ｉ－１（Ｓ））＋
（１．７１）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．７２）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．７３）、（
Ｉ－１（Ｓ））＋（１．７４）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．７５）、（Ｉ－１（Ｓ））＋
（１．７６）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．７７）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．７８）、（
Ｉ－１（Ｓ））＋（１．７９）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．８０）、（Ｉ－１（Ｓ））＋
（１．８１）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．８２）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．８３）、（
Ｉ－１（Ｓ））＋（１．８４）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．８５）、（Ｉ－１（Ｓ））＋
（１．８６）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．８７）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．８８）、（
Ｉ－１（Ｓ））＋（１．８９）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．９０）、（Ｉ－１（Ｓ））＋
（１．９１）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．９２）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．９３）、（
Ｉ－１（Ｓ））＋（１．９４）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．９５）、（Ｉ－１（Ｓ））＋
（１．９６）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．９７）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．９８）、（
Ｉ－１（Ｓ））＋（１．９９）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．１００）、（Ｉ－１（Ｓ））
＋（１．１０１）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．１０２）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．１０
３）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．１０４）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．１０５）、（Ｉ－
１（Ｓ））＋（１．１０６）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．１０７）、（Ｉ－１（Ｓ））＋
（１．１０８）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．１０９）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．１１０
）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．１１１）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．１１２）、（Ｉ－１
（Ｓ））＋（１．１１３）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．１１４）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（
１．１１５）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．１１６）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．１１７）
、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．１１８）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．１１９）、（Ｉ－１（
Ｓ））＋（１．１２０）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．１２１）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１
．１２２）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．１２３）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．１２４）、
（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．１２５）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．１２６）、（Ｉ－１（Ｓ
））＋（１．１２７）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．１２８）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．
１２９）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．１３０）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．１３１）、（
Ｉ－１（Ｓ））＋（１．１３２）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．１３３）、（Ｉ－１（Ｓ）
）＋（１．１３４）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．１３５）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（１．１
３６）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（２．１）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（２．２）、（Ｉ－１（Ｓ
））＋（２．３）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（２．４）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（２．５）、（
Ｉ－１（Ｓ））＋（２．６）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（２．７）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（２
．８）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（２．９）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（２．１０）、（Ｉ－１（
Ｓ））＋（２．１１）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（２．１２）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（２．１
３）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（２．１４）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（２．１５）、（Ｉ－１（
Ｓ））＋（２．１６）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（２．１７）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（２．１
８）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（２．１９）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（２．２０）、（Ｉ－１（
Ｓ））＋（２．２１）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（２．２２）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（２．２
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３）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（２．２４）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（２．２５）、（Ｉ－１（
Ｓ））＋（２．２６）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（２．２７）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（２．２
８）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（２．２９）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（２．３０）、（Ｉ－１（
Ｓ））＋（２．３１）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（２．３２）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（２．３
３）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（２．３４）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（２．３５）、（Ｉ－１（
Ｓ））＋（２．３６）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（２．３７）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（２．３
８）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（２．３９）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（２．４０）、（Ｉ－１（
Ｓ））＋（２．４１）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（２．４２）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（２．４
３）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（２．４４）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（２．４５）、（Ｉ－１（
Ｓ））＋（２．４６）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（２．４７）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（２．４
８）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（２．４９）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（２．５０）、（Ｉ－１（
Ｓ））＋（２．５１）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（２．５２）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（２．５
３）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（２．５４）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（２．５５）、（Ｉ－１（
Ｓ））＋（２．５６）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（２．５７）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（２．５
８）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（２．５９）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（２．６０）、（Ｉ－１（
Ｓ））＋（２．６１）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（２．６２）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（２．６
３）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（２．６４）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（２．６５）、（Ｉ－１（
Ｓ））＋（２．６６）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（２．６７）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（２．６
８）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（３．１）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（３．２）、（Ｉ－１（Ｓ）
）＋（３．３）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（４．１）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（４．２）、（Ｉ
－１（Ｓ））＋（４．３）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（４．４）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（４．
５）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（４．６）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（４．７）、（Ｉ－１（Ｓ）
）＋（４．８）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（４．９）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（４．１０）、（
Ｉ－１（Ｓ））＋（４．１１）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（４．１２）、（Ｉ－１（Ｓ））＋
（４．１３）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（４．１４）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（４．１５）、（
Ｉ－１（Ｓ））＋（４．１６）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（４．１７）、（Ｉ－１（Ｓ））＋
（４．１８）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（４．１９）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（４．２０）、（
Ｉ－１（Ｓ））＋（４．２１）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（４．２２）、（Ｉ－１（Ｓ））＋
（４．２３）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（４．２４）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（４．２５）、（
Ｉ－１（Ｓ））＋（４．２６）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（５．１）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（
５．２）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（５．３）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（５．４）、（Ｉ－１（
Ｓ））＋（５．５）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（５．６）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（５．７）、
（Ｉ－１（Ｓ））＋（５．８）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（５．９）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（
５．１０）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（５．１１）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（５．１２）、（Ｉ
－１（Ｓ））＋（５．１３）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（５．１４）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（
５．１５）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（５．１６）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（５．１７）、（Ｉ
－１（Ｓ））＋（５．１８）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（５．１９）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（
５．２０）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（５．２１）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（５．２２）、（Ｉ
－１（Ｓ））＋（５．２３）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（５．２４）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（
５．２５）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（５．２６）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（５．２７）、（Ｉ
－１（Ｓ））＋（５．２８）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（５．２９）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（
５．３０）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（５．３１）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（５．３２）、（Ｉ
－１（Ｓ））＋（５．３３）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（５．３４）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（
５．３５）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（５．３６）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（５．３７）、（Ｉ
－１（Ｓ））＋（５．３８）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（５．３９）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（
５．４０）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（５．４１）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（５．４２）、（Ｉ
－１（Ｓ））＋（５．４３）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（５．４４）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（
５．４５）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（５．４６）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（５．４７）、（Ｉ
－１（Ｓ））＋（５．４８）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（５．４９）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（
５．５０）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（５．５１）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（５．５２）、（Ｉ
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－１（Ｓ））＋（５．５３）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（５．５４）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（
５．５５）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（５．５６）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（５．５７）、（Ｉ
－１（Ｓ））＋（５．５８）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（６．１）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（７
．１）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（７．２）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（７．３）、（Ｉ－１（Ｓ
））＋（７．４）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（７．５）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（７．６）、（
Ｉ－１（Ｓ））＋（７．７）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（７．８）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（７
．９）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（７．１０）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（７．１１）、（Ｉ－１
（Ｓ））＋（７．１２）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（７．１３）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（７．
１４）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（７．１５）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（７．１６）、（Ｉ－１
（Ｓ））＋（７．１７）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（７．１８）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（７．
１９）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（７．２０）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（７．２１）、（Ｉ－１
（Ｓ））＋（７．２２）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（７．２３）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（７．
２４）、（Ｉ－１（Ｓ））＋（７．２５）、
（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．１）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．２）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（
１．３）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．４）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．５）、（Ｉ－１（
Ｒ））＋（１．６）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．７）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．８）、
（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．９）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．１０）、（Ｉ－１（Ｒ））＋
（１．１１）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．１２）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．１３）、（
Ｉ－１（Ｒ））＋（１．１４）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．１５）、（Ｉ－１（Ｒ））＋
（１．１６）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．１７）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．１８）、（
Ｉ－１（Ｒ））＋（１．１９）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．２０）、（Ｉ－１（Ｒ））＋
（１．２１）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．２２）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．２３）、（
Ｉ－１（Ｒ））＋（１．２４）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．２５）、（Ｉ－１（Ｒ））＋
（１．２６）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．２７）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．２８）、（
Ｉ－１（Ｒ））＋（１．２９）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．３０）、（Ｉ－１（Ｒ））＋
（１．３１）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．３２）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．３３）、（
Ｉ－１（Ｒ））＋（１．３４）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．３５）、（Ｉ－１（Ｒ））＋
（１．３６）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．３７）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．３８）、（
Ｉ－１（Ｒ））＋（１．３９）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．４０）、（Ｉ－１（Ｒ））＋
（１．４１）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．４２）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．４３）、（
Ｉ－１（Ｒ））＋（１．４４）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．４５）、（Ｉ－１（Ｒ））＋
（１．４６）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．４７）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．４８）、（
Ｉ－１（Ｒ））＋（１．４９）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．５０）、（Ｉ－１（Ｒ））＋
（１．５１）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．５２）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．５３）、（
Ｉ－１（Ｒ））＋（１．５４）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．５５）、（Ｉ－１（Ｒ））＋
（１．５６）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．５７）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．５８）、（
Ｉ－１（Ｒ））＋（１．５９）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．６０）、（Ｉ－１（Ｒ））＋
（１．６１）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．６２）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．６３）、（
Ｉ－１（Ｒ））＋（１．６４）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．６５）、（Ｉ－１（Ｒ））＋
（１．６６）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．６７）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．６８）、（
Ｉ－１（Ｒ））＋（１．６９）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．７０）、（Ｉ－１（Ｒ））＋
（１．７１）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．７２）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．７３）、（
Ｉ－１（Ｒ））＋（１．７４）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．７５）、（Ｉ－１（Ｒ））＋
（１．７６）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．７７）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．７８）、（
Ｉ－１（Ｒ））＋（１．７９）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．８０）、（Ｉ－１（Ｒ））＋
（１．８１）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．８２）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．８３）、（
Ｉ－１（Ｒ））＋（１．８４）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．８５）、（Ｉ－１（Ｒ））＋
（１．８６）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．８７）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．８８）、（
Ｉ－１（Ｒ））＋（１．８９）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．９０）、（Ｉ－１（Ｒ））＋
（１．９１）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．９２）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．９３）、（
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Ｉ－１（Ｒ））＋（１．９４）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．９５）、（Ｉ－１（Ｒ））＋
（１．９６）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．９７）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．９８）、（
Ｉ－１（Ｒ））＋（１．９９）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．１００）、（Ｉ－１（Ｒ））
＋（１．１０１）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．１０２）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．１０
３）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．１０４）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．１０５）、（Ｉ－
１（Ｒ））＋（１．１０６）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．１０７）、（Ｉ－１（Ｒ））＋
（１．１０８）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．１０９）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．１１０
）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．１１１）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．１１２）、（Ｉ－１
（Ｒ））＋（１．１１３）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．１１４）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（
１．１１５）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．１１６）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．１１７）
、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．１１８）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．１１９）、（Ｉ－１（
Ｒ））＋（１．１２０）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．１２１）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１
．１２２）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．１２３）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．１２４）、
（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．１２５）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．１２６）、（Ｉ－１（Ｒ
））＋（１．１２７）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．１２８）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．
１２９）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．１３０）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．１３１）、（
Ｉ－１（Ｒ））＋（１．１３２）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．１３３）、（Ｉ－１（Ｒ）
）＋（１．１３４）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．１３５）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（１．１
３６）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（２．１）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（２．２）、（Ｉ－１（Ｒ
））＋（２．３）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（２．４）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（２．５）、（
Ｉ－１（Ｒ））＋（２．６）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（２．７）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（２
．８）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（２．９）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（２．１０）、（Ｉ－１（
Ｒ））＋（２．１１）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（２．１２）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（２．１
３）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（２．１４）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（２．１５）、（Ｉ－１（
Ｒ））＋（２．１６）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（２．１７）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（２．１
８）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（２．１９）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（２．２０）、（Ｉ－１（
Ｒ））＋（２．２１）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（２．２２）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（２．２
３）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（２．２４）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（２．２５）、（Ｉ－１（
Ｒ））＋（２．２６）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（２．２７）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（２．２
８）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（２．２９）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（２．３０）、（Ｉ－１（
Ｒ））＋（２．３１）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（２．３２）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（２．３
３）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（２．３４）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（２．３５）、（Ｉ－１（
Ｒ））＋（２．３６）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（２．３７）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（２．３
８）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（２．３９）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（２．４０）、（Ｉ－１（
Ｒ））＋（２．４１）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（２．４２）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（２．４
３）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（２．４４）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（２．４５）、（Ｉ－１（
Ｒ））＋（２．４６）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（２．４７）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（２．４
８）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（２．４９）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（２．５０）、（Ｉ－１（
Ｒ））＋（２．５１）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（２．５２）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（２．５
３）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（２．５４）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（２．５５）、（Ｉ－１（
Ｒ））＋（２．５６）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（２．５７）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（２．５
８）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（２．５９）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（２．６０）、（Ｉ－１（
Ｒ））＋（２．６１）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（２．６２）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（２．６
３）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（２．６４）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（２．６５）、（Ｉ－１（
Ｒ））＋（２．６６）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（２．６７）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（２．６
８）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（３．１）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（３．２）、（Ｉ－１（Ｒ）
）＋（３．３）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（４．１）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（４．２）、（Ｉ
－１（Ｒ））＋（４．３）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（４．４）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（４．
５）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（４．６）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（４．７）、（Ｉ－１（Ｒ）
）＋（４．８）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（４．９）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（４．１０）、（
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Ｉ－１（Ｒ））＋（４．１１）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（４．１２）、（Ｉ－１（Ｒ））＋
（４．１３）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（４．１４）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（４．１５）、（
Ｉ－１（Ｒ））＋（４．１６）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（４．１７）、（Ｉ－１（Ｒ））＋
（４．１８）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（４．１９）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（４．２０）、（
Ｉ－１（Ｒ））＋（４．２１）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（４．２２）、（Ｉ－１（Ｒ））＋
（４．２３）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（４．２４）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（４．２５）、（
Ｉ－１（Ｒ））＋（４．２６）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（５．１）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（
５．２）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（５．３）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（５．４）、（Ｉ－１（
Ｒ））＋（５．５）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（５．６）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（５．７）、
（Ｉ－１（Ｒ））＋（５．８）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（５．９）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（
５．１０）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（５．１１）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（５．１２）、（Ｉ
－１（Ｒ））＋（５．１３）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（５．１４）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（
５．１５）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（５．１６）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（５．１７）、（Ｉ
－１（Ｒ））＋（５．１８）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（５．１９）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（
５．２０）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（５．２１）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（５．２２）、（Ｉ
－１（Ｒ））＋（５．２３）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（５．２４）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（
５．２５）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（５．２６）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（５．２７）、（Ｉ
－１（Ｒ））＋（５．２８）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（５．２９）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（
５．３０）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（５．３１）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（５．３２）、（Ｉ
－１（Ｒ））＋（５．３３）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（５．３４）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（
５．３５）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（５．３６）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（５．３７）、（Ｉ
－１（Ｒ））＋（５．３８）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（５．３９）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（
５．４０）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（５．４１）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（５．４２）、（Ｉ
－１（Ｒ））＋（５．４３）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（５．４４）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（
５．４５）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（５．４６）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（５．４７）、（Ｉ
－１（Ｒ））＋（５．４８）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（５．４９）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（
５．５０）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（５．５１）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（５．５２）、（Ｉ
－１（Ｒ））＋（５．５３）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（５．５４）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（
５．５５）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（５．５６）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（５．５７）、（Ｉ
－１（Ｒ））＋（５．５８）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（６．１）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（７
．１）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（７．２）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（７．３）、（Ｉ－１（Ｒ
））＋（７．４）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（７．５）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（７．６）、（
Ｉ－１（Ｒ））＋（７．７）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（７．８）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（７
．９）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（７．１０）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（７．１１）、（Ｉ－１
（Ｒ））＋（７．１２）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（７．１３）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（７．
１４）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（７．１５）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（７．１６）、（Ｉ－１
（Ｒ））＋（７．１７）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（７．１８）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（７．
１９）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（７．２０）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（７．２１）、（Ｉ－１
（Ｒ））＋（７．２２）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（７．２３）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（７．
２４）、（Ｉ－１（Ｒ））＋（７．２５）、
（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．１）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．２）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（
１．３）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．４）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．５）、（Ｉ－２（
Ｓ））＋（１．６）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．７）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．８）、
（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．９）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．１０）、（Ｉ－２（Ｓ））＋
（１．１１）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．１２）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．１３）、（
Ｉ－２（Ｓ））＋（１．１４）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．１５）、（Ｉ－２（Ｓ））＋
（１．１６）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．１７）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．１８）、（
Ｉ－２（Ｓ））＋（１．１９）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．２０）、（Ｉ－２（Ｓ））＋
（１．２１）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．２２）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．２３）、（
Ｉ－２（Ｓ））＋（１．２４）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．２５）、（Ｉ－２（Ｓ））＋
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（１．２６）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．２７）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．２８）、（
Ｉ－２（Ｓ））＋（１．２９）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．３０）、（Ｉ－２（Ｓ））＋
（１．３１）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．３２）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．３３）、（
Ｉ－２（Ｓ））＋（１．３４）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．３５）、（Ｉ－２（Ｓ））＋
（１．３６）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．３７）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．３８）、（
Ｉ－２（Ｓ））＋（１．３９）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．４０）、（Ｉ－２（Ｓ））＋
（１．４１）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．４２）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．４３）、（
Ｉ－２（Ｓ））＋（１．４４）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．４５）、（Ｉ－２（Ｓ））＋
（１．４６）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．４７）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．４８）、（
Ｉ－２（Ｓ））＋（１．４９）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．５０）、（Ｉ－２（Ｓ））＋
（１．５１）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．５２）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．５３）、（
Ｉ－２（Ｓ））＋（１．５４）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．５５）、（Ｉ－２（Ｓ））＋
（１．５６）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．５７）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．５８）、（
Ｉ－２（Ｓ））＋（１．５９）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．６０）、（Ｉ－２（Ｓ））＋
（１．６１）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．６２）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．６３）、（
Ｉ－２（Ｓ））＋（１．６４）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．６５）、（Ｉ－２（Ｓ））＋
（１．６６）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．６７）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．６８）、（
Ｉ－２（Ｓ））＋（１．６９）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．７０）、（Ｉ－２（Ｓ））＋
（１．７１）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．７２）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．７３）、（
Ｉ－２（Ｓ））＋（１．７４）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．７５）、（Ｉ－２（Ｓ））＋
（１．７６）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．７７）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．７８）、（
Ｉ－２（Ｓ））＋（１．７９）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．８０）、（Ｉ－２（Ｓ））＋
（１．８１）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．８２）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．８３）、（
Ｉ－２（Ｓ））＋（１．８４）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．８５）、（Ｉ－２（Ｓ））＋
（１．８６）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．８７）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．８８）、（
Ｉ－２（Ｓ））＋（１．８９）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．９０）、（Ｉ－２（Ｓ））＋
（１．９１）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．９２）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．９３）、（
Ｉ－２（Ｓ））＋（１．９４）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．９５）、（Ｉ－２（Ｓ））＋
（１．９６）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．９７）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．９８）、（
Ｉ－２（Ｓ））＋（１．９９）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．１００）、（Ｉ－２（Ｓ））
＋（１．１０１）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．１０２）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．１０
３）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．１０４）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．１０５）、（Ｉ－
２（Ｓ））＋（１．１０６）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．１０７）、（Ｉ－２（Ｓ））＋
（１．１０８）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．１０９）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．１１０
）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．１１１）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．１１２）、（Ｉ－２
（Ｓ））＋（１．１１３）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．１１４）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（
１．１１５）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．１１６）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．１１７）
、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．１１８）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．１１９）、（Ｉ－２（
Ｓ））＋（１．１２０）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．１２１）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１
．１２２）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．１２３）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．１２４）、
（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．１２５）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．１２６）、（Ｉ－２（Ｓ
））＋（１．１２７）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．１２８）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．
１２９）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．１３０）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．１３１）、（
Ｉ－２（Ｓ））＋（１．１３２）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．１３３）、（Ｉ－２（Ｓ）
）＋（１．１３４）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．１３５）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（１．１
３６）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（２．１）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（２．２）、（Ｉ－２（Ｓ
））＋（２．３）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（２．４）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（２．５）、（
Ｉ－２（Ｓ））＋（２．６）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（２．７）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（２
．８）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（２．９）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（２．１０）、（Ｉ－２（
Ｓ））＋（２．１１）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（２．１２）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（２．１
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３）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（２．１４）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（２．１５）、（Ｉ－２（
Ｓ））＋（２．１６）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（２．１７）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（２．１
８）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（２．１９）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（２．２０）、（Ｉ－２（
Ｓ））＋（２．２１）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（２．２２）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（２．２
３）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（２．２４）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（２．２５）、（Ｉ－２（
Ｓ））＋（２．２６）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（２．２７）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（２．２
８）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（２．２９）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（２．３０）、（Ｉ－２（
Ｓ））＋（２．３１）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（２．３２）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（２．３
３）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（２．３４）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（２．３５）、（Ｉ－２（
Ｓ））＋（２．３６）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（２．３７）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（２．３
８）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（２．３９）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（２．４０）、（Ｉ－２（
Ｓ））＋（２．４１）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（２．４２）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（２．４
３）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（２．４４）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（２．４５）、（Ｉ－２（
Ｓ））＋（２．４６）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（２．４７）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（２．４
８）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（２．４９）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（２．５０）、（Ｉ－２（
Ｓ））＋（２．５１）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（２．５２）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（２．５
３）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（２．５４）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（２．５５）、（Ｉ－２（
Ｓ））＋（２．５６）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（２．５７）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（２．５
８）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（２．５９）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（２．６０）、（Ｉ－２（
Ｓ））＋（２．６１）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（２．６２）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（２．６
３）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（２．６４）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（２．６５）、（Ｉ－２（
Ｓ））＋（２．６６）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（２．６７）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（２．６
８）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（３．１）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（３．２）、（Ｉ－２（Ｓ）
）＋（３．３）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（４．１）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（４．２）、（Ｉ
－２（Ｓ））＋（４．３）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（４．４）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（４．
５）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（４．６）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（４．７）、（Ｉ－２（Ｓ）
）＋（４．８）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（４．９）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（４．１０）、（
Ｉ－２（Ｓ））＋（４．１１）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（４．１２）、（Ｉ－２（Ｓ））＋
（４．１３）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（４．１４）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（４．１５）、（
Ｉ－２（Ｓ））＋（４．１６）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（４．１７）、（Ｉ－２（Ｓ））＋
（４．１８）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（４．１９）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（４．２０）、（
Ｉ－２（Ｓ））＋（４．２１）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（４．２２）、（Ｉ－２（Ｓ））＋
（４．２３）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（４．２４）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（４．２５）、（
Ｉ－２（Ｓ））＋（４．２６）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（５．１）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（
５．２）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（５．３）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（５．４）、（Ｉ－２（
Ｓ））＋（５．５）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（５．６）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（５．７）、
（Ｉ－２（Ｓ））＋（５．８）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（５．９）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（
５．１０）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（５．１１）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（５．１２）、（Ｉ
－２（Ｓ））＋（５．１３）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（５．１４）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（
５．１５）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（５．１６）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（５．１７）、（Ｉ
－２（Ｓ））＋（５．１８）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（５．１９）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（
５．２０）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（５．２１）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（５．２２）、（Ｉ
－２（Ｓ））＋（５．２３）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（５．２４）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（
５．２５）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（５．２６）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（５．２７）、（Ｉ
－２（Ｓ））＋（５．２８）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（５．２９）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（
５．３０）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（５．３１）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（５．３２）、（Ｉ
－２（Ｓ））＋（５．３３）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（５．３４）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（
５．３５）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（５．３６）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（５．３７）、（Ｉ
－２（Ｓ））＋（５．３８）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（５．３９）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（
５．４０）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（５．４１）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（５．４２）、（Ｉ
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－２（Ｓ））＋（５．４３）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（５．４４）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（
５．４５）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（５．４６）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（５．４７）、（Ｉ
－２（Ｓ））＋（５．４８）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（５．４９）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（
５．５０）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（５．５１）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（５．５２）、（Ｉ
－２（Ｓ））＋（５．５３）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（５．５４）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（
５．５５）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（５．５６）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（５．５７）、（Ｉ
－２（Ｓ））＋（５．５８）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（６．１）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（７
．１）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（７．２）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（７．３）、（Ｉ－２（Ｓ
））＋（７．４）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（７．５）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（７．６）、（
Ｉ－２（Ｓ））＋（７．７）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（７．８）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（７
．９）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（７．１０）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（７．１１）、（Ｉ－２
（Ｓ））＋（７．１２）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（７．１３）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（７．
１４）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（７．１５）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（７．１６）、（Ｉ－２
（Ｓ））＋（７．１７）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（７．１８）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（７．
１９）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（７．２０）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（７．２１）、（Ｉ－２
（Ｓ））＋（７．２２）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（７．２３）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（７．
２４）、（Ｉ－２（Ｓ））＋（７．２５）、
（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．１）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．２）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（
１．３）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．４）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．５）、（Ｉ－２（
Ｒ））＋（１．６）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．７）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．８）、
（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．９）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．１０）、（Ｉ－２（Ｒ））＋
（１．１１）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．１２）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．１３）、（
Ｉ－２（Ｒ））＋（１．１４）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．１５）、（Ｉ－２（Ｒ））＋
（１．１６）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．１７）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．１８）、（
Ｉ－２（Ｒ））＋（１．１９）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．２０）、（Ｉ－２（Ｒ））＋
（１．２１）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．２２）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．２３）、（
Ｉ－２（Ｒ））＋（１．２４）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．２５）、（Ｉ－２（Ｒ））＋
（１．２６）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．２７）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．２８）、（
Ｉ－２（Ｒ））＋（１．２９）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．３０）、（Ｉ－２（Ｒ））＋
（１．３１）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．３２）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．３３）、（
Ｉ－２（Ｒ））＋（１．３４）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．３５）、（Ｉ－２（Ｒ））＋
（１．３６）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．３７）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．３８）、（
Ｉ－２（Ｒ））＋（１．３９）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．４０）、（Ｉ－２（Ｒ））＋
（１．４１）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．４２）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．４３）、（
Ｉ－２（Ｒ））＋（１．４４）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．４５）、（Ｉ－２（Ｒ））＋
（１．４６）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．４７）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．４８）、（
Ｉ－２（Ｒ））＋（１．４９）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．５０）、（Ｉ－２（Ｒ））＋
（１．５１）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．５２）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．５３）、（
Ｉ－２（Ｒ））＋（１．５４）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．５５）、（Ｉ－２（Ｒ））＋
（１．５６）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．５７）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．５８）、（
Ｉ－２（Ｒ））＋（１．５９）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．６０）、（Ｉ－２（Ｒ））＋
（１．６１）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．６２）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．６３）、（
Ｉ－２（Ｒ））＋（１．６４）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．６５）、（Ｉ－２（Ｒ））＋
（１．６６）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．６７）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．６８）、（
Ｉ－２（Ｒ））＋（１．６９）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．７０）、（Ｉ－２（Ｒ））＋
（１．７１）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．７２）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．７３）、（
Ｉ－２（Ｒ））＋（１．７４）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．７５）、（Ｉ－２（Ｒ））＋
（１．７６）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．７７）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．７８）、（
Ｉ－２（Ｒ））＋（１．７９）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．８０）、（Ｉ－２（Ｒ））＋
（１．８１）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．８２）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．８３）、（
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Ｉ－２（Ｒ））＋（１．８４）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．８５）、（Ｉ－２（Ｒ））＋
（１．８６）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．８７）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．８８）、（
Ｉ－２（Ｒ））＋（１．８９）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．９０）、（Ｉ－２（Ｒ））＋
（１．９１）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．９２）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．９３）、（
Ｉ－２（Ｒ））＋（１．９４）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．９５）、（Ｉ－２（Ｒ））＋
（１．９６）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．９７）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．９８）、（
Ｉ－２（Ｒ））＋（１．９９）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．１００）、（Ｉ－２（Ｒ））
＋（１．１０１）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．１０２）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．１０
３）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．１０４）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．１０５）、（Ｉ－
２（Ｒ））＋（１．１０６）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．１０７）、（Ｉ－２（Ｒ））＋
（１．１０８）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．１０９）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．１１０
）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．１１１）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．１１２）、（Ｉ－２
（Ｒ））＋（１．１１３）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．１１４）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（
１．１１５）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．１１６）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．１１７）
、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．１１８）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．１１９）、（Ｉ－２（
Ｒ））＋（１．１２０）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．１２１）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１
．１２２）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．１２３）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．１２４）、
（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．１２５）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．１２６）、（Ｉ－２（Ｒ
））＋（１．１２７）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．１２８）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．
１２９）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．１３０）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．１３１）、（
Ｉ－２（Ｒ））＋（１．１３２）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．１３３）、（Ｉ－２（Ｒ）
）＋（１．１３４）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．１３５）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（１．１
３６）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（２．１）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（２．２）、（Ｉ－２（Ｒ
））＋（２．３）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（２．４）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（２．５）、（
Ｉ－２（Ｒ））＋（２．６）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（２．７）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（２
．８）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（２．９）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（２．１０）、（Ｉ－２（
Ｒ））＋（２．１１）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（２．１２）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（２．１
３）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（２．１４）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（２．１５）、（Ｉ－２（
Ｒ））＋（２．１６）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（２．１７）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（２．１
８）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（２．１９）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（２．２０）、（Ｉ－２（
Ｒ））＋（２．２１）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（２．２２）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（２．２
３）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（２．２４）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（２．２５）、（Ｉ－２（
Ｒ））＋（２．２６）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（２．２７）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（２．２
８）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（２．２９）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（２．３０）、（Ｉ－２（
Ｒ））＋（２．３１）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（２．３２）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（２．３
３）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（２．３４）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（２．３５）、（Ｉ－２（
Ｒ））＋（２．３６）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（２．３７）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（２．３
８）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（２．３９）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（２．４０）、（Ｉ－２（
Ｒ））＋（２．４１）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（２．４２）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（２．４
３）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（２．４４）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（２．４５）、（Ｉ－２（
Ｒ））＋（２．４６）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（２．４７）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（２．４
８）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（２．４９）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（２．５０）、（Ｉ－２（
Ｒ））＋（２．５１）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（２．５２）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（２．５
３）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（２．５４）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（２．５５）、（Ｉ－２（
Ｒ））＋（２．５６）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（２．５７）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（２．５
８）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（２．５９）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（２．６０）、（Ｉ－２（
Ｒ））＋（２．６１）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（２．６２）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（２．６
３）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（２．６４）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（２．６５）、（Ｉ－２（
Ｒ））＋（２．６６）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（２．６７）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（２．６
８）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（３．１）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（３．２）、（Ｉ－２（Ｒ）
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）＋（３．３）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（４．１）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（４．２）、（Ｉ
－２（Ｒ））＋（４．３）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（４．４）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（４．
５）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（４．６）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（４．７）、（Ｉ－２（Ｒ）
）＋（４．８）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（４．９）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（４．１０）、（
Ｉ－２（Ｒ））＋（４．１１）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（４．１２）、（Ｉ－２（Ｒ））＋
（４．１３）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（４．１４）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（４．１５）、（
Ｉ－２（Ｒ））＋（４．１６）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（４．１７）、（Ｉ－２（Ｒ））＋
（４．１８）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（４．１９）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（４．２０）、（
Ｉ－２（Ｒ））＋（４．２１）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（４．２２）、（Ｉ－２（Ｒ））＋
（４．２３）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（４．２４）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（４．２５）、（
Ｉ－２（Ｒ））＋（４．２６）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（５．１）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（
５．２）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（５．３）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（５．４）、（Ｉ－２（
Ｒ））＋（５．５）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（５．６）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（５．７）、
（Ｉ－２（Ｒ））＋（５．８）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（５．９）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（
５．１０）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（５．１１）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（５．１２）、（Ｉ
－２（Ｒ））＋（５．１３）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（５．１４）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（
５．１５）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（５．１６）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（５．１７）、（Ｉ
－２（Ｒ））＋（５．１８）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（５．１９）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（
５．２０）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（５．２１）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（５．２２）、（Ｉ
－２（Ｒ））＋（５．２３）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（５．２４）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（
５．２５）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（５．２６）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（５．２７）、（Ｉ
－２（Ｒ））＋（５．２８）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（５．２９）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（
５．３０）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（５．３１）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（５．３２）、（Ｉ
－２（Ｒ））＋（５．３３）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（５．３４）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（
５．３５）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（５．３６）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（５．３７）、（Ｉ
－２（Ｒ））＋（５．３８）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（５．３９）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（
５．４０）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（５．４１）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（５．４２）、（Ｉ
－２（Ｒ））＋（５．４３）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（５．４４）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（
５．４５）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（５．４６）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（５．４７）、（Ｉ
－２（Ｒ））＋（５．４８）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（５．４９）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（
５．５０）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（５．５１）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（５．５２）、（Ｉ
－２（Ｒ））＋（５．５３）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（５．５４）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（
５．５５）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（５．５６）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（５．５７）、（Ｉ
－２（Ｒ））＋（５．５８）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（６．１）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（７
．１）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（７．２）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（７．３）、（Ｉ－２（Ｒ
））＋（７．４）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（７．５）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（７．６）、（
Ｉ－２（Ｒ））＋（７．７）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（７．８）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（７
．９）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（７．１０）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（７．１１）、（Ｉ－２
（Ｒ））＋（７．１２）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（７．１３）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（７．
１４）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（７．１５）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（７．１６）、（Ｉ－２
（Ｒ））＋（７．１７）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（７．１８）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（７．
１９）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（７．２０）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（７．２１）、（Ｉ－２
（Ｒ））＋（７．２２）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（７．２３）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（７．
２４）、（Ｉ－２（Ｒ））＋（７．２５）、
（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．１）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．２）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（
１．３）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．４）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．５）、（Ｉ－３（
Ｓ））＋（１．６）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．７）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．８）、
（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．９）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．１０）、（Ｉ－３（Ｓ））＋
（１．１１）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．１２）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．１３）、（
Ｉ－３（Ｓ））＋（１．１４）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．１５）、（Ｉ－３（Ｓ））＋
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（１．１６）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．１７）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．１８）、（
Ｉ－３（Ｓ））＋（１．１９）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．２０）、（Ｉ－３（Ｓ））＋
（１．２１）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．２２）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．２３）、（
Ｉ－３（Ｓ））＋（１．２４）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．２５）、（Ｉ－３（Ｓ））＋
（１．２６）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．２７）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．２８）、（
Ｉ－３（Ｓ））＋（１．２９）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．３０）、（Ｉ－３（Ｓ））＋
（１．３１）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．３２）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．３３）、（
Ｉ－３（Ｓ））＋（１．３４）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．３５）、（Ｉ－３（Ｓ））＋
（１．３６）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．３７）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．３８）、（
Ｉ－３（Ｓ））＋（１．３９）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．４０）、（Ｉ－３（Ｓ））＋
（１．４１）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．４２）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．４３）、（
Ｉ－３（Ｓ））＋（１．４４）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．４５）、（Ｉ－３（Ｓ））＋
（１．４６）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．４７）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．４８）、（
Ｉ－３（Ｓ））＋（１．４９）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．５０）、（Ｉ－３（Ｓ））＋
（１．５１）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．５２）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．５３）、（
Ｉ－３（Ｓ））＋（１．５４）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．５５）、（Ｉ－３（Ｓ））＋
（１．５６）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．５７）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．５８）、（
Ｉ－３（Ｓ））＋（１．５９）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．６０）、（Ｉ－３（Ｓ））＋
（１．６１）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．６２）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．６３）、（
Ｉ－３（Ｓ））＋（１．６４）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．６５）、（Ｉ－３（Ｓ））＋
（１．６６）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．６７）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．６８）、（
Ｉ－３（Ｓ））＋（１．６９）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．７０）、（Ｉ－３（Ｓ））＋
（１．７１）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．７２）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．７３）、（
Ｉ－３（Ｓ））＋（１．７４）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．７５）、（Ｉ－３（Ｓ））＋
（１．７６）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．７７）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．７８）、（
Ｉ－３（Ｓ））＋（１．７９）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．８０）、（Ｉ－３（Ｓ））＋
（１．８１）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．８２）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．８３）、（
Ｉ－３（Ｓ））＋（１．８４）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．８５）、（Ｉ－３（Ｓ））＋
（１．８６）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．８７）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．８８）、（
Ｉ－３（Ｓ））＋（１．８９）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．９０）、（Ｉ－３（Ｓ））＋
（１．９１）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．９２）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．９３）、（
Ｉ－３（Ｓ））＋（１．９４）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．９５）、（Ｉ－３（Ｓ））＋
（１．９６）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．９７）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．９８）、（
Ｉ－３（Ｓ））＋（１．９９）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．１００）、（Ｉ－３（Ｓ））
＋（１．１０１）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．１０２）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．１０
３）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．１０４）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．１０５）、（Ｉ－
３（Ｓ））＋（１．１０６）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．１０７）、（Ｉ－３（Ｓ））＋
（１．１０８）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．１０９）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．１１０
）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．１１１）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．１１２）、（Ｉ－３
（Ｓ））＋（１．１１３）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．１１４）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（
１．１１５）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．１１６）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．１１７）
、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．１１８）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．１１９）、（Ｉ－３（
Ｓ））＋（１．１２０）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．１２１）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１
．１２２）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．１２３）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．１２４）、
（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．１２５）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．１２６）、（Ｉ－３（Ｓ
））＋（１．１２７）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．１２８）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．
１２９）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．１３０）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．１３１）、（
Ｉ－３（Ｓ））＋（１．１３２）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．１３３）、（Ｉ－３（Ｓ）
）＋（１．１３４）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．１３５）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（１．１
３６）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（２．１）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（２．２）、（Ｉ－３（Ｓ



(56) JP 2016-503431 A 2016.2.4

10

20

30

40

50

））＋（２．３）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（２．４）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（２．５）、（
Ｉ－３（Ｓ））＋（２．６）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（２．７）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（２
．８）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（２．９）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（２．１０）、（Ｉ－３（
Ｓ））＋（２．１１）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（２．１２）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（２．１
３）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（２．１４）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（２．１５）、（Ｉ－３（
Ｓ））＋（２．１６）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（２．１７）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（２．１
８）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（２．１９）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（２．２０）、（Ｉ－３（
Ｓ））＋（２．２１）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（２．２２）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（２．２
３）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（２．２４）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（２．２５）、（Ｉ－３（
Ｓ））＋（２．２６）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（２．２７）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（２．２
８）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（２．２９）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（２．３０）、（Ｉ－３（
Ｓ））＋（２．３１）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（２．３２）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（２．３
３）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（２．３４）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（２．３５）、（Ｉ－３（
Ｓ））＋（２．３６）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（２．３７）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（２．３
８）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（２．３９）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（２．４０）、（Ｉ－３（
Ｓ））＋（２．４１）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（２．４２）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（２．４
３）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（２．４４）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（２．４５）、（Ｉ－３（
Ｓ））＋（２．４６）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（２．４７）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（２．４
８）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（２．４９）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（２．５０）、（Ｉ－３（
Ｓ））＋（２．５１）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（２．５２）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（２．５
３）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（２．５４）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（２．５５）、（Ｉ－３（
Ｓ））＋（２．５６）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（２．５７）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（２．５
８）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（２．５９）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（２．６０）、（Ｉ－３（
Ｓ））＋（２．６１）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（２．６２）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（２．６
３）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（２．６４）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（２．６５）、（Ｉ－３（
Ｓ））＋（２．６６）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（２．６７）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（２．６
８）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（３．１）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（３．２）、（Ｉ－３（Ｓ）
）＋（３．３）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（４．１）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（４．２）、（Ｉ
－３（Ｓ））＋（４．３）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（４．４）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（４．
５）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（４．６）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（４．７）、（Ｉ－３（Ｓ）
）＋（４．８）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（４．９）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（４．１０）、（
Ｉ－３（Ｓ））＋（４．１１）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（４．１２）、（Ｉ－３（Ｓ））＋
（４．１３）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（４．１４）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（４．１５）、（
Ｉ－３（Ｓ））＋（４．１６）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（４．１７）、（Ｉ－３（Ｓ））＋
（４．１８）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（４．１９）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（４．２０）、（
Ｉ－３（Ｓ））＋（４．２１）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（４．２２）、（Ｉ－３（Ｓ））＋
（４．２３）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（４．２４）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（４．２５）、（
Ｉ－３（Ｓ））＋（４．２６）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（５．１）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（
５．２）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（５．３）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（５．４）、（Ｉ－３（
Ｓ））＋（５．５）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（５．６）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（５．７）、
（Ｉ－３（Ｓ））＋（５．８）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（５．９）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（
５．１０）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（５．１１）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（５．１２）、（Ｉ
－３（Ｓ））＋（５．１３）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（５．１４）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（
５．１５）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（５．１６）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（５．１７）、（Ｉ
－３（Ｓ））＋（５．１８）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（５．１９）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（
５．２０）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（５．２１）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（５．２２）、（Ｉ
－３（Ｓ））＋（５．２３）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（５．２４）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（
５．２５）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（５．２６）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（５．２７）、（Ｉ
－３（Ｓ））＋（５．２８）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（５．２９）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（
５．３０）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（５．３１）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（５．３２）、（Ｉ
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－３（Ｓ））＋（５．３３）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（５．３４）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（
５．３５）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（５．３６）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（５．３７）、（Ｉ
－３（Ｓ））＋（５．３８）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（５．３９）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（
５．４０）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（５．４１）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（５．４２）、（Ｉ
－３（Ｓ））＋（５．４３）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（５．４４）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（
５．４５）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（５．４６）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（５．４７）、（Ｉ
－３（Ｓ））＋（５．４８）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（５．４９）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（
５．５０）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（５．５１）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（５．５２）、（Ｉ
－３（Ｓ））＋（５．５３）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（５．５４）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（
５．５５）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（５．５６）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（５．５７）、（Ｉ
－３（Ｓ））＋（５．５８）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（６．１）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（７
．１）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（７．２）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（７．３）、（Ｉ－３（Ｓ
））＋（７．４）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（７．５）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（７．６）、（
Ｉ－３（Ｓ））＋（７．７）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（７．８）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（７
．９）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（７．１０）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（７．１１）、（Ｉ－３
（Ｓ））＋（７．１２）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（７．１３）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（７．
１４）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（７．１５）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（７．１６）、（Ｉ－３
（Ｓ））＋（７．１７）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（７．１８）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（７．
１９）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（７．２０）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（７．２１）、（Ｉ－３
（Ｓ））＋（７．２２）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（７．２３）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（７．
２４）、（Ｉ－３（Ｓ））＋（７．２５）、
（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．１）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．２）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（
１．３）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．４）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．５）、（Ｉ－３（
Ｒ））＋（１．６）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．７）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．８）、
（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．９）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．１０）、（Ｉ－３（Ｒ））＋
（１．１１）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．１２）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．１３）、（
Ｉ－３（Ｒ））＋（１．１４）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．１５）、（Ｉ－３（Ｒ））＋
（１．１６）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．１７）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．１８）、（
Ｉ－３（Ｒ））＋（１．１９）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．２０）、（Ｉ－３（Ｒ））＋
（１．２１）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．２２）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．２３）、（
Ｉ－３（Ｒ））＋（１．２４）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．２５）、（Ｉ－３（Ｒ））＋
（１．２６）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．２７）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．２８）、（
Ｉ－３（Ｒ））＋（１．２９）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．３０）、（Ｉ－３（Ｒ））＋
（１．３１）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．３２）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．３３）、（
Ｉ－３（Ｒ））＋（１．３４）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．３５）、（Ｉ－３（Ｒ））＋
（１．３６）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．３７）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．３８）、（
Ｉ－３（Ｒ））＋（１．３９）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．４０）、（Ｉ－３（Ｒ））＋
（１．４１）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．４２）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．４３）、（
Ｉ－３（Ｒ））＋（１．４４）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．４５）、（Ｉ－３（Ｒ））＋
（１．４６）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．４７）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．４８）、（
Ｉ－３（Ｒ））＋（１．４９）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．５０）、（Ｉ－３（Ｒ））＋
（１．５１）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．５２）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．５３）、（
Ｉ－３（Ｒ））＋（１．５４）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．５５）、（Ｉ－３（Ｒ））＋
（１．５６）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．５７）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．５８）、（
Ｉ－３（Ｒ））＋（１．５９）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．６０）、（Ｉ－３（Ｒ））＋
（１．６１）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．６２）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．６３）、（
Ｉ－３（Ｒ））＋（１．６４）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．６５）、（Ｉ－３（Ｒ））＋
（１．６６）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．６７）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．６８）、（
Ｉ－３（Ｒ））＋（１．６９）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．７０）、（Ｉ－３（Ｒ））＋
（１．７１）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．７２）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．７３）、（
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Ｉ－３（Ｒ））＋（１．７４）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．７５）、（Ｉ－３（Ｒ））＋
（１．７６）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．７７）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．７８）、（
Ｉ－３（Ｒ））＋（１．７９）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．８０）、（Ｉ－３（Ｒ））＋
（１．８１）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．８２）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．８３）、（
Ｉ－３（Ｒ））＋（１．８４）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．８５）、（Ｉ－３（Ｒ））＋
（１．８６）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．８７）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．８８）、（
Ｉ－３（Ｒ））＋（１．８９）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．９０）、（Ｉ－３（Ｒ））＋
（１．９１）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．９２）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．９３）、（
Ｉ－３（Ｒ））＋（１．９４）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．９５）、（Ｉ－３（Ｒ））＋
（１．９６）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．９７）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．９８）、（
Ｉ－３（Ｒ））＋（１．９９）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．１００）、（Ｉ－３（Ｒ））
＋（１．１０１）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．１０２）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．１０
３）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．１０４）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．１０５）、（Ｉ－
３（Ｒ））＋（１．１０６）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．１０７）、（Ｉ－３（Ｒ））＋
（１．１０８）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．１０９）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．１１０
）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．１１１）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．１１２）、（Ｉ－３
（Ｒ））＋（１．１１３）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．１１４）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（
１．１１５）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．１１６）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．１１７）
、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．１１８）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．１１９）、（Ｉ－３（
Ｒ））＋（１．１２０）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．１２１）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１
．１２２）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．１２３）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．１２４）、
（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．１２５）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．１２６）、（Ｉ－３（Ｒ
））＋（１．１２７）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．１２８）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．
１２９）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．１３０）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．１３１）、（
Ｉ－３（Ｒ））＋（１．１３２）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．１３３）、（Ｉ－３（Ｒ）
）＋（１．１３４）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．１３５）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（１．１
３６）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（２．１）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（２．２）、（Ｉ－３（Ｒ
））＋（２．３）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（２．４）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（２．５）、（
Ｉ－３（Ｒ））＋（２．６）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（２．７）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（２
．８）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（２．９）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（２．１０）、（Ｉ－３（
Ｒ））＋（２．１１）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（２．１２）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（２．１
３）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（２．１４）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（２．１５）、（Ｉ－３（
Ｒ））＋（２．１６）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（２．１７）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（２．１
８）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（２．１９）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（２．２０）、（Ｉ－３（
Ｒ））＋（２．２１）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（２．２２）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（２．２
３）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（２．２４）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（２．２５）、（Ｉ－３（
Ｒ））＋（２．２６）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（２．２７）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（２．２
８）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（２．２９）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（２．３０）、（Ｉ－３（
Ｒ））＋（２．３１）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（２．３２）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（２．３
３）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（２．３４）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（２．３５）、（Ｉ－３（
Ｒ））＋（２．３６）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（２．３７）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（２．３
８）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（２．３９）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（２．４０）、（Ｉ－３（
Ｒ））＋（２．４１）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（２．４２）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（２．４
３）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（２．４４）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（２．４５）、（Ｉ－３（
Ｒ））＋（２．４６）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（２．４７）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（２．４
８）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（２．４９）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（２．５０）、（Ｉ－３（
Ｒ））＋（２．５１）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（２．５２）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（２．５
３）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（２．５４）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（２．５５）、（Ｉ－３（
Ｒ））＋（２．５６）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（２．５７）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（２．５
８）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（２．５９）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（２．６０）、（Ｉ－３（
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Ｒ））＋（２．６１）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（２．６２）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（２．６
３）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（２．６４）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（２．６５）、（Ｉ－３（
Ｒ））＋（２．６６）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（２．６７）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（２．６
８）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（３．１）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（３．２）、（Ｉ－３（Ｒ）
）＋（３．３）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（４．１）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（４．２）、（Ｉ
－３（Ｒ））＋（４．３）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（４．４）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（４．
５）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（４．６）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（４．７）、（Ｉ－３（Ｒ）
）＋（４．８）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（４．９）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（４．１０）、（
Ｉ－３（Ｒ））＋（４．１１）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（４．１２）、（Ｉ－３（Ｒ））＋
（４．１３）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（４．１４）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（４．１５）、（
Ｉ－３（Ｒ））＋（４．１６）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（４．１７）、（Ｉ－３（Ｒ））＋
（４．１８）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（４．１９）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（４．２０）、（
Ｉ－３（Ｒ））＋（４．２１）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（４．２２）、（Ｉ－３（Ｒ））＋
（４．２３）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（４．２４）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（４．２５）、（
Ｉ－３（Ｒ））＋（４．２６）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（５．１）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（
５．２）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（５．３）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（５．４）、（Ｉ－３（
Ｒ））＋（５．５）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（５．６）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（５．７）、
（Ｉ－３（Ｒ））＋（５．８）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（５．９）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（
５．１０）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（５．１１）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（５．１２）、（Ｉ
－３（Ｒ））＋（５．１３）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（５．１４）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（
５．１５）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（５．１６）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（５．１７）、（Ｉ
－３（Ｒ））＋（５．１８）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（５．１９）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（
５．２０）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（５．２１）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（５．２２）、（Ｉ
－３（Ｒ））＋（５．２３）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（５．２４）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（
５．２５）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（５．２６）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（５．２７）、（Ｉ
－３（Ｒ））＋（５．２８）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（５．２９）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（
５．３０）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（５．３１）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（５．３２）、（Ｉ
－３（Ｒ））＋（５．３３）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（５．３４）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（
５．３５）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（５．３６）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（５．３７）、（Ｉ
－３（Ｒ））＋（５．３８）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（５．３９）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（
５．４０）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（５．４１）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（５．４２）、（Ｉ
－３（Ｒ））＋（５．４３）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（５．４４）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（
５．４５）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（５．４６）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（５．４７）、（Ｉ
－３（Ｒ））＋（５．４８）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（５．４９）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（
５．５０）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（５．５１）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（５．５２）、（Ｉ
－３（Ｒ））＋（５．５３）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（５．５４）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（
５．５５）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（５．５６）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（５．５７）、（Ｉ
－３（Ｒ））＋（５．５８）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（６．１）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（７
．１）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（７．２）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（７．３）、（Ｉ－３（Ｒ
））＋（７．４）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（７．５）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（７．６）、（
Ｉ－３（Ｒ））＋（７．７）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（７．８）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（７
．９）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（７．１０）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（７．１１）、（Ｉ－３
（Ｒ））＋（７．１２）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（７．１３）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（７．
１４）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（７．１５）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（７．１６）、（Ｉ－３
（Ｒ））＋（７．１７）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（７．１８）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（７．
１９）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（７．２０）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（７．２１）、（Ｉ－３
（Ｒ））＋（７．２２）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（７．２３）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（７．
２４）、（Ｉ－３（Ｒ））＋（７．２５），
（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．１）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．２）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（
１．３）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．４）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．５）、（Ｉ－４（
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Ｓ））＋（１．６）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．７）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．８）、
（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．９）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．１０）、（Ｉ－４（Ｓ））＋
（１．１１）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．１２）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．１３）、（
Ｉ－４（Ｓ））＋（１．１４）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．１５）、（Ｉ－４（Ｓ））＋
（１．１６）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．１７）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．１８）、（
Ｉ－４（Ｓ））＋（１．１９）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．２０）、（Ｉ－４（Ｓ））＋
（１．２１）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．２２）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．２３）、（
Ｉ－４（Ｓ））＋（１．２４）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．２５）、（Ｉ－４（Ｓ））＋
（１．２６）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．２７）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．２８）、（
Ｉ－４（Ｓ））＋（１．２９）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．３０）、（Ｉ－４（Ｓ））＋
（１．３１）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．３２）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．３３）、（
Ｉ－４（Ｓ））＋（１．３４）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．３５）、（Ｉ－４（Ｓ））＋
（１．３６）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．３７）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．３８）、（
Ｉ－４（Ｓ））＋（１．３９）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．４０）、（Ｉ－４（Ｓ））＋
（１．４１）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．４２）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．４３）、（
Ｉ－４（Ｓ））＋（１．４４）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．４５）、（Ｉ－４（Ｓ））＋
（１．４６）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．４７）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．４８）、（
Ｉ－４（Ｓ））＋（１．４９）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．５０）、（Ｉ－４（Ｓ））＋
（１．５１）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．５２）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．５３）、（
Ｉ－４（Ｓ））＋（１．５４）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．５５）、（Ｉ－４（Ｓ））＋
（１．５６）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．５７）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．５８）、（
Ｉ－４（Ｓ））＋（１．５９）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．６０）、（Ｉ－４（Ｓ））＋
（１．６１）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．６２）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．６３）、（
Ｉ－４（Ｓ））＋（１．６４）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．６５）、（Ｉ－４（Ｓ））＋
（１．６６）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．６７）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．６８）、（
Ｉ－４（Ｓ））＋（１．６９）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．７０）、（Ｉ－４（Ｓ））＋
（１．７１）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．７２）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．７３）、（
Ｉ－４（Ｓ））＋（１．７４）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．７５）、（Ｉ－４（Ｓ））＋
（１．７６）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．７７）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．７８）、（
Ｉ－４（Ｓ））＋（１．７９）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．８０）、（Ｉ－４（Ｓ））＋
（１．８１）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．８２）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．８３）、（
Ｉ－４（Ｓ））＋（１．８４）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．８５）、（Ｉ－４（Ｓ））＋
（１．８６）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．８７）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．８８）、（
Ｉ－４（Ｓ））＋（１．８９）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．９０）、（Ｉ－４（Ｓ））＋
（１．９１）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．９２）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．９３）、（
Ｉ－４（Ｓ））＋（１．９４）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．９５）、（Ｉ－４（Ｓ））＋
（１．９６）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．９７）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．９８）、（
Ｉ－４（Ｓ））＋（１．９９）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．１００）、（Ｉ－４（Ｓ））
＋（１．１０１）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．１０２）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．１０
３）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．１０４）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．１０５）、（Ｉ－
４（Ｓ））＋（１．１０６）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．１０７）、（Ｉ－４（Ｓ））＋
（１．１０８）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．１０９）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．１１０
）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．１１１）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．１１２）、（Ｉ－４
（Ｓ））＋（１．１１３）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．１１４）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（
１．１１５）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．１１６）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．１１７）
、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．１１８）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．１１９）、（Ｉ－４（
Ｓ））＋（１．１２０）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．１２１）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１
．１２２）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．１２３）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．１２４）、
（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．１２５）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．１２６）、（Ｉ－４（Ｓ
））＋（１．１２７）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．１２８）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．
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１２９）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．１３０）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．１３１）、（
Ｉ－４（Ｓ））＋（１．１３２）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．１３３）、（Ｉ－４（Ｓ）
）＋（１．１３４）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．１３５）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（１．１
３６）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（２．１）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（２．２）、（Ｉ－４（Ｓ
））＋（２．３）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（２．４）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（２．５）、（
Ｉ－４（Ｓ））＋（２．６）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（２．７）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（２
．８）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（２．９）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（２．１０）、（Ｉ－４（
Ｓ））＋（２．１１）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（２．１２）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（２．１
３）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（２．１４）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（２．１５）、（Ｉ－４（
Ｓ））＋（２．１６）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（２．１７）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（２．１
８）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（２．１９）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（２．２０）、（Ｉ－４（
Ｓ））＋（２．２１）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（２．２２）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（２．２
３）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（２．２４）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（２．２５）、（Ｉ－４（
Ｓ））＋（２．２６）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（２．２７）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（２．２
８）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（２．２９）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（２．３０）、（Ｉ－４（
Ｓ））＋（２．３１）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（２．３２）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（２．３
３）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（２．３４）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（２．３５）、（Ｉ－４（
Ｓ））＋（２．３６）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（２．３７）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（２．３
８）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（２．３９）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（２．４０）、（Ｉ－４（
Ｓ））＋（２．４１）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（２．４２）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（２．４
３）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（２．４４）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（２．４５）、（Ｉ－４（
Ｓ））＋（２．４６）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（２．４７）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（２．４
８）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（２．４９）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（２．５０）、（Ｉ－４（
Ｓ））＋（２．５１）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（２．５２）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（２．５
３）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（２．５４）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（２．５５）、（Ｉ－４（
Ｓ））＋（２．５６）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（２．５７）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（２．５
８）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（２．５９）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（２．６０）、（Ｉ－４（
Ｓ））＋（２．６１）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（２．６２）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（２．６
３）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（２．６４）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（２．６５）、（Ｉ－４（
Ｓ））＋（２．６６）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（２．６７）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（２．６
８）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（３．１）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（３．２）、（Ｉ－４（Ｓ）
）＋（３．３）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（４．１）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（４．２）、（Ｉ
－４（Ｓ））＋（４．３）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（４．４）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（４．
５）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（４．６）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（４．７）、（Ｉ－４（Ｓ）
）＋（４．８）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（４．９）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（４．１０）、（
Ｉ－４（Ｓ））＋（４．１１）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（４．１２）、（Ｉ－４（Ｓ））＋
（４．１３）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（４．１４）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（４．１５）、（
Ｉ－４（Ｓ））＋（４．１６）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（４．１７）、（Ｉ－４（Ｓ））＋
（４．１８）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（４．１９）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（４．２０）、（
Ｉ－４（Ｓ））＋（４．２１）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（４．２２）、（Ｉ－４（Ｓ））＋
（４．２３）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（４．２４）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（４．２５）、（
Ｉ－４（Ｓ））＋（４．２６）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（５．１）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（
５．２）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（５．３）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（５．４）、（Ｉ－４（
Ｓ））＋（５．５）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（５．６）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（５．７）、
（Ｉ－４（Ｓ））＋（５．８）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（５．９）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（
５．１０）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（５．１１）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（５．１２）、（Ｉ
－４（Ｓ））＋（５．１３）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（５．１４）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（
５．１５）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（５．１６）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（５．１７）、（Ｉ
－４（Ｓ））＋（５．１８）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（５．１９）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（
５．２０）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（５．２１）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（５．２２）、（Ｉ
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－４（Ｓ））＋（５．２３）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（５．２４）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（
５．２５）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（５．２６）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（５．２７）、（Ｉ
－４（Ｓ））＋（５．２８）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（５．２９）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（
５．３０）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（５．３１）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（５．３２）、（Ｉ
－４（Ｓ））＋（５．３３）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（５．３４）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（
５．３５）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（５．３６）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（５．３７）、（Ｉ
－４（Ｓ））＋（５．３８）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（５．３９）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（
５．４０）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（５．４１）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（５．４２）、（Ｉ
－４（Ｓ））＋（５．４３）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（５．４４）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（
５．４５）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（５．４６）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（５．４７）、（Ｉ
－４（Ｓ））＋（５．４８）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（５．４９）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（
５．５０）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（５．５１）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（５．５２）、（Ｉ
－４（Ｓ））＋（５．５３）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（５．５４）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（
５．５５）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（５．５６）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（５．５７）、（Ｉ
－４（Ｓ））＋（５．５８）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（６．１）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（７
．１）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（７．２）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（７．３）、（Ｉ－４（Ｓ
））＋（７．４）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（７．５）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（７．６）、（
Ｉ－４（Ｓ））＋（７．７）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（７．８）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（７
．９）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（７．１０）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（７．１１）、（Ｉ－４
（Ｓ））＋（７．１２）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（７．１３）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（７．
１４）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（７．１５）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（７．１６）、（Ｉ－４
（Ｓ））＋（７．１７）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（７．１８）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（７．
１９）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（７．２０）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（７．２１）、（Ｉ－４
（Ｓ））＋（７．２２）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（７．２３）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（７．
２４）、（Ｉ－４（Ｓ））＋（７．２５）、
（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．１）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．２）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（
１．３）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．４）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．５）、（Ｉ－４（
Ｒ））＋（１．６）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．７）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．８）、
（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．９）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．１０）、（Ｉ－４（Ｒ））＋
（１．１１）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．１２）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．１３）、（
Ｉ－４（Ｒ））＋（１．１４）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．１５）、（Ｉ－４（Ｒ））＋
（１．１６）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．１７）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．１８）、（
Ｉ－４（Ｒ））＋（１．１９）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．２０）、（Ｉ－４（Ｒ））＋
（１．２１）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．２２）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．２３）、（
Ｉ－４（Ｒ））＋（１．２４）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．２５）、（Ｉ－４（Ｒ））＋
（１．２６）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．２７）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．２８）、（
Ｉ－４（Ｒ））＋（１．２９）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．３０）、（Ｉ－４（Ｒ））＋
（１．３１）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．３２）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．３３）、（
Ｉ－４（Ｒ））＋（１．３４）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．３５）、（Ｉ－４（Ｒ））＋
（１．３６）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．３７）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．３８）、（
Ｉ－４（Ｒ））＋（１．３９）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．４０）、（Ｉ－４（Ｒ））＋
（１．４１）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．４２）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．４３）、（
Ｉ－４（Ｒ））＋（１．４４）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．４５）、（Ｉ－４（Ｒ））＋
（１．４６）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．４７）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．４８）、（
Ｉ－４（Ｒ））＋（１．４９）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．５０）、（Ｉ－４（Ｒ））＋
（１．５１）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．５２）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．５３）、（
Ｉ－４（Ｒ））＋（１．５４）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．５５）、（Ｉ－４（Ｒ））＋
（１．５６）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．５７）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．５８）、（
Ｉ－４（Ｒ））＋（１．５９）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．６０）、（Ｉ－４（Ｒ））＋
（１．６１）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．６２）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．６３）、（
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Ｉ－４（Ｒ））＋（１．６４）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．６５）、（Ｉ－４（Ｒ））＋
（１．６６）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．６７）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．６８）、（
Ｉ－４（Ｒ））＋（１．６９）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．７０）、（Ｉ－４（Ｒ））＋
（１．７１）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．７２）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．７３）、（
Ｉ－４（Ｒ））＋（１．７４）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．７５）、（Ｉ－４（Ｒ））＋
（１．７６）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．７７）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．７８）、（
Ｉ－４（Ｒ））＋（１．７９）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．８０）、（Ｉ－４（Ｒ））＋
（１．８１）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．８２）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．８３）、（
Ｉ－４（Ｒ））＋（１．８４）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．８５）、（Ｉ－４（Ｒ））＋
（１．８６）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．８７）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．８８）、（
Ｉ－４（Ｒ））＋（１．８９）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．９０）、（Ｉ－４（Ｒ））＋
（１．９１）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．９２）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．９３）、（
Ｉ－４（Ｒ））＋（１．９４）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．９５）、（Ｉ－４（Ｒ））＋
（１．９６）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．９７）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．９８）、（
Ｉ－４（Ｒ））＋（１．９９）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．１００）、（Ｉ－４（Ｒ））
＋（１．１０１）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．１０２）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．１０
３）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．１０４）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．１０５）、（Ｉ－
４（Ｒ））＋（１．１０６）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．１０７）、（Ｉ－４（Ｒ））＋
（１．１０８）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．１０９）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．１１０
）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．１１１）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．１１２）、（Ｉ－４
（Ｒ））＋（１．１１３）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．１１４）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（
１．１１５）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．１１６）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．１１７）
、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．１１８）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．１１９）、（Ｉ－４（
Ｒ））＋（１．１２０）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．１２１）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１
．１２２）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．１２３）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．１２４）、
（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．１２５）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．１２６）、（Ｉ－４（Ｒ
））＋（１．１２７）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．１２８）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．
１２９）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．１３０）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．１３１）、（
Ｉ－４（Ｒ））＋（１．１３２）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．１３３）、（Ｉ－４（Ｒ）
）＋（１．１３４）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．１３５）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（１．１
３６）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（２．１）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（２．２）、（Ｉ－４（Ｒ
））＋（２．３）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（２．４）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（２．５）、（
Ｉ－４（Ｒ））＋（２．６）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（２．７）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（２
．８）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（２．９）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（２．１０）、（Ｉ－４（
Ｒ））＋（２．１１）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（２．１２）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（２．１
３）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（２．１４）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（２．１５）、（Ｉ－４（
Ｒ））＋（２．１６）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（２．１７）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（２．１
８）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（２．１９）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（２．２０）、（Ｉ－４（
Ｒ））＋（２．２１）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（２．２２）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（２．２
３）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（２．２４）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（２．２５）、（Ｉ－４（
Ｒ））＋（２．２６）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（２．２７）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（２．２
８）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（２．２９）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（２．３０）、（Ｉ－４（
Ｒ））＋（２．３１）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（２．３２）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（２．３
３）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（２．３４）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（２．３５）、（Ｉ－４（
Ｒ））＋（２．３６）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（２．３７）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（２．３
８）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（２．３９）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（２．４０）、（Ｉ－４（
Ｒ））＋（２．４１）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（２．４２）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（２．４
３）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（２．４４）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（２．４５）、（Ｉ－４（
Ｒ））＋（２．４６）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（２．４７）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（２．４
８）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（２．４９）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（２．５０）、（Ｉ－４（
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Ｒ））＋（２．５１）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（２．５２）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（２．５
３）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（２．５４）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（２．５５）、（Ｉ－４（
Ｒ））＋（２．５６）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（２．５７）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（２．５
８）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（２．５９）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（２．６０）、（Ｉ－４（
Ｒ））＋（２．６１）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（２．６２）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（２．６
３）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（２．６４）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（２．６５）、（Ｉ－４（
Ｒ））＋（２．６６）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（２．６７）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（２．６
８）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（３．１）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（３．２）、（Ｉ－４（Ｒ）
）＋（３．３）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（４．１）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（４．２）、（Ｉ
－４（Ｒ））＋（４．３）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（４．４）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（４．
５）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（４．６）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（４．７）、（Ｉ－４（Ｒ）
）＋（４．８）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（４．９）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（４．１０）、（
Ｉ－４（Ｒ））＋（４．１１）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（４．１２）、（Ｉ－４（Ｒ））＋
（４．１３）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（４．１４）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（４．１５）、（
Ｉ－４（Ｒ））＋（４．１６）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（４．１７）、（Ｉ－４（Ｒ））＋
（４．１８）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（４．１９）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（４．２０）、（
Ｉ－４（Ｒ））＋（４．２１）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（４．２２）、（Ｉ－４（Ｒ））＋
（４．２３）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（４．２４）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（４．２５）、（
Ｉ－４（Ｒ））＋（４．２６）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（５．１）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（
５．２）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（５．３）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（５．４）、（Ｉ－４（
Ｒ））＋（５．５）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（５．６）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（５．７）、
（Ｉ－４（Ｒ））＋（５．８）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（５．９）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（
５．１０）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（５．１１）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（５．１２）、（Ｉ
－４（Ｒ））＋（５．１３）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（５．１４）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（
５．１５）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（５．１６）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（５．１７）、（Ｉ
－４（Ｒ））＋（５．１８）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（５．１９）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（
５．２０）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（５．２１）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（５．２２）、（Ｉ
－４（Ｒ））＋（５．２３）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（５．２４）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（
５．２５）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（５．２６）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（５．２７）、（Ｉ
－４（Ｒ））＋（５．２８）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（５．２９）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（
５．３０）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（５．３１）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（５．３２）、（Ｉ
－４（Ｒ））＋（５．３３）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（５．３４）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（
５．３５）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（５．３６）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（５．３７）、（Ｉ
－４（Ｒ））＋（５．３８）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（５．３９）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（
５．４０）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（５．４１）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（５．４２）、（Ｉ
－４（Ｒ））＋（５．４３）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（５．４４）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（
５．４５）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（５．４６）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（５．４７）、（Ｉ
－４（Ｒ））＋（５．４８）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（５．４９）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（
５．５０）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（５．５１）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（５．５２）、（Ｉ
－４（Ｒ））＋（５．５３）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（５．５４）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（
５．５５）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（５．５６）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（５．５７）、（Ｉ
－４（Ｒ））＋（５．５８）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（６．１）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（７
．１）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（７．２）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（７．３）、（Ｉ－４（Ｒ
））＋（７．４）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（７．５）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（７．６）、（
Ｉ－４（Ｒ））＋（７．７）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（７．８）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（７
．９）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（７．１０）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（７．１１）、（Ｉ－４
（Ｒ））＋（７．１２）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（７．１３）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（７．
１４）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（７．１５）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（７．１６）、（Ｉ－４
（Ｒ））＋（７．１７）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（７．１８）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（７．
１９）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（７．２０）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（７．２１）、（Ｉ－４
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（Ｒ））＋（７．２２）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（７．２３）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（７．
２４）、（Ｉ－４（Ｒ））＋（７．２５）、
（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．１）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．２）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（
１．３）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．４）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．５）、（Ｉ－５（
Ｓ））＋（１．６）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．７）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．８）、
（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．９）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．１０）、（Ｉ－５（Ｓ））＋
（１．１１）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．１２）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．１３）、（
Ｉ－５（Ｓ））＋（１．１４）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．１５）、（Ｉ－５（Ｓ））＋
（１．１６）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．１７）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．１８）、（
Ｉ－５（Ｓ））＋（１．１９）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．２０）、（Ｉ－５（Ｓ））＋
（１．２１）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．２２）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．２３）、（
Ｉ－５（Ｓ））＋（１．２４）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．２５）、（Ｉ－５（Ｓ））＋
（１．２６）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．２７）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．２８）、（
Ｉ－５（Ｓ））＋（１．２９）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．３０）、（Ｉ－５（Ｓ））＋
（１．３１）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．３２）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．３３）、（
Ｉ－５（Ｓ））＋（１．３４）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．３５）、（Ｉ－５（Ｓ））＋
（１．３６）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．３７）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．３８）、（
Ｉ－５（Ｓ））＋（１．３９）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．４０）、（Ｉ－５（Ｓ））＋
（１．４１）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．４２）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．４３）、（
Ｉ－５（Ｓ））＋（１．４４）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．４５）、（Ｉ－５（Ｓ））＋
（１．４６）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．４７）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．４８）、（
Ｉ－５（Ｓ））＋（１．４９）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．５０）、（Ｉ－５（Ｓ））＋
（１．５１）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．５２）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．５３）、（
Ｉ－５（Ｓ））＋（１．５４）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．５５）、（Ｉ－５（Ｓ））＋
（１．５６）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．５７）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．５８）、（
Ｉ－５（Ｓ））＋（１．５９）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．６０）、（Ｉ－５（Ｓ））＋
（１．６１）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．６２）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．６３）、（
Ｉ－５（Ｓ））＋（１．６４）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．６５）、（Ｉ－５（Ｓ））＋
（１．６６）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．６７）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．６８）、（
Ｉ－５（Ｓ））＋（１．６９）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．７０）、（Ｉ－５（Ｓ））＋
（１．７１）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．７２）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．７３）、（
Ｉ－５（Ｓ））＋（１．７４）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．７５）、（Ｉ－５（Ｓ））＋
（１．７６）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．７７）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．７８）、（
Ｉ－５（Ｓ））＋（１．７９）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．８０）、（Ｉ－５（Ｓ））＋
（１．８１）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．８２）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．８３）、（
Ｉ－５（Ｓ））＋（１．８４）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．８５）、（Ｉ－５（Ｓ））＋
（１．８６）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．８７）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．８８）、（
Ｉ－５（Ｓ））＋（１．８９）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．９０）、（Ｉ－５（Ｓ））＋
（１．９１）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．９２）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．９３）、（
Ｉ－５（Ｓ））＋（１．９４）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．９５）、（Ｉ－５（Ｓ））＋
（１．９６）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．９７）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．９８）、（
Ｉ－５（Ｓ））＋（１．９９）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．１００）、（Ｉ－５（Ｓ））
＋（１．１０１）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．１０２）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．１０
３）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．１０４）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．１０５）、（Ｉ－
５（Ｓ））＋（１．１０６）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．１０７）、（Ｉ－５（Ｓ））＋
（１．１０８）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．１０９）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．１１０
）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．１１１）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．１１２）、（Ｉ－５
（Ｓ））＋（１．１１３）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．１１４）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（
１．１１５）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．１１６）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．１１７）
、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．１１８）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．１１９）、（Ｉ－５（
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Ｓ））＋（１．１２０）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．１２１）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１
．１２２）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．１２３）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．１２４）、
（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．１２５）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．１２６）、（Ｉ－５（Ｓ
））＋（１．１２７）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．１２８）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．
１２９）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．１３０）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．１３１）、（
Ｉ－５（Ｓ））＋（１．１３２）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．１３３）、（Ｉ－５（Ｓ）
）＋（１．１３４）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．１３５）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（１．１
３６）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（２．１）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（２．２）、（Ｉ－５（Ｓ
））＋（２．３）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（２．４）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（２．５）、（
Ｉ－５（Ｓ））＋（２．６）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（２．７）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（２
．８）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（２．９）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（２．１０）、（Ｉ－５（
Ｓ））＋（２．１１）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（２．１２）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（２．１
３）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（２．１４）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（２．１５）、（Ｉ－５（
Ｓ））＋（２．１６）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（２．１７）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（２．１
８）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（２．１９）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（２．２０）、（Ｉ－５（
Ｓ））＋（２．２１）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（２．２２）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（２．２
３）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（２．２４）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（２．２５）、（Ｉ－５（
Ｓ））＋（２．２６）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（２．２７）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（２．２
８）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（２．２９）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（２．３０）、（Ｉ－５（
Ｓ））＋（２．３１）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（２．３２）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（２．３
３）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（２．３４）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（２．３５）、（Ｉ－５（
Ｓ））＋（２．３６）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（２．３７）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（２．３
８）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（２．３９）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（２．４０）、（Ｉ－５（
Ｓ））＋（２．４１）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（２．４２）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（２．４
３）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（２．４４）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（２．４５）、（Ｉ－５（
Ｓ））＋（２．４６）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（２．４７）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（２．４
８）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（２．４９）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（２．５０）、（Ｉ－５（
Ｓ））＋（２．５１）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（２．５２）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（２．５
３）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（２．５４）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（２．５５）、（Ｉ－５（
Ｓ））＋（２．５６）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（２．５７）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（２．５
８）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（２．５９）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（２．６０）、（Ｉ－５（
Ｓ））＋（２．６１）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（２．６２）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（２．６
３）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（２．６４）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（２．６５）、（Ｉ－５（
Ｓ））＋（２．６６）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（２．６７）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（２．６
８）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（３．１）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（３．２）、（Ｉ－５（Ｓ）
）＋（３．３）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（４．１）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（４．２）、（Ｉ
－５（Ｓ））＋（４．３）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（４．４）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（４．
５）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（４．６）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（４．７）、（Ｉ－５（Ｓ）
）＋（４．８）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（４．９）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（４．１０）、（
Ｉ－５（Ｓ））＋（４．１１）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（４．１２）、（Ｉ－５（Ｓ））＋
（４．１３）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（４．１４）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（４．１５）、（
Ｉ－５（Ｓ））＋（４．１６）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（４．１７）、（Ｉ－５（Ｓ））＋
（４．１８）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（４．１９）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（４．２０）、（
Ｉ－５（Ｓ））＋（４．２１）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（４．２２）、（Ｉ－５（Ｓ））＋
（４．２３）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（４．２４）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（４．２５）、（
Ｉ－５（Ｓ））＋（４．２６）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（５．１）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（
５．２）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（５．３）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（５．４）、（Ｉ－５（
Ｓ））＋（５．５）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（５．６）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（５．７）、
（Ｉ－５（Ｓ））＋（５．８）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（５．９）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（
５．１０）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（５．１１）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（５．１２）、（Ｉ
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－５（Ｓ））＋（５．１３）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（５．１４）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（
５．１５）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（５．１６）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（５．１７）、（Ｉ
－５（Ｓ））＋（５．１８）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（５．１９）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（
５．２０）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（５．２１）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（５．２２）、（Ｉ
－５（Ｓ））＋（５．２３）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（５．２４）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（
５．２５）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（５．２６）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（５．２７）、（Ｉ
－５（Ｓ））＋（５．２８）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（５．２９）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（
５．３０）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（５．３１）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（５．３２）、（Ｉ
－５（Ｓ））＋（５．３３）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（５．３４）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（
５．３５）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（５．３６）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（５．３７）、（Ｉ
－５（Ｓ））＋（５．３８）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（５．３９）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（
５．４０）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（５．４１）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（５．４２）、（Ｉ
－５（Ｓ））＋（５．４３）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（５．４４）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（
５．４５）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（５．４６）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（５．４７）、（Ｉ
－５（Ｓ））＋（５．４８）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（５．４９）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（
５．５０）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（５．５１）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（５．５２）、（Ｉ
－５（Ｓ））＋（５．５３）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（５．５４）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（
５．５５）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（５．５６）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（５．５７）、（Ｉ
－５（Ｓ））＋（５．５８）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（６．１）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（７
．１）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（７．２）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（７．３）、（Ｉ－５（Ｓ
））＋（７．４）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（７．５）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（７．６）、（
Ｉ－５（Ｓ））＋（７．７）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（７．８）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（７
．９）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（７．１０）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（７．１１）、（Ｉ－５
（Ｓ））＋（７．１２）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（７．１３）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（７．
１４）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（７．１５）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（７．１６）、（Ｉ－５
（Ｓ））＋（７．１７）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（７．１８）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（７．
１９）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（７．２０）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（７．２１）、（Ｉ－５
（Ｓ））＋（７．２２）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（７．２３）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（７．
２４）、（Ｉ－５（Ｓ））＋（７．２５）、
（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．１）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．２）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（
１．３）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．４）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．５）、（Ｉ－５（
Ｒ））＋（１．６）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．７）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．８）、
（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．９）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．１０）、（Ｉ－５（Ｒ））＋
（１．１１）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．１２）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．１３）、（
Ｉ－５（Ｒ））＋（１．１４）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．１５）、（Ｉ－５（Ｒ））＋
（１．１６）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．１７）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．１８）、（
Ｉ－５（Ｒ））＋（１．１９）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．２０）、（Ｉ－５（Ｒ））＋
（１．２１）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．２２）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．２３）、（
Ｉ－５（Ｒ））＋（１．２４）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．２５）、（Ｉ－５（Ｒ））＋
（１．２６）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．２７）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．２８）、（
Ｉ－５（Ｒ））＋（１．２９）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．３０）、（Ｉ－５（Ｒ））＋
（１．３１）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．３２）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．３３）、（
Ｉ－５（Ｒ））＋（１．３４）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．３５）、（Ｉ－５（Ｒ））＋
（１．３６）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．３７）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．３８）、（
Ｉ－５（Ｒ））＋（１．３９）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．４０）、（Ｉ－５（Ｒ））＋
（１．４１）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．４２）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．４３）、（
Ｉ－５（Ｒ））＋（１．４４）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．４５）、（Ｉ－５（Ｒ））＋
（１．４６）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．４７）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．４８）、（
Ｉ－５（Ｒ））＋（１．４９）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．５０）、（Ｉ－５（Ｒ））＋
（１．５１）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．５２）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．５３）、（
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Ｉ－５（Ｒ））＋（１．５４）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．５５）、（Ｉ－５（Ｒ））＋
（１．５６）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．５７）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．５８）、（
Ｉ－５（Ｒ））＋（１．５９）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．６０）、（Ｉ－５（Ｒ））＋
（１．６１）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．６２）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．６３）、（
Ｉ－５（Ｒ））＋（１．６４）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．６５）、（Ｉ－５（Ｒ））＋
（１．６６）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．６７）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．６８）、（
Ｉ－５（Ｒ））＋（１．６９）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．７０）、（Ｉ－５（Ｒ））＋
（１．７１）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．７２）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．７３）、（
Ｉ－５（Ｒ））＋（１．７４）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．７５）、（Ｉ－５（Ｒ））＋
（１．７６）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．７７）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．７８）、（
Ｉ－５（Ｒ））＋（１．７９）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．８０）、（Ｉ－５（Ｒ））＋
（１．８１）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．８２）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．８３）、（
Ｉ－５（Ｒ））＋（１．８４）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．８５）、（Ｉ－５（Ｒ））＋
（１．８６）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．８７）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．８８）、（
Ｉ－５（Ｒ））＋（１．８９）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．９０）、（Ｉ－５（Ｒ））＋
（１．９１）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．９２）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．９３）、（
Ｉ－５（Ｒ））＋（１．９４）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．９５）、（Ｉ－５（Ｒ））＋
（１．９６）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．９７）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．９８）、（
Ｉ－５（Ｒ））＋（１．９９）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．１００）、（Ｉ－５（Ｒ））
＋（１．１０１）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．１０２）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．１０
３）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．１０４）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．１０５）、（Ｉ－
５（Ｒ））＋（１．１０６）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．１０７）、（Ｉ－５（Ｒ））＋
（１．１０８）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．１０９）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．１１０
）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．１１１）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．１１２）、（Ｉ－５
（Ｒ））＋（１．１１３）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．１１４）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（
１．１１５）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．１１６）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．１１７）
、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．１１８）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．１１９）、（Ｉ－５（
Ｒ））＋（１．１２０）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．１２１）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１
．１２２）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．１２３）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．１２４）、
（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．１２５）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．１２６）、（Ｉ－５（Ｒ
））＋（１．１２７）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．１２８）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．
１２９）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．１３０）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．１３１）、（
Ｉ－５（Ｒ））＋（１．１３２）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．１３３）、（Ｉ－５（Ｒ）
）＋（１．１３４）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．１３５）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（１．１
３６）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（２．１）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（２．２）、（Ｉ－５（Ｒ
））＋（２．３）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（２．４）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（２．５）、（
Ｉ－５（Ｒ））＋（２．６）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（２．７）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（２
．８）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（２．９）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（２．１０）、（Ｉ－５（
Ｒ））＋（２．１１）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（２．１２）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（２．１
３）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（２．１４）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（２．１５）、（Ｉ－５（
Ｒ））＋（２．１６）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（２．１７）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（２．１
８）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（２．１９）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（２．２０）、（Ｉ－５（
Ｒ））＋（２．２１）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（２．２２）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（２．２
３）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（２．２４）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（２．２５）、（Ｉ－５（
Ｒ））＋（２．２６）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（２．２７）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（２．２
８）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（２．２９）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（２．３０）、（Ｉ－５（
Ｒ））＋（２．３１）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（２．３２）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（２．３
３）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（２．３４）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（２．３５）、（Ｉ－５（
Ｒ））＋（２．３６）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（２．３７）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（２．３
８）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（２．３９）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（２．４０）、（Ｉ－５（
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Ｒ））＋（２．４１）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（２．４２）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（２．４
３）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（２．４４）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（２．４５）、（Ｉ－５（
Ｒ））＋（２．４６）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（２．４７）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（２．４
８）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（２．４９）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（２．５０）、（Ｉ－５（
Ｒ））＋（２．５１）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（２．５２）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（２．５
３）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（２．５４）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（２．５５）、（Ｉ－５（
Ｒ））＋（２．５６）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（２．５７）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（２．５
８）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（２．５９）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（２．６０）、（Ｉ－５（
Ｒ））＋（２．６１）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（２．６２）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（２．６
３）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（２．６４）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（２．６５）、（Ｉ－５（
Ｒ））＋（２．６６）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（２．６７）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（２．６
８）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（３．１）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（３．２）、（Ｉ－５（Ｒ）
）＋（３．３）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（４．１）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（４．２）、（Ｉ
－５（Ｒ））＋（４．３）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（４．４）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（４．
５）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（４．６）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（４．７）、（Ｉ－５（Ｒ）
）＋（４．８）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（４．９）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（４．１０）、（
Ｉ－５（Ｒ））＋（４．１１）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（４．１２）、（Ｉ－５（Ｒ））＋
（４．１３）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（４．１４）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（４．１５）、（
Ｉ－５（Ｒ））＋（４．１６）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（４．１７）、（Ｉ－５（Ｒ））＋
（４．１８）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（４．１９）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（４．２０）、（
Ｉ－５（Ｒ））＋（４．２１）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（４．２２）、（Ｉ－５（Ｒ））＋
（４．２３）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（４．２４）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（４．２５）、（
Ｉ－５（Ｒ））＋（４．２６）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（５．１）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（
５．２）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（５．３）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（５．４）、（Ｉ－５（
Ｒ））＋（５．５）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（５．６）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（５．７）、
（Ｉ－５（Ｒ））＋（５．８）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（５．９）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（
５．１０）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（５．１１）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（５．１２）、（Ｉ
－５（Ｒ））＋（５．１３）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（５．１４）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（
５．１５）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（５．１６）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（５．１７）、（Ｉ
－５（Ｒ））＋（５．１８）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（５．１９）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（
５．２０）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（５．２１）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（５．２２）、（Ｉ
－５（Ｒ））＋（５．２３）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（５．２４）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（
５．２５）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（５．２６）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（５．２７）、（Ｉ
－５（Ｒ））＋（５．２８）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（５．２９）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（
５．３０）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（５．３１）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（５．３２）、（Ｉ
－５（Ｒ））＋（５．３３）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（５．３４）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（
５．３５）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（５．３６）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（５．３７）、（Ｉ
－５（Ｒ））＋（５．３８）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（５．３９）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（
５．４０）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（５．４１）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（５．４２）、（Ｉ
－５（Ｒ））＋（５．４３）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（５．４４）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（
５．４５）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（５．４６）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（５．４７）、（Ｉ
－５（Ｒ））＋（５．４８）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（５．４９）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（
５．５０）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（５．５１）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（５．５２）、（Ｉ
－５（Ｒ））＋（５．５３）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（５．５４）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（
５．５５）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（５．５６）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（５．５７）、（Ｉ
－５（Ｒ））＋（５．５８）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（６．１）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（７
．１）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（７．２）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（７．３）、（Ｉ－５（Ｒ
））＋（７．４）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（７．５）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（７．６）、（
Ｉ－５（Ｒ））＋（７．７）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（７．８）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（７
．９）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（７．１０）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（７．１１）、（Ｉ－５
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（Ｒ））＋（７．１２）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（７．１３）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（７．
１４）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（７．１５）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（７．１６）、（Ｉ－５
（Ｒ））＋（７．１７）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（７．１８）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（７．
１９）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（７．２０）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（７．２１）、（Ｉ－５
（Ｒ））＋（７．２２）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（７．２３）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（７．
２４）、（Ｉ－５（Ｒ））＋（７．２５）、
　上記で記載した混合物又は組成物は、単独で使用することができるか、又は、以下のも
の（限定するものではない）を包含する（Ａ）殺菌剤及び／又は（Ｂ）殺虫剤のような別
の活性成分と組合せて使用することができる。
【００５８】
　（Ａ）殺菌剤
　本明細書中において「一般名」で特定されている活性成分は、既知であり、そして、例
えば、「Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｍａｎｕａｌ」に記載されているか、又は、インターネッ
ト上で検索することができる（例えば、「ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ａｌａｎｗｏｏｄ．ｎ
ｅｔ／ｐｅｓｔｉｃｉｄｅｓ」）。
【００５９】
　（１）　エルゴステロール生合成の阻害薬、例えば、（１．１）アルジモルフ、（１．
２）アザコナゾール、（１．３）ビテルタノール、（１．４）ブロムコナゾール、（１．
５）シプロコナゾール、（１．６）ジクロブトラゾール、（１．７）ジフェノコナゾール
、（１．８）ジニコナゾール、（１．９）ジニコナゾール－Ｍ、（１．１０）ドデモルフ
、（１．１１）酢酸ドデモルフ、（１．１２）エポキシコナゾール、（１．１３）エタコ
ナゾール、（１．１４）フェナリモール、（１．１５）フェンブコナゾール、（１．１６
）フェンヘキサミド、（１．１７）フェンプロピジン、（１．１８）フェンプロピモルフ
、（１．１９）フルキンコナゾール、（１．２０）フルルプリミドール、（１．２１）フ
ルシラゾール、（１．２２）フルトリアホール、（１．２３）フルコナゾール、（１．２
４）フルコナゾール－シス、（１．２５）ヘキサコナゾール、（１．２６）イマザリル、
（１．２７）硫酸イマザリル、（１．２８）イミベンコナゾール、（１．２９）イプコナ
ゾール、（１．３０）メトコナゾール、（１．３１）ミクロブタニル、（１．３２）ナフ
チフィン、（１．３３）ヌアリモール、（１．３４）オキシポコナゾール、（１．３５）
パクロブトラゾール、（１．３６）ペフラゾエート、（１．３７）ペンコナゾール、（１
．３８）ピペラリン、（１．３９）プロクロラズ、（１．４０）プロピコナゾール、（１
．４１）プロチオコナゾール、（１．４２）ピリブチカルブ、（１．４３）ピリフェノッ
クス、（１．４４）キンコナゾール、（１．４５）シメコナゾール、（１．４６）スピロ
キサミン、（１．４７）テブコナゾール、（１．４８）テルビナフィン、（１．４９）テ
トラコナゾール、（１．５０）トリアジメホン、（１．５１）トリアジメノール、（１．
５２）トリデモルフ、（１．５３）トリフルミゾール、（１．５４）トリホリン、（１．
５５）トリチコナゾール、（１．５６）ウニコナゾール、（１．５７）ウニコナゾール－
ｐ、（１．５８）ビニコナゾール、（１．５９）ボリコナゾール、（１．６０）１－（４
－クロロフェニル）－２－（１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１－イル）シクロヘプタ
ノール、（１．６１）１－（２，２－ジメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－１
－イル）－１Ｈ－イミダゾール－５－カルボン酸メチル、（１．６２）Ｎ’－｛５－（ジ
フルオロメチル）－２－メチル－４－［３－（トリメチルシリル）プロポキシ］フェニル
｝－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイミドホルムアミド、（１．６３）Ｎ－エチル－Ｎ－メチル
－Ｎ’－｛２－メチル－５－（トリフルオロメチル）－４－［３－（トリメチルシリル）
プロポキシ］フェニル｝イミドホルムアミド、（１．６４）Ｏ－［１－（４－メトキシフ
ェノキシ）－３，３－ジメチルブタン－２－イル］　１Ｈ－イミダゾール－１－カルボチ
オエート、（１．６５）ピリソキサゾール。
【００６０】
　（２）　複合体Ｉ又はＩＩにおける呼吸鎖の阻害薬、例えば、（２．１）ビキサフェン
、（２．２）ボスカリド、（２．３）カルボキシン、（２．４）ジフルメトリム、（２．
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５）フェンフラム、（２．６）フルオピラム、（２．７）フルトラニル、（２．８）フル
キサピロキサド、（２．９）フラメトピル、（２．１０）フルメシクロックス、（２．１
１）イソピラザム（シン－エピマー性ラセミ化合物（１ＲＳ，４ＳＲ，９ＲＳ）とアンチ
－エピマー性ラセミ化合物（１ＲＳ，４ＳＲ，９ＳＲ）の混合物）、（２．１２）イソピ
ラザム（アンチ－エピマー性ラセミ化合物　１ＲＳ、４ＳＲ、９ＳＲ）、（２．１３）イ
ソピラザム（アンチ－エピマー性エナンチオマー　１Ｒ，４Ｓ，９Ｓ）、（２．１４）イ
ソピラザム（アンチ－エピマー性エナンチオマー　１Ｓ，４Ｒ，９Ｒ）、（２．１５）イ
ソピラザム（シン－エピマー性ラセミ化合物　１ＲＳ，４ＳＲ，９ＲＳ）、（２．１６）
イソピラザム（シン－エピマー性エナンチオマー　１Ｒ，４Ｓ，９Ｒ）、（２．１７）イ
ソピラザム（シン－エピマー性エナンチオマー　１Ｓ，４Ｒ，９Ｓ）、（２．１８）メプ
ロニル、（２．１９）オキシカルボキシン、（２．２０）ペンフルフェン、（２．２１）
ペンチオピラド、（２．２２）セダキサン、（２．２３）チフルザミド、（２．２４）１
－メチル－Ｎ－［２－（１，１，２，２－テトラフルオロエトキシ）フェニル］－３－（
トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．２５）３－（ジ
フルオロメチル）－１－メチル－Ｎ－［２－（１，１，２，２－テトラフルオロエトキシ
）フェニル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．２６）３－（ジフルオロ
メチル）－Ｎ－［４－フルオロ－２－（１，１，２，３，３，３－ヘキサフルオロプロポ
キシ）フェニル］－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．２７）
Ｎ－［１－（２，４－ジクロロフェニル）－１－メトキシプロパン－２－イル］－３－（
ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．２８
）５，８－ジフルオロ－Ｎ－［２－（２－フルオロ－４－｛［４－（トリフルオロメチル
）ピリジン－２－イル］オキシ｝フェニル）エチル］キナゾリン－４－アミン、（２．２
９）ベンゾビンジフルピル、（２．３０）Ｎ－［（１Ｓ，４Ｒ）－９－（ジクロロメチレ
ン）－１，２，３，４－テトラヒドロ－１，４－メタノナフタレン－５－イル］－３－（
ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．３１
）Ｎ－［（１Ｒ，４Ｓ）－９－（ジクロロメチレン）－１，２，３，４－テトラヒドロ－
１，４－メタノナフタレン－５－イル］－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ
－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．３２）３－（ジフルオロメチル）－１－メチ
ル－Ｎ－（１，１，３－トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル）－
１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．３３）１，３，５－トリメチル－Ｎ－（
１，１，３－トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル）－１Ｈ－ピラ
ゾール－４－カルボキサミド、（２．３４）１－メチル－３－（トリフルオロメチル）－
Ｎ－（１，１，３－トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル）－１Ｈ
－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．３５）１－メチル－３－（トリフルオロメチ
ル）－Ｎ－［（３Ｒ）－１，１，３－トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－
４－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．３６）１－メチル－３－（
トリフルオロメチル）－Ｎ－［（３Ｓ）－１，１，３－トリメチル－２，３－ジヒドロ－
１Ｈ－インデン－４－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．３７）３
－（ジフルオロメチル）－１－メチル－Ｎ－［（３Ｓ）－１，１，３－トリメチル－２，
３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、
（２．３８）３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－Ｎ－［（３Ｒ）－１，１，３－ト
リメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カ
ルボキサミド、（２．３９）１，３，５－トリメチル－Ｎ－［（３Ｒ）－１，１，３－ト
リメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カ
ルボキサミド、（２．４０）１，３，５－トリメチル－Ｎ－［（３Ｓ）－１，１，３－ト
リメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カ
ルボキサミド、（２．４１）ベノダニル、（２．４２）２－クロロ－Ｎ－（１，１，３－
トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル）ピリジン－３－カルボキサ
ミド、（２．４３）Ｎ－［１－（４－イソプロポキシ－２－メチルフェニル）－２－メチ
ル－１－オキソプロパン－２－イル］－３－メチルチオフェン－２－カルボキサミド。
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【００６１】
　（３）　複合体ＩＩＩにおける呼吸鎖の阻害薬、例えば、（３．１）アメトクトラジン
、（３．２）アミスルブロム、（３．３）アゾキシストロビン、（３．４）シアゾファミ
ド、（３．５）クメトキシストロビン（ｃｏｕｍｅｔｈｏｘｙｓｔｒｏｂｉｎ）、（３．
６）クモキシストロビン、（３．７）ジモキシストロビン、（３．８）エノキサストロビ
ン、（３．９）ファモキサドン、（３．１０）フェンアミドン、（３．１１）フルフェノ
キシストロビン（ｆｌｕｆｅｎｏｘｙｓｔｒｏｂｉｎ）、（３．１２）フルオキサストロ
ビン、（３．１３）クレソキシム－メチル、（３．１４）メトミノストロビン、（３．１
５）オリサストロビン、（３．１６）ピコキシストロビン、（３．１７）ピラクロストロ
ビン、（３．１８）ピラメトストロビン、（３．１９）ピラオキシストロビン、（３．２
０）ピリベンカルブ、（３．２１）トリクロピリカルブ、（３．２２）トリフロキシスト
ロビン、（３．２３）（２Ｅ）－２－（２－｛［６－（３－クロロ－２－メチルフェノキ
シ）－５－フルオロピリミジン－４－イル］オキシ｝フェニル）－２－（メトキシイミノ
）－Ｎ－メチルアセトアミド、（３．２４）（２Ｅ）－２－（メトキシイミノ）－Ｎ－メ
チル－２－（２－｛［（｛（１Ｅ）－１－［３－（トリフルオロメチル）フェニル］エチ
ルデン｝アミノ）オキシ］メチル｝フェニル）アセトアミド、（３．２５）（２Ｅ）－２
－（メトキシイミノ）－Ｎ－メチル－２－｛２－［（Ｅ）－（｛１－［３－（トリフルオ
ロメチル）フェニル］エトキシ｝イミノ）メチル］フェニル｝アセトアミド、（３．２６
）（２Ｅ）－２－｛２－［（｛［（１Ｅ）－１－（３－｛［（Ｅ）－１－フルオロ－２－
フェニルビニル］オキシ｝フェニル）エチルデン］アミノ｝オキシ）メチル］フェニル｝
－２－（メトキシイミノ）－Ｎ－メチルアセトアミド、（３．２７）フェナミノストロビ
ン（ｆｅｎａｍｉｎｏｓｔｒｏｂｉｎ）、（３．２８）５－メトキシ－２－メチル－４－
（２－｛［（｛（１Ｅ）－１－［３－（トリフルオロメチル）フェニル］エチルデン｝ア
ミノ）オキシ］メチル｝フェニル）－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４－トリアゾー
ル－３－オン、（３．２９）（２Ｅ）－２－｛２－［（｛シクロプロピル［（４－メトキ
シフェニル）イミノ］メチル｝スルファニル）メチル］フェニル｝－３－メトキシアクリ
ル酸メチル、（３．３０）Ｎ－（３－エチル－３，５，５－トリメチルシクロヘキシル）
－３－ホルムアミド－２－ヒドロキシベンズアミド、（３．３１）２－｛２－［（２，５
－ジメチルフェノキシ）メチル］フェニル｝－２－メトキシ－Ｎ－メチルアセトアミド、
（３．３２）２－｛２－［（２，５－ジメチルフェノキシ）メチル］フェニル｝－２－メ
トキシ－Ｎ－メチルアセトアミド。
【００６２】
　（４）　有糸分裂及び細胞分裂の阻害薬、例えば、（４．１）ベノミル、（４．２）カ
ルベンダジム、（４．３）クロルフェナゾール、（４．４）ジエトフェンカルブ、（４．
５）エタボキサム、（４．６）フルオピコリド、（４．７）フベリダゾール、（４．８）
ペンシクロン、（４．９）チアベンダゾール、（４．１０）チオファネート－メチル、（
４．１１）チオファネート、（４．１２）ゾキサミド、（４．１３）５－クロロ－７－（
４－メチルピペリジン－１－イル）－６－（２，４，６－トリフルオロフェニル）［１，
２，４］トリアゾロ［１，５－ａ］ピリミジン、（４．１４）３－クロロ－５－（６－ク
ロロピリジン－３－イル）－６－メチル－４－（２，４，６－トリフルオロフェニル）ピ
リダジン。
【００６３】
　（５）　多部位に作用し得る化合物、例えば、（５．１）ボルドー液、（５．２）カプ
タホール、（５．３）キャプタン、（５．４）クロロタロニル、（５．５）水酸化銅、（
５．６）ナフテン酸銅、（５．７）酸化銅、（５．８）塩基性塩化銅、（５．９）硫酸銅
（２＋）、（５．１０）ジクロフルアニド、（５．１１）ジチアノン、（５．１２）ドジ
ン、（５．１３）ドジン遊離塩基、（５．１４）ファーバム、（５．１５）フルオロホル
ペット、（５．１６）ホルペット、（５．１７）グアザチン、（５．１８）酢酸グアザチ
ン、（５．１９）イミノクタジン、（５．２０）イミノクタジンアルベシル酸塩、（５．
２１）イミノクタジン三酢酸塩、（５．２２）マンカッパー、（５．２３）マンゼブ、（
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５．２４）マンネブ、（５．２５）メチラム、（５．２６）メチラム亜鉛（ｍｅｔｉｒａ
ｍ　ｚｉｎｃ）、（５．２７）オキシン銅、（５．２８）プロパミジン（ｐｒｏｐａｍｉ
ｄｉｎｅ）、（５．２９）プロピネブ、（５．３０）硫黄及び硫黄剤、例えば、多硫化カ
ルシウム、（５．３１）チウラム、（５．３２）トリルフルアニド、（５．３３）ジネブ
、（５．３４）ジラム、（５．３５）アニラジン。
【００６４】
　（６）　宿主の防御を誘発し得る化合物、例えば、（６．１）アシベンゾラル－Ｓ－メ
チル、（６．２）イソチアニル、（６．３）プロベナゾール、（６．４）チアジニル、（
６．５）ラミナリン（ｌａｍｉｎａｒｉｎ）。
【００６５】
　（７）　アミノ酸及び／又はタンパク質の生合成の阻害薬、例えば、（７．１）アンド
プリム（ａｎｄｏｐｒｉｍ）、（７．２）ブラストサイジン－Ｓ、（７．３）シプロジニ
ル、（７．４）カスガマイシン、（７．５）カスガマイシン塩酸塩水和物、（７．６）メ
パニピリム、（７．７）ピリメタニル、（７．８）３－（５－フルオロ－３，３，４，４
－テトラメチル－３，４－ジヒドロイソキノリン－１－イル）キノリン、（７．９）オキ
シテトラサイクリン、（７．１０）ストレプトマイシン。
【００６６】
　（８）　ＡＴＰ産生の阻害薬、例えば、（８．１）酢酸トリフェニルスズ、（８．２）
塩化トリフェニルスズ、（８．３）水酸化トリフェニルスズ、（８．４）シルチオファム
。
【００６７】
　（９）　細胞壁合成の阻害薬、例えば、（９．１）ベンチアバリカルブ、（９．２）ジ
メトモルフ、（９．３）フルモルフ、（９．４）イプロバリカルブ、（９．５）マンジプ
ロパミド、（９．６）ポリオキシン、（９．７）ポリオキソリム、（９．８）バリダマイ
シン、（９．９）バリフェナレート、（９．１０）ポリオキシンＢ。
【００６８】
　（１０）　脂質及び膜の合成の阻害薬、例えば、（１０．１）ビフェニル、（１０．２
）クロロネブ、（１０．３）ジクロラン、（１０．４）エジフェンホス、（１０．５）エ
トリジアゾール、（１０．６）ヨードカルブ（ｉｏｄｏｃａｒｂ）、（１０．７）イプロ
ベンホス、（１０．８）イソプロチオラン、（１０．９）プロパモカルブ、（１０．１０
）プロパモカルブ塩酸塩、（１０．１１）プロチオカルブ、（１０．１２）ピラゾホス、
（１０．１３）キントゼン、（１０．１４）テクナゼン、（１０．１５）トルクロホス－
メチル。
【００６９】
　（１１）　メラニン生合成の阻害薬、例えば、（１１．１）カルプロパミド、（１１．
２）ジクロシメット、（１１．３）フェノキサニル、（１１．４）フタリド、（１１．５
）ピロキロン、（１１．６）トリシクラゾール、（１１．７）｛３－メチル－１－［（４
－メチルベンゾイル）アミノ］ブタン－２－イル｝カルバミン酸２，２，２－トリフルオ
ロエチル。
【００７０】
　（１２）　核酸合成の阻害薬、例えば、（１２．１）ベナラキシル、（１２．２）ベナ
ラキシル－Ｍ（キララキシル（ｋｉｒａｌａｘｙｌ））、（１２．３）ブピリメート、（
１２．４）クロジラコン、（１２．５）ジメチリモール、（１２．６）エチリモール、（
１２．７）フララキシル、（１２．８）ヒメキサゾール、（１２．９）メタラキシル、（
１２．１０）メタラキシル－Ｍ（メフェノキサム）、（１２．１１）オフラセ、（１２．
１２）オキサジキシル、（１２．１３）オキソリン酸，（１２．１４）オクチリノン。
【００７１】
　（１３）　シグナル伝達の阻害薬、例えば、（１３．１）クロゾリネート、（１３．２
）フェンピクロニル、（１３．３）フルジオキソニル、（１３．４）イプロジオン、（１
３．５）プロシミドン、（１３．６）キノキシフェン、（１３．７）ビンクロゾリン、（
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１３．８）プロキナジド。
【００７２】
　（１４）　脱共役剤として作用し得る化合物、例えば、（１４．１）ビナパクリル、（
１４．２）ジノカップ、（１４．３）フェリムゾン、（１４．４）フルアジナム、（１４
．５）メプチルジノカップ（１３１－７２－６）。
【００７３】
　（１５）　さらなる化合物、例えば、（１５．１）ベンチアゾール、（１５．２）ベト
キサジン、（１５．３）カプシマイシン（ｃａｐｓｉｍｙｃｉｎ）、（１５．４）カルボ
ン、（１５．５）キノメチオネート、（１５．６）ピリオフェノン（クラザフェノン（ｃ
ｈｌａｚａｆｅｎｏｎｅ））、（１５．７）クフラネブ、（１５．８）シフルフェナミド
、（１５．９）シモキサニル、（１５．１０）シプロスルファミド、（１５．１１）ダゾ
メット、（１５．１２）デバカルブ、（１５．１３）ジクロロフェン、（１５．１４）ジ
クロメジン、（１５．１５）ジフェンゾコート、（１５．１６）ジフェンゾコートメチル
硫酸塩、（１５．１７）ジフェニルアミン、（１５．１８）エコメイト、（１５．１９）
フェンピラザミン、（１５．２０）フルメトベル、（１５．２１）フルオルイミド、（１
５．２２）フルスルファミド、（１５．２３）フルチアニル、（１５．２４）ホセチル－
アルミニウム、（１５．２５）ホセチル－カルシウム、（１５．２６）ホセチル－ナトリ
ウム、（１５．２７）ヘキサクロロベンゼン、（１５．２８）イルママイシン、（１５．
２９）メタスルホカルブ、（１５．３０）イソチオシアン酸メチル、（１５．３１）メト
ラフェノン、（１５．３２）ミルディオマイシン、（１５．３３）ナタマイシン、（１５
．３４）ジメチルジチオカルバミン酸ニッケル、（１５．３５）ニトロタル－イソプロピ
ル、（１５．３６）オクチリノン、（１５．３７）オキサモカルブ（ｏｘａｍｏｃａｒｂ
）、（１５．３８）オキシフェンチイン（ｏｘｙｆｅｎｔｈｉｉｎ）、（１５．３９）ペ
ンタクロロフェノール及び塩、（１５．４０）フェノトリン、（１５．４１）亜リン酸及
びその塩、（１５．４２）プロパモカルブ－ホセチレート（ｐｒｏｐａｍｏｃａｒｂ－ｆ
ｏｓｅｔｙｌａｔｅ）、（１５．４３）プロパノシン－ナトリウム（ｐｒｏｐａｎｏｓｉ
ｎｅ－ｓｏｄｉｕｍ）、（１５．４４）ピリモルフ、（１５．４５）（２Ｅ）－３－（４
－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）－３－（２－クロロピリジン－４－イル）－１－（モルホ
リン－４－イル）プロパ－２－エン－１－オン、（１５．４６）（２Ｚ）－３－（４－ｔ
ｅｒｔ－ブチルフェニル）－３－（２－クロロピリジン－４－イル）－１－（モルホリン
－４－イル）プロパ－２－エン－１－オン、（１５．４７）ピロールニトリン、（１５．
４８）テブフロキン、（１５．４９）テクロフタラム、（１５．５０）トルニファニド、
（１５．５１）トリアゾキシド、（１５．５２）トリクラミド、（１５．５３）ザリラミ
ド、（１５．５４）（３Ｓ，６Ｓ，７Ｒ，８Ｒ）－８－ベンジル－３－［（｛３－［（イ
ソブチリルオキシ）メトキシ］－４－メトキシピリジン－２－イル｝カルボニル）アミノ
］－６－メチル－４，９－ジオキソ－１，５－ジオキソナン－７－イル　２－メチルプロ
パノエート、（１５．５５）１－（４－｛４－［（５Ｒ）－５－（２，６－ジフルオロフ
ェニル）－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－１，３－チアゾール
－２－イル｝ピペリジン－１－イル）－２－［５－メチル－３－（トリフルオロメチル）
－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］エタノン、（１５．５６）１－（４－｛４－［（５Ｓ）
－５－（２，６－ジフルオロフェニル）－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３
－イル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ピペリジン－１－イル）－２－［５－メチル
－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］エタノン、（１５．５７
）１－（４－｛４－［５－（２，６－ジフルオロフェニル）－４，５－ジヒドロ－１，２
－オキサゾール－３－イル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ピペリジン－１－イル）
－２－［５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］エタ
ノン、（１５．５８）１－（４－メトキシフェノキシ）－３，３－ジメチルブタン－２－
イル　１Ｈ－イミダゾール－１－カルボキシレート、（１５．５９）２，３，５，６－テ
トラクロロ－４－（メチルスルホニル）ピリジン、（１５．６０）２，３－ジブチル－６
－クロロチエノ［２，３－ｄ］ピリミジン－４（３Ｈ）－オン、（１５．６１）２，６－
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ジメチル－１Ｈ，５Ｈ－［１，４］ジチイノ［２，３－ｃ：５，６－ｃ’］ジピロール－
１，３，５，７（２Ｈ，６Ｈ）－テトロン、（１５．６２）２－［５－メチル－３－（ト
リフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］－１－（４－｛４－［（５Ｒ）－５
－フェニル－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－１，３－チアゾー
ル－２－イル｝ピペリジン－１－イル）エタノン、（１５．６３）２－［５－メチル－３
－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］－１－（４－｛４－［（５Ｓ
）－５－フェニル－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－１，３－チ
アゾール－２－イル｝ピペリジン－１－イル）エタノン、（１５．６４）２－［５－メチ
ル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］－１－｛４－［４－（
５－フェニル－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル）－１，３－チアゾ
ール－２－イル］ピペリジン－１－イル｝エタノン、（１５．６５）２－ブトキシ－６－
ヨード－３－プロピル－４Ｈ－クロメン－４－オン、（１５．６６）２－クロロ－５－［
２－クロロ－１－（２，６－ジフルオロ－４－メトキシフェニル）－４－メチル－１Ｈ－
イミダゾール－５－イル］ピリジン、（１５．６７）２－フェニルフェノール及び塩、（
１５．６８）３－（４，４，５－トリフルオロ－３，３－ジメチル－３，４－ジヒドロイ
ソキノリン－１－イル）キノリン、（１５．６９）３，４，５－トリクロロピリジン－２
，６－ジカルボニトリル、（１５．７０）３－クロロ－５－（４－クロロフェニル）－４
－（２，６－ジフルオロフェニル）－６－メチルピリダジン、（１５．７１）４－（４－
クロロフェニル）－５－（２，６－ジフルオロフェニル）－３，６－ジメチルピリダジン
、（１５．７２）５－アミノ－１，３，４－チアジアゾール－２－チオール、（１５．７
３）５－クロロ－Ｎ’－フェニル－Ｎ’－（プロパ－２－イン－１－イル）チオフェン－
２－スルホノヒドラジド、（１５．７４）５－フルオロ－２－［（４－フルオロベンジル
）オキシ］ピリミジン－４－アミン、（１５．７５）５－フルオロ－２－［（４－メチル
ベンジル）オキシ］ピリミジン－４－アミン、（１５．７６）５－メチル－６－オクチル
［１，２，４］トリアゾロ［１，５－ａ］ピリミジン－７－アミン、（１５．７７）（２
Ｚ）－３－アミノ－２－シアノ－３－フェニルアクリル酸エチル、（１５．７８）Ｎ’－
（４－｛［３－（４－クロロベンジル）－１，２，４－チアジアゾール－５－イル］オキ
シ｝－２，５－ジメチルフェニル）－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイミドホルムアミド、（１
５．７９）Ｎ－（４－クロロベンジル）－３－［３－メトキシ－４－（プロパ－２－イン
－１－イルオキシ）フェニル］プロパンアミド、（１５．８０）Ｎ－［（４－クロロフェ
ニル）（シアノ）メチル］－３－［３－メトキシ－４－（プロパ－２－イン－１－イルオ
キシ）フェニル］プロパンアミド、（１５．８１）Ｎ－［（５－ブロモ－３－クロロピリ
ジン－２－イル）メチル］－２，４－ジクロロニコチンアミド、（１５．８２）Ｎ－［１
－（５－ブロモ－３－クロロピリジン－２－イル）エチル］－２，４－ジクロロニコチン
アミド、（１５．８３）Ｎ－［１－（５－ブロモ－３－クロロピリジン－２－イル）エチ
ル］－２－フルオロ－４－ヨードニコチンアミド、（１５．８４）Ｎ－｛（Ｅ）－［（シ
クロプロピルメトキシ）イミノ］［６－（ジフルオロメトキシ）－２，３－ジフルオロフ
ェニル］メチル｝－２－フェニルアセトアミド、（１５．８５）Ｎ－｛（Ｚ）－［（シク
ロプロピルメトキシ）イミノ］［６－（ジフルオロメトキシ）－２，３－ジフルオロフェ
ニル］メチル｝－２－フェニルアセトアミド、（１５．８６）Ｎ’－｛４－［（３－ｔｅ
ｒｔ－ブチル－４－シアノ－１，２－チアゾール－５－イル）オキシ］－２－クロロ－５
－メチルフェニル｝－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイミドホルムアミド、（１５．８７）Ｎ－
メチル－２－（１－｛［５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－
１－イル］アセチル｝ピペリジン－４－イル）－Ｎ－（１，２，３，４－テトラヒドロナ
フタレン－１－イル）－１，３－チアゾール－４－カルボキサミド、（１５．８８）Ｎ－
メチル－２－（１－｛［５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－
１－イル］アセチル｝ピペリジン－４－イル）－Ｎ－［（１Ｒ）－１，２，３，４－テト
ラヒドロナフタレン－１－イル］－１，３－チアゾール－４－カルボキサミド、（１５．
８９）Ｎ－メチル－２－（１－｛［５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピ
ラゾール－１－イル］アセチル｝ピペリジン－４－イル）－Ｎ－［（１Ｓ）－１，２，３
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，４－テトラヒドロナフタレン－１－イル］－１，３－チアゾール－４－カルボキサミド
、（１５．９０）｛６－［（｛［（１－メチル－１Ｈ－テトラゾール－５－イル）（フェ
ニル）メチレン］アミノ｝オキシ）メチル］ピリジン－２－イル｝カルバミン酸ペンチル
、（１５．９１）フェナジン－１－カルボン酸、（１５．９２）キノリン－８－オール、
（１５．９３）キノリン－８－オールスルフェート（２：１）、（１５．９４）｛６－［
（｛［（１－メチル－１Ｈ－テトラゾール－５－イル）（フェニル）メチレン］アミノ｝
オキシ）メチル］ピリジン－２－イル｝カルバミン酸ｔｅｒｔ－ブチル、（１５．９５）
１－メチル－３－（トリフルオロメチル）－Ｎ－［２’－（トリフルオロメチル）ビフェ
ニル－２－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１５．９６）Ｎ－（４’
－クロロビフェニル－２－イル）－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラ
ゾール－４－カルボキサミド、（１５．９７）Ｎ－（２’，４’－ジクロロビフェニル－
２－イル）－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキ
サミド、（１５．９８）３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－Ｎ－［４’－（トリフ
ルオロメチル）ビフェニル－２－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１
５．９９）Ｎ－（２’，５’－ジフルオロビフェニル－２－イル）－１－メチル－３－（
トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１５．１００）３－
（ジフルオロメチル）－１－メチル－Ｎ－［４’－（プロパ－１－イン－１－イル）ビフ
ェニル－２－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１５．１０１）５－フ
ルオロ－１，３－ジメチル－Ｎ－［４’－（プロパ－１－イン－１－イル）ビフェニル－
２－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１５．１０２）２－クロロ－Ｎ
－［４’－（プロパ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］ニコチンアミド、（
１５．１０３）３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－［４’－（３，３－ジメチルブタ－１－
イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボ
キサミド、（１５．１０４）Ｎ－［４’－（３，３－ジメチルブタ－１－イン－１－イル
）ビフェニル－２－イル］－５－フルオロ－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－
カルボキサミド、（１５．１０５）３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－（４’－エチニルビ
フェニル－２－イル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１５．
１０６）Ｎ－（４’－エチニルビフェニル－２－イル）－５－フルオロ－１，３－ジメチ
ル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１５．１０７）２－クロロ－Ｎ－（４’
－エチニルビフェニル－２－イル）ニコチンアミド、（１５．１０８）２－クロロ－Ｎ－
［４’－（３，３－ジメチルブタ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］ニコチ
ンアミド、（１５．１０９）４－（ジフルオロメチル）－２－メチル－Ｎ－［４’－（ト
リフルオロメチル）ビフェニル－２－イル］－１，３－チアゾール－５－カルボキサミド
、（１５．１１０）５－フルオロ－Ｎ－［４’－（３－ヒドロキシ－３－メチルブタ－１
－
イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－
カルボキサミド、（１５．１１１）２－クロロ－Ｎ－［４’－（３－ヒドロキシ－３－メ
チルブタ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］ニコチンアミド、（１５．１１
２）３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－［４’－（３－メトキシ－３－メチルブタ－１－イ
ン－１－イル）ビフェニル－２－イル］－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキ
サミド、（１５．１１３）５－フルオロ－Ｎ－［４’－（３－メトキシ－３－メチルブタ
－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール
－４－カルボキサミド、（１５．１１４）２－クロロ－Ｎ－［４’－（３－メトキシ－３
－メチルブタ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］ニコチンアミド、（１５．
１１５）（５－ブロモ－２－メトキシ－４－メチルピリジン－３－イル）（２，３，４－
トリメトキシ－６－メチルフェニル）メタノン、（１５．１１６）Ｎ－［２－（４－｛［
３－（４－クロロフェニル）プロパ－２－イン－１－イル］オキシ｝－３－メトキシフェ
ニル）エチル］－Ｎ２－（メチルスルホニル）バリンアミド、（１５．１１７）４－オキ
ソ－４－［（２－フェニルエチル）アミノ］ブタン酸、（１５．１１８）ブタ－３－イン
－１－イル　｛６－［（｛［（Ｚ）－（１－メチル－１Ｈ－テトラゾール－５－イル）（
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フェニル）メチレン］アミノ｝オキシ）メチル］ピリジン－２－イル｝カルバメート、（
１５．１１９）４－アミノ－５－フルオロピリミジン－２－オール（メソメリック形態：
４－アミノ－５－フルオロピリミジン－２（１Ｈ）－オン）、（１５．１２０）３，４，
５－トリヒドロキシ安息香酸プロピル、（１５．１２１）１，３－ジメチル－Ｎ－（１，
１，３－トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル）－１Ｈ－ピラゾー
ル－４－カルボキサミド、（１５．１２２）１，３－ジメチル－Ｎ－［（３Ｒ）－１，１
，３－トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル］－１Ｈ－ピラゾール
－４－カルボキサミド、（１５．１２３）１，３－ジメチル－Ｎ－［（３Ｓ）－１，１，
３－トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル］－１Ｈ－ピラゾール－
４－カルボキサミド、（１５．１２４）［３－（４－クロロ－２－フルオロフェニル）－
５－（２，４－ジフルオロフェニル）－１，２－オキサゾール－４－イル］（ピリジン－
３－イル）メタノール、（１５．１２５）（Ｓ）－［３－（４－クロロ－２－フルオロフ
ェニル）－５－（２，４－ジフルオロフェニル）－１，２－オキサゾール－４－イル］（
ピリジン－３－イル）メタノール、（１５．１２６）（Ｒ）－［３－（４－クロロ－２－
フルオロフェニル）－５－（２，４－ジフルオロフェニル）－１，２－オキサゾール－４
－イル］（ピリジン－３－イル）メタノール、（１５．１２７）２－｛［３－（２－クロ
ロフェニル）－２－（２，４－ジフルオロフェニル）オキシラン－２－イル］メチル｝－
２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４－トリアゾール－３－チオン、（１５．１２８）１
－｛［３－（２－クロロフェニル）－２－（２，４－ジフルオロフェニル）オキシラン－
２－イル］メチル｝－１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－５－イルチオシアネート、（１
５．１２９）５－（アリルスルファニル）－１－｛［３－（２－クロロフェニル）－２－
（２，４－ジフルオロフェニル）オキシラン－２－イル］メチル｝－１Ｈ－１，２，４－
トリアゾール、（１５．１３０）２－［１－（２，４－ジクロロフェニル）－５－ヒドロ
キシ－２，６，６－トリメチルヘプタン－４－イル］－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２
，４－トリアゾール－３－チオン、（１５．１３１）２－｛［ｒｅｌ（２Ｒ，３Ｓ）－３
－（２－クロロフェニル）－２－（２，４－ジフルオロフェニル）オキシラン－２－イル
］メチル｝－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４－トリアゾール－３－チオン、（１５
．１３２）２－｛［ｒｅｌ（２Ｒ，３Ｒ）－３－（２－クロロフェニル）－２－（２，４
－ジフルオロフェニル）オキシラン－２－イル］メチル｝－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１
，２，４－トリアゾール－３－チオン、（１５．１３３）１－｛［ｒｅｌ（２Ｒ，３Ｓ）
－３－（２－クロロフェニル）－２－（２，４－ジフルオロフェニル）オキシラン－２－
イル］メチル｝－１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－５－イルチオシアネート、（１５．
１３４）１－｛［ｒｅｌ（２Ｒ，３Ｒ）－３－（２－クロロフェニル）－２－（２，４－
ジフルオロフェニル）オキシラン－２－イル］メチル｝－１Ｈ－１，２，４－トリアゾー
ル－５－イルチオシアネート、（１５．１３５）５－（アリルスルファニル）－１－｛［
ｒｅｌ（２Ｒ，３Ｓ）－３－（２－クロロフェニル）－２－（２，４－ジフルオロフェニ
ル）オキシラン－２－イル］メチル｝－１Ｈ－１，２，４－トリアゾール、（１５．１３
６）５－（アリルスルファニル）－１－｛［ｒｅｌ（２Ｒ，３Ｒ）－３－（２－クロロフ
ェニル）－２－（２，４－ジフルオロフェニル）オキシラン－２－イル］メチル｝－１Ｈ
－１，２，４－トリアゾール、（１５．１３７）２－［（２Ｓ，４Ｓ，５Ｓ）－１－（２
，４－ジクロロフェニル）－５－ヒドロキシ－２，６，６－トリメチルヘプタン－４－イ
ル］－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４－トリアゾール－３－チオン、（１５．１３
８）２－［（２Ｒ，４Ｓ，５Ｓ）－１－（２，４－ジクロロフェニル）－５－ヒドロキシ
－２，６，６－トリメチルヘプタン－４－イル］－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４
－トリアゾール－３－チオン、（１５．１３９）２－［（２Ｒ，４Ｒ，５Ｒ）－１－（２
，４－ジクロロフェニル）－５－ヒドロキシ－２，６，６－トリメチルヘプタン－４－イ
ル］－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４－トリアゾール－３－チオン、（１５．１４
０）２－［（２Ｓ，４Ｒ，５Ｒ）－１－（２，４－ジクロロフェニル）－５－ヒドロキシ
－２，６，６－トリメチルヘプタン－４－イル］－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４
－トリアゾール－３－チオン、（１５．１４１）２－［（２Ｓ，４Ｓ，５Ｒ）－１－（２
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，４－ジクロロフェニル）－５－ヒドロキシ－２，６，６－トリメチルヘプタン－４－イ
ル］－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４－トリアゾール－３－チオン、（１５．１４
２）２－［（２Ｒ，４Ｓ，５Ｒ）－１－（２，４－ジクロロフェニル）－５－ヒドロキシ
－２，６，６－トリメチルヘプタン－４－イル］－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４
－トリアゾール－３－チオン、（１５．１４３）２－［（２Ｒ，４Ｒ，５Ｓ）－１－（２
，４－ジクロロフェニル）－５－ヒドロキシ－２，６，６－トリメチルヘプタン－４－イ
ル］－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４－トリアゾール－３－チオン、（１５．１４
４）２－［（２Ｓ，４Ｒ，５Ｓ）－１－（２，４－ジクロロフェニル）－５－ヒドロキシ
－２，６，６－トリメチルヘプタン－４－イル］－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４
－トリアゾール－３－チオン、（１５．１４５）２－フルオロ－６－（トリフルオロメチ
ル）－Ｎ－（１，１，３－トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル）
ベンズアミド、（１５．１４６）２－（６－ベンジルピリジン－２－イル）キナゾリン、
（１５．１４７）２－［６－（３－フルオロ－４－メトキシフェニル）－５－メチルピリ
ジン－２－イル］キナゾリン、（１５．１４８）３－（４，４－ジフルオロ－３，３－ジ
メチル－３，４－ジヒドロイソキノリン－１－イル）キノリン、（１５．１４９）アブシ
ジン酸。
【００７４】
　上記で挙げられているクラス（１）～クラス（１５）の全ての混合相手剤は、それらが
有している官能基によって可能である場合には、適切な塩基又は酸と塩を形成することが
できる。
【００７５】
　（Ｂ）殺虫剤
　本明細書中において「一般名」で特定されている活性成分は、既知であり、そして、例
えば、「Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｍａｎｕａｌ」（“Ｔｈｅ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｍａｎ
ｕａｌ”　１４ｔｈ　Ｅｄ．，　Ｂｒｉｔｉｓｈ　Ｃｒｏｐ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　Ｃ
ｏｕｎｃｉｌ　２００６）に記載されているか、又は、インターネット上で検索すること
ができる（例えば、「ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ａｌａｎｗｏｏｄ．ｎｅｔ／ｐｅｓｔｉｃ
ｉｄｅｓ」）。
【００７６】
　（１）　アセチルコリンエステラーゼ（ＡＣｈＥ）阻害薬、例えば、
　カーバメート系、例えば、アラニカルブ（ＩＩ－１－１）、アルジカルブ（ＩＩ－１－
２）、ベンジオカルブ（ＩＩ－１－３）、ベンフラカルブ（ＩＩ－１－４）、ブトカルボ
キシム（ＩＩ－１－５）、ブトキシカルボキシム（ＩＩ－１－６）、カルバリル（ＩＩ－
１－７）、カルボフラン（ＩＩ－１－８）、カルボスルファン（ＩＩ－１－９）、エチオ
フェンカルブ（ＩＩ－１－１０）、フェノブカルブ（ＩＩ－１－１１）、ホルメタネート
（ＩＩ－１－１２）、フラチオカルブ（ＩＩ－１－１３）、イソプロカルブ（ＩＩ－１－
１４）、メチオカルブ（ＩＩ－１－１５）、メソミル（ＩＩ－１－１６）、メトルカルブ
（ＩＩ－１－１７）、オキサミル（ＩＩ－１－１８）、ピリミカーブ（ＩＩ－１－１９）
、プロポクスル（ＩＩ－１－２０）、チオジカルブ（ＩＩ－１－２１）、チオファノック
ス（ＩＩ－１－２２）、トリアザメート（ＩＩ－１－２３）、トリメタカルブ（ＩＩ－１
－２４）、ＸＭＣ（ＩＩ－１－２５）、及び、キシリルカルブ（ＩＩ－１－２６）；又は
、
　有機リン酸エステル系、例えば、アセフェート（ＩＩ－１－２７）、アザメチホス（Ｉ
Ｉ－１－２８）、アジンホス－エチル（ＩＩ－１－２９）、アジンホス－メチル（ＩＩ－
１－３０）、カズサホス（ＩＩ－１－３１）、クロルエトキシホス（ＩＩ－１－３２）、
クロルフェンビンホス（ＩＩ－１－３３）、クロルメホス（ＩＩ－１－３４）、クロルピ
リホス（ＩＩ－１－３５）、クロルピリホス－メチル（ＩＩ－１－３６）、クマホス（Ｉ
Ｉ－１－３７）、シアノホス（ＩＩ－１－３８）、ジメトン－Ｓ－メチル（ＩＩ－１－３
９）、ダイアジノン（ＩＩ－１－４０）、ジクロルボス／ＤＤＶＰ（ＩＩ－１－４１）、
ジクロトホス（ＩＩ－１－４２）、ジメトエート（ＩＩ－１－４３）、ジメチルビンホス
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（ＩＩ－１－４４）、ダイスルホトン（ＩＩ－１－４５）、ＥＰＮ（ＩＩ－１－４６）、
エチオン（ＩＩ－１－４７）、エトプロホス（ＩＩ－１－４８）、ファムフール（ＩＩ－
１－４９）、フェナミホス（ＩＩ－１－５０）、フェニトロチオン（ＩＩ－１－５１）、
フェンチオン（ＩＩ－１－５２）、ホスチアゼート（ＩＩ－１－５３）、ヘプテノホス（
ＩＩ－１－５４）、イミシアホス（ＩＩ－１－５５）、イソフェンホス（ＩＩ－１－５６
）、Ｏ－（メトキシアミノチオホスホリル）サリチル酸イソプロピル（ＩＩ－１－５７）
、イソキサチオン（ＩＩ－１－５８）、マラチオン（ＩＩ－１－５９）、メカルバム（Ｉ
Ｉ－１－６０）、メタミドホス（ＩＩ－１－６１）、メチダチオン（ＩＩ－１－６２）、
メビンホス（ＩＩ－１－６３）、モノクロトホス（ＩＩ－１－６４）、ナレド（ＩＩ－１
－６５）、オメトエート（ＩＩ－１－６６）、オキシジメトン－メチル（ＩＩ－１－６７
）、パラチオン（ＩＩ－１－６８）、パラチオン－メチル（ＩＩ－１－６９）、フェント
エート（ＩＩ－１－７０）、ホレート（ＩＩ－１－７１）、ホサロン（ＩＩ－１－７２）
、ホスメット（ＩＩ－１－７３）、ホスファミドン（ＩＩ－１－７４）、ホキシム（ＩＩ
－１－７５）、ピリミホス－メチル（ＩＩ－１－７６）、プロフェノホス（ＩＩ－１－７
７）、プロペタムホス（ＩＩ－１－７８）、プロチオホス（ＩＩ－１－７９）、ピラクロ
ホス（ＩＩ－１－８０）、ピリダフェンチオン（ＩＩ－１－８１）、キナルホス（ＩＩ－
１－８２）、スルホテップ（ＩＩ－１－８３）、テブピリムホス（ＩＩ－１－８４）、テ
メホス（ＩＩ－１－８５）、テルブホス（ＩＩ－１－８６）、テトラクロルビンホス（Ｉ
Ｉ－１－８７）、チオメトン（ＩＩ－１－８８）、トリアゾホス（ＩＩ－１－８９）、ト
リクロルホン（ＩＩ－１－９０）、及び、バミドチオン（ＩＩ－１－９１）。
【００７７】
　（２）　ＧＡＢＡ制御塩化物チャンネル拮抗薬、例えば、
　シクロジエン有機塩素系、例えば、クロルダン（ＩＩ－２－１）、及び、エンドスルフ
ァン（ＩＩ－２－２）；又は、
　フェニルピラゾール系（フィプロール系）、例えば、エチプロール（ＩＩ－２－３）、
及び、フィプロニル（ＩＩ－２－４）。
【００７８】
　（３）　ナトリウムチャンネルモジュレーター／電位依存性ナトリウムチャンネル遮断
薬、例えば、
　ピレスロイド系、例えば、アクリナトリン（ＩＩ－３－１）、アレスリン（ＩＩ－３－
２）、ｄ－シス－トランスアレスリン（ＩＩ－３－３）、ｄ－トランスアレスリン（ＩＩ
－３－４）、ビフェントリン（ＩＩ－３－５）、ビオアレスリン（ＩＩ－３－６）、ビオ
アレスリン　Ｓ－シクロペンテニル異性体（ＩＩ－３－７）、ビオレスメトリン（ＩＩ－
３－８）、シクロプロトリン（ＩＩ－３－９）、シフルトリン（ＩＩ－３－１０）、ベー
タ－シフルトリン（ＩＩ－３－１１）、シハロトリン（ＩＩ－３－１２）、ラムダ－シハ
ロトリン（ＩＩ－３－１３）、ガンマ－シハロトリン（ＩＩ－３－１４）、シペルメトリ
ン（ＩＩ－３－１５）、アルファ－シペルメトリン（ＩＩ－３－１６）、ベータ－シペル
メトリン（ＩＩ－３－１７）、シータ－シペルメトリン（ＩＩ－３－１８）、ゼータ－シ
ペルメトリン（ＩＩ－３－１９）、シフェノトリン［（１Ｒ）－トランス異性体］（ＩＩ
－３－２０）、デルタメトリン（ＩＩ－３－２１）、エムペントリン［（ＥＺ）－（１Ｒ
）異性体］（ＩＩ－３－２２）、エスフェンバレレート（ＩＩ－３－２３）、エトフェン
プロックス（ＩＩ－３－２４）、フェンプロパトリン（ＩＩ－３－２５）、フェンバレレ
ート（ＩＩ－３－２６）、フルシトリネート（ＩＩ－３－２７）、フルメトリン（ＩＩ－
３－２８）、タウ－フルバリネート（ＩＩ－３－２９）、ハルフェンプロックス（ＩＩ－
３－３０）、イミプロトリン（ＩＩ－３－３１）、カデトリン（ＩＩ－３－３２）、ペル
メトリン（ＩＩ－３－３３）、フェノトリン［（１Ｒ）－トランス異性体）］（ＩＩ－３
－３４）、プラレトリン（ＩＩ－３－３５）、ピレトリン（除虫菊（ｐｙｒｅｔｈｒｕｍ
））（ＩＩ－３－３６）、レスメトリン（ＩＩ－３－３７）、シラフルオフェン（ＩＩ－
３－３８）、テフルトリン（ＩＩ－３－３９）、テトラメトリン（ＩＩ－３－４０）、テ
トラメトリン［（１Ｒ）異性体］（ＩＩ－３－４１）、トラロメトリン（ＩＩ－３－４２
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）、及び、トランスフルトリン（ＩＩ－３－４３）；又は、
　ＤＤＴ（ＩＩ－３－４４）；又は、メトキシクロル（ＩＩ－３－４５）。
【００７９】
　（４）　ニコチン性アセチルコリン受容体（ｎＡＣｈＲ）作動薬、例えば、
　ネオニコチノイド系、例えば、アセタミプリド（ＩＩ－４－１）、クロチアニジン（Ｉ
Ｉ－４－２）、ジノテフラン（ＩＩ－４－３）、イミダクロプリド（ＩＩ－４－４）、ニ
テンピラム（ＩＩ－４－５）、チアクロプリド（ＩＩ－４－６）、及び、チアメトキサム
（ＩＩ－４－７）；又は、
　ニコチン（ＩＩ－４－８）；又は、
　スルホキサフロル（ＩＩ－４－９）。
【００８０】
　（５）　ニコチン性アセチルコリン受容体（ｎＡＣｈＲ）アロステリック活性化薬、例
えば、
　スピノシン系、例えば、スピネトラム（ＩＩ－５－１）、及び、スピノサド（ＩＩ－５
－２）。
【００８１】
　（６）　塩化物チャンネル活性化薬、例えば、
　アベルメクチン系／ミルベマイシン系、例えば、アバメクチン（ＩＩ－６－１）、エマ
メクチン安息香酸塩（ＩＩ－６－２）、レピメクチン（ＩＩ－６－３）、及び、ミルベメ
クチン（ＩＩ－６－４）。
【００８２】
　（７）　幼若ホルモンミミック、例えば、
　幼若ホルモン類似体、例えば、ハイドロプレン（ＩＩ－７－１）、キノプレン（ＩＩ－
７－２）、及び、メトプレン（ＩＩ－７－３）；又は、
　フェノキシカルブ（ＩＩ－７－４）；又は、ピリプロキシフェン（ＩＩ－７－５）。
【００８３】
　（８）　種々の非特異的（多部位）阻害薬、例えば、
　ハロゲン化アルキル系、例えば、臭化メチル（ＩＩ－８－１）、及び、別のハロゲン化
アルキル；又は、
　クロロピクリン（ＩＩ－８－２）；又は、フッ化スルフリル（ＩＩ－８－３）；又は、
ホウ砂（ＩＩ－８－４）；又は、吐酒石（ＩＩ－８－５）。
【００８４】
　（９）　選択的同翅類摂食阻害薬、例えば、
　ピメトロジン（ＩＩ－９－１）；又は、フロニカミド（ＩＩ－９－２）。
【００８５】
　（１０）　ダニ成長阻害薬、例えば、
　クロフェンテジン（ＩＩ－１０－１）、ヘキシチアゾクス（ＩＩ－１０－２）、及び、
ジフロビダジン（ＩＩ－１０－３）；又は、
　エトキサゾール（ＩＩ－１０－４）。
【００８６】
　（１２）　ミトコンドリアＡＴＰシンターゼの阻害薬、例えば、
　ジアフェンチウロン（ＩＩ－１２－１）；又は、
　有機スズ系殺ダニ薬、例えば、アゾシクロチン（ＩＩ－１２－２）、シヘキサチン（Ｉ
Ｉ－１２－３）、及び、酸化フェンブタスズ（ＩＩ－１２－４）；又は、
　プロパルギット（ＩＩ－１２－５）；又は、テトラジホン（ＩＩ－１２－６）。
【００８７】
　（１３）　プロトン勾配を破壊することによる酸化的リン酸化の脱共役剤、例えば、
　クロルフェナピル（ＩＩ－１３－１）、ＤＮＯＣ（ＩＩ－１３－２）、及び、スルフル
ラミド（ＩＩ－１３－３）。
【００８８】
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　（１４）　ニコチン性アセチルコリン受容体（ｎＡＣｈＲ）チャンネル遮断薬、例えば
、
　ベンスルタップ（ＩＩ－１４－１）、カルタップ塩酸塩（ＩＩ－１４－２）、チオシク
ラム（ＩＩ－１４－３）、及び、チオスルタップ－ナトリウム（ＩＩ－１４－４）。
【００８９】
　（１５）　キチン生合成の阻害薬（タイプ０）、例えば、
　ビストリフルロン（ＩＩ－１５－１）、クロルフルアズロン（ＩＩ－１５－２）、ジフ
ルベンズロン（ＩＩ－１５－３）、フルシクロクスロン（ＩＩ－１５－４）、フルフェノ
クスロン（ＩＩ－１５－５）、ヘキサフルムロン（ＩＩ－１５－６）、ルフェヌロン（Ｉ
Ｉ－１５－７）、ノバルロン（ＩＩ－１５－８）、ノビフルムロン（ＩＩ－１５－９）、
テフルベンズロン（ＩＩ－１５－１０）、及び、トリフルムロン（ＩＩ－１５－１１）。
【００９０】
　（１６）　キチン生合成の阻害薬（タイプ１）、例えば、
　ブプロフェジン（ＩＩ－１６－１）。
【００９１】
　（１７）　脱皮撹乱剤（ｍｏｕｌｔｉｎｇ　ｄｉｓｒｕｐｔｏｒ）、例えば、
　シロマジン（ＩＩ－１７－１）。
【００９２】
　（１８）　エクジソン受容体作動薬、例えば、
　クロマフェノジド（ＩＩ－１８－１）、ハロフェノジド（ＩＩ－１８－２）、メトキシ
フェノジド（ＩＩ－１８－３）、及び、テブフェノジド（ＩＩ－１８－４）。
【００９３】
　（１９）　オクトパミン受容体作動薬、例えば、
　アミトラズ（ＩＩ－１９－１）。
【００９４】
　（２０）　ミトコンドリア複合体ＩＩＩ電子伝達阻害薬、例えば、
　ヒドラメチルノン（ＩＩ－２０－１）；又は、アセキノシル（ＩＩ－２０－２）；又は
、フルアクリピリム（ＩＩ－２０－３）。
【００９５】
　（２１）　ミトコンドリア複合体Ｉ電子伝達阻害薬、例えば、
　ＭＥＴＩ殺ダニ剤、例えば、フェナザキン（ＩＩ－２１－１）、フェンピロキシメート
（ＩＩ－２１－２）、ピリミジフェン（ＩＩ－２１－３）、ピリダベン（ＩＩ－２１－４
）、テブフェンピラド（ＩＩ－２１－５）、及び、トルフェンピラド（ＩＩ－２１－６）
；又は、
　ロテノン（Ｄｅｒｒｉｓ）（ＩＩ－２１－７）。
【００９６】
　（２２）　電位依存性ナトリウムチャンネル遮断薬、例えば、
　インドキサカルブ（ＩＩ－２２－１）；又は、メタフルミゾン（ＩＩ－２２－２）。
【００９７】
　（２３）　アセチルＣｏＡカルボキシラーゼの阻害薬、例えば、
　テトロン酸誘導体及びテトラミン酸誘導体、例えば、スピロジクロフェン（ＩＩ－２３
－１）、スピロメシフェン（ＩＩ－２３－２）、及び、スピロテトラマト（ＩＩ－２３－
３）。
【００９８】
　（２４）　ミトコンドリア複合体ＩＶ電子伝達阻害薬、例えば、
　ホスフィン系、例えば、リン化アルミニウム（ＩＩ－２４－１）、リン化カルシウム（
ＩＩ－２４－２）、ホスフィン（ＩＩ－２４－３）、及び、リン化亜鉛（ＩＩ－２４－４
）；又は、
　シアン化物（ＩＩ－２４－５）。
【００９９】
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　（２５）　ミトコンドリア複合体ＩＩ電子伝達阻害薬、例えば、
　β－ケトニトリル誘導体、例えば、シエノピラフェン（ＩＩ－２５－１）、及び、シフ
ルメトフェン（ＩＩ－２５－２）。
【０１００】
　（２８）　リアノジン受容体モジュレーター、例えば、
　ジアミド系、例えば、クロラントラニリプロール（ＩＩ－２８－１）、シアントラニリ
プロール（ＩＩ－２８－２）、及び、フルベンジアミド（ＩＩ－２８－３）。
【０１０１】
　作用機序が知られていないか又は確定していないさらなる活性成分、例えば、アミドフ
ルメト（ＩＩ－２９－１）、アザジラクチン（ＩＩ－２９－２）、ベンクロチアズ（ＩＩ
－２９－３）、ベンゾキシメート（ＩＩ－２９－４）、ビフェナゼート（ＩＩ－２９－５
）、ブロモプロピレート（ＩＩ－２９－６）、キノメチオナート（ＩＩ－２９－７）、氷
晶石（ｃｒｙｏｌｉｔｅ）（ＩＩ－２９－８）、ジコホル（ＩＩ－２９－９）、ジフロビ
ダジン（ｄｉｆｌｏｖｉｄａｚｉｎ）（ＩＩ－２９－１０）、フルエンスルホン（ＩＩ－
２９－１１）、フルフェネリム（ＩＩ－２９－１２）、フルフィプロール（ｆｌｕｆｉｐ
ｒｏｌｅ）（ＩＩ－２９－１３）、フルオピラム（ＩＩ－２９－１４）、フフェノジド（
ｆｕｆｅｎｏｚｉｄｅ）（ＩＩ－２９－１５）、イミダクロチズ（ＩＩ－２９－１６）、
イプロジオン（ＩＩ－２９－１７）、メペルフルトリン（ｍｅｐｅｒｆｌｕｔｈｒｉｎ）
（ＩＩ－２９－１８）、ピリダリル（ＩＩ－２９－１９）、ピリフルキナゾン（ＩＩ－２
９－２０）、テトラメチルフルトリン（ｔｅｔｒａｍｅｔｈｙｌｆｌｕｔｈｒｉｎ）（Ｉ
Ｉ－２９－２１）、及び、ヨードメタン（ＩＩ－２９－２２）；　さらに、以下の既知活
性化合物のうちの１種類：３－ブロモ－Ｎ－｛２－ブロモ－４－クロロ－６－［（１－シ
クロプロピルエチル）カルバモイル］フェニル｝－１－（３－クロロピリジン－２－イル
）－１Ｈ－ピラゾール－５－カルボキサミド（ＩＩ－２９－２４）（ＷＯ２００５／０７
７９３４から既知）、４－｛［（６－ブロモピリジン－３－イル）メチル］（２－フルオ
ロエチル）アミノ｝フラン－２（５Ｈ）－オン（ＩＩ－２９－２５）（ＷＯ２００７／１
１５６４４から既知）、４－｛［（６－フルオロピリジン－３－イル）メチル］（２，２
－ジフルオロエチル）アミノ｝フラン－２（５Ｈ）－オン（ＩＩ－２９－２６）（ＷＯ２
００７／１１５６４４から既知）、４－｛［（２－クロロ－１，３－チアゾール－５－イ
ル）メチル］（２－フルオロエチル）アミノ｝フラン－２（５Ｈ）－オン（ＩＩ－２９－
２７）（ＷＯ２００７／１１５６４４から既知）、４－｛［（６－クロルピリジン－３－
イル）メチル］（２－フルオロエチル）アミノ｝フラン－２（５Ｈ）－オン（ＩＩ－２９
－２８）（ＷＯ２００７／１１５６４４から既知）、フルピラジフロン（ｆｌｕｐｙｒａ
ｄｉｆｕｒｏｎｅ）（ＩＩ－２９－２９）、４－｛［（６－クロル－５－フルオロピリジ
ン－３－イル）メチル］（メチル）アミノ｝フラン－２（５Ｈ）－オン（ＩＩ－２９－３
０）（ＷＯ２００７／１１５６４３から既知）、４－｛［（５，６－ジクロロピリジン－
３－イル）メチル］（２－フルオロエチル）アミノ｝フラン－２（５Ｈ）－オン（ＩＩ－
２９－３１）（ＷＯ２００７／１１５６４６から既知）、４－｛［（６－クロロ－５－フ
ルオロピリジン－３－イル）メチル］（シクロプロピル）アミノ｝フラン－２（５Ｈ）－
オン（ＩＩ－２９－３２）（ＷＯ２００７／１１５６４３から既知）、４－｛［（６－ク
ロロピリジン－３－イル）メチル］（シクロプロピル）アミノ｝フラン－２（５Ｈ）－オ
ン（ＩＩ－２９－３３）（ＥＰ－Ａ－０５３９５８８から既知）、４－｛［（６－クロル
ピリジン－３－イル）メチル］（メチル）アミノ｝フラン－２（５Ｈ）－オン（ＩＩ－２
９－３４）（ＥＰ－Ａ－０５３９５８８から既知）、｛［１－（６－クロロピリジン－３
－イル）エチル］（メチル）オキシド－λ４－スルファニリデン｝シアナミド（ＩＩ－２
９－３５）（ＷＯ２００７／１４９１３４から既知）及びそのジアステレオマー｛［（１
Ｒ）－１－（６－クロロピリジン－３－イル）エチル］（メチル）オキシド－λ４－スル
ファニリデン｝シアナミド（Ａ）（ＩＩ－２９－３６）及び｛［（１Ｓ）－１－（６－ク
ロロピリジン－３－イル）エチル］（メチル）オキシド－λ４－スルファニリデン｝シア
ナミド（Ｂ）（ＩＩ－２９－３７）（同様に、ＷＯ２００７／１４９１３４から既知）、
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並びに、ジアステレオマー［（Ｒ）－メチル（オキシド）｛（１Ｒ）－１－［６－（トリ
フルオロメチル）ピリジン－３－イル］エチル｝－λ４－スルファニリデン］シアナミド
（Ａ１）（ＩＩ－２９－３８）及び［（Ｓ）－メチル（オキシド）｛（１Ｓ）－１－［６
－（トリフルオロメチル）ピリジン－３－イル］エチル｝－λ４－スルファニリデン］シ
アナミド（Ａ２）（ＩＩ－２９－３９）（ジアステレオマーＡの群と称される）（ＷＯ２
０１０／０７４７４７、ＷＯ２０１０／０７４７５１から既知）、［（Ｒ）－メチル（オ
キシド）｛（１Ｓ）－１－［６－（トリフルオロメチル）ピリジン－３－イル］エチル｝
－λ４－スルファニリデン］シアナミド（Ｂ１）（ＩＩ－２９－４０）及び［（Ｓ）－メ
チル（オキシド）｛（１Ｒ）－１－［６－（トリフルオロメチル）ピリジン－３－イル］
エチル｝－λ４－スルファニリデン］シアナミド（Ｂ２）（ＩＩ－２９－４１）（ジアス
テレオマーＢの群と称される）（同様に、ＷＯ２０１０／０７４７４７、ＷＯ２０１０／
０７４７５１から既知）、並びに、１１－（４－クロロ－２，６－ジメチルフェニル）－
１２－ヒドロキシ－１，４－ジオキサ－９－アザジスピロ［４．２．４．２］テトラデカ
－１１－エン－１０－オン（ＩＩ－２９－４２）（ＷＯ２００６／０８９６３３から既知
）、３－（４’－フルオロ－２，４－ジメチルビフェニル－３－イル）－４－ヒドロキシ
－８－オキサ－１－アザスピロ［４．５］デカ－３－エン－２－オン（ＩＩ－２９－４３
）（ＷＯ２００８／０６７９１１から既知）、１－｛２－フルオロ－４－メチル－５－［
（２，２，２－トリフルオロエチル）スルフィニル］フェニル｝－３－（トリフルオロメ
チル）－１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－５－アミン（ＩＩ－２９－４４）（ＷＯ２０
０６／０４３６３５から既知）、アフィドピロペン（ＩＩ－２９－４５）（ＷＯ２００８
／０６６１５３から既知）、２－シアノ－３－（ジフルオロメトキシ）－Ｎ，Ｎ－ジメチ
ルベンゼンスルホンアミド（ＩＩ－２９－４６）（ＷＯ２００６／０５６４３３から既知
）、２－シアノ－３－（ジフルオロメトキシ）－Ｎ－メチルベンゼンスルホンアミド（Ｉ
Ｉ－２９－４７）（ＷＯ２００６／１００２８８から既知）、２－シアノ－３－（ジフル
オロメトキシ）－Ｎ－エチルベンゼンスルホンアミド（ＩＩ－２９－４８）（ＷＯ２００
５／０３５４８６から既知）、４－（ジフルオロメトキシ）－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－
１，２－ベンゾチアゾール－３－アミン　１，１－ジオキシド（ＩＩ－２９－４９）（Ｗ
Ｏ２００７／０５７４０７から既知）、Ｎ－［１－（２，３－ジメチルフェニル）－２－
（３，５－ジメチルフェニル）エチル］－４，５－ジヒドロ－１，３－チアゾール－２－
アミン（ＩＩ－２９－５０）（ＷＯ２００８／１０４５０３から既知）、｛１’－［（２
Ｅ）－３－（４－クロロフェニル）プロパ－２－エン－１－イル］－５－フルオロスピロ
［インドール－３，４’－ピペリジン］－１（２Ｈ）－イル｝（２－クロロピリジン－４
－イル）メタノン（ＩＩ－２９－５１）（ＷＯ２００３／１０６４５７から既知）、３－
（２，５－ジメチルフェニル）－４－ヒドロキシ－８－メトキシ－１，８－ジアザスピロ
［４．５］デカ－３－エン－２－オン（ＩＩ－２９－５２）（ＷＯ２００９／０４９８５
１から既知）、３－（２，５－ジメチルフェニル）－８－メトキシ－２－オキソ－１，８
－ジアザスピロ［４．５］デカ－３－エン－４－イル　エチル　カルボネート（ＩＩ－２
９－５３）（ＷＯ２００９／０４９８５１から既知）、４－（ブタ－２－イン－１－イル
オキシ）－６－（３，５－ジメチルピペリジン－１－イル）－５－フルオロピリミジン（
ＩＩ－２９－５４）（ＷＯ２００４／０９９１６０から既知）、（２，２，３，３，４，
４，５，５－オクタフルオロペンチル）（３，３，３－トリフルオロプロピル）マロノニ
トリル（ＩＩ－２９－５５）（ＷＯ２００５／０６３０９４から既知）、（２，２，３，
３，４，４，５，５－オクタフルオロペンチル）（３，３，４，４，４－ペンタフルオロ
ブチル）マロノニトリル（ＩＩ－２９－５６）（ＷＯ２００５／０６３０９４から既知）
、８－［２－（シクロプロピルメトキシ）－４－（トリフルオロメチル）フェノキシ］－
３－［６－（トリフルオロメチル）ピリダジン－３－イル］－３－アザビシクロ［３．２
．１］オクタン（ＩＩ－２９－５７）（ＷＯ２００７／０４０２８０から既知）、フロメ
トキン（ｆｌｏｍｅｔｏｑｕｉｎ）（ＩＩ－２９－５８）、ＰＦ１３６４（ＣＡＳ－Ｒｅ
ｇ．Ｎｏ．１２０４７７６－６０－２）（ＩＩ－２９－５９）（ＪＰ２０１０／０１８５
８６から既知）、５－［５－（３，５－ジクロロフェニル）－５－（トリフルオロメチル
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）－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－２－（１Ｈ－１，２，４－
トリアゾール－１－イル）ベンゾニトリル（ＩＩ－２９－６０）（ＷＯ２００７／０７５
４５９から既知）、５－［５－（２－クロロピリジン－４－イル）－５－（トリフルオロ
メチル）－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－２－（１Ｈ－１，２
，４－トリアゾール－１－イル）ベンゾニトリル（ＩＩ－２９－６１）（ＷＯ２００７／
０７５４５９から既知）、４－［５－（３，５－ジクロロフェニル）－５－（トリフルオ
ロメチル）－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－２－メチル－Ｎ－
｛２－オキソ－２－［（２，２，２－トリフルオロエチル）アミノ］エチル｝ベンズアミ
ド（ＩＩ－２９－６２）（ＷＯ２００５／０８５２１６から既知）、４－｛［（６－クロ
ロピリジン－３－イル）メチル］（シクロプロピル）アミノ｝－１，３－オキサゾール－
２（５Ｈ）－オン（ＩＩ－２９－６３）、４－｛［（６－クロロピリジン－３－イル）メ
チル］（２，２－ジフルオロエチル）アミノ｝－１，３－オキサゾール－２（５Ｈ）－オ
ン（ＩＩ－２９－６４）、４－｛［（６－クロロピリジン－３－イル）メチル］（エチル
）アミノ｝－１，３－オキサゾール－２（５Ｈ）－オン（ＩＩ－２９－６５）、４－｛［
（６－クロロピリジン－３－イル）メチル］（メチル）アミノ｝－１，３－オキサゾール
－２（５Ｈ）－オン（ＩＩ－２９－６６）（これらは、全て、ＷＯ２０１０／００５６９
２から既知）、ピフルブミド（ＩＩ－２９－６７）（ＷＯ２００２／０９６８８２から既
知）、２－［２－（｛［３－ブロモ－１－（３－クロロピリジン－２－イル）－１Ｈ－ピ
ラゾール－５－イル］カルボニル｝アミノ）－５－クロロ－３－メチルベンゾイル］－２
－メチルヒドラジンカルボン酸メチル（ＩＩ－２９－６８）（ＷＯ２００５／０８５２１
６から既知）、２－［２－（｛［３－ブロモ－１－（３－クロロピリジン－２－イル）－
１Ｈ－ピラゾール－５－イル］カルボニル｝アミノ）－５－シアノ－３－メチルベンゾイ
ル］－２－エチルヒドラジンカルボン酸メチル（ＩＩ－２９－６９）（ＷＯ２００５／０
８５２１６から既知）、２－［２－（｛［３－ブロモ－１－（３－クロロピリジン－２－
イル）－１Ｈ－ピラゾール－５－イル］カルボニル｝アミノ）－５－シアノ－３－メチル
ベンゾイル］－２－メチルヒドラジンカルボン酸メチル（ＩＩ－２９－７０）（ＷＯ２０
０５／０８５２１６から既知）、２－［３，５－ジブロモ－２－（｛［３－ブロモ－１－
（３－クロロピリジン－２－イル）－１Ｈ－ピラゾール－５－イル］カルボニル｝アミノ
）ベンゾイル］－１，２－ジエチルヒドラジンカルボン酸メチル（ＩＩ－２９－７１）（
ＷＯ２００５／０８５２１６から既知）、２－［３，５－ジブロモ－２－（｛［３－ブロ
モ－１－（３－クロロピリジン－２－イル）－１Ｈ－ピラゾール－５－イル］カルボニル
｝アミノ）ベンゾイル］－２－エチルヒドラジンカルボン酸メチル（ＩＩ－２９－７２）
（ＷＯ２００５／０８５２１６から既知）、（５ＲＳ，７ＲＳ；５ＲＳ，７ＳＲ）－１－
（６－クロロ－３－ピリジルメチル）－１，２，３，５，６，７－ヘキサヒドロ－７－メ
チル－８－ニトロ－５－プロポキシイミダゾ［１，２－ａ］ピリジン（ＩＩ－２９－７３
）（
ＷＯ２００７／１０１３６９から既知）、２－｛６－［２－（５－フルオロピリジン－３
－イル）－１，３－チアゾール－５－イル］ピリジン－２－イル｝ピリミジン（ＩＩ－２
９－７４）（ＷＯ２０１０／００６７１３から既知）、２－｛６－［２－（ピリジン－３
－イル）－１，３－チアゾール－５－イル］ピリジン－２－イル｝ピリミジン（ＩＩ－２
９－７５）（ＷＯ２０１０／００６７１３から既知）、１－（３－クロロピリジン－２－
イル）－Ｎ－［４－シアノ－２－メチル－６－（メチルカルバモイル）フェニル］－３－
｛［５－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－テトラゾール－１－イル］メチル｝－１Ｈ－ピ
ラゾール－５－カルボキサミド（ＩＩ－２９－７６）（ＷＯ２０１０／０６９５０２から
既知）、１－（３－クロロピリジン－２－イル）－Ｎ－［４－シアノ－２－メチル－６－
（メチルカルバモイル）フェニル］－３－｛［５－（トリフルオロメチル）－２Ｈ－テト
ラゾール－２－イル］メチル｝－１Ｈ－ピラゾール－５－カルボキサミド（ＩＩ－２９－
７７）（ＷＯ２０１０／０６９５０２から既知）、Ｎ－［２－（ｔｅｒｔ－ブチルカルバ
モイル）－４－シアノ－６－メチルフェニル］－１－（３－クロロピリジン－２－イル）
－３－｛［５－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－テトラゾール－１－イル］メチル｝－１
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Ｈ－ピラゾール－５－カルボキサミド（ＩＩ－２９－７８）（ＷＯ２０１０／０６９５０
２から既知）、Ｎ－［２－（ｔｅｒｔ－ブチルカルバモイル）－４－シアノ－６－メチル
フェニル］－１－（３－クロロピリジン－２－イル）－３－｛［５－（トリフルオロメチ
ル）－２Ｈ－テトラゾール－２－イル］メチル｝－１Ｈ－ピラゾール－５－カルボキサミ
ド（ＩＩ－２９－７９）（ＷＯ２０１０／０６９５０２から既知）、（１Ｅ）－Ｎ－［（
６－クロロピリジン－３－イル）メチル］－Ｎ’－シアノ－Ｎ－（２，２－ジフルオロエ
チル）エタンイミドアミド（ＩＩ－２９－８０）（ＷＯ２００８／００９３６０から既知
）、Ｎ－［２－（５－アミノ－１，３，４－チアジアゾール－２－イル）－４－クロロ－
６－メチルフェニル］－３－ブロモ－１－（３－クロロピリジン－２－イル）－１Ｈ－ピ
ラゾール－５－カルボキサミド（ＩＩ－２９－８１）（ＣＮ１０２０５７９２５から既知
）、２－［３，５－ジブロモ－２－（｛［３－ブロモ－１－（３－クロロピリジン－２－
イル）－１Ｈ－ピラゾール－５－イル］カルボニル｝アミノ）ベンゾイル］－２－エチル
－１－メチルヒドラジンカルボン酸メチル（ＩＩ－２９－８２）（ＷＯ２０１１／０４９
２３３から既知）、ヘプタフルトリン（ＩＩ－２９－８３）、ピリミノストロビン（ＩＩ
－２９－８４）、フルフェノキシストロビン（ＩＩ－２９－８５）、及び、３－クロロ－
Ｎ２－（２－シアノプロパン－２－イル）－Ｎ１－［４－（１，１，１，２，３，３，３
－ヘプタフルオロプロパン－２－イル）－２－メチルフェニル］フタルアミド（ＩＩ－２
９－８６）（ＷＯ２０１２／０３４４７２から既知）。
【０１０２】
　本発明による混合物は、組成物自体であり得るが、使用される最終的な組成物は、通常
、式（Ｉ）で表される化合物を上記で定義されている生物学的防除剤及び不活性担体と混
合させ、並びに、必用な場合には、界面活性剤及び／又は別の製剤用補助剤（例えば、増
量剤）を添加し、並びに、その混合物を、油性製剤、乳剤、フロアブル製剤、水和剤、顆
粒水和剤、粉末剤又は顆粒剤などに製剤することによって、調製される。該製剤（これは
、単独で使用されるか、又は、別の不活性成分を添加することによって使用される）は、
殺害虫剤として使用することができる。
【０１０３】
　この最終的な組成物の特定のさらなる成分について、後で記載する。
【０１０４】
　植物又は植物の部分の処理は、
　（ａ）一般式（Ｉ）で表される化合物、及び、
　（ｂ）少なくとも１種類の生物学的防除剤
を用いて、２以上の段階で実施することが可能であり、ここで、該２種類の成分は、植物
の同一又は異なった成育段階において、当該作物に別々に施用される（これは、収穫後処
理を包含する）。（ａ）と（ｂ）の施用は、施用の特定の順番又は特定の回数に制限され
ることはない。
【０１０５】
　該「組成物」は、式（Ｉ）で表される化合物と上記で記載されている少なくとも１種類
の生物学的防除剤〔特に、細菌類、菌類又は酵母類、原生動物、ウイルス類、昆虫病原性
線虫類、植物抽出物、及び、微生物によって産生される生成物（これは、タンパク質又は
二次代謝産物を包含する）〕を配合し、次いで、該製剤又はそれらの希釈物を作ることに
よって、調製することができる。
【０１０６】
　明瞭にするために、混合物は、式（Ｉ）で表される化合物と上記で定義されている少な
くとも１種類の生物学的防除剤の物理的組合せを意味するのに対して、組成物は、該混合
物にさらなる添加剤（例えば、界面活性剤、溶媒、担体、顔料、消泡剤、増粘剤及び増量
剤）を加えた、農薬の施用に適した形態にある組合せを意味する。
【０１０７】
　従って、本発明は、さらに、有効で且つ植物に対して毒性を示さない量の本発明による
混合物を含んでいる、有害な微生物（特に、有害な菌類及び細菌類）を防除するための組



(86) JP 2016-503431 A 2016.2.4

10

20

30

40

50

成物にも関する。それらは、好ましくは、農業上適切な補助剤、溶媒、担体、界面活性剤
又は増量剤を含んでいる殺菌剤組成物である。
【０１０８】
　本発明に関連して、「有害な微生物の防除」は、処理されていない植物と比較して、殺
菌効力として測定された有害な微生物の発生が低減されていること、好ましくは、処理さ
れていない植物（１００％）と比較して２５～５０％低減されていること、さらに好まし
くは、処理されていない植物（１００％）と比較して４０～７９％低減されていること、
一層さらに好ましくは、有害な微生物による感染が完全に（７０～１００％）抑制されて
いることを意味する。該防除は、治療的なもの、即ち、既に感染している植物を処理する
ためのものであり得るか、又は、未だ感染していない植物を保護するための、保護的なも
のであり得る。
【０１０９】
　従って、本発明は、さらに、有効で且つ植物に対して毒性を示さない量の本発明による
混合物又は組成物を含んでいる、害虫（特に、有害な昆虫類、ダニ類、クモ形類動物及び
線虫類）を防除するための組成物にも関する。それらは、好ましくは、農業上適切な補助
剤、溶媒、担体、界面活性剤又は増量剤を含んでいる殺害虫剤組成物である。
【０１１０】
　本発明に関連して、「害虫の防除」は、処理されていない植物と比較して、殺害虫効力
として測定された有害な害虫の発生が低減されていること、好ましくは、処理されていな
い植物（１００％）と比較して２５～５０％低減されていること、さらに好ましくは、処
理されていない植物（１００％）と比較して４０～７９％低減されていること、一層さら
に好ましくは、害虫による感染が完全に（７０～１００％）抑制されていることを意味す
る。該防除は、治療的なもの、即ち、既に感染している植物を処理するためのものであり
得るか、又は、未だ感染していない植物を保護するための、保護的なものであり得る。
【０１１１】
　本発明は、さらに、害虫を防除する方法にも関し、ここで、該方法は、当該害虫又はそ
れらの生息環境に上記組成物を接触させることを含む。 
　「有効で且つ植物に対して毒性を示さない量（ｅｆｆｅｃｔｉｖｅ　ｂｕｔ　ｎｏｎ－
ｐｈｙｔｏｔｏｘｉｃ　ａｍｏｕｎｔ）」は、植物の菌類病を満足のいくように防除する
か又は植物の菌類病を完全に根絶するのに充分でありながら、同時に、植物毒性の重大な
どのような症状も引き起こすことのない、本発明組成物の量を意味する。一般に、そのよ
うな施用量は、比較的広い範囲内で変動し得る。それは、いくつかの要因に依存し、例え
ば、防除対象の菌類、植物、気候条件及び本発明組成物の成分などに依存する。
【０１１２】
　本発明は、さらに、害虫を防除する方法にも関し、ここで、該方法は、当該害虫又はそ
れらの生息環境に上記組成物を接触させることを含む。
【０１１３】
　本発明は、さらに、種子を処理する方法にも関し、ここで、該方法は、当該種子に上記
組成物を接触させることを含む。
【０１１４】
　最後に、本発明は、上記組成物で処理された種子にも関する。
【０１１５】
　製剤
　適切な有機溶媒には、製剤目的のために一般的に使用される極性及び非極性の全ての有
機溶媒が包含される。好ましくは、該溶媒は、以下のものから選択される：ケトン類、例
えば、メチル－イソブチル－ケトン及びシクロヘキサノン、アミド類、例えば、ジメチル
ホルムアミド及びアルカンカルボン酸アミド類、例えば、Ｎ，Ｎ－ジメチルデカンアミド
及びＮ，Ｎ－ジメチルオクタンアミド、さらに、環状溶媒、例えば、Ｎ－メチル－ピロリ
ドン、Ｎ－オクチル－ピロリドン、Ｎ－ドデシル－ピロリドン、Ｎ－オクチル－カプロラ
クタム、Ｎ－ドデシル－カプロラクタム及びブチロラクトン、さらに、強極性溶媒、例え
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ば、ジメチルスルホキシド、及び、芳香族炭化水素類、例えば、キシロール、Ｓｏｌｖｅ
ｓｓｏＴＭ、鉱油、例えば、ホワイトスピリット、石油、アルキルベンゼン類及びスピン
ドル油、さらに、エステル類、例えば、プロピレングリコール－モノメチルエーテルアセ
テート、アジピン酸ジブチルエステル、酢酸ヘキシルエステル、酢酸ヘプチルエステル、
クエン酸トリ－ｎ－ブチルエステル及びフタル酸ジ－ｎ－ブチルエステル、さらに、アル
コール類、例えば、ベンジルアルコール及び１－メトキシ－２－プロパノール。
【０１１６】
　本発明によれば、担体は、特に植物又は植物の部分又は種子への施用に関して、適用性
を良好にするために、当該活性成分と混合させるか又は合する天然又は合成の有機物質又
は無機物質である。このような担体（ここで、該担体は、固体又は液体であり得る）は、
一般に、不活性であり、そして、農業において使用するのに適しているべきである。
【０１１７】
　有用な固体又は液体の担体としては、以下のものなどがある：例えば、アンモニウム塩
、並びに、天然岩粉、例えば、カオリン、クレー、タルク、チョーク、石英、アタパルジ
ャイト、モンモリロナイト又はケイ藻土、並びに、合成岩粉、例えば、微粉化シリカ、ア
ルミナ及び天然又は合成のシリケート、樹脂、蝋、固形肥料、水、アルコール、特に、ブ
タノール、有機溶媒、鉱油及び植物油、並びに、それらの誘導体。そのような担体の混合
物も同様に使用し得る。
【０１１８】
　適切な固体増量剤及び担体としては、以下のものなどがある：無機粒子、例えば、０．
００５～２０μｍ（好ましくは、０．０２～１０μｍ）の平均粒径を有する炭酸塩、ケイ
酸塩、硫酸塩及び酸化物、例えば、硫酸アンモニウム、リン酸アンモニウム、尿素、炭酸
カルシウム、硫酸カルシウム、硫酸マグネシウム、酸化マグネシウム、酸化アルミニウム
、二酸化ケイ素、所謂、微粒子シリカ、シリカゲル、天然又は合成のシリケート、及び、
アルモシリケート、並びに、植物生成物、例えば、穀粉、木粉／おがくず、及び、セルロ
ース粉末。
【０１１９】
　粒剤に有用な固体担体としては、以下のものなどがある：例えば、粉砕して分別した天
然石、例えば、方解石、大理石、軽石、海泡石、苦灰岩、並びに、無機及び有機の粗挽き
粉からなる合成顆粒、並びに、さらに、有機材料、例えば、おがくず、ココナッツ殻、ト
ウモロコシ穂軸及びタバコの葉柄などからなる顆粒。
【０１２０】
　有用な液化ガス増量剤又は担体は、標準温度及び標準圧力下では気体である液体、例え
ば、エーロゾル噴射剤、例えば、ハロ炭化水素類、さらに、ブタン、プロパン、窒素及び
二酸化炭素などである。
【０１２１】
　上記製剤において、粘着付与剤、例えば、カルボキシメチルセルロース、並びに、粉末
又は顆粒又はラテックスの形態にある天然ポリマー及び合成ポリマー、例えば、アラビア
ゴム、ポリビニルアルコール及びポリ酢酸ビニル、又は、天然のリン脂質、例えば、セフ
ァリン及びレシチン、及び、合成リン脂質などを使用することができる。さらなる添加剤
は、鉱油及び植物油であり得る。
【０１２２】
　使用する増量剤が水である場合、例えば、有機溶媒を補助溶媒として使用することもで
きる。有用な液体溶媒は、本質的に、以下のものである：芳香族化合物、例えば、キシレ
ン、トルエン又はアルキルナフタレン類、塩素化芳香族化合物及び塩素化脂肪族炭化水素
、例えば、クロロベンゼン類、クロロエチレン類又はジクロロメタン、脂肪族炭化水素、
例えば、シクロヘキサン又はパラフィン類、例えば、鉱油留分、鉱油及び植物油、アルコ
ール類、例えば、ブタノール又はグリコールとそれらのエーテル及びエステル、ケトン類
、例えば、アセトン、メチルエチルケトン、メチルイソブチルケトン又はシクロヘキサノ
ン、強極性溶媒、例えば、ジメチルホルムアミド及びジメチルスルホキシド、及び、さら
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に、水。
【０１２３】
　本発明の組成物には、付加的に、さらなる成分（例えば、界面活性剤など）も含有させ
ることができる。有用な界面活性剤は、イオン特性若しくは非イオン特性を有する乳化剤
及び／若しくは泡形成剤、分散剤又は湿潤剤であるか、又は、そのような界面活性剤の混
合物である。これらの例は、以下のものである：ポリアクリル酸の塩、リグノスルホン酸
の塩、フェノールスルホン酸若しくはナフタレンスルホン酸の塩、エチレンオキシドと脂
肪アルコールの重縮合物若しくはエチレンオキシドと脂肪酸の重縮合物若しくはエチレン
オキシドと脂肪アミンの重縮合物、置換されているフェノール（好ましくは、アルキルフ
ェノール又はアリールフェノール）、スルホコハク酸エステルの塩、タウリン誘導体（好
ましくは、アルキルタウレート）、ポリエトキシ化アルコールのリン酸エステル若しくは
ポリエトキシ化フェノールのリン酸エステル、ポリオールの脂肪酸エステル、並びに、硫
酸アニオン、スルホン酸アニオン及びリン酸アニオンを含んでいる該化合物の誘導体、例
えば、アルキルアリールポリグリコールエーテル類、アルキルスルホネート類、アルキル
スルフェート類、アリールスルホネート類、タンパク質加水分解物、リグノスルファイト
廃液及びメチルセルロースなど。該活性成分のうちの１種類及び／又は該不活性担体のう
ちの１種類が水不溶性であり且つ施用が水で行われる場合は、界面活性剤を存在させるこ
とが必要である。界面活性剤の割合は、本発明による組成物の５重量％～４０重量％であ
る。
【０１２４】
　適切な界面活性剤（アジュバント、乳化剤、分散剤、保護コロイド、湿潤剤及び粘着剤
）には、一般的な全てのイオン性物質及び非イオン性物質、例えば、以下のものが包含さ
れる：エトキシ化ノニルフェノール類、直鎖アルコール又は分枝鎖アルコールのポリアル
キレングリコールエーテル類、アルキルフェノールとエチレンオキシド及び／若しくはプ
ロピレンオキシドとの反応生成物、脂肪酸アミンとエチレンオキシド及び／若しくはプロ
ピレンオキシドとの反応生成物、さらに、脂肪族エステル類、アルキルスルホネート類、
アルキルスルフェート類、アルキルエーテルスルフェート類、アルキルエーテルホスフェ
ート類、アリールスルフェート類、エトキシ化アリールアルキルフェノール類、例えば、
トリスチリル－フェノール－エトキシレート類、さらに、エトキシ化及びプロポイキシ化
アリールアルキルフェノール類、同様に、硫酸化若しくはリン酸化アリールアルキルフェ
ノール－エトキシレート類並びに硫酸化若しくはリン酸化アリールアルキルフェノール－
エトキシ及びプロポキシレート類。さらなる例は、以下のものである：天然及び合成の水
溶性ポリマー、例えば、リグノスルホネート類、ゼラチン、アラビアゴム、リン脂質、澱
粉、疎水性化工澱粉及びセルロース誘導体、特に、セルロースエステル及びセルロースエ
ーテル、さらに、ポリビニルアルコール、ポリ酢酸ビニル、ポリビニルピロリドン、ポリ
アクリル酸、ポリメタクリル酸及び（メタ）アクリル酸と（メタ）アクリル酸エステルの
コポリマー、さらに、アルカリ金属水酸化物で中和されたメタクリル酸とメタクリル酸エ
ステルのコポリマー、及び、場合により置換されていてもよいナフタレンスルホン酸塩と
ホルムアルデヒドの縮合物。
【０１２５】
　着色剤、例えば、無機顔料、例えば、酸化鉄、酸化チタン及びプルシアンブルー（Ｐｒ
ｕｓｓｉａｎ　Ｂｌｕｅ）、並びに、有機染料、例えば、アリザリン染料、アゾ染料及び
金属フタロシアニン染料、並びに、微量栄養素、例えば、鉄塩、マンガン塩、ホウ素塩、
銅塩、コバルト塩、モリブデン塩及び亜鉛塩などを使用することができる。
【０１２６】
　該製剤中に存在させることができる消泡剤としては、例えば、シリコーンエマルション
類、長鎖アルコール類、脂肪酸とそれらの塩、及び、さらに、フルオロ有機物質、並びに
、それらの混合物などを挙げることができる。
【０１２７】
　増粘剤の例は、多糖類、例えば、キサンタンガム又はＶｅｅｇｕｍ、シリケート類、例
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えば、アタパルジャイト、ベントナイト、及び、微粒子シリカなどである。
【０１２８】
　適切な場合には、付加的な別の成分、例えば、保護コロイド、結合剤、粘着剤、増粘剤
、揺変性物質、浸透剤、安定化剤、金属イオン封鎖剤、錯化剤なども存在させることがで
きる。一般的に、該活性成分は、製剤目的で通常使用される固体又は液体の任意の添加剤
と組み合わせることが可能である。
【０１２９】
　本発明の混合物又は組成物は、そのままで使用することが可能であるか、又は、それら
の特定の物理的及び／若しくは化学的特性に応じて、以下のようなそれらの製剤の形態若
しくはその製剤から調製される使用形態で使用することが可能である：例えば、エーロゾ
ル、カプセル懸濁液剤、冷煙霧濃厚剤（ｃｏｌｄ－ｆｏｇｇｉｎｇ　ｃｏｎｃｅｎｔｒａ
ｔｅ）、温煙霧濃厚剤（ｗａｒｍ－ｆｏｇｇｉｎｇ　ｃｏｎｃｅｎｔｒａｔｅ）、カプセ
ル化粒剤、細粒剤、種子処理用フロアブル剤、即時使用可能な溶液剤（ｒｅａｄｙ－ｔｏ
－ｕｓｅ　ｓｏｌｕｔｉｏｎ）、散粉性粉剤、乳剤、水中油型エマルション剤、油中水型
エマルション剤、大型粒剤、微粒剤、油分散性粉剤、油混和性フロアブル剤、油混和性液
剤、ガス剤（加圧下）、ガス生成剤（ｇａｓ　ｇｅｎｅｒａｔｉｎｇ　ｐｒｏｄｕｃｔ）
、泡剤（ｆｏａｍ）、ペースト剤、農薬粉衣種子、懸濁製剤（ｓｕｓｐｅｎｓｉｏｎ　ｃ
ｏｎｃｅｎｔｒａｔｅ）、サスポエマルション製剤、可溶性濃厚剤（ｓｏｌｕｂｌｅ　ｃ
ｏｎｃｅｎｔｒａｔｅ）、懸濁液剤（ｓｕｓｐｅｎｓｉｏｎ）、水和剤、可溶性粉剤（ｓ
ｏｌｕｂｌｅ　ｐｏｗｄｅｒ）、粉剤及び粒剤、水溶性及び水分散性の顆粒剤及び錠剤、
種子処理用の水溶性粉剤及び水分散性粉剤、水和剤、活性成分が含浸されている天然生成
物及び合成物質、並びに、さらに、ポリマー物質中にマイクロカプセル化されているもの
及び種子用のコーティング物質中にマイクロカプセル化されているもの、並びに、さらに
、ＵＬＶ冷煙霧製剤（ＵＬＶ　ｃｏｌｄ－ｆｏｇｇｉｎｇ　ｆｏｒｍｕｌａｔｉｏｎ）及
びＵＬＶ温煙霧製剤（ＵＬＶ　ｗａｒｍ－ｆｏｇｇｉｎｇ　ｆｏｒｍｕｌａｔｉｏｎ）。
【０１３０】
　本発明の組成物には、既に使用し得る状態にあって適切な装置を用いて植物又は種子に
対して施用可能な製剤のみではなく、使用前に水で希釈することが必要な商業的な濃厚物
も包含される。慣習的な施用は、例えば、水で希釈し、その後、得られた散布液を噴霧す
ること、油で希釈た後、施用すること、希釈せずに直接施用すること、種子処理又は顆粒
剤の土壌施用などである。
【０１３１】
　本発明の混合物、組成物及び製剤は、一般に、０．０５～９９重量％、０．０１～９８
％重量％、好ましくは、０．１～９５重量％、さらに好ましくは、０．５～９０重量％の
活性成分を含有し、最も好ましくは、１０～７０重量％の活性成分を含有する。特別な施
用の場合、例えば、材木及びそれから形成された木材製品を保護するための特別な施用の
場合、本発明の混合物、組成物及び製剤は、一般に、０．０００１～９５重量％、好まし
くは、０．００１～６０重量％の活性成分を含有する。
【０１３２】
　該製剤から調製された施用形態の中の該活性成分の含有量は、広い範囲内でさまざまで
あり得る。該施用形態中の活性成分の濃度は、一般に、０．０００００１～９５重量％で
あり、好ましくは、０．０００１～２重量％である。
【０１３３】
　上記製剤は、自体公知の方法で、例えば、当該活性成分を少なくとも１種類の慣習的な
増量剤、溶媒又は希釈剤、アジュバント、乳化剤、分散剤及び／又は結合剤又は固着剤、
湿潤剤、撥水剤、適切な場合には、乾燥剤及び紫外線安定剤、並びに、適切な場合には、
染料及び顔料、消泡剤、防腐剤、無機増粘剤及び有機増粘剤、粘着剤、ジベレリン類、並
びに、さらに、さらなる加工助剤、及び、さらに、水と混合させることによって、調製す
ることができる。調製しようとする製剤の型に応じて、例えば、湿式粉砕、乾式粉砕及び
造粒などの、さらなる加工段階が必要である。
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【０１３４】
　本発明の混合物又は組成物は、それだけで存在し得るか、又は、その（商業用）製剤中
に、及び、そのような製剤から調製された使用形態中に、殺虫剤、誘引剤、不妊剤、殺細
菌剤、殺ダニ剤、殺線虫剤、殺菌剤、成長調節剤、除草剤、肥料、薬害軽減剤及び／又は
情報化学物質などの別の（既知）活性成分との混合物として、存在し得る。
【０１３５】
　上記混合物若しくは組成物を用いた植物及び植物の部分の本発明による処理は、慣習的
な処理方法によって、例えば、浸漬、散布、噴霧、潅漑、気化、散粉、煙霧、ばらまき、
泡状化、塗布、拡散（ｓｐｒｅａｄｉｎｇ－ｏｎ）、潅水（潅注（ｄｒｅｎｃｈｉｎｇ）
）、点滴潅漑などによって、直接的に行うか、又は、該混合物若しくは組成物を植物及び
植物の部分の周囲、生息環境若しくは貯蔵空間に作用させることにより行い、また、繁殖
器官（ｐｒｏｐａｇａｔｉｏｎ　ｍａｔｅｒｉａｌ）の場合、特に種子の場合には、さら
に、乾式種子処理、湿式種子処理、スラリー処理、被覆化（ｉｎｃｒｕｓｔａｔｉｏｎ）
、１以上の塗膜（ｃｏａｔ）によるコーティングなどによっても行う。さらに、該混合物
若しくは組成物を微量散布法（ｕｌｔｒａ－ｌｏｗ　ｖｏｌｕｍｅ　ｍｅｔｈｏｄ）によ
って使用することも可能であり、又は、該混合物若しくは組成物の調製物又は該混合物若
しくは組成物自体を土壌中に注入することも可能である。
【０１３６】
　植物／作物保護
　本発明の混合物又は組成物は、強力な殺微生物活性（ｍｉｃｒｏｂｉｃｉｄａｌ　ａｃ
ｔｉｖｉｔｙ）を有しており、作物保護と材料物質（ｍａｔｅｒｉａｌｓ）の保護におい
て、有害な微生物（例えば、植物病原性の菌類及び細菌類）を防除するために使用するこ
とができる
　本発明は、さらに、有害な微生物を防除する方法にも関し、ここで、該方法は、本発明
の混合物又は組成物を当該植物病原性菌類、植物病原性細菌類及び／又はそれらの生息環
境に施用することを特徴とする。
【０１３７】
　殺菌剤は、作物保護において、植物病原性菌類を防除するために使用することができる
。それらは、土壌伝染性病原体を包含する広範囲の植物病原性菌類〔ここで、該植物病原
性菌類は、特に、ネコブカビ類（Ｐｌａｓｍｏｄｉｏｐｈｏｒｏｍｙｃｅｔｅｓ）、卵菌
類（Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒｏｍｙｃｅｔｅｓ）（同義語：Ｏｏｍｙｃｅｔｅｓ）、ツボカ
ビ類（Ｃｈｙｔｒｉｄｉｏｍｙｃｅｔｅｓ）、接合菌類（Ｚｙｇｏｍｙｃｅｔｅｓ）、子
嚢菌類（Ａｓｃｏｍｙｃｅｔｅｓ）、担子菌類（Ｂａｓｉｄｉｏｍｙｃｅｔｅｓ）及び不
完全菌類（Ｄｅｕｔｅｒｏｍｙｃｅｔｅｓ）（同義語：Ｆｕｎｇｉ　ｉｍｐｅｒｆｅｃｔ
ｉ）のクラスのメンバーである〕に対する顕著な効力によって特徴付けられる。一部の殺
菌剤は、浸透移行的な活性を示し、そして、植物保護において、茎葉処理殺菌剤、種子粉
衣殺菌剤又は土壌殺菌剤として使用することができる。さらに、それらは、菌類、特に、
材木又は植物の根を侵襲する菌類を駆除するのに適している。
【０１３８】
　殺細菌剤（ｂａｃｔｅｒｉｃｉｄｅ）は、作物保護において、、シュードモナス科（Ｐ
ｓｅｕｄｏｍｏｎａｄａｃｅａｅ）、リゾビウム科（Ｒｈｉｚｏｂｉａｃｅａｅ）、腸内
細菌科（Ｅｎｔｅｒｏｂａｃｔｅｒｉａｃｅａｅ）、コリネバクテリウム科（Ｃｏｒｙｎ
ｅｂａｃｔｅｒｉａｃｅａｅ）及びストレプトミセス科（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｔａｃ
ｅａｅ）を防除するために、使用することができる。
【０１３９】
　本発明に従って治療することが可能な菌類病の病原体の非限定的な例としては、以下の
ものを挙げることができる：
　・　例えば以下のような、うどんこ病病原体に起因する病害：　ブルメリア属各種（Ｂ
ｌｕｍｅｒｉａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、ブルメリア・グラミニス（Ｂｌｕｍｅｒｉ
ａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ）；　ポドスファエラ属各種（Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｓｐｅｃ
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ｉｅｓ）、例えば、ポドスファエラ・レウコトリカ（Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｌｅｕｃ
ｏｔｒｉｃｈａ）；　スファエロテカ属各種（Ｓｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ　ｓｐｅｃｉｅ
ｓ）、例えば、スファエロテカ・フリギネア（Ｓｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ　ｆｕｌｉｇｉ
ｎｅａ）；　ウンシヌラ属各種（Ｕｎｃｉｎｕｌａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、ウンシ
ヌラ・ネカトル（Ｕｎｃｉｎｕｌａ　ｎｅｃａｔｏｒ）；
　・　例えば以下のような、さび病病原体に起因する病害：　ギムノスポランギウム属各
種（Ｇｙｍｎｏｓｐｏｒａｎｇｉｕｍ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、ギムノスポランギウ
ム・サビナエ（Ｇｙｍｎｏｓｐｏｒａｎｇｉｕｍ　ｓａｂｉｎａｅ）；　ヘミレイア属各
種（Ｈｅｍｉｌｅｉａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、ヘミレイア・バスタトリクス（Ｈｅ
ｍｉｌｅｉａ　ｖａｓｔａｔｒｉｘ）；　ファコプソラ属各種（Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　
ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、ファコプソラ・パキリジ（Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈ
ｙｒｈｉｚｉ）及びファコプソラ・メイボミアエ（Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏｍ
ｉａｅ）；　プッシニア属各種（Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、プッシ
ニア・レコンジテ（Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｒｅｃｏｎｄｉｔｅ）、プッシニア・トリチシナ
（Ｐ．　ｔｒｉｔｉｃｉｎａ）、プッシニア・グラミニス（Ｐ．　ｇｒａｍｉｎｉｓ）又
はプッシニア・ストリイホルミス（Ｐ．　ｓｔｒｉｉｆｏｒｍｉｓ）；　ウロミセス属各
種（Ｕｒｏｍｙｃｅｓ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、ウロミセス・アペンジクラツス（Ｕ
ｒｏｍｙｃｅｓ　ａｐｐｅｎｄｉｃｕｌａｔｕｓ）；
　・　例えば以下のような、卵菌類（Ｏｏｍｙｃｅｔｅｓ）の群の病原体に起因する病害
：　アルブゴ属各種（Ａｌｂｕｇｏ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、アルブゴ・カンジダ（
Ａｌｂｕｇｏ　ｃａｎｄｉｄａ）；　ブレミア属各種（Ｂｒｅｍｉａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）
、例えば、ブレミア・ラクツカエ（Ｂｒｅｍｉａ　ｌａｃｔｕｃａｅ）；　ペロノスポラ
属各種（Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、ペロノスポラ・ピシ（Ｐ
ｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｐｉｓｉ）又はペロノスポラ・ブラシカエ（Ｐ．　ｂｒａｓｓｉ
ｃａｅ）；　フィトフトラ属各種（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例え
ば、フィトフトラ・インフェスタンス（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ
）；　プラスモパラ属各種（Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、プラス
モパラ・ビチコラ（Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ）；　プセウドペロノスポ
ラ属各種（Ｐｓｅｕｄｏｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、プセウド
ペロノスポラ・フムリ（Ｐｓｅｕｄｏｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｈｕｍｕｌｉ）又はプセ
ウドペロノスポラ・クベンシス（Ｐｓｅｕｄｏｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｃｕｂｅｎｓｉ
ｓ）；　ピシウム属各種（Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、ピシウム・ウル
チムム（Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ）；
　・　例えば以下のものに起因する、斑点病（ｌｅａｆ　ｂｌｏｔｃｈ　ｄｉｓｅａｓｅ
）及び萎凋病（ｌｅａｆ　ｗｉｌｔ　ｄｉｓｅａｓｅ）：　アルテルナリア属各種（Ａｌ
ｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、アルテルナリア・ソラニ（Ａｌｔｅｒｎ
ａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ）；　セルコスポラ属各種（Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｐｅｃｉ
ｅｓ）、例えば、セルコスポラ・ベチコラ（Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｂｅｔｉｃｏｌａ）
；　クラジオスポリウム属各種（Ｃｌａｄｉｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例え
ば、クラジオスポリウム・ククメリヌム（Ｃｌａｄｉｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｃｕｃｕｍｅｒ
ｉｎｕｍ）；　コクリオボルス属各種（Ｃｏｃｈｌｉｏｂｏｌｕｓ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、
例えば、コクリオボルス・サチブス（Ｃｏｃｈｌｉｏｂｏｌｕｓ　ｓａｔｉｖｕｓ）（分
生子形態：Ｄｒｅｃｈｓｌｅｒａ，　同義語：Ｈｅｌｍｉｎｔｈｏｓｐｏｒｉｕｍ）、コ
クリオボルス・ミヤベアヌス（Ｃｏｃｈｌｉｏｂｏｌｕｓ　ｍｉｙａｂｅａｎｕｓ）；　
コレトトリクム属各種（Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、コ
レトトリクム・リンデムタニウム（Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｌｉｎｄｅｍｕｔｈ
ａｎｉｕｍ）；　シクロコニウム属各種（Ｃｙｃｌｏｃｏｎｉｕｍ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、
例えば、シクロコニウム・オレアギヌム（Ｃｙｃｌｏｃｏｎｉｕｍ　ｏｌｅａｇｉｎｕｍ
）；　ジアポルテ属各種（Ｄｉａｐｏｒｔｈｅ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、ジアポルテ
・シトリ（Ｄｉａｐｏｒｔｈｅ　ｃｉｔｒｉ）；　エルシノエ属各種（Ｅｌｓｉｎｏｅ　
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ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、エルシノエ・ファウセッチイ（Ｅｌｓｉｎｏｅ　ｆａｗｃｅ
ｔｔｉｉ）；　グロエオスポリウム属各種（Ｇｌｏｅｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｓｐｅｃｉｅｓ
）、例えば、グロエオスポリウム・ラエチコロル（Ｇｌｏｅｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｌａｅｔ
ｉｃｏｌｏｒ）；　グロメレラ属各種（Ｇｌｏｍｅｒｅｌｌａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例え
ば、グロメレラ・シングラタ（Ｇｌｏｍｅｒｅｌｌａ　ｃｉｎｇｕｌａｔａ）；　グイグ
ナルジア属各種（Ｇｕｉｇｎａｒｄｉａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、グイグナルジア・
ビドウェリ（Ｇｕｉｇｎａｒｄｉａ　ｂｉｄｗｅｌｌｉ）；　レプトスファエリア属各種
（Ｌｅｐｔｏｓｐｈａｅｒｉａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、レプトスファエリア・マク
ランス（Ｌｅｐｔｏｓｐｈａｅｒｉａ　ｍａｃｕｌａｎｓ）、レプトスファエリア・ノド
ルム（Ｌｅｐｔｏｓｐｈａｅｒｉａ　ｎｏｄｏｒｕｍ）；　マグナポルテ属各種（Ｍａｇ
ｎａｐｏｒｔｈｅ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、マグナポルテ・グリセア（Ｍａｇｎａｐ
ｏｒｔｈｅ　ｇｒｉｓｅａ）；　ミクロドキウム属各種（Ｍｉｃｒｏｄｏｃｈｉｕｍ　ｓ
ｐｅｃｉｅｓ）、例えば、ミクロドキウム・ニバレ（Ｍｉｃｒｏｄｏｃｈｉｕｍ　ｎｉｖ
ａｌｅ）；　ミコスファエレラ属各種（Ｍｙｃｏｓｐｈａｅｒｅｌｌａ　ｓｐｅｃｉｅｓ
）、例えば、ミコスファエレラ・グラミニコラ（Ｍｙｃｏｓｐｈａｅｒｅｌｌａ　ｇｒａ
ｍｉｎｉｃｏｌａ）、ミコスファエレラ・アラキジコラ（Ｍ．　ａｒａｃｈｉｄｉｃｏｌ
ａ）及びミコスファエレラ・フィジエンシス（Ｍ．　ｆｉｊｉｅｎｓｉｓ）；　ファエオ
スファエリア属各種（Ｐｈａｅｏｓｐｈａｅｒｉａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、ファエ
オスファエリア・ノドルム（Ｐｈａｅｏｓｐｈａｅｒｉａ　ｎｏｄｏｒｕｍ）；　ピレノ
ホラ属各種（Ｐｙｒｅｎｏｐｈｏｒａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、ピレノホラ・テレス
（Ｐｙｒｅｎｏｐｈｏｒａ　ｔｅｒｅｓ）、ピレノホラ・トリチシ・レペンチス（Ｐｙｒ
ｅｎｏｐｈｏｒａ　ｔｒｉｔｉｃｉ　ｒｅｐｅｎｔｉｓ）；　ラムラリア属各種（Ｒａｍ
ｕｌａｒｉａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、ラムラリア・コロ－シグニ（Ｒａｍｕｌａｒ
ｉａ　ｃｏｌｌｏ－ｃｙｇｎｉ）、ラムラリア・アレオラ（Ｒａｍｕｌａｒｉａ　ａｒｅ
ｏｌａ）；　リンコスポリウム属各種（Ｒｈｙｎｃｈｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｓｐｅｃｉｅｓ
）、例えば、リンコスポリウム・セカリス（Ｒｈｙｎｃｈｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｓｅｃａｌ
ｉｓ）；　セプトリア属各種（Ｓｅｐｔｏｒｉａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、セプトリ
ア・アピイ（Ｓｅｐｔｏｒｉａ　ａｐｉｉ）、セプトリア・リコペルシイ（Ｓｅｐｔｏｒ
ｉａ　ｌｙｃｏｐｅｒｓｉｉ）；　チフラ属各種（Ｔｙｐｈｕｌａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、
例えば、チフラ・インカルナタ（Ｔｙｐｈｕｌａ　ｉｎｃａｒｎａｔａ）；　ベンツリア
属各種（Ｖｅｎｔｕｒｉａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、ベンツリア・イナエクアリス（
Ｖｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓ）；
　・　例えば以下のものに起因する、根及び茎の病害：　コルチシウム属各種（Ｃｏｒｔ
ｉｃｉｕｍ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、コルチシウム・グラミネアルム（Ｃｏｒｔｉｃ
ｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｅａｒｕｍ）；　フサリウム属各種（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｐｅｃ
ｉｅｓ）、例えば、フサリウム・オキシスポルム（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｘｙｓｐｏｒｕ
ｍ）；　ガエウマンノミセス属各種（Ｇａｅｕｍａｎｎｏｍｙｃｅｓ　ｓｐｅｃｉｅｓ）
、例えば、ガエウマンノミセス・グラミニス（Ｇａｅｕｍａｎｎｏｍｙｃｅｓ　ｇｒａｍ
ｉｎｉｓ）；　リゾクトニア属各種（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例え
ば、リゾクトニア・ソラニ（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ）；　サロクラジウ
ム（Ｓａｒｏｃｌａｄｉｕｍ）病、これは、例えば、サロクラジウム・オリザエ（Ｓａｒ
ｏｃｌａｄｉｕｍ　ｏｒｙｚａｅ）に起因する；　スクレロチウム（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｕ
ｍ）病、これは、例えば、スクレロチウム・オリザエ（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｕｍ　ｏｒｙｚ
ａｅ）に起因する；　タペシア属各種（Ｔａｐｅｓｉａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、タ
ペシア・アクホルミス（Ｔａｐｅｓｉａ　ａｃｕｆｏｒｍｉｓ）；　チエラビオプシス属
各種（Ｔｈｉｅｌａｖｉｏｐｓｉｓ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、チエラビオプシス・バ
シコラ（Ｔｈｉｅｌａｖｉｏｐｓｉｓ　ｂａｓｉｃｏｌａ）；
　・　例えば以下のものに起因する、穂の病害（ｅａｒ　ａｎｄ　ｐａｎｉｃｌｅ　ｄｉ
ｓｅａｓｅ）（トウモロコシの穂軸を包含する）：　アルテルナリア属各種（Ａｌｔｅｒ
ｎａｒｉａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、アルテルナリア属種（Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　
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ｓｐｐ．）；　アスペルギルス属各種（Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例
えば、アスペルギルス・フラブス（Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｆｌａｖｕｓ）；　クラド
スポリウム属各種（Ｃｌａｄｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、クラドスポ
リウム・クラドスポリオイデス（Ｃｌａｄｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｃｌａｄｏｓｐｏｒｉｏｉ
ｄｅｓ）；　クラビセプス属各種（Ｃｌａｖｉｃｅｐｓ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、ク
ラビセプス・プルプレア（Ｃｌａｖｉｃｅｐｓ　ｐｕｒｐｕｒｅａ）；　フサリウム属各
種（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、フサリウム・クルモルム（Ｆｕｓａ
ｒｉｕｍ　ｃｕｌｍｏｒｕｍ）；　ジベレラ属各種（Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ　ｓｐｅｃｉ
ｅｓ）、例えば、ジベレラ・ゼアエ（Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ　ｚｅａｅ）；　モノグラフ
ェラ属各種（Ｍｏｎｏｇｒａｐｈｅｌｌａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、モノグラフェラ
・ニバリス（Ｍｏｎｏｇｒａｐｈｅｌｌａ　ｎｉｖａｌｉｓ）；　セプトリア属各種（Ｓ
ｅｐｔｏｒｉａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、セプトリア・ノドルム（Ｓｅｐｔｏｒｉａ
　ｎｏｄｏｒｕｍ）；
　・　例えば以下のものなどの、黒穂病菌類（ｓｍｕｔ　ｆｕｎｇｉ）に起因する病害：
　スファセロテカ属各種（Ｓｐｈａｃｅｌｏｔｈｅｃａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、ス
ファセロテカ・レイリアナ（Ｓｐｈａｃｅｌｏｔｈｅｃａ　ｒｅｉｌｉａｎａ）；　チレ
チア属各種（Ｔｉｌｌｅｔｉａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、チレチア・カリエス（Ｔｉ
ｌｌｅｔｉａ　ｃａｒｉｅｓ）、チレチア・コントロベルサ（Ｔ．　ｃｏｎｔｒｏｖｅｒ
ｓａ）；　ウロシスチス属各種（Ｕｒｏｃｙｓｔｉｓ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、ウロ
シスチス・オクルタ（Ｕｒｏｃｙｓｔｉｓ　ｏｃｃｕｌｔａ）；　ウスチラゴ属各種（Ｕ
ｓｔｉｌａｇｏ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、ウスチラゴ・ヌダ（Ｕｓｔｉｌａｇｏ　ｎ
ｕｄａ）、ウスチラゴ・ヌダ・トリチシ（Ｕ．　ｎｕｄａ　ｔｒｉｔｉｃｉ）；
　・　例えば以下のものに起因する、果実の腐敗（ｆｒｕｉｔ　ｒｏｔ）：　アスペルギ
ルス属各種（Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、アスペルギルス・フ
ラブス（Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｆｌａｖｕｓ）；　ボトリチス属各種（Ｂｏｔｒｙｔ
ｉｓ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、ボトリチス・シネレア（Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅ
ｒｅａ）；　ペニシリウム属各種（Ｐｅｎｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば
、ペニシリウム・エキスパンスム（Ｐｅｎｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｅｘｐａｎｓｕｍ）及びペ
ニシリウム・プルプロゲヌム（Ｐ．　ｐｕｒｐｕｒｏｇｅｎｕｍ）；　スクレロチニア属
各種（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｎｉａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、スクレロチニア・スクレロ
チオルム（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｎｉａ　ｓｃｌｅｒｏｔｉｏｒｕｍ）；　ベルチシリウム属
各種（Ｖｅｒｔｉｃｉｌｉｕｍ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、ベルチシリウム・アルボア
トルム（Ｖｅｒｔｉｃｉｌｉｕｍ　ａｌｂｏａｔｒｕｍ）；
　・　例えば以下のものに起因する、種子及び土壌が媒介する腐朽性、黴性、萎凋性、腐
敗性及び苗立ち枯れ性の病害（ｓｅｅｄ　ａｎｄ　ｓｏｉｌｂｏｒｎｅ　ｄｅｃａｙ，　
ｍｏｕｌｄ，　ｗｉｌｔ，　ｒｏｔ　ａｎｄ　ｄａｍｐｉｎｇ－ｏｆｆ　ｄｉｓｅａｓｅ
）：　アルテルナリア属各種（Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、アル
テルナリア・ブラシシコラ（Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｂｒａｓｓｉｃｉｃｏｌａ）に起因
する；　アファノミセス属各種（Ａｐｈａｎｏｍｙｃｅｓ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、
アファノミセス・エウテイケス（Ａｐｈａｎｏｍｙｃｅｓ　ｅｕｔｅｉｃｈｅｓ）に起因
する；　アスコキタ属各種（Ａｓｃｏｃｈｙｔａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、アスコキ
タ・レンチス（Ａｓｃｏｃｈｙｔａ　ｌｅｎｔｉｓ）に起因する；　アスペルギルス属各
種（Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、アスペルギルス・フラブス（
Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｆｌａｖｕｓ）に起因する；　クラドスポリウム属各種（Ｃｌ
ａｄｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、クラドスポリウム・ヘルバルム（Ｃ
ｌａｄｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｈｅｒｂａｒｕｍ）に起因する；　コクリオボルス属各種（Ｃ
ｏｃｈｌｉｏｂｏｌｕｓ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、コクリオボルス・サチブス（Ｃｏ
ｃｈｌｉｏｂｏｌｕｓ　ｓａｔｉｖｕｓ）に起因する；（分生子形態：Ｄｒｅｃｈｓｌｅ
ｒａ、Ｂｉｐｏｌａｒｉｓ　異名：Ｈｅｌｍｉｎｔｈｏｓｐｏｒｉｕｍ）；　コレトトリ
クム属各種（Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、コレトトリク
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ム・ココデス（Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｏｃｃｏｄｅｓ）に起因する；　フサ
リウム属各種（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、フサリウム・クルモルム
（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｃｕｌｍｏｒｕｍ）に起因する；　ジベレラ属各種（Ｇｉｂｂｅｒ
ｅｌｌａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、ジベレラ・ゼアエ（Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ　ｚｅ
ａｅ）に起因する；　マクロホミナ属各種（Ｍａｃｒｏｐｈｏｍｉｎａ　ｓｐｅｃｉｅｓ
）、例えば、マクロホミナ・ファセオリナ（Ｍａｃｒｏｐｈｏｍｉｎａ　ｐｈａｓｅｏｌ
ｉｎａ）に起因する；　モノグラフェラ属各種（Ｍｏｎｏｇｒａｐｈｅｌｌａ　ｓｐｅｃ
ｉｅｓ）、例えば、モノグラフェラ・ニバリス（Ｍｏｎｏｇｒａｐｈｅｌｌａ　ｎｉｖａ
ｌｉｓ）に起因する；　ペニシリウム属各種（Ｐｅｎｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｓｐｅｃｉｅｓ
）、例えば、ペニシリウム・エキスパンスム（Ｐｅｎｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｅｘｐａｎｓｕ
ｍ）に起因する；　ホマ属各種（Ｐｈｏｍａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、ホマ・リンガ
ム（Ｐｈｏｍａ　ｌｉｎｇａｍ）に起因する；　ホモプシス属各種（Ｐｈｏｍｏｐｓｉｓ
　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、ホモプシス・ソジャエ（Ｐｈｏｍｏｐｓｉｓ　ｓｏｊａｅ
）に起因する；　フィトフトラ属各種（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、
例えば、フィトフトラ・カクトルム（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｃａｃｔｏｒｕｍ）に
起因する；　ピレノホラ属各種（Ｐｙｒｅｎｏｐｈｏｒａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、
ピレノホラ・グラミネア（Ｐｙｒｅｎｏｐｈｏｒａ　ｇｒａｍｉｎｅａ）に起因する；　
ピリクラリア属各種（Ｐｙｒｉｃｕｌａｒｉａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、ピリクラリ
ア・オリザエ（Ｐｙｒｉｃｕｌａｒｉａ　ｏｒｙｚａｅ）に起因する；　ピシウム属各種
（Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、ピシウム・ウルチムム（Ｐｙｔｈｉｕｍ
　ｕｌｔｉｍｕｍ）に起因する；　リゾクトニア属各種（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｐ
ｅｃｉｅｓ）、例えば、リゾクトニア・ソラニ（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ
）に起因する；　リゾプス属各種（Ｒｈｉｚｏｐｕｓ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、リゾ
プス・オリザエ（Ｒｈｉｚｏｐｕｓ　ｏｒｙｚａｅ）に起因する；　スクレロチウム属各
種（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｕｍ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、スクレロチウム・ロルフシイ（
Ｓｃｌｅｒｏｔｉｕｍ　ｒｏｌｆｓｉｉ）に起因する；　セプトリア属各種（Ｓｅｐｔｏ
ｒｉａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、セプトリア・ノドルム（Ｓｅｐｔｏｒｉａ　ｎｏｄ
ｏｒｕｍ）に起因する；　チフラ属各種（Ｔｙｐｈｕｌａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、
チフラ・インカルナタ（Ｔｙｐｈｕｌａ　ｉｎｃａｒｎａｔａ）に起因する；　ベルチシ
リウム属各種（Ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、ベルチシリウム
・ダーリアエ（Ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｄａｈｌｉａｅ）に起因する；
　・　例えば以下のものに起因する、癌性病害（ｃａｎｃｅｒ）、こぶ（ｇａｌｌ）及び
天狗巣病（ｗｉｔｃｈｅｓ’　ｂｒｏｏｍ）：　例えば、ネクトリア属各種（Ｎｅｃｔｒ
ｉａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、ネクトリア・ガリゲナ（Ｎｅｃｔｒｉａ　ｇａｌｌｉ
ｇｅｎａ）；
　・　例えば以下のものに起因する、萎凋病（ｗｉｌｔ　ｄｉｓｅａｓｅ）：　モニリニ
ア属各種（Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）：　例えば、モニリニア・ラキサ（Ｍ
ｏｎｉｌｉｎｉａ　ｌａｘａ）；
　・　例えば以下のものに起因する、葉水泡性病害又は縮葉病（ｌｅａｆ　ｂｌｉｓｔｅ
ｒ　ｏｒ　ｌｅａｆ　ｃｕｒｌ　ｄｉｓｅａｓｅ）：　例えば、エキソバシジウム属各種
（Ｅｘｏｂａｓｉｄｉｕｍ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、エキソバシジウム・ベキサンス
（Ｅｘｏｂａｓｉｄｉｕｍ　ｖｅｘａｎｓ）；　タフリナ属各種（Ｔａｐｈｒｉｎａ　ｓ
ｐｅｃｉｅｓ）、例えば、タフリナ・デホルマンス（Ｔａｐｈｒｉｎａ　ｄｅｆｏｒｍａ
ｎｓ）；
　・　例えば以下のものに起因する、木本植物の衰退性病害（ｄｅｃｌｉｎｅ　ｄｉｓｅ
ａｓｅ　ｏｆ　ｗｏｏｄｅｎ　ｐｌａｎｔ）：　エスカ（Ｅｓｃａ）病、これは、例えば
、ファエオモニエラ・クラミドスポラ（Ｐｈａｅｍｏｎｉｅｌｌａ　ｃｌａｍｙｄｏｓｐ
ｏｒａ）、ファエオアクレモニウム・アレオフィルム（Ｐｈａｅｏａｃｒｅｍｏｎｉｕｍ
　ａｌｅｏｐｈｉｌｕｍ）及びフォミチポリア・メジテラネア（Ｆｏｍｉｔｉｐｏｒｉａ
　ｍｅｄｉｔｅｒｒａｎｅａ）に起因する；ユーティパダイバック病（Ｅｕｔｙｐａ　ｄ
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ｙｅｂａｃｋ）、これは、例えば、ユーティパ・ラタ（Ｅｕｔｙｐａ　ｌａｔａ）に起因
する；　ガノデルマ（Ｇａｎｏｄｅｒｍａ）病、これは、例えば、ガノデルマ・ボニネン
セ（Ｇａｎｏｄｅｒｍａ　ｂｏｎｉｎｅｎｓｅ）に起因する；リジドポルス（Ｒｉｇｉｄ
ｏｐｏｒｕｓ）病、これは、例えば、リジドポルス・リグノスス（Ｒｉｇｉｄｏｐｏｒｕ
ｓ　ｌｉｇｎｏｓｕｓ）に起因する；
　・　例えば以下のものに起因する、花及び種子の病害：　ボトリチス属各種（Ｂｏｔｒ
ｙｔｉｓ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、ボトリチス・シネレア（Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉ
ｎｅｒｅａ）；
　・　例えば以下のものに起因する、植物塊茎の病害：　リゾクトニア属各種（Ｒｈｉｚ
ｏｃｔｏｎｉａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、リゾクトニア・ソラニ（Ｒｈｉｚｏｃｔｏ
ｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ）；　ヘルミントスポリウム属各種（Ｈｅｌｍｉｎｔｈｏｓｐｏｒ
ｉｕｍ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、ヘルミントスポリウム・ソラニ（Ｈｅｌｍｉｎｔｈ
ｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉ）；
　・　例えば以下のものに起因する、根瘤病（ｃｌｕｂ　ｒｏｏｔ）：　プラスモジオホ
ラ属各種（Ｐｌａｓｍｏｄｉｏｐｈｏｒａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、プラスモジオホ
ラ・ブラシカエ（Ｐｌａｍｏｄｉｏｐｈｏｒａ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ）；
　・　例えば以下のものなどの、細菌性病原体に起因する病害：　キサントモナス属各種
（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、キサントモナス・カムペストリ
ス　ｐｖ．オリザエ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｏｒｙ
ｚａｅ）；　シュードモナス属各種（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例え
ば、シュードモナス・シリンガエ　ｐｖ．ラクリマンス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙ
ｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ｌａｃｈｒｙｍａｎｓ）；　エルウィニア属各種（Ｅｒｗｉｎｉ
ａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、エルウィニア・アミロボラ（Ｅｒｗｉｎｉａ　ａｍｙｌ
ｏｖｏｒａ）。
【０１４０】
　ダイズの以下の病害を、好ましくは、防除することができる：
　・　例えば以下のものに起因する、葉、茎、鞘及び種子の菌類病：
アルテルナリア斑点病（ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｌｅａｆ　ｓｐｏｔ）（Ａｌｔｅｒｎａ
ｒｉａ　ｓｐｅｃ．　ａｔｒａｎｓ　ｔｅｎｕｉｓｓｉｍａ）、炭疽病（Ｃｏｌｌｅｔｏ
ｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｌｏｅｏｓｐｏｒｏｉｄｅｓ　ｄｅｍａｔｉｕｍ　ｖａｒ．　ｔｒｕ
ｎｃａｔｕｍ）、褐紋病（ｂｒｏｗｎ　ｓｐｏｔ）（Ｓｅｐｔｏｒｉａ　ｇｌｙｃｉｎｅ
ｓ）、紫斑病（ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｌｅａｆ　ｓｐｏｔ　ａｎｄ　ｂｌｉｇｈｔ）（
Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｋｉｋｕｃｈｉｉ）、コアネホラ葉枯病（ｃｈｏａｎｅｐｈｏｒ
ａ　ｌｅａｆ　ｂｌｉｇｈｔ）（Ｃｈｏａｎｅｐｈｏｒａ　ｉｎｆｕｎｄｉｂｕｌｉｆｅ
ｒａ　ｔｒｉｓｐｏｒａ（Ｓｙｎ．））、ダクツリオホラ斑点病（ｄａｃｔｕｌｉｏｐｈ
ｏｒａ　ｌｅａｆ　ｓｐｏｔ）（Ｄａｃｔｕｌｉｏｐｈｏｒａ　ｇｌｙｃｉｎｅｓ）、べ
と病（Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｍａｎｓｈｕｒｉｃａ）、ドレクスレラ胴枯病（ｄｒｅ
ｃｈｓｌｅｒａ　ｂｌｉｇｈｔ）（Ｄｒｅｃｈｓｌｅｒａ　ｇｌｙｃｉｎｉ）、斑点病（
ｆｒｏｇｅｙｅ　ｌｅａｆ　ｓｐｏｔ）（Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏｊｉｎａ）、そば
かす病（ｌｅｐｔｏｓｐｈａｅｒｕｌｉｎａ　ｌｅａｆ　ｓｐｏｔ）（Ｌｅｐｔｏｓｐｈ
ａｅｒｕｌｉｎａ　ｔｒｉｆｏｌｉｉ）、灰星病（ｐｈｙｌｌｏｓｔｉｃａ　ｌｅａｆ　
ｓｐｏｔ）（Ｐｈｙｌｌｏｓｔｉｃｔａ　ｓｏｊａｅｃｏｌａ）、黒点病（ｐｏｄ　ａｎ
ｄ　ｓｔｅｍ　ｂｌｉｇｈｔ）（Ｐｈｏｍｏｐｓｉｓ　ｓｏｊａｅ）、うどんこ病（Ｍｉ
ｃｒｏｓｐｈａｅｒａ　ｄｉｆｆｕｓａ）、ピレノカエタ斑点病（ｐｙｒｅｎｏｃｈａｅ
ｔａ　ｌｅａｆ　ｓｐｏｔ）（Ｐｙｒｅｎｏｃｈａｅｔａ　ｇｌｙｃｉｎｅｓ）、葉腐病
（ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ａｅｒｉａｌ，　ｆｏｌｉａｇｅ，　ａｎｄ　ｗｅｂ　ｂｌ
ｉｇｈｔ）（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ）、さび病（Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ
　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉ，　Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏｍｉａｅ）、黒とう病（
Ｓｐｈａｃｅｌｏｍａ　ｇｌｙｃｉｎｅｓ）、ステムフィリウム葉枯病（ｓｔｅｍｐｈｙ
ｌｉｕｍ　ｌｅａｆ　ｂｌｉｇｈｔ）（Ｓｔｅｍｐｈｙｌｉｕｍ　ｂｏｔｒｙｏｓｕｍ）
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、褐色輪紋病（Ｃｏｒｙｎｅｓｐｏｒａ　ｃａｓｓｉｉｃｏｌａ）；
　・　例えば以下のものに起因する、根及び茎基部の菌類病：
黒根腐病（Ｃａｌｏｎｅｃｔｒｉａ　ｃｒｏｔａｌａｒｉａｅ）、炭腐病（Ｍａｃｒｏｐ
ｈｏｍｉｎａ　ｐｈａｓｅｏｌｉｎａ）、赤かび病（ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｂｌｉｇｈｔ　
ｏｒ　ｗｉｌｔ，　ｒｏｏｔ　ｒｏｔ，　ａｎｄ　ｐｏｄ　ａｎｄ　ｃｏｌｌａｒ　ｒｏ
ｔ）（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｒｔｈｏｃｅｒａ
ｓ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｅｍｉｔｅｃｔｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｅｑｕｉｓｅｔｉ）
、ミコレプトジスクス根腐病（ｍｙｃｏｌｅｐｔｏｄｉｓｃｕｓ　ｒｏｏｔ　ｒｏｔ）（
Ｍｙｃｏｌｅｐｔｏｄｉｓｃｕｓ　ｔｅｒｒｅｓｔｒｉｓ）、根腐病（ｎｅｏｃｏｓｍｏ
ｓｐｏｒａ）（Ｎｅｏｃｏｓｍｏｓｐｏｒａ　ｖａｓｉｎｆｅｃｔａ）、黒点病（Ｄｉａ
ｐｏｒｔｈｅ　ｐｈａｓｅｏｌｏｒｕｍ）、茎腐爛病（ｓｔｅｍ　ｃａｎｋｅｒ）（Ｄｉ
ａｐｏｒｔｈｅ　ｐｈａｓｅｏｌｏｒｕｍ　ｖａｒ．　ｃａｕｌｉｖｏｒａ）、茎疫病（
ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｒｏｔ）（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｍｅｇａｓｐｅｒｍ
ａ）、落葉病（ｂｒｏｗｎ　ｓｔｅｍ　ｒｏｔ）（Ｐｈｉａｌｏｐｈｏｒａ　ｇｒｅｇａ
ｔａ）、根茎腐敗病（ｐｙｔｈｉｕｍ　ｒｏｔ）（Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒ
ｍａｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｉｒｒｅｇｕｌａｒｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｄｅｂａｒｙａ
ｎｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔｙｌｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ）、
リゾクトニア根腐病（ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｒｏｏｔ　ｒｏｔ，　ｓｔｅｍ　ｄｅｃ
ａｙ，　ａｎｄ　ｄａｍｐｉｎｇ－ｏｆｆ）（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ）
、菌核病（ｓｃｌｅｒｏｔｉｎｉａ　ｓｔｅｍ　ｄｅｃａｙ）（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｎｉａ
　ｓｃｌｅｒｏｔｉｏｒｕｍ）、スクレロチニアサウザンブライト病（ｓｃｌｅｒｏｔｉ
ｎｉａ　ｓｏｕｔｈｅｒｎ　ｂｌｉｇｈｔ）（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｎｉａ　ｒｏｌｆｓｉｉ
）、チエラビオプシス根腐病（ｔｈｉｅｌａｖｉｏｐｓｉｓ　ｒｏｏｔ　ｒｏｔ）（Ｔｈ
ｉｅｌａｖｉｏｐｓｉｓ　ｂａｓｉｃｏｌａ）。
【０１４１】
　本発明の殺菌剤混合物又は組成物は、植物病原性菌類を治療的又は保護的／予防的に防
除するために使用することができる。従って、本発明は、本発明の混合物又は組成物を使
用して植物病原性菌類を防除するための治療的方法及び保護的方法にも関し、ここで、該
混合物又は組成物は、種子、植物若しくは植物の部分、果実又は植物がそこで成育してい
る土壌に施用される。
【０１４２】
　植物病害を防除するのに必要とされる濃度の該混合物又は組成物に対して植物は充分な
耐性を示すという事実により、植物の地上部の処理、繁殖器官（ｐｒｏｐａｇａｔｉｏｎ
　ｓｔｏｃｋ）及び種子の処理、並びに、土壌の処理が可能である。
【０１４３】
　本発明による混合物又は組成物は、植物が良好な耐性を示すこと及び温血動物に対する
毒性が望ましい程度であること及び環境が良好な耐性を示すことと相まって、植物及び植
物の器官を保護するのに適しており、収穫高を増大させるのに適しており、収穫物の質を
向上させるのに適しており、また、農業において、園芸において、畜産業において、森林
において、庭園やレジャー施設において、貯蔵生産物や材料物質の保護において、及び、
衛生学の分野において遭遇する害虫、特に、昆虫類、クモ形類動物、蠕虫類、線虫類及び
軟体動物を防除するのに適している。それらは、好ましくは、植物保護剤として使用する
ことができる。それらは、通常の感受性種及び抵抗性種に対して有効であり、さらに、全
ての発育段階又は一部の発育段階に対して活性を示す。上記害虫としては、以下のものを
挙げることができる：
節足動物門の害虫、特に、クモ綱（Ａｒａｃｈｎｉｄａ）の、例えば、アカルス属種（Ａ
ｃａｒｕｓ　ｓｐｐ．）、アケリア・シェルドニ（Ａｃｅｒｉａ　ｓｈｅｌｄｏｎｉ）、
アキュロプス属種（Ａｃｕｌｏｐｓ　ｓｐｐ．）、アカルス属種（Ａｃｕｌｕｓ　ｓｐｐ
．）、アンブリオンマ属種（Ａｍｂｌｙｏｍｍａ　ｓｐｐ．）、アムピテトラニュクス・
ビエネンシス（Ａｍｐｈｉｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｖｉｅｎｎｅｎｓｉｓ）、アルガス
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属種（Ａｒｇａｓ　ｓｐｐ．）、ブーフィラス属種（Ｂｏｏｐｈｉｌｕｓ　ｓｐｐ．）、
ブレビパルプス属種（Ｂｒｅｖｉｐａｌｐｕｓ　ｓｐｐ．）、ブリオビア・グラミナム（
Ｂｒｙｏｂｉａ　ｇｒａｍｉｎｕｍ）、ブリオビア・プラエチオサ（Ｂｒｙｏｂｉａ　ｐ
ｒａｅｔｉｏｓａ）、セントルロイデス属種（Ｃｅｎｔｒｕｒｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、
コリオプテス属種（Ｃｈｏｒｉｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）、デルマニサス・ガリナエ（Ｄｅ
ｒｍａｎｙｓｓｕｓ　ｇａｌｌｉｎａｅ）、デルマトファゴイデス・プテロニッシナス（
Ｄｅｒｍａｔｏｐｈａｇｏｉｄｅｓ　ｐｔｅｒｏｎｙｓｓｉｎｕｓ）、デルマトファゴイ
デス・ファリナエ（Ｄｅｒｍａｔｏｐｈａｇｏｉｄｅｓ　ｆａｒｉｎａｅ）、デルマセン
トル属種（Ｄｅｒｍａｃｅｎｔｏｒ　ｓｐｐ．）、エオテトラニカス属種（Ｅｏｔｅｔｒ
ａｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、エピトリメルス　ピリ（Ｅｐｉｔｒｉｍｅｒｕｓ　ｐｙｒ
ｉ）、エウテトラニクス属種（Ｅｕｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、エリオフィエ
ス属種（Ｅｒｉｏｐｈｙｅｓ　ｓｐｐ．）、グリシファグス・ドメスチクス（Ｇｌｙｃｙ
ｐｈａｇｕｓ　ｄｏｍｅｓｔｉｃｕｓ）、ハロチデウス・　デストルクトル（Ｈａｌｏｔ
ｙｄｅｕｓ　ｄｅｓｔｒｕｃｔｏｒ）、ヘミタルソネムス属種（Ｈｅｍｉｔａｒｓｏｎｅ
ｍｕｓ　ｓｐｐ．）、イボマダニ属（Ｈｙａｌｏｍｍａ　ｓｐｐ．）、イキソデス属種（
Ｉｘｏｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ラトロデクタス属種（Ｌａｔｒｏｄｅｃｔｕｓ　ｓｐｐ．）
、ロキソセレス属種（Ｌｏｘｏｓｃｅｌｅｓ　ｓｐｐ．）、メタテトラニカス属種（Ｍｅ
ｔａｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ネウトロムビクラ・アウツムナリス（Ｎｅｕ
ｔｒｏｍｂｉｃｕｌａ　ａｕｔｕｍｎａｌｉｓ）、ヌフェルサ属種（Ｎｕｐｈｅｒｓａ　
ｓｐｐ．）、オリゴニクス属種（Ｏｌｉｇｏｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、オルニトドロス
属種（Ｏｒｎｉｔｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、オルニトニスス属種（Ｏｒｎｉｔｈｏｎ
ｙｓｓｕｓ　ｓｐｐ．）、パノニクス属種（Ｐａｎｏｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、フィロ
コプトルタ・オレイボラ（Ｐｈｙｌｌｏｃｏｐｔｒｕｔａ　ｏｌｅｉｖｏｒａ）、ポリフ
ァゴタルソネムス・ラツス（Ｐｏｌｙｐｈａｇｏｔａｒｓｏｎｅｍｕｓ　ｌａｔｕｓ）、
プソロプテス属種（Ｐｓｏｒｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）、リピセファルス属種（Ｒｈｉｐｉ
ｃｅｐｈａｌｕｓ　ｓｐｐ．）、リゾグリフス属種（Ｒｈｉｚｏｇｌｙｐｈｕｓ　ｓｐｐ
．）、サルコプテス属種（Ｓａｒｃｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）、スコルピオ・マウルス（Ｓ
ｃｏｒｐｉｏ　ｍａｕｒｕｓ）、ステネオタルソネムス属種（Ｓｔｅｎｅｏｔａｒｓｏｎ
ｅｍｕｓ　ｓｐｐ．）、ステネオタルソネムス・スピンキ（Ｓｔｅｎｅｏｔａｒｓｏｎｅ
ｍｕｓ　ｓｐｉｎｋｉ）、タルソネムス属種（Ｔａｒｓｏｎｅｍｕｓ　ｓｐｐ．）、テト
ラニクス属種（Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、トロムビクラ・アルフレズゲシ（
Ｔｒｏｍｂｉｃｕｌａ　ａｌｆｒｅｄｄｕｇｅｓｉ）、バエジョビス属種（Ｖａｅｊｏｖ
ｉｓ　ｓｐｐ．）、バサテス・リコペルシシ（Ｖａｓａｔｅｓ　ｌｙｃｏｐｅｒｓｉｃｉ
）；
唇脚綱（Ｃｈｉｌｏｐｏｄａ）の、例えば、ゲオフィルス属種（Ｇｅｏｐｈｉｌｕｓ　ｓ
ｐｐ．）、スクチゲラ属種（Ｓｃｕｔｉｇｅｒａ　ｓｐｐ．）；
トビムシ目（Ｃｏｌｌｅｍｂｏｌａ）又はトビムシ綱の、例えば、オニキウルス・アルマ
ツス（Ｏｎｙｃｈｉｕｒｕｓ　ａｒｍａｔｕｓ）；
倍脚綱（Ｄｉｐｌｏｐｏｄａ）の、例えば、ブラニウルス・グツラツス（Ｂｌａｎｉｕｌ
ｕｓ　ｇｕｔｔｕｌａｔｕｓ）；
昆虫綱（Ｉｎｓｅｃｔａ）の、例えば、ゴキブリ目（Ｂｌａｔｔｏｄｅａ）の、例えば、
ブラッテラ・アサヒナイ（Ｂｌａｔｔｅｌｌａ　ａｓａｈｉｎａｉ）、ブラッテラ・ゲル
マニカ（Ｂｌａｔｔｅｌｌａ　ｇｅｒｍａｎｉｃａ）、ブラッタ・オリエンタリス（Ｂｌ
ａｔｔａ　ｏｒｉｅｎｔａｌｉｓ）、レウコファエア・マデラエ（Ｌｅｕｃｏｐｈａｅａ
　ｍａｄｅｒａｅ）、パンクロラ属種（Ｐａｎｃｈｌｏｒａ　ｓｐｐ．）、パルコブラタ
属種（Ｐａｒｃｏｂｌａｔｔａ　ｓｐｐ．）、ペリプラネタ属種（Ｐｅｒｉｐｌａｎｅｔ
ａ　ｓｐｐ．）、スペラ・ロンギパルパ（Ｓｕｐｅｌｌａ　ｌｏｎｇｉｐａｌｐａ）；
鞘翅目（Ｃｏｌｅｏｐｔｅｒａ）の、例えば、アカリマ・ビタツム（Ａｃａｌｙｍｍａ　
ｖｉｔｔａｔｕｍ）、アカントセリデス・オブテクツス（Ａｃａｎｔｈｏｓｃｅｌｉｄｅ
ｓ　ｏｂｔｅｃｔｕｓ）、アドレツス属種（Ａｄｏｒｅｔｕｓ　ｓｐｐ．）、アゲラスチ
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カ・アルニ（Ａｇｅｌａｓｔｉｃａ　ａｌｎｉ）、アグリオテス属種（Ａｇｒｉｏｔｅｓ
　ｓｐｐ．）、アルフィトビウス・ジアペリヌス（Ａｌｐｈｉｔｏｂｉｕｓ　ｄｉａｐｅ
ｒｉｎｕｓ）、アンフィマロン・ソルチチアリス（Ａｍｐｈｉｍａｌｌｏｎ　ｓｏｌｓｔ
ｉｔｉａｌｉｓ）、アノビウム・プンクタツム（Ａｎｏｂｉｕｍ　ｐｕｎｃｔａｔｕｍ）
、アノプロホラ属種（Ａｎｏｐｌｏｐｈｏｒａ　ｓｐｐ．）、アントノムス属種（Ａｎｔ
ｈｏｎｏｍｕｓ　ｓｐｐ．）、アントレヌス属種（Ａｎｔｈｒｅｎｕｓ　ｓｐｐ．）、ア
ピオン属種（Ａｐｉｏｎ　ｓｐｐ．）、アポゴニア属種（Ａｐｏｇｏｎｉａ　ｓｐｐ．）
、アトマリア属種（Ａｔｏｍａｒｉａ　ｓｐｐ．）、アタゲヌス属種（Ａｔｔａｇｅｎｕ
ｓ　ｓｐｐ．）、ブルキジウス・オブテクツス（Ｂｒｕｃｈｉｄｉｕｓ　ｏｂｔｅｃｔｕ
ｓ）、ブルクス属種（Ｂｒｕｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、カッシダ属種（Ｃａｓｓｉｄａ　ｓ
ｐｐ．）、セロトマ・トリフルカタ（Ｃｅｒｏｔｏｍａ　ｔｒｉｆｕｒｃａｔａ）、セウ
トリンクス属種（Ｃｅｕｔｏｒｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、カエトクネマ属種（Ｃｈ
ａｅｔｏｃｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、クレオヌス・メンジクス（Ｃｌｅｏｎｕｓ　ｍｅｎｄ
ｉｃｕｓ）、コノデルス属種（Ｃｏｎｏｄｅｒｕｓ　ｓｐｐ．）、コスモポリテス属種（
Ｃｏｓｍｏｐｏｌｉｔｅｓ　ｓｐｐ．）、コステリトラ・ゼアランジカ（Ｃｏｓｔｅｌｙ
ｔｒａ　ｚｅａｌａｎｄｉｃａ）、クウテニセラ属種（Ｃｔｅｎｉｃｅｒａ　ｓｐｐ．）
、クルクリオ属種（Ｃｕｒｃｕｌｉｏ　ｓｐｐ．）、クリプトレステス・フェルギネウス
（Ｃｒｙｐｔｏｌｅｓｔｅｓ　ｆｅｒｒｕｇｉｎｅｕｓ）、クリプトリンクス・ラパチ（
Ｃｒｙｐｔｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｌａｐａｔｈｉ）、シリンドロコプツルス属種（Ｃｙｌ
ｉｎｄｒｏｃｏｐｔｕｒｕｓ　ｓｐｐ．）、デルメステス属種（Ｄｅｒｍｅｓｔｅｓ　ｓ
ｐｐ．）、ジアブロチカ属種（Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ　ｓｐｐ．）、ジコクロキス属種（
Ｄｉｃｈｏｃｒｏｃｉｓ　ｓｐｐ．）、ディクラディスパアルミジェラ（Ｄｉｃｌａｄｉ
ｓｐａ　ａｒｍｉｇｅｒａ）、ジロボデルス属種（Ｄｉｌｏｂｏｄｅｒｕｓ　ｓｐｐ．）
、エピラクナ属種（Ｅｐｉｌａｃｈｎａ　ｓｐｐ．）、エピトリックス属種（Ｅｐｉｔｒ
ｉｘ　ｓｐｐ．）、ファウスチヌス属種（Ｆａｕｓｔｉｎｕｓ　ｓｐｐ．）、ジビウム・
プシロイデス（Ｇｉｂｂｉｕｍ　ｐｓｙｌｌｏｉｄｅｓ）、グナトセルス・コルヌトゥス
（Ｇｎａｔｈｏｃｅｒｕｓ　ｃｏｒｎｕｔｕｓ）、ヘルラウンダリス（Ｈｅｌｌｕｌａ　
ｕｎｄａｌｉｓ）、ヘテロニュクス・アラトル（Ｈｅｔｅｒｏｎｙｃｈｕｓ　ａｒａｔｏ
ｒ）、ヘテロニュクス属種（Ｈｅｔｅｒｏｎｙｘ　ｓｐｐ．）、ヒラモルファ・エレガン
ス（Ｈｙｌａｍｏｒｐｈａ　ｅｌｅｇａｎｓ）、ヒロトルペス・バジュルス（Ｈｙｌｏｔ
ｒｕｐｅｓ　ｂａｊｕｌｕｓ）、ヒペラ・ポスチカ（Ｈｙｐｅｒａ　ｐｏｓｔｉｃａ）、
ヒポメセススクアモスス（Ｈｙｐｏｍｅｃｅｓ　ｓｑｕａｍｏｓｕｓ）、ヒポテネムス属
種（Ｈｙｐｏｔｈｅｎｅｍｕｓ　ｓｐｐ．）、ラクノステルナ・コンサングイネア（Ｌａ
ｃｈｎｏｓｔｅｒｎａ　ｃｏｎｓａｎｇｕｉｎｅａ）、ラシオデルマ・セリコルネ（Ｌａ
ｓｉｏｄｅｒｍａ　ｓｅｒｒｉｃｏｒｎｅ）、ラテチクス・オリザエ（Ｌａｔｈｅｔｉｃ
ｕｓ　ｏｒｙｚａｅ）、ラトリジウス属種（Ｌａｔｈｒｉｄｉｕｓ　ｓｐｐ．）、レマ属
種（Ｌｅｍａ　ｓｐｐ．）、レプチノタルサ・デセムリネアタ（Ｌｅｐｔｉｎｏｔａｒｓ
ａ　ｄｅｃｅｍｌｉｎｅａｔａ）、ロイコプテラ属種（Ｌｅｕｃｏｐｔｅｒａ　ｓｐｐ．
）、リソロプトルス・オリゾフィルス（Ｌｉｓｓｏｒｈｏｐｔｒｕｓ　ｏｒｙｚｏｐｈｉ
ｌｕｓ）、リキスス属種（Ｌｉｘｕｓ　ｓｐｐ．）、ルペロデス属種（Ｌｕｐｅｒｏｄｅ
ｓ　ｓｐｐ．）、リクツス属種（Ｌｙｃｔｕｓ　ｓｐｐ．）、メガセリス属種（Ｍｅｇａ
ｓｃｅｌｉｓ　ｓｐｐ．）、メラノツス属種（Ｍｅｌａｎｏｔｕｓ　ｓｐｐ．）、メリゲ
テス・アエネウス（Ｍｅｌｉｇｅｔｈｅｓ　ａｅｎｅｕｓ）、メロロンタ属種（Ｍｅｌｏ
ｌｏｎｔｈａ　ｓｐｐ．）、ミゴドルス属種（Ｍｉｇｄｏｌｕｓ　ｓｐｐ．）、モノカム
ス属種（Ｍｏｎｏｃｈａｍｕｓ　ｓｐｐ．）、ナウパクツス・キサントグラフス（Ｎａｕ
ｐａｃｔｕｓ　ｘａｎｔｈｏｇｒａｐｈｕｓ）、ネクロビア属種（Ｎｅｃｒｏｂｉａ　ｓ
ｐｐ．）、ニプツス・ホロレウクス（Ｎｉｐｔｕｓ　ｈｏｌｏｌｅｕｃｕｓ）、オリクテ
ス・リノセロス（Ｏｒｙｃｔｅｓ　ｒｈｉｎｏｃｅｒｏｓ）、オリザエフィルス・スリナ
メンシス（Ｏｒｙｚａｅｐｈｉｌｕｓ　ｓｕｒｉｎａｍｅｎｓｉｓ）、オリザファグス・
オリザエ（Ｏｒｙｚａｐｈａｇｕｓ　ｏｒｙｚａｅ）、オチオリンクス属種（Ｏｔｉｏｒ
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ｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、オキシセトニア・ジュクンダ（Ｏｘｙｃｅｔｏｎｉａ　
ｊｕｃｕｎｄａ）、ファエドン・コクレアリアエ（Ｐｈａｅｄｏｎ　ｃｏｃｈｌｅａｒｉ
ａｅ）、フィロファガ属種（Ｐｈｙｌｌｏｐｈａｇａ　ｓｐｐ．）、フィロファガ・ヘレ
リー（Ｐｈｙｌｌｏｐｈａｇａ　ｈｅｌｌｅｒｉ）、フィロトレタ属種（Ｐｈｙｌｌｏｔ
ｒｅｔａ　ｓｐｐ．）、ポピリア・ジャポニカ（Ｐｏｐｉｌｌｉａ　ｊａｐｏｎｉｃａ）
、プレムノトリペス属種（Ｐｒｅｍｎｏｔｒｙｐｅｓ　ｓｐｐ．）、プロステファヌス・
トランカタス（Ｐｒｏｓｔｅｐｈａｎｕｓ　ｔｒｕｎｃａｔｕｓ）、プシリオデス属種（
Ｐｓｙｌｌｉｏｄｅｓ　ｓｐｐ．）、プチヌス属種（Ｐｔｉｎｕｓ　ｓｐｐ．）、リゾビ
ウス・ベントラリス（Ｒｈｉｚｏｂｉｕｓ　ｖｅｎｔｒａｌｉｓ）、リゾペルタ・ドミニ
カ（Ｒｈｉｚｏｐｅｒｔｈａ　ｄｏｍｉｎｉｃａ）、シトフィルス属種（Ｓｉｔｏｐｈｉ
ｌｕｓ　ｓｐｐ．）、シトフィルス・オリザエ（Ｓｉｔｏｐｈｉｌｕｓ　ｏｒｙｚａｅ）
、スフェノホルス属種（Ｓｐｈｅｎｏｐｈｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、ステゴビウム・パセニ
ウム（Ｓｔｅｇｏｂｉｕｍ　ｐａｎｉｃｅｕｍ）、ステルネクス属種（Ｓｔｅｒｎｅｃｈ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、シンフィレテス属種（Ｓｙｍｐｈｙｌｅｔｅｓ　ｓｐｐ．）、タニメ
クス属種（Ｔａｎｙｍｅｃｕｓ　ｓｐｐ．）、テネブリオ・モリトル（Ｔｅｎｅｂｒｉｏ
　ｍｏｌｉｔｏｒ）、テネブリオイデス・マウレタニカス（Ｔｅｎｅｂｒｉｏｉｄｅｓ　
ｍａｕｒｅｔａｎｉｃｕｓ）、トリボリウム属種（Ｔｒｉｂｏｌｉｕｍ　ｓｐｐ．）、ト
ロゴデルマ属種（Ｔｒｏｇｏｄｅｒｍａ　ｓｐｐ．）、チキウス属種（Ｔｙｃｈｉｕｓ　
ｓｐｐ．）、キシロトレクス属種（Ｘｙｌｏｔｒｅｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ザブルス属種
（Ｚａｂｒｕｓ　ｓｐｐ．）；
双翅目（Ｄｉｐｔｅｒａ）の、例えば、アエデス属種（Ａｅｄｅｓ　ｓｐｐ．）、アグロ
ミザ属種（Ａｇｒｏｍｙｚａ　ｓｐｐ．）、アナストレファ属種（Ａｎａｓｔｒｅｐｈａ
　ｓｐｐ．）、アノフェレス属種（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ｓｐｐ．）、アスポンジュリア
属種（Ａｓｐｈｏｎｄｙｌｉａ　ｓｐｐ．）、バクトロケラ属種（Ｂａｃｔｒｏｃｅｒａ
　ｓｐｐ．）、ビビオ・ホルツラヌス（Ｂｉｂｉｏ　ｈｏｒｔｕｌａｎｕｓ）、カリホラ
・エリトロセファラ（Ｃａｌｌｉｐｈｏｒａ　ｅｒｙｔｈｒｏｃｅｐｈａｌａ）、カリフ
ォラ・ビシナ（Ｃａｌｌｉｐｈｏｒａ　ｖｉｃｉｎａ）、セラチチス・カピタタ（Ｃｅｒ
ａｔｉｔｉｓ　ｃａｐｉｔａｔａ）、キロノムス属種（Ｃｈｉｒｏｎｏｍｕｓ　ｓｐｐ．
）、クリソミイア属種（Ｃｈｒｙｓｏｍｙｉａ　ｓｐｐ．）、クリソプス属種（Ｃｈｒｙ
ｓｏｐｓ　ｓｐｐ．）、クリソゾナ・プルビアリス（Ｃｈｒｙｓｏｚｏｎａ　ｐｌｕｖｉ
ａｌｉｓ）、コクリオミイア属種（Ｃｏｃｈｌｉｏｍｙｉａ　ｓｐｐ．）、コンタリニア
属種（Ｃｏｎｔａｒｉｎｉａ　ｓｐｐ．）、コルジオビア・アントロポファガ（Ｃｏｒｄ
ｙｌｏｂｉａ　ａｎｔｈｒｏｐｏｐｈａｇａ）、クリコトプス・シルベストリス（Ｃｒｉ
ｃｏｔｏｐｕｓ　ｓｙｌｖｅｓｔｒｉｓ）、クレクス属種（Ｃｕｌｅｘ　ｓｐｐ．）、ク
リコイデス属種（Ｃｕｌｉｃｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、クリセタ属種（Ｃｕｌｉｓｅｔａ
　ｓｐｐ．）、クテレブラ属種（Ｃｕｔｅｒｅｂｒａ　ｓｐｐ．）、ダクス・オレアエ（
Ｄａｃｕｓ　ｏｌｅａｅ）、ダシネウラ属種（Ｄａｓｙｎｅｕｒａ　ｓｐｐ．）、デリア
属種（Ｄｅｌｉａ　ｓｐｐ．）、デルマトビア・ホミニス（Ｄｅｒｍａｔｏｂｉａ　ｈｏ
ｍｉｎｉｓ）、ドロソフィラ属種（Ｄｒｏｓｏｐｈｉｌａ　ｓｐｐ．）、エキノクネムス
属種（Ｅｃｈｉｎｏｃｎｅｍｕｓ　ｓｐｐ．）、ファンニア属種（Ｆａｎｎｉａ　ｓｐｐ
．）、ガステロフィルス属種（Ｇａｓｔｅｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｓｐｐ．）、グロッシナ属
種（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｓｐｐ．）、ハエマトポタ属種（Ｈａｅｍａｔｏｐｏｔａ　ｓｐ
ｐ．）、ヒドレリア属種（Ｈｙｄｒｅｌｌｉａ　ｓｐｐ．）、ヒドレリアグリセオラ（Ｈ
ｙｄｒｅｌｌｉａ　ｇｒｉｓｅｏｌａ）、ハイレミア属種（Ｈｙｌｅｍｙａ　ｓｐｐ．）
、ヒポボスカ属種（Ｈｉｐｐｏｂｏｓｃａ　ｓｐｐ．）、ヒポデルマ属種（Ｈｙｐｏｄｅ
ｒｍａ　ｓｐｐ．）、リリオミザ属種（Ｌｉｒｉｏｍｙｚａ　ｓｐｐ．）、ルシリア属種
（Ｌｕｃｉｌｉａ　ｓｐｐ．）、ルトゾミイア属種（Ｌｕｔｚｏｍｙｉａ　ｓｐｐ．）、
マンソニア属種（Ｍａｎｓｏｎｉａ　ｓｐｐ．）、ムスカ属種（Ｍｕｓｃａ　ｓｐｐ．）
、オエストルス属種（Ｏｅｓｔｒｕｓ　ｓｐｐ．）、オシネラ・フリト（Ｏｓｃｉｎｅｌ
ｌａ　ｆｒｉｔ）、パラタニタルスス属種（Ｐａｒａｔａｎｙｔａｒｓｕｓ　ｓｐｐ．）
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、パラロイテルボルニエラ・スブチンクタ（Ｐａｒａｌａｕｔｅｒｂｏｒｎｉｅｌｌａ　
ｓｕｂｃｉｎｃｔａ）、ペゴマイヤ属種（Ｐｅｇｏｍｙｉａ　ｓｐｐ．）、フレボトムス
属種（Ｐｈｌｅｂｏｔｏｍｕｓ　ｓｐｐ．）、ホルビア属種（Ｐｈｏｒｂｉａ　ｓｐｐ．
）、ホルミア属種（Ｐｈｏｒｍｉａ　ｓｐｐ．）、ピオフィラ・カゼイ（Ｐｉｏｐｈｉｌ
ａ　ｃａｓｅｉ）、プロジプロシス属種（Ｐｒｏｄｉｐｌｏｓｉｓ　ｓｐｐ．）、プシラ
・ロサエ（Ｐｓｉｌａ　ｒｏｓａｅ）、ラゴレチス属種（Ｒｈａｇｏｌｅｔｉｓ　ｓｐｐ
．）、サルコファガ属種（Ｓａｒｃｏｐｈａｇａ　ｓｐｐ．）、シムリウム属種（Ｓｉｍ
ｕｌｉｕｍ　ｓｐｐ．）、ストモキス属種（Ｓｔｏｍｏｘｙｓ　ｓｐｐ．）、タバヌス属
種（Ｔａｂａｎｕｓ　ｓｐｐ．）、テタノプス属種（Ｔｅｔａｎｏｐｓ　ｓｐｐ．）、チ
プラ属種（Ｔｉｐｕｌａ　ｓｐｐ．）；
ヘテロプテラ目（Ｈｅｔｅｒｏｐｔｅｒａ）の、例えば、アナサ・トリスチス（Ａｎａｓ
ａ　ｔｒｉｓｔｉｓ）、アンテスチオプチス属種（Ａｎｔｅｓｔｉｏｐｓｉｓ　ｓｐｐ．
）、ボイセア属種（Ｂｏｉｓｅａ　ｓｐｐ．）、ブリスス属種（Ｂｌｉｓｓｕｓ　ｓｐｐ
．）、カロコリス属種（Ｃａｌｏｃｏｒｉｓ　ｓｐｐ．）、カムピロンマ・リビダ（Ｃａ
ｍｐｙｌｏｍｍａ　ｌｉｖｉｄａ）、カベレリウス属種（Ｃａｖｅｌｅｒｉｕｓ　ｓｐｐ
．）、シメックス属種（Ｃｉｍｅｘ　ｓｐｐ．）、コラリア属種（Ｃｏｌｌａｒｉａ　ｓ
ｐｐ．）、クレオンチアデス・ジルツス（Ｃｒｅｏｎｔｉａｄｅｓ　ｄｉｌｕｔｕｓ）、
ダシヌス・ペピリス（Ｄａｓｙｎｕｓ　ｐｉｐｅｒｉｓ）、ジケロプス・フルカツス（Ｄ
ｉｃｈｅｌｏｐｓ　ｆｕｒｃａｔｕｓ）、ジコノコリス・ヘウェチ（Ｄｉｃｏｎｏｃｏｒ
ｉｓ　ｈｅｗｅｔｔｉ）、ジスデルクス属種（Ｄｙｓｄｅｒｃｕｓ　ｓｐｐ．）、エウシ
スツス属種（Ｅｕｓｃｈｉｓｔｕｓ　ｓｐｐ．）、エウリガステル属種（Ｅｕｒｙｇａｓ
ｔｅｒ　ｓｐｐ．）、ヘリオペルチス属種（Ｈｅｌｉｏｐｅｌｔｉｓ　ｓｐｐ．）、ホル
シアス・ノビレルス（Ｈｏｒｃｉａｓ　ｎｏｂｉｌｅｌｌｕｓ）、レプトコリサ属種（Ｌ
ｅｐｔｏｃｏｒｉｓａ　ｓｐｐ．）、レプトコリサ・ヴァリコルニス（Ｌｅｐｔｏｃｏｒ
ｉｓａ　ｖａｒｉｃｏｒｎｉｓ）、レプトグロスス・フィロプス（Ｌｅｐｔｏｇｌｏｓｓ
ｕｓ　ｐｈｙｌｌｏｐｕｓ）、リグス属種（Ｌｙｇｕｓ　ｓｐｐ．）、マクロペス・イク
スカバツス（Ｍａｃｒｏｐｅｓ　ｅｘｃａｖａｔｕｓ）、ミリダエ（Ｍｉｒｉｄａｅ）、
モナロニオン・アトラツム（Ｍｏｎａｌｏｎｉｏｎ　ａｔｒａｔｕｍ）、ネザラ属種（Ｎ
ｅｚａｒａ　ｓｐｐ．）、オエバルス属種（Ｏｅｂａｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ペントミダエ
（Ｐｅｎｔｏｍｉｄａｅ）、ピエスマ・クワドラタ（Ｐｉｅｓｍａ　ｑｕａｄｒａｔａ）
、ピエゾドルス属種（Ｐｉｅｚｏｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、プサルス属種（Ｐｓａｌｌｕ
ｓ　ｓｐｐ．）、プセウドアシスタ・ペルセア（Ｐｓｅｕｄａｃｙｓｔａ　ｐｅｒｓｅａ
）、ロドニウス属種（Ｒｈｏｄｎｉｕｓ　ｓｐｐ．）、サールベンゲラ・シングラリス（
Ｓａｈｌｂｅｒｇｅｌｌａ　ｓｉｎｇｕｌａｒｉｓ）、スカプトコリス・カスタネア（Ｓ
ｃａｐｔｏｃｏｒｉｓ　ｃａｓｔａｎｅａ）、スコチノホラ属種（Ｓｃｏｔｉｎｏｐｈｏ
ｒａ　ｓｐｐ．）、ステファニチス・ナシ（Ｓｔｅｐｈａｎｉｔｉｓ　ｎａｓｈｉ）、チ
ブラカ属種（Ｔｉｂｒａｃａ　ｓｐｐ．）、トリアトマ属種（Ｔｒｉａｔｏｍａ　ｓｐｐ
．）；
ホモプテラ目（Ｈｏｍｏｐｔｅｒａ）の、例えば、アシッツィア・アカシアバイレヤナエ
（Ａｃｉｚｚｉａ　ａｃａｃｉａｅｂａｉｌｅｙａｎａｅ）、アシッツィア・ドドナエア
エ（Ａｃｉｚｚｉａ　ｄｏｄｏｎａｅａｅ）、アシッツィア・ウンカトイデス（Ａｃｉｚ
ｚｉａ　ｕｎｃａｔｏｉｄｅｓ）、アクリダ・ツリタ（Ａｃｒｉｄａ　ｔｕｒｒｉｔａ）
、アシルトシポン属種（Ａｃｙｒｔｈｏｓｉｐｏｎ　ｓｐｐ．）、アクロゴニア属種（Ａ
ｃｒｏｇｏｎｉａ　ｓｐｐ．）、アエネオラミア属種（Ａｅｎｅｏｌａｍｉａ　ｓｐｐ．
）、アゴノセナ属種（Ａｇｏｎｏｓｃｅｎａ　ｓｐｐ．）、アレイローデス・プロレッテ
ラ（Ａｌｅｙｒｏｄｅｓ　ｐｒｏｌｅｔｅｌｌａ）、アレウロロブス・バロデンシス（Ａ
ｌｅｕｒｏｌｏｂｕｓ　ｂａｒｏｄｅｎｓｉｓ）、アレウロトリクス・フロコスス（Ａｌ
ｅｕｒｏｔｈｒｉｘｕｓ　ｆｌｏｃｃｏｓｕｓ）、アロカリダラ・マライエンシス（Ａｌ
ｌｏｃａｒｉｄａｒａ　ｍａｌａｙｅｎｓｉｓ）、アムラスカ属種（Ａｍｒａｓｃａ　ｓ
ｐｐ．）、アヌラフィス・カルズィ（Ａｎｕｒａｐｈｉｓ　ｃａｒｄｕｉ）、アオニジエ
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ラ属種（Ａｏｎｉｄｉｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、アファノスチグマ・ピリ（Ａｐｈａｎｏｓ
ｔｉｇｍａ　ｐｉｒｉ）、アフィス属種（Ａｐｈｉｓ　ｓｐｐ．）、アルボリジア・アピ
カリス（Ａｒｂｏｒｉｄｉａ　ａｐｉｃａｌｉｓ）、アリタイニラ属種（Ａｒｙｔａｉｎ
ｉｌｌａ　ｓｐｐ．）、アスピジエラ属種（Ａｓｐｉｄｉｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、アスピ
ジオツス属種（Ａｓｐｉｄｉｏｔｕｓ　ｓｐｐ．）、アタヌス属種（Ａｔａｎｕｓ　ｓｐ
ｐ．）、アウラコルツム・ソラニ（Ａｕｌａｃｏｒｔｈｕｍ　ｓｏｌａｎｉ）、ベミシア
・タバシ（Ｂｅｍｉｓｉａ　ｔａｂａｃｉ）、ブラストプシラ・オクシデンタリス（Ｂｌ
ａｓｔｏｐｓｙｌｌａ　ｏｃｃｉｄｅｎｔａｌｉｓ）、ボレイオグリカスピス・メラロイ
カエ（Ｂｏｒｅｉｏｇｌｙｃａｓｐｉｓ　ｍｅｌａｌｅｕｃａｅ）、ブラキカウズス・ヘ
リクリシ（Ｂｒａｃｈｙｃａｕｄｕｓ　ｈｅｌｉｃｈｒｙｓｉ）、ブラキコルス属種（Ｂ
ｒａｃｈｙｃｏｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ブレビコリネ・ブラシカエ（Ｂｒｅｖｉｃｏｒｙｎ
ｅ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ）、カコプシラ属種（Ｃａｃｏｐｓｙｌｌａ　ｓｐｐ．）、カリ
ジポナ・マルギナタ（Ｃａｌｌｉｇｙｐｏｎａ　ｍａｒｇｉｎａｔａ）、カルネオセファ
ラ・フルギダ（Ｃａｒｎｅｏｃｅｐｈａｌａ　ｆｕｌｇｉｄａ）、セラトバクナ・ラニゲ
ラ（Ｃｅｒａｔｏｖａｃｕｎａ　ｌａｎｉｇｅｒａ）、セルコピダエ（Ｃｅｒｃｏｐｉｄ
ａｅ）、セロプラステス属種（Ｃｅｒｏｐｌａｓｔｅｓ　ｓｐｐ．）、カエトシホン・フ
ラガエホリイ（Ｃｈａｅｔｏｓｉｐｈｏｎ　ｆｒａｇａｅｆｏｌｉｉ）、キオナスピス・
テガレンシス（Ｃｈｉｏｎａｓｐｉｓ　ｔｅｇａｌｅｎｓｉｓ）、クロリタ・オヌキイ（
Ｃｈｌｏｒｉｔａ　ｏｎｕｋｉｉ）、コンドラクリスロセ（Ｃｈｏｎｄｒａｃｒｉｓ　ｒ
ｏｓｅａ）、クロマフィス・ジュグランジコラ（Ｃｈｒｏｍａｐｈｉｓ　ｊｕｇｌａｎｄ
ｉｃｏｌａ）、クリソムファルス・フィクス（Ｃｈｒｙｓｏｍｐｈａｌｕｓ　ｆｉｃｕｓ
）、シカズリナ・ムビラ（Ｃｉｃａｄｕｌｉｎａ　ｍｂｉｌａ）、コッコミチルス・ハリ
イ（Ｃｏｃｃｏｍｙｔｉｌｕｓ　ｈａｌｌｉ）、コックス属種（Ｃｏｃｃｕｓ　ｓｐｐ．
）、クリストミズル・リビス（Ｃｒｙｐｔｏｍｙｚｕｓ　ｒｉｂｉｓ）、クリプトネオッ
サ属種（Ｃｒｙｐｔｏｎｅｏｓｓａ　ｓｐｐ．）、クテノナリタイナ属種（Ｃｔｅｎａｒ
ｙｔａｉｎａ　ｓｐｐ．）、ダルブルス属種（Ｄａｌｂｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ジアロイ
ロデス・シトリ（Ｄｉａｌｅｕｒｏｄｅｓ　ｃｉｔｒｉ）、ジアホリナ・シトリ（Ｄｉａ
ｐｈｏｒｉｎａ　ｃｉｔｒｉ）、ジアスピス属種（Ｄｉａｓｐｉｓ　ｓｐｐ．）、ドロシ
カ属種（Ｄｒｏｓｉｃｈａ　ｓｐｐ．）、ジサフィス属種（Ｄｙｓａｐｈｉｓ　ｓｐｐ．
）、ジスミコックス属種（Ｄｙｓｍｉｃｏｃｃｕｓ　ｓｐｐ．）、エンポアスカ属種（Ｅ
ｍｐｏａｓｃａ　ｓｐｐ．）、エリオソマ属種（Ｅｒｉｏｓｏｍａ　ｓｐｐ．）、エリト
ロネウラ属種（Ｅｒｙｔｈｒｏｎｅｕｒａ　ｓｐｐ．）、ユーカリプトリマ属種（Ｅｕｃ
ａｌｙｐｔｏｌｙｍａ　ｓｐｐ．）、ユーフィルラ属種（Ｅｕｐｈｙｌｌｕｒａ　ｓｐｐ
．）、エウセリス・ビロバツス（Ｅｕｓｃｅｌｉｓ　ｂｉｌｏｂａｔｕｓ）、フェリシア
属種（Ｆｅｒｒｉｓｉａ　ｓｐｐ．）、ゲオコックス・コフェアエ（Ｇｅｏｃｏｃｃｕｓ
　ｃｏｆｆｅａｅ）、グリカスピス属種（Ｇｌｙｃａｓｐｉｓ　ｓｐｐ．）、ヘテロプシ
ラ　クバナ（Ｈｅｔｅｒｏｐｓｙｌｌａ　ｃｕｂａｎａ）、ヘテロプシラ・スピヌロサ（
Ｈｅｔｅｒｏｐｓｙｌｌａ　ｓｐｉｎｕｌｏｓａ）、ホマロジスカ・コアグラタ（Ｈｏｍ
ａｌｏｄｉｓｃａ　ｃｏａｇｕｌａｔａ）、ヒアロプテルス・アルンジニス（Ｈｙａｌｏ
ｐｔｅｒｕｓ　ａｒｕｎｄｉｎｉｓ）、イセリア属種（Ｉｃｅｒｙａ　ｓｐｐ．）、イジ
オセルス属種（Ｉｄｉｏｃｅｒｕｓ　ｓｐｐ．）、イジオスコプス属種（Ｉｄｉｏｓｃｏ
ｐｕｓ　ｓｐｐ．）、ラオデルファクス・ストリアテルス（Ｌａｏｄｅｌｐｈａｘ　ｓｔ
ｒｉａｔｅｌｌｕｓ）、レカニウム属種（Ｌｅｃａｎｉｕｍ　ｓｐｐ．）、レピドサフェ
ス属種（Ｌｅｐｉｄｏｓａｐｈｅｓ　ｓｐｐ．）、リパフィス・エリシミ（Ｌｉｐａｐｈ
ｉｓ　ｅｒｙｓｉｍｉ）、マクロシフム属種（Ｍａｃｒｏｓｉｐｈｕｍ　ｓｐｐ．）、マ
クロステレス・ファシフロン（Ｍａｃｒｏｓｔｅｌｅｓ　ｆａｃｉｆｒｏｎｓ）、マハナ
ルバ属種（Ｍａｈａｎａｒｖａ　ｓｐｐ．）、メラナフィス・サッカリ（Ｍｅｌａｎａｐ
ｈｉｓ　ｓａｃｃｈａｒｉ）、メトカルフィエラ属種（Ｍｅｔｃａｌｆｉｅｌｌａ　ｓｐ
ｐ．）、メトポロフィウム・ジロズム（Ｍｅｔｏｐｏｌｏｐｈｉｕｍ　ｄｉｒｈｏｄｕｍ
）、モネリア・コスタリス（Ｍｏｎｅｌｌｉａ　ｃｏｓｔａｌｉｓ）、モネリオプシス・
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ペカニス（Ｍｏｎｅｌｌｉｏｐｓｉｓ　ｐｅｃａｎｉｓ）、ミズス属種（Ｍｙｚｕｓ　ｓ
ｐｐ．）、ナソノビア・ニビスニグリ（Ｎａｓｏｎｏｖｉａ　ｒｉｂｉｓｎｉｇｒｉ）、
ネホテッチキス属種（Ｎｅｐｈｏｔｅｔｔｉｘ　ｓｐｐ．）、ネッチゴニクラ・スペクト
ラ（Ｎｅｔｔｉｇｏｎｉｃｌｌａ　ｓｐｅｃｔｒａ）、ニラパルバタ・ルゲンス（Ｎｉｌ
ａｐａｒｖａｔａ　ｌｕｇｅｎｓ）、オンコメトピア属種（Ｏｎｃｏｍｅｔｏｐｉａ　ｓ
ｐｐ．）、オルテジア・プラテロンガ（Ｏｒｔｈｅｚｉａ　ｐｒａｅｌｏｎｇａ）、オク
シアチネンシス（Ｏｘｙａ　ｃｈｉｎｅｎｓｉｓ）、パチプシラ属種（Ｐａｃｈｙｐｓｙ
ｌｌａ　ｓｐｐ．）、パラベムシア・ミリカエ（Ｐａｒａｂｅｍｉｓｉａ　ｍｙｒｉｃａ
ｅ）、パラトリオザ属種（Ｐａｒａｔｒｉｏｚａ　ｓｐｐ．）、パルラトリア属種（Ｐａ
ｒｌａｔｏｒｉａ　ｓｐｐ．）、ペムフィグス属種（Ｐｅｍｐｈｉｇｕｓ　ｓｐｐ．）、
ペレグリヌス・マイジス（Ｐｅｒｅｇｒｉｎｕｓ　ｍａｉｄｉｓ）、フェナコックス属種
（Ｐｈｅｎａｃｏｃｃｕｓ　ｓｐｐ．）、フロエオミズス・パセリニイ（Ｐｈｌｏｅｏｍ
ｙｚｕｓ　ｐａｓｓｅｒｉｎｉｉ）、ホロドン・フムリ（Ｐｈｏｒｏｄｏｎ　ｈｕｍｕｌ
ｉ）、フィロキセラ属種（Ｐｈｙｌｌｏｘｅｒａ　ｓｐｐ．）、ピンナスピス・アスピジ
ストラエ（Ｐｉｎｎａｓｐｉｓ　ａｓｐｉｄｉｓｔｒａｅ）、プラノコックス属種（Ｐｌ
ａｎｏｃｏｃｃｕｓ　ｓｐｐ．）、プロソピドプシラ・フラバ（Ｐｒｏｓｏｐｉｄｏｐｓ
ｙｌｌａ　ｆｌａｖａ）、プロトプルビナリア・ピリホルミス（Ｐｒｏｔｏｐｕｌｖｉｎ
ａｒｉａ　ｐｙｒｉｆｏｒｍｉｓ）、プセウダウラカスピス・ペンタゴナ（Ｐｓｅｕｄａ
ｕｌａｃａｓｐｉｓ　ｐｅｎｔａｇｏｎａ）、プセウドコックス属種（Ｐｓｅｕｄｏｃｏ
ｃｃｕｓ　ｓｐｐ．）、プシロプシス属種（Ｐｓｙｌｌｏｐｓｉｓ　ｓｐｐ．）、プシラ
属種（Ｐｓｙｌｌａ　ｓｐｐ．）、プテロマルス属種（Ｐｔｅｒｏｍａｌｕｓ　ｓｐｐ．
）、ピリラ属種（Ｐｙｒｉｌｌａ　ｓｐｐ．）、クアドラスピジオツス属種（Ｑｕａｄｒ
ａｓｐｉｄｉｏｔｕｓ　ｓｐｐ．）、クエサダ・ギガス（Ｑｕｅｓａｄａ　ｇｉｇａｓ）
、ラストロコックス属種（Ｒａｓｔｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｓｐｐ．）、ロパロシフム属種（
Ｒｈｏｐａｌｏｓｉｐｈｕｍ　ｓｐｐ．）、サイセチア属種（Ｓａｉｓｓｅｔｉａ　ｓｐ
ｐ．）、スカフォイデウス　チタヌス（Ｓｃａｐｈｏｉｄｅｕｓ　ｔｉｔａｎｕｓ）、シ
ザフィス・グラミヌム（Ｓｃｈｉｚａｐｈｉｓ　ｇｒａｍｉｎｕｍ）、セレナスピズス・
アルチクラツス（Ｓｅｌｅｎａｓｐｉｄｕｓ　ａｒｔｉｃｕｌａｔｕｓ）、ソガタ属種（
Ｓｏｇａｔａ　ｓｐｐ．）、ソガテラ・フルシフェラ（Ｓｏｇａｔｅｌｌａ　ｆｕｒｃｉ
ｆｅｒａ）、ソガトデス属種（Ｓｏｇａｔｏｄｅｓ　ｓｐｐ．）、スチクトセファラ・フ
ェスチナ（Ｓｔｉｃｔｏｃｅｐｈａｌａ　ｆｅｓｔｉｎａ）、シフォニヌス・フィリレア
エ（Ｓｉｐｈｏｎｉｎｕｓ　ｐｈｉｌｌｙｒｅａｅ）、テナラファラ・マラエンシス（Ｔ
ｅｎａｌａｐｈａｒａ　ｍａｌａｙｅｎｓｉｓ）、テトラゴノセフェラ属種（Ｔｅｔｒａ
ｇｏｎｏｃｅｐｈｅｌａ　ｓｐｐ．）、チノカリス・カリアエホリアエ（Ｔｉｎｏｃａｌ
ｌｉｓ　ｃａｒｙａｅｆｏｌｉａｅ）、トマスピス属種（Ｔｏｍａｓｐｉｓ　ｓｐｐ．）
、トキソプテラ属種（Ｔｏｘｏｐｔｅｒａ　ｓｐｐ．）、トリアエウロデス・バポラリオ
ルム（Ｔｒｉａｌｅｕｒｏｄｅｓ　ｖａｐｏｒａｒｉｏｒｕｍ）、トリオザ属種（Ｔｒｉ
ｏｚａ　ｓｐｐ．）、チフロシバ属種（Ｔｙｐｈｌｏｃｙｂａ　ｓｐｐ．）、ウナスピス
属種（Ｕｎａｓｐｉｓ　ｓｐｐ．）、ビテウス・ビチホリイ（Ｖｉｔｅｕｓ　ｖｉｔｉｆ
ｏｌｉｉ）、ジギナ属種（Ｚｙｇｉｎａ　ｓｐｐ．）；
膜翅目（Ｈｙｍｅｎｏｐｔｅｒａ）の、例えば、アクロミルメックス属種（Ａｃｒｏｍｙ
ｒｍｅｘ　ｓｐｐ．）、アタリア属種（Ａｔｈａｌｉａ　ｓｐｐ．）、アッタ属種（Ａｔ
ｔａ　ｓｐｐ．）、ジプリオン属種（Ｄｉｐｒｉｏｎ　ｓｐｐ．）、ホプロカンパ属種（
Ｈｏｐｌｏｃａｍｐａ　ｓｐｐ．）、ラシウス属種（Ｌａｓｉｕｓ　ｓｐｐ．）、モノモ
イウム・ファラオニス（Ｍｏｎｏｍｏｒｉｕｍ　ｐｈａｒａｏｎｉｓ）、シレクス属種（
Ｓｉｒｅｘ　ｓｐｐ．）、ソレノプシスインビクタ（Ｓｏｌｅｎｏｐｓｉｓ　ｉｎｖｉｃ
ｔａ）、タピノマ属種（Ｔａｐｉｎｏｍａ　ｓｐｐ．）、ウロセルス属種（Ｕｒｏｃｅｒ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、ベスパ属種（Ｖｅｓｐａ　ｓｐｐ．）、キセリス属種（Ｘｅｒｉｓ　
ｓｐｐ．）；
等脚目（Ｉｓｏｐｏｄａ）の、例えば、アルマジリジウム・ブルガレ（Ａｒｍａｄｉｌｌ
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ｉｄｉｕｍ　ｖｕｌｇａｒｅ）、オニスクス・アセルス（Ｏｎｉｓｃｕｓ　ａｓｅｌｌｕ
ｓ）、ポルセリオ・スカベル（Ｐｏｒｃｅｌｌｉｏ　ｓｃａｂｅｒ）；
等翅目（Ｉｓｏｐｔｅｒａ）の、例えば、コプトテルメス属種（Ｃｏｐｔｏｔｅｒｍｅｓ
　ｓｐｐ．）、コルニテルメス・クムランス（Ｃｏｒｎｉｔｅｒｍｅｓ　ｃｕｍｕｌａｎ
ｓ）、クリプトテルメス属種（Ｃｒｙｐｔｏｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ．）、インシシテルメ
ス属種（Ｉｎｃｉｓｉｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ．）、ミクロテルメス・オベシ（Ｍｉｃｒｏ
ｔｅｒｍｅｓ　ｏｂｅｓｉ）、オドントテルメス属種（Ｏｄｏｎｔｏｔｅｒｍｅｓ　ｓｐ
ｐ．）、レチクリテルメス属種（Ｒｅｔｉｃｕｌｉｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ．）；
鱗翅目（Ｌｅｐｉｄｏｐｔｅｒａ）の、例えば、アクロイア・グリセラ（Ａｃｈｒｏｉａ
　ｇｒｉｓｅｌｌａ）、アクロニクタ・マジョル（Ａｃｒｏｎｉｃｔａ　ｍａｊｏｒ）、
アドキソフィエス属種（Ａｄｏｘｏｐｈｙｅｓ　ｓｐｐ．）、アエジア・レウコメラス（
Ａｅｄｉａ　ｌｅｕｃｏｍｅｌａｓ）、アグロチス属種（Ａｇｒｏｔｉｓ　ｓｐｐ．）、
アラバマ属種（Ａｌａｂａｍａ　ｓｐｐ．）、アミエロイス・トランシテッラ（Ａｍｙｅ
ｌｏｉｓ　ｔｒａｎｓｉｔｅｌｌａ）、アナルシア属種（Ａｎａｒｓｉａ　ｓｐｐ．）、
アンチカルシア属種（Ａｎｔｉｃａｒｓｉａ　ｓｐｐ．）、アルギロプロス属種（Ａｒｇ
ｙｒｏｐｌｏｃｅ　ｓｐｐ．）、バラトラ・ブラシカエ（Ｂａｒａｔｈｒａ　ｂｒａｓｓ
ｉｃａｅ）、ボルボ・シンナラ（Ｂｏｒｂｏ　ｃｉｎｎａｒａ）、ブックラトリクス・ツ
ルベリエラ（Ｂｕｃｃｕｌａｔｒｉｘ　ｔｈｕｒｂｅｒｉｅｌｌａ）、ブパルス・ピニア
リウス（Ｂｕｐａｌｕｓ　ｐｉｎｉａｒｉｕｓ）、ブッセオラ属種（Ｂｕｓｓｅｏｌａ　
ｓｐｐ．）、カコエキア属種（Ｃａｃｏｅｃｉａ　ｓｐｐ．）、カロプチリア・ティボラ
（Ｃａｌｏｐｔｉｌｉａ　ｔｈｅｉｖｏｒａ）、カプラ・レチクラナ（Ｃａｐｕａ　ｒｅ
ｔｉｃｕｌａｎａ）、カルポカプサ・ポモネラ（Ｃａｒｐｏｃａｐｓａ　ｐｏｍｏｎｅｌ
ｌａ）、カルポシナ・ニポメンシス（Ｃａｒｐｏｓｉｎａ　ｎｉｐｏｎｅｎｓｉｓ）、ケ
イマトビア・ブルマタ（Ｃｈｅｉｍａｔｏｂｉａ　ｂｒｕｍａｔａ）、キロ属種（Ｃｈｉ
ｌｏ　ｓｐｐ．）、コリストネウラ属種（Ｃｈｏｒｉｓｔｏｎｅｕｒａ　ｓｐｐ．）、ク
リシア・アンビグエラ（Ｃｌｙｓｉａ　ａｍｂｉｇｕｅｌｌａ）、クナファロセルス属種
（Ｃｎａｐｈａｌｏｃｅｒｕｓ　ｓｐｐ．）、クナファロクロチス・メジナリス（Ｃｎａ
ｐｈａｌｏｃｒｏｃｉｓ　ｍｅｄｉｎａｌｉｓ）、クネファシア属種（Ｃｎｅｐｈａｓｉ
ａ　ｓｐｐ．）、コノポモルファ属種（Ｃｏｎｏｐｏｍｏｒｐｈａ　ｓｐｐ．）、コノト
ラケルス属種（Ｃｏｎｏｔｒａｃｈｅｌｕｓ　ｓｐｐ．）、コピタルシア属種（Ｃｏｐｉ
ｔａｒｓｉａ　ｓｐｐ．）、シディア属種（Ｃｙｄｉａ　ｓｐｐ．）、ダラカ・ノクツイ
デス（Ｄａｌａｃａ　ｎｏｃｔｕｉｄｅｓ）、ジアファニア属種（Ｄｉａｐｈａｎｉａ　
ｓｐｐ．）、ジアトラエア・サッカラリス（Ｄｉａｔｒａｅａ　ｓａｃｃｈａｒａｌｉｓ
）、エアリアス属種（Ｅａｒｉａｓ　ｓｐｐ．）、エクデュトロパ・アウランティウム（
Ｅｃｄｙｔｏｌｏｐｈａ　ａｕｒａｎｔｉｕｍ）、エラスモパルプス・リグノセルス（Ｅ
ｌａｓｍｏｐａｌｐｕｓ　ｌｉｇｎｏｓｅｌｌｕｓ）、エルダナ・サッカリナ（Ｅｌｄａ
ｎａ　ｓａｃｃｈａｒｉｎａ）、エフェスチア属種（Ｅｐｈｅｓｔｉａ　ｓｐｐ．）、エ
ピノチア属種（Ｅｐｉｎｏｔｉａ　ｓｐｐ．）、エピフィアス・ポスティフィッタナ（Ｅ
ｐｉｐｈｙａｓ　ｐｏｓｔｖｉｔｔａｎａ）、エチエッラ属種（Ｅｔｉｅｌｌａ　ｓｐｐ
．）、エウリア属種（Ｅｕｌｉａ　ｓｐｐ．）、ユーポエシリア・アンビグエラ（Ｅｕｐ
ｏｅｃｉｌｉａ　ａｍｂｉｇｕｅｌｌａ）、エウプロクチス属種（Ｅｕｐｒｏｃｔｉｓ　
ｓｐｐ．）、エウキソア属種（Ｅｕｘｏａ　ｓｐｐ．）、フェルチア属種（Ｆｅｌｔｉａ
　ｓｐｐ．）、ガレリア・メロネラ（Ｇａｌｌｅｒｉａ　ｍｅｌｌｏｎｅｌｌａ）、グラ
シラリア属種（Ｇｒａｃｉｌｌａｒｉａ　ｓｐｐ．）、グラホリタ属種（Ｇｒａｐｈｏｌ
ｉｔｈａ　ｓｐｐ．）、ヘジレプタ属種（Ｈｅｄｙｌｅｐｔａ　ｓｐｐ．）、ヘリコベル
パ属種（Ｈｅｌｉｃｏｖｅｒｐａ　ｓｐｐ．）、ヘリオチス属種（Ｈｅｌｉｏｔｈｉｓ　
ｓｐｐ．）、ホフマノフィラ・プセウドスプレテア（Ｈｏｆｍａｎｎｏｐｈｉｌａ　ｐｓ
ｅｕｄｏｓｐｒｅｔｅｌｌａ）、ホモエオソマ属種（Ｈｏｍｏｅｏｓｏｍａ　ｓｐｐ．）
、ホモナ属種（Ｈｏｍｏｎａ　ｓｐｐ．）、ヒピノメウタ・パデラ（Ｈｙｐｏｎｏｍｅｕ
ｔａ　ｐａｄｅｌｌａ）、カキボリア・フラボファシアタ（Ｋａｋｉｖｏｒｉａ　ｆｌａ
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ｖｏｆａｓｃｉａｔａ）、ラフィグマ属種（Ｌａｐｈｙｇｍａ　ｓｐｐ．）、ラスペイレ
シア・モレスタ（Ｌａｓｐｅｙｒｅｓｉａ　ｍｏｌｅｓｔａ）、ロイシノデス・オルボナ
リス（Ｌｅｕｃｉｎｏｄｅｓ　ｏｒｂｏｎａｌｉｓ）、ロイコプテラ属種（Ｌｅｕｃｏｐ
ｔｅｒａ　ｓｐｐ．）、リトコレチス属種（Ｌｉｔｈｏｃｏｌｌｅｔｉｓ　ｓｐｐ．）、
リトファネ・アンテンナタ（Ｌｉｔｈｏｐｈａｎｅ　ａｎｔｅｎｎａｔａ）、ロベシア属
種（Ｌｏｂｅｓｉａ　ｓｐｐ．）、ロキサグロチス・アルビコスタ（Ｌｏｘａｇｒｏｔｉ
ｓ　ａｌｂｉｃｏｓｔａ）、リマントリア属種（Ｌｙｍａｎｔｒｉａ　ｓｐｐ．）、リオ
ネチア属種（Ｌｙｏｎｅｔｉａ　ｓｐｐ．）、マラコソマ・ネウストリア（Ｍａｌａｃｏ
ｓｏｍａ　ｎｅｕｓｔｒｉａ）、マルカ・テスツラリス（Ｍａｒｕｃａ　ｔｅｓｔｕｌａ
ｌｉｓ）、マメストラ・ブラシカエ（Ｍａｍｓｔｒａ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ）、メラニチ
ス・レダ（Ｍｅｌａｎｉｔｉｓ　ｌｅｄａ）、モキス属種（Ｍｏｃｉｓ　ｓｐｐ．）、モ
ノピス・オブビエラ（Ｍｏｎｏｐｉｓ　ｏｂｖｉｅｌｌａ）、ミチムナ・セパラタ（Ｍｙ
ｔｈｉｍｎａ　ｓｅｐａｒａｔａ）、ネマポゴン・コロアセルス（Ｎｅｍａｐｏｇｏｎ　
ｃｌｏａｃｅｌｌｕｓ）、ニュムプラ属種（Ｎｙｍｐｈｕｌａ　ｓｐｐ．）、オイケチク
ス属種（Ｏｉｋｅｔｉｃｕｓ　ｓｐｐ．）、オリア属種（Ｏｒｉａ　ｓｐｐ．）、オルタ
ガ属種（Ｏｒｔｈａｇａ　ｓｐｐ．）、オストリニア属種（Ｏｓｔｒｉｎｉａ　ｓｐｐ．
）、オウレマ・オリザエ（Ｏｕｌｅｍａ　ｏｒｙｚａｅ）、パノリス・フランメア（Ｐａ
ｎｏｌｉｓ　ｆｌａｍｍｅａ）、パルナラ属種（Ｐａｒｎａｒａ　ｓｐｐ．）、ペクチノ
ホラ属種（Ｐｅｃｔｉｎｏｐｈｏｒａ　ｓｐｐ．）、ペリロイコプテラ属種（Ｐｅｒｉｌ
ｅｕｃｏｐｔｅｒａ　ｓｐｐ．）、フソリマエア属種（Ｐｈｔｈｏｒｉｍａｅａ　ｓｐｐ
．）、フィロクニスチス・シトレラ（Ｐｈｙｌｌｏｃｎｉｓｔｉｓ　ｃｉｔｒｅｌｌａ）
、フィロノリクテル属種（Ｐｈｙｌｌｏｎｏｒｙｃｔｅｒ　ｓｐｐ．）、ピエリス属種（
Ｐｉｅｒｉｓ　ｓｐｐ．）、プラチノタ・スツルタナ（Ｐｌａｔｙｎｏｔａ　ｓｔｕｌｔ
ａｎａ）、プロジア・インテルプンクテラ（Ｐｌｏｄｉａ　ｉｎｔｅｒｐｕｎｃｔｅｌｌ
ａ）、プルシア属種（Ｐｌｕｓｉａ　ｓｐｐ．）、プルテラ・キシロステラ（Ｐｌｕｔｅ
ｌｌａ　ｘｙｌｏｓｔｅｌｌａ）、プラユス属種（Ｐｒａｙｓ　ｓｐｐ．）、プロデニア
属種（Ｐｒｏｄｅｎｉａ　ｓｐｐ．）、プロトパルセ属種（Ｐｒｏｔｏｐａｒｃｅ　ｓｐ
ｐ．）、プセウダレチア属種（Ｐｓｅｕｄａｌｅｔｉａ　ｓｐｐ．）、シューダレティア
　ユニプンクタ（Ｐｓｅｕｄａｌｅｔｉａ　ｕｎｉｐｕｎｃｔａ）、プセウドプルシア・
インクルデンス（Ｐｓｅｕｄｏｐｌｕｓｉａ　ｉｎｃｌｕｄｅｎｓ）、ピラウスタ・ヌビ
ラリス（Ｐｙｒａｕｓｔａ　ｎｕｂｉｌａｌｉｓ）、ラキプルシア・ヌ（Ｒａｃｈｉｐｌ
ｕｓｉａ　ｎｕ）、スコエノビウス属種（Ｓｃｈｏｅｎｏｂｉｕｓ　ｓｐｐ．）、スキル
ポファガ属種（Ｓｃｉｒｐｏｐｈａｇａ　ｓｐｐ．）、スキルポファガ・イノタタ（Ｓｃ
ｉｒｐｏｐｈａｇａ　ｉｎｎｏｔａｔａ）、スコチア・セゲツム（Ｓｃｏｔｉａ　ｓｅｇ
ｅｔｕｍ）、セサミア属種（Ｓｅｓａｍｉａ　ｓｐｐ．）、セサミアインフェレンス（Ｓ
ｅｓａｍｉａ　ｉｎｆｅｒｅｎｓ）、スパルガノチス属種（Ｓｐａｒｇａｎｏｔｈｉｓ　
ｓｐｐ．）、スポドプテラ属種（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｓｐｐ．）、スポドプテラ・プ
ラエフィカ（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｐｒａｅｆｉｃａ）、スタトモポダ属種（Ｓｔａｔ
ｈｍｏｐｏｄａ　ｓｐｐ．）、ストモプテリクス・サブセシヴェラ（Ｓｔｏｍｏｐｔｅｒ
ｙｘ　ｓｕｂｓｅｃｉｖｅｌｌａ）、シナンテドン属種（Ｓｙｎａｎｔｈｅｄｏｎ　ｓｐ
ｐ．）、テシア・ソラニボラ（Ｔｅｃｉａ　ｓｏｌａｎｉｖｏｒａ）、テルメシア・ゲン
マタリス（Ｔｈｅｒｍｅｓｉａ　ｇｅｍｍａｔａｌｉｓ）、チネア・クロアセラ（Ｔｉｎ
ｅａ　ｃｌｏａｃｅｌｌａ）、チネア・ペリオネラ（Ｔｉｎｅａ　ｐｅｌｌｉｏｎｅｌｌ
ａ）、チネオラ・ビセリエラ（Ｔｉｎｅｏｌａ　ｂｉｓｓｅｌｌｉｅｌｌａ）、トルトリ
クス属種（Ｔｏｒｔｒｉｘ　ｓｐｐ．）、トリコパガ・タペトゼッラ（Ｔｒｉｃｈｏｐｈ
ａｇａ　ｔａｐｅｔｚｅｌｌａ）、トリコプルシア属種（Ｔｒｉｃｈｏｐｌｕｓｉａ　ｓ
ｐｐ．）、トリポリザ・インセルツラス（Ｔｒｙｐｏｒｙｚａ　ｉｎｃｅｒｔｕｌａｓ）
、ツタ・アブソルタ（Ｔｕｔａ　ａｂｓｏｌｕｔａ）、ビラコラ属種（Ｖｉｒａｃｈｏｌ
ａ　ｓｐｐ．）；
直翅目（Ｏｒｔｈｏｐｔｅｒａ）又はサルタトリア目（Ｓａｌｔａｔｏｒｉａ）の、例え
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ば、アケタ・ドメスチクス（Ａｃｈｅｔａ　ｄｏｍｅｓｔｉｃｕｓ）、ジクロプルス属種
（Ｄｉｃｈｒｏｐｌｕｓ　ｓｐｐ．）、グリロタルパ属種（Ｇｒｙｌｌｏｔａｌｐａ　ｓ
ｐｐ．）、ヒエログリフス属種（Ｈｉｅｒｏｇｌｙｐｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ロクスタ属種
（Ｌｏｃｕｓｔａ　ｓｐｐ．）、メラノプルス属種（Ｍｅｌａｎｏｐｌｕｓ　ｓｐｐ．）
、シストセルカ・グレガリア（Ｓｃｈｉｓｔｏｃｅｒｃａ　ｇｒｅｇａｒｉａ）；
シラミ目（Ｐｈｔｈｉｒａｐｔｅｒａ）の、例えば、ダマリニア属（Ｄａｍａｌｉｎｉａ
　ｓｐｐ．）、ハエマトピヌス属種（Ｈａｅｍａｔｏｐｉｎｕｓ　ｓｐｐ．）、リノグナ
ツス属種（Ｌｉｎｏｇｎａｔｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ペジクルス属種（Ｐｅｄｉｃｕｌｕｓ
　ｓｐｐ．）、プチルス・プビス（Ｐｔｉｒｕｓ　ｐｕｂｉｓ）、トリコデクテス属種（
Ｔｒｉｃｈｏｄｅｃｔｅｓ　ｓｐｐ．）；
チャタテムシ目（Ｐｓｏｃｏｐｔｅｒａ）の、例えば、レピナツス属種（Ｌｅｐｉｎａｔ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、リポセリス属種（Ｌｉｐｏｓｃｅｌｉｓ　ｓｐｐ．）；
ノミ目（Ｓｉｐｈｏｎａｐｔｅｒａ）の、例えば、セラトフィルス属種（Ｃｅｒａｔｏｐ
ｈｙｌｌｕｓ　ｓｐｐ．）、クテノセファリデス属種（Ｃｔｅｎｏｃｅｐｈａｌｉｄｅｓ
　ｓｐｐ．）、プレクス・イリタンス（Ｐｕｌｅｘ　ｉｒｒｉｔａｎｓ）、ツンガ・ペネ
トランス（Ｔｕｎｇａ　ｐｅｎｅｔｒａｎｓ）、キセノプシラ・ケオプシス（Ｘｅｎｏｐ
ｓｙｌｌａ　ｃｈｅｏｐｓｉｓ）；
総翅目（Ｔｈｙｓａｎｏｐｔｅｒａ）の、例えば、アナフォトリプス・オブスクルス（Ａ
ｎａｐｈｏｔｈｒｉｐｓ　ｏｂｓｃｕｒｕｓ）、バリオトリプス・ビホルミス（Ｂａｌｉ
ｏｔｈｒｉｐｓ　ｂｉｆｏｒｍｉｓ）、ドレパノトリプス・ロイテリ（Ｄｒｅｐａｎｏｔ
ｈｒｉｐｓ　ｒｅｕｔｅｒｉ）、エンネオトリプス・フラベンス（Ｅｎｎｅｏｔｈｒｉｐ
ｓ　ｆｌａｖｅｎｓ）、フランクリニエラ属種（Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ　ｓｐｐ．
）、ヘリオトリプス属種（Ｈｅｌｉｏｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）、ヘルチノトリプス・フ
ェモラリス（Ｈｅｒｃｉｎｏｔｈｒｉｐｓ　ｆｅｍｏｒａｌｉｓ）、リピホロトリプス・
クルエンタツス（Ｒｈｉｐｉｐｈｏｒｏｔｈｒｉｐｓ　ｃｒｕｅｎｔａｔｕｓ）、シルト
トリプス属種（Ｓｃｉｒｔｏｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）、タエニオトリプス・カルダモミ
（Ｔａｅｎｉｏｔｈｒｉｐｓ　ｃａｒｄａｍｏｍｉ）、トリプス属種（Ｔｈｒｉｐｓ　ｓ
ｐｐ．）；
シミ目（Ｚｙｇｅｎｔｏｍａ）（＝Ｔｈｙｓａｎｕｒａ）の、例えば、クテノレピスマ属
種（Ｃｔｅｎｏｌｅｐｉｓｍａ　ｓｐｐ．）、レピスマ・サカリナ（Ｌｅｐｉｓｍａ　ｓ
ａｃｃｈａｒｉｎａ）、レスピモデス・インクイリヌス（Ｌｅｐｉｓｍｏｄｅｓ　ｉｎｑ
ｕｉｌｉｎｕｓ）、テルモビア・ドメスチカ（Ｔｈｅｒｍｏｂｉａ　ｄｏｍｅｓｔｉｃａ
）；
コムカデ類（Ｓｙｍｐｈｙｌａ）の、例えば、スクチゲラ属種（Ｓｃｕｔｉｇｅｒｅｌｌ
ａ　ｓｐｐ．）；
軟体動物門（Ｍｏｌｌｕｓｃａ）の害虫、特に、双殻綱（Ｂｉｖａｌｖｉａ）の、例えば
、ドレイセナ属種（Ｄｒｅｉｓｓｅｎａ　ｓｐｐ．）、及び、腹足綱（Ｇａｓｔｒｏｐｏ
ｄａ）の、例えば、アリオン属種（Ａｒｉｏｎ　ｓｐｐ．）、ビオムファラリア属種（Ｂ
ｉｏｍｐｈａｌａｒｉａ　ｓｐｐ．）、ブリヌス属種（Ｂｕｌｉｎｕｓ　ｓｐｐ．）、デ
ロセラス属種（Ｄｅｒｏｃｅｒａｓ　ｓｐｐ．）、ガルバ属種（Ｇａｌｂａ　ｓｐｐ．）
、リムナエア属種（Ｌｙｍｎａｅａ　ｓｐｐ．）、オンコメラニア属種（Ｏｎｃｏｍｅｌ
ａｎｉａ　ｓｐｐ．）、ポマケア属種（Ｐｏｍａｃｅａ　ｓｐｐ．）、スクシネア属種（
Ｓｕｃｃｉｎｅａ　ｓｐｐ．）；
へん形動物門（Ｐｌａｔｈｅｌｍｉｎｔｈｅｓ）及び線形動物門（Ｎｅｍａｔｏｄａ）の
有害動物、例えば、アンシロストマ・ズオデナレ（Ａｎｃｙｌｏｓｔｏｍａ　ｄｕｏｄｅ
ｎａｌｅ）、アンシロストマ・セイラニクム（Ａｎｃｙｌｏｓｔｏｍａ　ｃｅｙｌａｎｉ
ｃｕｍ）、アシロストマ・ブラジリエンシス（Ａｃｙｌｏｓｔｏｍａ　ｂｒａｚｉｌｉｅ
ｎｓｉｓ）、アンシロストマ属種（Ａｎｃｙｌｏｓｔｏｍａ　ｓｐｐ．）、アスカリス属
種（Ａｓｃａｒｉｓ　ｓｐｐ．）、ブルギア・マライ（Ｂｒｕｇｉａ　ｍａｌａｙｉ）、
ブルギア・チモリ（Ｂｒｕｇｉａ　ｔｉｍｏｒｉ）、ブノストムム属種（Ｂｕｎｏｓｔｏ
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ｍｕｍ　ｓｐｐ．）、カベルチア属種（Ｃｈａｂｅｒｔｉａ　ｓｐｐ．）、クロノルキス
属種（Ｃｌｏｎｏｒｃｈｉｓ　ｓｐｐ．）、コオペリア属種（Ｃｏｏｐｅｒｉａ　ｓｐｐ
．）、ジクロコエリウム属（Ｄｉｃｒｏｃｏｅｌｉｕｍ　ｓｐｐ．）、ジクチオカウルス
・フィラリア（Ｄｉｃｔｙｏｃａｕｌｕｓ　ｆｉｌａｒｉａ）、ジフィロボトリウム・ラ
ツム（Ｄｉｐｈｙｌｌｏｂｏｔｈｒｉｕｍ　ｌａｔｕｍ）、ドラクンクルス・メジネンシ
ス（Ｄｒａｃｕｎｃｕｌｕｓ　ｍｅｄｉｎｅｎｓｉｓ）、エキノコックス・グラヌロスス
（Ｅｃｈｉｎｏｃｏｃｃｕｓ　ｇｒａｎｕｌｏｓｕｓ）、エキノコックス・ムルチロクラ
リス（Ｅｃｈｉｎｏｃｏｃｃｕｓ　ｍｕｌｔｉｌｏｃｕｌａｒｉｓ）、エンテロビウス・
ベルミクラリス（Ｅｎｔｅｒｏｂｉｕｓ　ｖｅｒｍｉｃｕｌａｒｉｓ）、ファシオラ属種
（Ｆａｃｉｏｌａ　ｓｐｐ．）、ハエモンクス属種（Ｈａｅｍｏｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）
、ヘテラキス属種（Ｈｅｔｅｒａｋｉｓ　ｓｐｐ．）、ヒメノレピス・ナナ（Ｈｙｍｅｎ
ｏｌｅｐｉｓ　ｎａｎａ）、ヒオストロングルス属種（Ｈｙｏｓｔｒｏｎｇｕｌｕｓ　ｓ
ｐｐ．）、ロア・ロア（Ｌｏａ　Ｌｏａ）、ネマトジルス属種（Ｎｅｍａｔｏｄｉｒｕｓ
　ｓｐｐ．）、オエソファゴストムム属種（Ｏｅｓｏｐｈａｇｏｓｔｏｍｕｍ　ｓｐｐ．
）、オピストルキス属種（Ｏｐｉｓｔｈｏｒｃｈｉｓ　ｓｐｐ．）、オンコセルカ・ボル
ブルス（Ｏｎｃｈｏｃｅｒｃａ　ｖｏｌｖｕｌｕｓ）、オステルタギア属種（Ｏｓｔｅｒ
ｔａｇｉａ　ｓｐｐ．）、パラゴニムス属種（Ｐａｒａｇｏｎｉｍｕｓ　ｓｐｐ．）、シ
ストソメン属種（Ｓｃｈｉｓｔｏｓｏｍｅｎ　ｓｐｐ．）、ストロンギロイデス・フエレ
ボルニ（Ｓｔｒｏｎｇｙｌｏｉｄｅｓ　ｆｕｅｌｌｅｂｏｒｎｉ）、ストロンギロイデス
・ステルコラリス（Ｓｔｒｏｎｇｙｌｏｉｄｅｓ　ｓｔｅｒｃｏｒａｌｉｓ）、ストロニ
ロイデス属種（Ｓｔｒｏｎｙｌｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、タエニア・サギナタ（Ｔａｅｎ
ｉａ　ｓａｇｉｎａｔａ）、タエニア・ソリウム（Ｔａｅｎｉａ　ｓｏｌｉｕｍ）、トリ
キネラ・スピラリス（Ｔｒｉｃｈｉｎｅｌｌａ　ｓｐｉｒａｌｉｓ）、トリキネラ・ナチ
バ（Ｔｒｉｃｈｉｎｅｌｌａ　ｎａｔｉｖａ）、トリキネラ・ブリトビ（Ｔｒｉｃｈｉｎ
ｅｌｌａ　ｂｒｉｔｏｖｉ）、トリキネラ・ネルソニ（Ｔｒｉｃｈｉｎｅｌｌａ　ｎｅｌ
ｓｏｎｉ）、トリキネラ・プセウドプシラリス（Ｔｒｉｃｈｉｎｅｌｌａ　ｐｓｅｕｄｏ
ｐｓｉｒａｌｉｓ）、トリコストロングルス属種（Ｔｒｉｃｈｏｓｔｒｏｎｇｕｌｕｓ　
ｓｐｐ．）、トリクリス・トリクリア（Ｔｒｉｃｈｕｒｉｓ　ｔｒｉｃｈｕｒｉａ）、ウ
ケレリア・バンクロフチ（Ｗｕｃｈｅｒｅｒｉａ　ｂａｎｃｒｏｆｔｉ）；
線形動物門（Ｎｅｍａｔｏｄａ）の植物寄生性害虫（ｐｈｙｔｏｐａｒａｓｉｔｉｃ　ｐ
ｅｓｔｓ）、例えば、アフェレンコイデス属種（Ａｐｈｅｌｅｎｃｈｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ
．）、ブルサフェレンクス属種（Ｂｕｒｓａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ジチレ
ンクス属種（Ｄｉｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、グロボデラ属種（Ｇｌｏｂｏｄｅｒ
ａ　ｓｐｐ．）、ヘテロデラ属種（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｓｐｐ．）、ロンギドルス属
種（Ｌｏｎｇｉｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、メロイドギネ属種（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　
ｓｐｐ．）、プラチレンクス属種（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ラドフォラ
ス属種（Ｒａｄｏｐｈｏｌｕｓ　ｓｐｐ．）、トリコドルス属種（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕ
ｓ　ｓｐｐ．）、チレンクルス属種（Ｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）、キシフィネ
マ属種（Ｘｉｐｈｉｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、ヘリコティレンクス属種（Ｈｅｌｉｃｏｔｙ
ｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、チレンコリンクス属種（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕ
ｓ　ｓｐｐ．）、スクテロネマ属種（Ｓｃｕｔｅｌｌｏｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、パラトリ
コドルス属種（Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、メロイネマ属種（Ｍｅｌ
ｏｉｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、パラフェレンクス属種（Ｐａｒａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ　ｓ
ｐｐ．）、アグレンクス属種（Ａｇｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ベロノライムス属種（
Ｂｅｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ　ｓｐｐ．）、ナコブス属種（Ｎａｃｏｂｂｕｓ　ｓｐｐ．）
、ロチレンクルス属種（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ロチレンクス属種（
Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ネオチレンクス属種（Ｎｅｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ
　ｓｐｐ．）、パラフェレンクス属種（Ｐａｒａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ド
リコドルス属種（Ｄｏｌｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、ホプロライムス属種（Ｈｏｐ
ｌｏｌａｉｍｕｓ　ｓｐｐ．）、プンクトデラ属種（Ｐｕｎｃｔｏｄｅｒａ　ｓｐｐ．）
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、クリコネメラ属種（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、キニスルシウス（Ｑｕｉ
ｎｉｓｕｌｃｉｕｓ　ｓｐｐ．）、ヘミシクロフォラ属種（Ｈｅｍｉｃｙｃｌｉｏｐｈｏ
ｒａ　ｓｐｐ．）、アングイナ属種（Ａｎｇｕｉｎａ　ｓｐｐ．）、スバングイナ属種（
Ｓｕｂａｎｇｕｉｎａ　ｓｐｐ．）、ヘミクリコネモイデス属種（Ｈｅｍｉｃｒｉｃｏｎ
ｅｍｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、プシレンクス科（Ｐｓｉｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ス
ードハレンクス属種（Ｐｓｅｕｄｏｈａｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、クリコネモイデス
属種（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、カコパウルス属種（Ｃａｃｏｐａｕｒ
ｕｓ　ｓｐｐ．）。
【０１４４】
　さらにまた、原生動物亜門の生物、特に、コッシジア目（Ｃｏｃｃｉｄｉａ）の、例え
ば、エイメリア属種（Ｅｉｍｅｒｉａ　ｓｐｐ．）も防除することも可能である。
【０１４５】
　本発明による混合物又は組成物は、アクロステルヌム・ヒラレ（Ａｃｒｏｓｔｅｒｎｕ
ｍ　ｈｉｌａｒｅ）、アグロチス・イプシロン（Ａｇｒｏｔｉｓ　ｉｐｓｉｌｏｎ）、カ
ロミクテルス・セタリウス（Ｃａｌｏｍｙｃｔｅｒｕｓ　ｓｅｔａｒｉｕｓ）、セラトマ
・トリフルカタ（Ｃｅｒａｔｏｍａ　ｔｒｉｆｕｒｃａｔａ）、コラスピス・ブルネア（
Ｃｏｌａｓｐｉｓ　ｂｒｕｎｎｅａ）、コラスピス・クリニコルニス（Ｃｏｌａｓｐｉｓ
　ｃｒｉｎｎｉｃｏｒｎｉｓ）、シクロセファラ・ルリダ（Ｃｙｃｌｏｃｅｐｈａｌａ　
ｌｕｒｉｄａ）、デクテス・テキサヌス（Ｄｅｃｔｅｓ　ｔｅｘａｎｕｓ）、デリア・プ
ラツラ（Ｄｅｌｉａ　ｐｌａｔｕｒａ）、エピカウタ・フネブリス（Ｅｐｉｃａｕｔａ　
ｆｕｎｅｂｒｉｓ）、エピカウタ・ペンシルバニカ（Ｅｐｉｃａｕｔａ　ｐｅｎｎｓｙｌ
ｖａｎｉｃａ）、エピカウタ属種（Ｅｐｉｃａｕｔａ　ｓｐｐ．）、エピカウタ・ビタタ
（Ｅｐｉｃａｕｔａ　ｖｉｔｔａｔａ）、エウシスツス属種（Ｅｕｓｃｈｉｓｔｕｓ　ｓ
ｐｐ．）、フェルチア・ズセンス（Ｆｅｌｔｉａ　ｄｕｃｅｎｓ）、ハルチクス・ブラク
タツス（Ｈａｌｔｉｃｕｓ　ｂｒａｃｔａｔｕｓ）、ヒペナ・スカブラ（Ｈｙｐｅｎａ　
ｓｃａｂｒａ）、メラノプルス・ビビタツス（Ｍｅｌａｎｏｐｌｕｓ　ｂｉｖｉｔａｔｕ
ｓ）、メラノプルス・ジフェレンチアリス（Ｍｅｌａｎｏｐｌｕｓ　ｄｉｆｆｅｒｅｎｔ
ｉａｌｉｓ）、メラノプルス・フェルムブルム（Ｍｅｌａｎｏｐｌｕｓ　ｆｅｍｕｒｒｕ
ｂｒｕｍ）、オドントタ・ホルニ（Ｏｄｏｎｔｏｔａ　ｈｏｒｎｉ）、パパイペマ・ネブ
リス（Ｐａｐａｉｐｅｍａ　ｎｅｂｒｉｓ）、ペリドロマ・サウシア（Ｐｅｒｉｄｒｏｍ
ａ　ｓａｕｃｉａ）、フィロファガ・コングルア（Ｐｈｙｌｌｏｐｈａｇａ　ｃｏｎｇｒ
ｕａ）、フィロファガ・イムプリシタ（Ｐｈｙｌｌｏｐｈａｇａ　ｉｍｐｌｉｃｉｔａ）
、フィロファガ・ルゴサ（Ｐｈｙｌｌｏｐｈａｇａ　ｒｕｇｏｓａ）、ポピリア・ジャポ
ニカ（Ｐｏｐｉｌｌｉａ　ｊａｐｏｎｉｃａ）、プセウドプルシア・インクリウデンス（
Ｐｓｅｕｄｏｐｌｕｓｉａ　ｉｎｃｌｕｄｅｎｓ）、スポドプテラ・オルニトガリ（Ｓｐ
ｏｄｏｐｔｅｒａ　ｏｒｎｉｔｈｏｇａｌｌｉ）、ストリゴデルマ・アルボリコラ（Ｓｔ
ｒｉｇｏｄｅｒｍａ　ａｒｂｏｒｉｃｏｌａ）、テトラニクス・ウルチカエ（Ｔｅｔｒａ
ｎｙｃｈｕｓ　ｕｒｔｉｃａｅ）、ベネッサ・カルズイ（Ｖａｎｅｓｓａ　ｃａｒｄｕｉ
）のような、ダイズに感染する害虫を防除するのに特に適している。
【０１４６】
　本発明による混合物又は組成物は、媒介動物（ｖｅｃｔｏｒ）の防除において使用する
ことも可能である。本発明の意味において、媒介動物は、病原体（例えば、ウイルス類、
蠕虫類（ｗｏｒｍｓ）、単細胞生物及び細菌類）を病原体保有宿主（植物、動物、ヒトな
ど）から宿主まで運ぶことが可能な節足動物（特に、昆虫又はクモ形類動物）である。該
病原体は、宿主の表面上に機械的に運ばれ得る（例えば、非刺咬性ハエによるトラコーマ
）、又は、宿主体内への注入によって運ばれ得る（例えば、蚊によるマラリア原虫）。
【０１４７】
　媒介動物の例及び媒介動物によって運ばれる疾患又は病原体は、以下のとおりである：
（１）蚊類
　・　ハマダラカ（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ）：　マラリア、フィラリア症；
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　・　アカイエカ（Ｃｕｌｅｘ）：　日本脳炎、フィラリア症、別のウイルス性疾患、蠕
虫類の運搬；
　・　ヤブカ（Ａｅｄｅｓ）：　黄熱病、デング熱、フィラリア症、別のウイルス性疾患
；
　・　ブユ（Ｓｉｍｕｌｉｉｄａｅ）：　蠕虫類（特に、回旋糸状虫（Ｏｎｃｈｏｃｅｒ
ｃａ　ｖｏｌｖｕｌｕｓ））の運搬；
（２）シラミ類：　皮膚感染、流行性発疹チフス；
（３）ノミ類：　伝染病、発疹熱；
（４）ハエ類：　睡眠病（トリパノソーマ病）；コレラ、別の細菌性疾患；
（５）ダニ類：　ダニ症（Ａｃａｒｉｏｓｅ）、流行性発疹チフス、リケッチア痘瘡、野
兎病、セントルイス脳炎、ダニ媒介脳炎（ＴＢＥ）、クリミア・コンゴ出血熱（Ｋｒｉｍ
－Ｋｏｎｇｏ　ｈａｅｍａｔｏｌｏｇｉｃ　ｆｅｖｅｒ）、流行性発疹チフス、ボレリア
症（ｂｏｒｒｅｌｉｏｓｉｓ）；
（６）マダニ類：　ボレリア症（Ｂｏｒｅｌｌｉｏｓｉｓ）、例えば、ダットン回帰熱ボ
レリア（Ｂｏｒｒｅｌｉａ　ｄｕｔｔｏｎｉ）、ダニ媒介脳炎、Ｑ熱（Ｃｏｘｉｅｌｌａ
　ｂｕｒｎｅｔｉｉ）、バベシア症（Ｂａｂｅｓｉａ　ｃａｎｉｓ　ｃａｎｉｓ）。
【０１４８】
　本発明の意味における媒介動物の例は、植物ウイルスを植物に運ぶことが可能な昆虫類
、例えば、アブラムシ類、ハエ類、ヨコバイ類又はアザミウマ類などである。植物ウイル
スを運ぶことが可能なさらなる媒介動物は、ハダニ類、シラミ類、甲虫類及び線虫類であ
る。
【０１４９】
　本発明の意味における媒介動物のさらなる例は、病原体を動物及び／又はヒトに運ぶこ
とが可能な昆虫類及びクモ形類動物、例えば、蚊類〔特に、ヤブカ属（Ａｅｄｅｓ）の蚊
、ハマダラカ属（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ）の蚊、例えば、ガンビエハマダラカ（Ａ．ｇａｍ
ｂｉａｅ）、アノフェレス・アラビエンシス（Ａ．ａｒａｂｉｅｎｓｉｓ）、アノフェレ
ス・フネスツス（Ａ．ｆｕｎｅｓｔｕｓ）、アノフェレス・ジルス（Ａ．ｄｉｒｕｓ）（
マラリア）、及び、アカイエカ属（Ｃｕｌｅｘ）の蚊〕、シラミ類、ノミ類、ハエ類、ダ
ニ類及びマダニ類である。
【０１５０】
　媒介動物の防除は、抵抗性を打破する（ｒｅｓｉｓｔａｎｃｅ－ｂｒｅａｋｉｎｇ）化
合物／組成物を用いても可能である。
【０１５１】
　本発明の混合物又は組成物は、疾患の予防又は媒介動物による病原体の運搬の予防にお
いて使用するのに適している。かくして、本発明のさらなる態様は、例えば、農業におい
て、園芸において、森林において、庭園やレジャー施設において、及び、貯蔵生産物や材
料物質の保護において、媒介動物を防除するための本発明による化合物の使用である。
【０１５２】
　植物
　本発明に従って、全ての植物及び植物の部分を処理することができる。植物は、望まし
い及び望ましくない野生植物、栽培品種（ｃｕｌｔｉｖａｒ）及び植物変種（ｐｌａｎｔ
　ｖａｒｉｅｔｙ）（植物変種又は植物育種家の権利によって保護されても又は保護され
なくても）のような全ての植物及び植物個体群を意味する。栽培品種及び植物変種は、慣
習的な繁殖方法及び育種方法（これらは、１種類以上の生物工学的方法によって、例えば
、倍加半数体、プロトプラスト融合、ランダム突然変異誘発及び定方向突然変異誘発、分
子標識若しくは遺伝標識又は生物工学法及び遺伝子工学法などを使用して、補助すること
ができるか又は補うことができる）によって得られる植物であることができる。植物の部
分は、植物の地上及び地下の全ての部分及び全ての器官、例えば、枝条、葉、花及び根な
どを意味し、ここで、例えば、葉、針状葉、茎、枝、花、子実体、果実及び種子、並びに
、根、球茎及び根茎などを挙げることができる。作物並びに栄養繁殖器官及び生殖繁殖器
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官（ｖｅｇｅｔａｔｉｖｅ　ａｎｄ　ｇｅｎｅｒａｔｉｖｅ　ｐｒｏｐａｇａｔｉｎｇ　
ｍａｔｅｒｉａｌ）、例えば、挿木（ｃｕｔｔｉｎｇ）、球茎、根茎、匍匐茎及び種子な
ども、植物の部分に属する。
【０１５３】
　本発明の混合物又は組成物は、植物が良好な耐性を示し、温血動物に対する毒性が望ま
しい程度であり、及び、環境によって充分に許容される場合、植物及び植物の器官を保護
するのに適しており、収穫高を増大させるのに適しており、収穫物の質を向上させるのに
適している。それらは、好ましくは、作物保護組成物として使用することができる。それ
らは、通常の感受性種及び抵抗性種に対して有効であり、並びに、全ての発育段階又は一
部の発育段階に対して有効である。
【０１５４】
　本発明に従って処理することが可能な植物としては、以下の主要な作物植物を挙げるこ
とができる：トウモロコシ、ダイズ、アルファルファ、ワタ、ヒマワリ、アブラナ属油料
種子（Ｂｒａｓｓｉｃａ　ｏｉｌ　ｓｅｅｄｓ）、例えば、セイヨウアブラナ（Ｂｒａｓ
ｓｉｃａ　ｎａｐｕｓ）（例えば、カノラ、ナタネ）、カブ（Ｂｒａｓｓｉｃａ　ｒａｐ
ａ）、カラシナ（Ｂ．ｊｕｎｃｅａ）（例えば、（フィールド）マスタード）及びアビシ
ニアガラシ（Ｂｒａｓｓｉｃａ　ｃａｒｉｎａｔａ）、ヤシ科各種（Ａｒｅｃａｃｅａｅ
　ｓｐ．）（例えば、ギネアアブラヤシ、ココナツ）、イネ、コムギ、テンサイ、サトウ
キビ、エンバク、ライムギ、オオムギ、アワ及びソルガム、ライコムギ、アマ、ナッツ、
ブドウ及びブドウの木、並びに、種々の植物学的分類群に属するさまざまな果実及び野菜
、例えば、バラ科各種（Ｒｏｓａｃｅａｅ　ｓｐ．）（例えば、仁果、例えば、リンゴ及
びナシ、さらに、核果、例えば、アンズ、サクラ、アーモンド、プラム及びモモ、並びに
、液果（ｂｅｒｒｙ　ｆｒｕｉｔｓ）、例えば、イチゴ、キイチゴ、アカフサスグリ、ク
ロフサスグリ及びグーズベリー）、リベシオイダエ科各種（Ｒｉｂｅｓｉｏｉｄａｅ　ｓ
ｐ．）、クルミ科各種（Ｊｕｇｌａｎｄａｃｅａｅ　ｓｐ．）、カバノキ科各種（Ｂｅｔ
ｕｌａｃｅａｅ　ｓｐ．）、ウルシ科各種（Ａｎａｃａｒｄｉａｃｅａｅ　ｓｐ．）、ブ
ナ科各種（Ｆａｇａｃｅａｅ　ｓｐ．）、クワ科各種（Ｍｏｒａｃｅａｅ　ｓｐ．）、モ
クセイ科各種（Ｏｌｅａｃｅａｅ　ｓｐ．）（例えば、オリーブの木）、マタタビ科各種
（Ａｃｔｉｎｉｄａｃｅａｅ　ｓｐ．）、クスノキ科各種（Ｌａｕｒａｃｅａｅ　ｓｐ．
）（例えば、アボガド、シナモン、樟脳）、バショウ科各種（Ｍｕｓａｃｅａｅ　ｓｐ．
）（例えば、バナナの木及びプランテーション）、アカネ科各種（Ｒｕｂｉａｃｅａｅ　
ｓｐ．）（例えば、コーヒー）、ツバキ科各種（Ｔｈｅａｃｅａｅ　ｓｐ．）（例えば、
チャ）、アオギリ科各種（Ｓｔｅｒｃｕｌｉｃｅａｅ　ｓｐ．）、ミカン科各種（Ｒｕｔ
ａｃｅａｅ　ｓｐ．）（例えば、レモン、オレンジ、マンダリン及びグレープフルーツ）
；ナス科各種（Ｓｏｌａｎａｃｅａｅ　ｓｐ．）（例えば、トマト、ジャガイモ、カラシ
、トウガラシ、ナス、タバコ）、ユリ科各種（Ｌｉｌｉａｃｅａｅ　ｓｐ．）、キク科各
種（Ｃｏｍｐｏｓｉｔｉａｅ　ｓｐ．）（例えば、レタス、チョウセンアザミ及びチコリ
ー（これは、ルートチコリー（ｒｏｏｔ　ｃｈｉｃｏｒｙ）、エンダイブ又はキクニガナ
を包含する））、セリ科各種（Ｕｍｂｅｌｌｉｆｅｒａｅ　ｓｐ．）（例えば、ニンジン
、パセリ、セロリ及びセルリアック）、ウリ科各種（Ｃｕｃｕｒｂｉｔａｃｅａｅ　ｓｐ
．）（例えば、キュウリ（これは、ガーキンを包含する）、カボチャ、スイカ、ヒョウタ
ン及びメロン）、ネギ科各種（Ａｌｌｉａｃｅａｅ　ｓｐ．）（例えば、リーキ及びタマ
ネギ）、アブラナ科各種（Ｃｒｕｃｉｆｅｒａｅ　ｓｐ．）（例えば、白キャベツ、赤キ
ャベツ、ブロッコリー、カリフラワー、芽キャベツ、タイサイ、コールラビ、ラディッシ
ュ、セイヨウワサビ、コショウソウ及びハクサイ）、マメ科各種（Ｌｅｇｕｍｉｎｏｓａ
ｅ　ｓｐ．）（例えば、ラッカセイ、エンドウ、ヒラマメ及びインゲンマメ（例えば、イ
ンゲンマメ（ｃｏｍｍｏｎ　ｂｅａｎ）及びソラマメ））、アカザ科各種（Ｃｈｅｎｏｐ
ｏｄｉａｃｅａｅ　ｓｐ．）（例えば、フダンソウ、飼料用ビート、ホウレンソウ、ビー
トルート）、アマ科各種（Ｌｉｎａｃｅａｅ　ｓｐ．）（例えば、アサ）、アサ科各種（
Ｃａｎｎａｂｅａｃｅａ　ｓｐ．）（例えば、タイマ）、アオイ科（Ｍａｌｖａｃｅａｅ
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）（例えば、オクラ、ココア）、ケシ科各種（Ｐａｐａｖｅｒａｃｅａｅ）（例えば、ケ
シ）、クサスギカズラ科（Ａｓｐａｒａｇａｃｅａｅ）（例えば、アスパラガス）；庭園
及び森林における有用な植物及び観賞植物、例えば、芝生（ｔｕｒｆ）、芝生（ｌａｗｎ
）、牧草及びステビア（Ｓｔｅｖｉａ　ｒｅｂａｕｄｉａｎａ）；及び、いずれの場合に
も、これら植物の遺伝子組み換えが行われたタイプのもの。
【０１５５】
　ダイズは、特に好ましい植物である。
【０１５６】
　特に、本発明による混合物又は組成物は、以下の植物病害を防除するのに適している：
　以下のものにおけるアルブゴ属種（Ａｌｂｕｇｏ　ｓｐｐ．）（白さび病）：観賞植物
、野菜作物（例えば、Ａ．ｃａｎｄｉｄａ）及びヒマワリ（例えば、Ａ．ｔｒａｇｏｐｏ
ｇｏｎｉｓ）；　以下のものにおけるアルテルナリア属種（Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｐ
ｐ．）（黒斑病、黒星病）：野菜類、ナタネ（例えば、Ａ．ｂｒａｓｓｉｃｏｌａ、又は
、Ａ．ｂｒａｓｓｉｃａｅ）、テンサイ（例えば、Ａ．ｔｅｎｕｉｓ）、果実、イネ、ダ
イズ、及び、さらに、ジャガイモ（例えば、Ａ．ｓｏｌａｎｉ、又は、Ａ．ａｌｔｅｒｎ
ａｔａ）及びトマト（例えば、Ａ．ｓｏｌａｎｉ、又は、Ａ．ａｌｔｅｒｎａｔａ）、並
びに、以下のものにおけるアルテルナリア属種（Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｐｐ．）（黒
頭病）：コムギ；　以下のものにおけるアワノミセス属種（Ａｐｈａｎｏｍｙｃｅｓ　ｓ
ｐｐ．）：テンサイ及び野菜類；　以下のものにおけるアスコキタ属種（Ａｓｃｏｃｈｙ
ｔａ　ｓｐｐ．）：禾穀類及び野菜類、例えば、コムギにおけるＡ．ｔｒｉｔｉｃｉ（ア
スコキタ黒葉枯れ病）及びオオムギにおけるＡ．ｈｏｒｄｅｉ；　以下のものにおけるビ
ポラリス及びドレクスレラ属種（Ｂｉｐｏｌａｒｉｓ　ａｎｄ　Ｄｒｅｃｈｓｌｅｒａ　
ｓｐｐ．）（テレオモルフ：コクリオボルス属種（Ｃｏｃｈｌｉｏｂｏｌｕｓ　ｓｐｐ．
））、例えば、トウモロコシにおける斑点病（Ｄ．ｍａｙｄｉｓ　ａｎｄ　Ｂ．ｚｅｉｃ
ｏｌａ）、例えば、禾穀類におけるふ枯病（Ｂ．ｓｏｒｏｋｉｎｉａｎａ）、及び、例え
ば、イネ及び芝生にけるＢ．ｏｒｙｚａｅ；　以下のものにおけるブルメリア・グラミニ
ス（Ｂｌｕｍｅｒｉａ（旧名：Ｅｒｙｓｉｐｈｅ）ｇｒａｍｉｎｉｓ）（うどんこ病）：
禾穀類（例えば、コムギ又はオオムギ）；　以下のものにおけるボトリオスファエリア属
種（Ｂｏｔｒｙｏｓｐｈａｅｒｉａ　ｓｐｐ．）（「スラック（Ｓｌａｃｋ）ブドウ蔓割
病」）：ブドウの木（例えば、Ｂ．ｏｂｔｕｓａ）；　以下のものにおけるボトリチス・
シネレア（Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ）（テレオモルフ：Ｂｏｔｒｙｏｔｉｎｉ
ａ　ｆｕｃｋｅｌｉａｎａ：灰色かび病、灰星病）：小果樹及び仁果（特に、イチゴ）、
野菜類（特に、レタス、ニンジン、セルリアック及びキャベツ）、ナタネ、花、ブドウの
木、森林作物及びコムギ（穂のかび（ｅａｒ　ｍｏｌｄ））；　以下のものにおけるブレ
ミア・ラクツカエ（Ｂｒｅｍｉａ　ｌａｃｔｕｃａｅ）（べと病）：レタス；　以下のも
のにおけるセラトシスチス属種（Ｃｅｒａｔｏｃｙｓｔｉｓ（同義語．Ｏｐｈｉｏｓｔｏ
ｍａ）ｓｐｐ．）（青変菌）：落葉樹及び針葉樹、例えば、ニレにおけるＣ．ｕｌｍｉ（
ニレ立ち枯れ病）；　以下のものにおけるセルコスポラ属種（Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓ
ｐｐ．）（セルコスポラ斑点病）：トウモロコシ（例えば、Ｃ．ｚｅａｅ－ｍａｙｄｉｓ
）、イネ、テンサイ（例えば、Ｃ．ｂｅｔｉｃｏｌａ）、サトウキビ、野菜類、コーヒー
、ダイズ（例えば、Ｃ．ｓｏｊｉｎａ、又は、Ｃ．ｋｉｋｕｃｈｉｌ）、及び、イネ；　
以下のものにおけるクラドスポリウム属種（Ｃｌａｄｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｓｐｐ．）：ト
マト（例えば、Ｃ．ｆｕｌｖｕｍ：トマト葉かび病）、及び、禾穀類、例えば、コムギに
おけるＣ．ｈｅｒｂａｒｕｍ（穂腐れ）；　以下のものにおけるクラビセプス・プルプレ
ア（Ｃｌａｖｉｃｅｐｓ　ｐｕｒｐｕｒｅａ）（麦角）：禾穀類；　以下のものにおける
コクリオボルス属種（Ｃｏｃｈｌｉｏｂｏｌｕｓ（アナモルフ：Ｈｅｌｍｉｎｔｈｏｓｐ
ｏｒｉｕｍ、又は、Ｂｉｐｏｌａｒｉｓ）ｓｐｐ．）（斑点病）：トウモロコシ（例えば
、Ｃ．ｃａｒｂｏｎｕｍ）、禾穀類（例えば、Ｃ．ｓａｔｉｖｕｓ、アナモルフ：Ｂ．ｓ
ｏｒｏｋｉｎｉａｎａ：ふ枯病）、及び、イネ（例えば、Ｃ．ｍｉｙａｂｅａｎｕｓ、ア
ナモルフ：Ｈ．ｏｒｙｚａｅ）；　以下のものにおけるコレトトリクム属種（Ｃｏｌｌｅ
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ｔｏｔｒｉｃｈｕｍ（テレオモルフ：Ｇｌｏｍｅｒｅｌｌａ）ｓｐｐ．）（炭疽病）：ワ
タ（例えば、Ｃ．ｇｏｓｓｙｐｉｉ）、トウモロコシ（例えば、Ｃ．ｇｒａｍｉｎｉｃｏ
ｌａ：茎腐病及び炭疽病）、小果樹、ジャガイモ（例えば、Ｃ．ｃｏｃｃｏｄｅｓ：萎縮
病）、インゲンマメ（例えば、Ｃ．ｌｉｎｄｅｍｕｔｈｉａｎｕｍ）、及び、ダイズ（例
えば、Ｃ．ｔｒｕｎｃａｔｕｍ）；　以下のものにおけるコルチシウム属種（Ｃｏｒｔｉ
ｃｉｕｍ　ｓｐｐ．）、例えば、イネにおけるＣ．ｓａｓａｋｉｉ（紋枯病）；　以下の
ものにおけるコリネスポラ・カッシイコラ（Ｃｏｒｙｎｅｓｐｏｒａ　ｃａｓｓｉｉｃｏ
ｌａ）（斑点病）：ダイズ、及び、観賞植物；　以下のものにおけるシクロコニウム属種
（Ｃｙｃｌｏｃｏｎｉｕｍ　ｓｐｐ．）、例えば、オリーブにおけるＣ．ｏｌｅａｇｉｎ
ｕｍ；　以下のものにおけるシリンドロカルポン属種（Ｃｙｌｉｎｄｒｏｃａｒｐｏｎ　
ｓｐｐ．）（例えば、ブドウの木における果樹癌又は黒足病、テレオモルフ：Ｎｅｃｔｒ
ｉａ、又は、Ｎｅｏｎｅｃｔｒｉａ　ｓｐｐ．）：果実の木、ブドウの木（例えば、Ｃ．
ｌｉｒｉｏｄｅｎｄｎ；テレオモルフ：Ｎｅｏｎｅｃｔｒｉａ　ｌｉｒｉｏｄｅｎｄｒｉ
、黒足病）、及び、多くの種類の鑑賞樹；　以下のものにおけるデマトホラ・ネカトリク
ス（Ｄｅｍａｔｏｐｈｏｒａ（テレオモルフ：Ｒｏｓｅｌｌｉｎｉａ）ｎｅｃａｔｒｉｘ
）（根／茎腐れ）：ダイズ；　以下のものにおけるジアポルテ属種（Ｄｉａｐｏｒｔｈｅ
　ｓｐｐ．）、例えば、ダイズにおけるＤ．ｐｈａｓｅｏｌｏｒｕｍ（茎病害）；　以下
のものにおけるドレクスレラ属種（Ｄｒｅｃｈｓｌｅｒａ（同義語　Ｈｅｌｍｉｎｔｈｏ
ｓｐｏｒｉｕｍ、テレオモルフ：Ｐｙｒｅｎｏｐｈｏｒａ）ｓｐｐ．）：トウモロコシ、
禾穀類、例えば、オオムギ（例えば、Ｄ．ｔｅｒｅｓ、網斑病）、並びに、コムギ（例え
ば、Ｄ．ｔｒｉｔｉｃｉ－ｒｅｐｅｎｔｉｓ：ＤＴＲ斑点病）、イネ、及び、芝生；　以
下のものにおけるエスカ病（Ｅｓｃａ　ｄｉｓｅａｓｅ）（ブドウの枝枯れ、アポプレキ
シア（ａｐｏｐｌｅｘｉａ））：ブドウの木、これは、以下のものに起因する：ホルミチ
ポリア・プンクタタ（Ｆｏｒｍｉｔｉｐｏｒｉａ（同義語　Ｐｈｅｌｌｉｎｕｓ）ｐｕｎ
ｃｔａｔａ）、ホルミチポリア・メジテラネア（Ｆ　ｍｅｄｉｔｅｒｒａｎｅａ）、ファ
エオモニエラ・クラミドスポラ（Ｐｈａｅｏｍｏｎｉｅｌｌａ　ｃｈｌａｍｙｄｏｓｐｏ
ｒａ）（旧名　Ｐｈａｅｏａｃｒｅｍｏｎｉｕｍ　ｃｈｌａｍｙｄｏｓｐｏｒｕｍ）、フ
ァエオアクレモニウム・アレオフィルム（Ｐｈａｅｏａｃｒｅｍｏｎｉｕｍ　ａｌｅｏｐ
ｈｉｌｕｍ）及び／又はボトリオスファエリア・オブツタ（Ｂｏｔｒｙｏｓｐｈａｅｒｉ
ａ　ｏｂｔｕｓａ）；　以下のものにおけるエルシノエ属種（Ｅｌｓｉｎｏｅ　ｓｐｐ．
）：仁果（Ｅ．ｐｙｒｉ）、及び、小果樹（Ｅ．ｖｅｎｅｔａ：ａｎｔｈｒａｃｎｏｓｉ
ｓ）、及び、さらに、ブドウの木（Ｅ．ａｍｐｅｌｉｎａ：ａｎｔｈｒａｃｎｏｓｉｓ）
；　以下のものにおけるエンチロマ・オリザエ（Ｅｎｔｙｌｏｍａ　ｏｒｙｚａｅ）（葉
黒穂病）：イネ；　以下のものにおけるエピコックム属種（Ｅｐｉｃｏｃｃｕｍ　ｓｐｐ
．）（黒頭病）：コムギ；　以下のものにおけるエリシフェ属種（Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｓ
ｐｐ．）（うどんこ病）：テンサイ（Ｅ．ｂｅｔａｅ）、野菜類（例えば、Ｅ．ｐｉｓｉ
）、例えば、キュウリ種（例えば、Ｅ．ｃｉｃｈｏｒａｃｅａｒｕｍ）、及び、キャベツ
種、例えば、ナタネ（例えば、Ｅ．ｃｒｕｃｉｆｅｒａｒｕｍ）；　以下のものにおける
ユーティパ・ファタ（Ｅｕｔｙｐａ　ｆａｔａ）（ユーティパ癌又は枝枯れ、アナモルフ
：Ｃｙｔｏｓｐｏｒｉｎａ　ｌａｔａ、同義語　Ｌｉｂｅｒｔｅｌｌａ　ｂｌｅｐｈａｒ
ｉｓ）：果樹、ブドウの木、及び、多くの種類の鑑賞樹；　以下のものにおけるエキスセ
ロヒルム属種（Ｅｘｓｅｒｏｈｉｌｕｍ（ｓｙｎ．Ｈｅｌｍｉｎｔｈｏｓｐｏｒｉｕｍ）
ｓｐｐ．）：トウモロコシ（例えば、Ｅ．ｔｕｒｃｉｃｕｍ）；　以下のものにおけるフ
サリウム属種（Ｆｕｓａｒｉｕｍ（テレオモルフ：Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ）ｓｐｐ．）（
立ち枯れ病、根及び茎腐れ病）：種々の植物、例えば、禾穀類（例えば、コムギ又はオオ
ムギ）におけるＦ．ｇｒａｍｉｎｅａｒｕｍ又はＦ．ｃｕｌｍｏｒｕｍ（根腐れ及び葉先
白斑病）、トマトにおけるＦ．ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ、ダイズにおけるＦ．ｓｏｌａｎｉ、
及び、トウモロコシにおけるＦ．ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉｏｉｄｅｓ；　以下のものにおけ
るガエウマンノミセス・グラミニス（Ｇａｅｕｍａｎｎｏｍｙｃｅｓ　ｇｒａｍｉｎｉｓ
（立枯れ病））：禾穀類（例えば、コムギ又はオオムギ）、及び、トウモロコシ；　以下
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のものにおけるジベレラ属種（Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ　ｓｐｐ．）：禾穀類（例えば、Ｇ
．ｚｅａｅ）、及び、イネ（例えば、Ｇ．ｆｕｊｉｋｕｒｏｉ：馬鹿苗病）；　以下のも
のにおけるグロメレラ・シングラタ（Ｇｌｏｍｅｒｅｌｌａ　ｃｉｎｇｕｌａｔａ）：ブ
ドウの木、仁果、及び、別の植物、並びに、ワタにおけるＧ．ｇｏｓｓｙｐｉｉ；イネに
おけるグラインスタイニング複合菌；　以下のものにおけるグイグナルジア・ビドウェリ
イ（Ｇｕｉｇｎａｒｄｉａ　ｂｉｄｗｅｌｌｉｉ）（黒斑病）：ブドウの木；　以下のも
のにおけるギムノスポランギウム属種（Ｇｙｍｎｏｓｐｏｒａｎｇｉｕｍ　ｓｐｐ．）：
バラ科、及び、ジュニパー、例えば、ナシにおけるＧ．ｓａｂｉｎａｅ（ナシさび病）；
　以下のものにおけるヘルミントスポリウム属種（Ｈｅｌｍｉｎｔｈｏｓｐｏｒｉｕｍ　
ｓｐｐ．）（同義語　Ｄｒｅｃｈｓｌｅｒａ、テレオモルフ：Ｃｏｃｈｌｉｏｂｏｌｕｓ
）：トウモロコシ、禾穀類、及び、イネ；　以下のものにおけるヘミレイア属種（Ｈｅｍ
ｉｌｅｉａ　ｓｐｐ．）、例えば、コーヒーにおけるＨ．ｖａｓｔａｔｒｉｘ（コーヒー
葉さび病）；　以下のものにおけるイサリオプシス・クラビスポラ（Ｉｓａｒｉｏｐｓｉ
ｓ　ｃｌａｖｉｓｐｏｒａ）（同義語　Ｃｌａｄｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｖｉｔｉｓ）：ブド
ウの木；　以下のものにおけるマクロホミナ・ファセオリア（Ｍａｃｒｏｐｈｏｍｉｎａ
　ｐｈａｓｅｏｌｉｎａ）（同義語　ｐｈａｓｅｏｌｉ）（根腐れ／茎腐れ）：ダイズ、
及び、ワタ；　以下のものにおけるミクロドキウム・ニバレ（Ｍｉｃｒｏｄｏｃｈｉｕｍ
（同義語　Ｆｕｓａｒｉｕｍ）ｎｉｖａｌｅ）（紅色雪腐病）：禾穀類（例えば、コムギ
又はオオムギ）；　以下のものにおけるミクロスファエラ・ジフサ（Ｍｉｃｒｏｓｐｈａ
ｅｒａ　ｄｉｆｆｕｓａ）（うどんこ病）：ダイズ；　以下のものにおけるモニリニア属
種（Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｓｐｐ．）、例えば、果実及び別のバラ科におけるＭ．ｌａｘ
ａ．Ｍ．ｆｒｕｃｔｉｃｏｌａ、及び、Ｍ．ｆｒｕｃｔｉｇｅｎａ（花及び枝枯れ病）；
　以下のものにおけるミコスファエレラ属種（Ｍｙｃｏｓｐｈａｅｒｅｌｌａ　ｓｐｐ．
）：禾穀類、バナナ、小果樹及びラッカセイ、例えば、コムギにおけるＭ．ｇｒａｍｉｎ
ｉｃｏｌａ（アナモルフ：Ｓｅｐｔｏｒｉａ　ｔｒｉｔｉｃｉ、セプトリア葉枯病））、
又は、バナナにおけるＭ．ｆｉｊｉｅｎｓｉｓ（シガトカ病）；　以下のものにおけるペ
ロノスポラ属種（Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｓｐｐ．）（べと病）：キャベツ（例えば、
Ｐ．ｂｒａｓｓｉｃａｅ）、ナタネ（例えば、Ｐ．ｐａｒａｓｉｔｉｃａ）、球根植物（
例えば、Ｐ．ｄｅｓｔｒｕｃｔｏｒ）、タバコ（Ｐ．ｔａｂａｃｉｎａ）、及び、ダイズ
（例えば、Ｐ．ｍａｎｓｈｕｒｉｃａ）；　以下のものにおけるファコプソラ・パキリジ
（Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉ）及びファコプソラ・メイボミアエ（Ｐ
．ｍｅｉｂｏｍｉａｅ）（ダイズさび病）：ダイズ；　以下のものにおけるフィアロホラ
属種（Ｐｈｉａｌｏｐｈｏｒａ　ｓｐｐ．）、例えば、ブドウの木（例えば、Ｐ．ｔｒａ
ｃｈｅｉｐｈｉｌａ、及び、Ｐ．ｔｅｔｒａｓｐｏｒａ）、及び、ダイズ（例えば、Ｐ．
ｇｒｅｇａｔａ：茎の病害）；　以下のものにおけるホマ・リンガム（Ｐｈｏｍａ　ｌｉ
ｎｇａｍ）（根及び茎腐れ病）：ナタネ及びキャベツ、並びに、テンサイにおけるＰ．ｂ
ｅｔａｅ（斑点病）；　以下のものにおけるホモプシス属種（Ｐｈｏｍｏｐｓｉｓ　ｓｐ
ｐ
．）：ヒマワリ、ブドウの木（例えば、Ｐ．ｖｉｔｉｃｏｌａ：つる割病）、及び、ダイ
ズ（例えば、茎癌腫／茎胴枯れ病：Ｐ．ｐｈａｓｅｏｌｉ、テレオモルフ：Ｄｉａｐｏｒ
ｔｈｅ　ｐｈａｓｅｏｌｏｒｕｍ）；　以下のものにおけるフィソデルマ・マイジス（Ｐ
ｈｙｓｏｄｅｒｍａ　ｍａｙｄｉｓ）（褐斑病）：トウモロコシ；　以下のものにおける
フィトフトラ属種（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｓｐｐ．）（立ち枯れ病、根、葉、茎及
び果実腐れ病）：種々の植物、例えば、ピーマン及びキュウリ種（例えば、Ｐ．ｃａｐｓ
ｉｃｉ）、ダイズ（例えば、Ｐ．ｍｅｇａｓｐｅｒｍａ、同義語　Ｐ．ｓｏｊａｅ）、ジ
ャガイモ及びトマト（例えば、Ｐ．ｉｎｆｅｓｔａｎｓ．；葉枯れ病及び褐色腐敗病）、
及び、落葉樹（例えば、Ｐ．ｒａｍｏｒｕｍ；オーク突然死（ｓｕｄｄｅｎ　ｏａｋ　ｄ
ｅａｔｈ））；　以下のものにおけるプラスモジオホラ・ブラシカエ（Ｐｌａｓｍｏｄｉ
ｏｐｈｏｒａ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ）（根こぶ病）：キャベツ、ナタネ、ラディッシュ、
及び、別の植物；　以下のものにおけるプラスモパラ属種（Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｓｐ
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ｐ．）、例えば、ブドウの木におけるＰ．ｖｉｔｉｃｏｌａ（ブドウのツユカビ類、べと
病）、及び、ヒマワリにおけるＰ．ｈａｌｓｔｅｄｉｉ；　以下のものにおけるポドスフ
ァエラ属種（Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｓｐｐ．）（うどんこ病）：バラ科、ホップ、仁
果実、及び、小果樹、例えば、リンゴにおけるＰ．ｌｅｕｃｏｔｒｉｃｈ；　以下のもの
におけるポリミキサ属種（Ｐｏｌｙｍｙｘａ　ｓｐｐ．）、例えば、禾穀類、例えば、オ
オムギ及びコムギ（Ｐ．ｇｒａｍｉｎｉｓ）、及び、テンサイ（Ｐ．ｂｅｔａｅ）、並び
に、それによって感染するウイルス病；　以下のものにおけるプセウドセルコスポレラ・
ヘルポトリコイデス（Ｐｓｅｕｄｏｃｅｒｃｏｓｐｏｒｅｌｌａ　ｈｅｒｐｏｔｒｉｃｈ
ｏｉｄｅｓ）（眼紋病／褐変症、テレオモルフ：Ｔａｐｅｓｉａ　ｙａｌｌｕｎｄａｅ）
：禾穀類．例えば、コムギ又はオオムギ；　以下のものにおけるプセウドペロノスポラ（
Ｐｓｅｕｄｏｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ）（べと病）：種々の植物、例えば、キュウリ種に
おけるＰ．ｃｕｂｅｎｓｉｓ、又は、ホップにおけるＰ．ｈｕｍｉｌｉ；　以下のものに
おけるプセウドペジクラ・トラケイフィラ（Ｐｓｅｕｄｏｐｅｚｉｃｕｌａ　ｔｒａｃｈ
ｅｉｐｈｉｌａ）（角斑葉枯病、アナモルフ　Ｐｈｉａｌｏｐｈｏｒａ）：ブドウの木；
　以下のものにおけるプッシニア属種（Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｐｐ．）（さび病）：種々
の植物、例えば、禾穀類（例えば、コムギ、オオムギ又はライムギ）におけるＰ．ｔｒｉ
ｔｉｃｉｎａ（小麦の赤錆病）、Ｐ．ｓｔｒｉｉｆｏｒｍｉｓ（黄さび病）、Ｐ．ｈｏｒ
ｄｅｉ（小さび病）、Ｐ．ｇｒａｍｉｎｉｓ（黒さび病）若しくはＰ．ｒｅｃｏｎｄｉｔ
ａ（ライ麦の褐さび病）、サトウキビにおけるＰ．ｋｕｅｈｎｉｉ、及び、例えば、アス
パラガス（例えば、Ｐ．ａｓｐａｒａｇｉ）；　以下のものにおけるピレノホラ・トリチ
シ－レペンチス（Ｐｙｒｅｎｏｐｈｏｒａ（アナモルフ：Ｄｒｅｃｈｓｌｅｒａ）ｔｒｉ
ｔｉｃｉ－ｒｅｐｅｎｔｉｓ）（コムギ葉枯れ病）：コムギ、又は、オオムギにおけるＰ
．ｔｅｒｅｓ（網斑病）；　以下のものにおけるピリクラリア属種（Ｐｙｒｉｃｕｌａｒ
ｉａ　ｓｐｐ．）、例えば、イネにおけるＰ．ｏｒｙｚａｅ（テレオモルフ：Ｍａｇｎａ
ｐｏｒｔｈｅ　ｇｒｉｓｅａ．イネいもち病）、及び、芝生及び禾穀類におけるＰ．ｇｒ
ｉｓｅａ；　以下のものにおけるピシウム属種（Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｐｐ．）（立ち枯れ
病）：芝生、イネ、トウモロコシ、コムギ、ワタ、ナタネ、ヒマワリ、テンサイ、野菜類
、及び、別の植物（例えば、Ｐ．ｕｌｔｉｍｕｍ、又は、Ｐ．ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａｔ
ｕｍ）；　以下のものにおけるラムラリア属種（Ｒａｍｕｌａｒｉａ　ｓｐｐ．）、例え
ば、オオムギにおけるＲ．ｃｏｌｌｏ－ｃｙｇｎｉ（ラムラリア葉及び芝生の斑点病／生
理的斑点病）、及び、テンサイにおけるＲ．ｂｅｔｉｃｏｌａ；　以下のものにおけるリ
ゾクトニア属種（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｐｐ．）：ワタ、イネ、ジャガイモ、芝生
、トウモロコシ、ナタネ、ジャガイモ、テンサイ、野菜類、及び、別の種々の植物、例え
ば、ダイズにおけるＲ．ｓｏｌａｎｉ（根腐病及び茎腐病）、イネにおけるＲ．ｓｏｌａ
ｎｉ（紋枯病）、又は、コムギ若しくはオオムギにおけるＲ．ｃｅｒｅａｌｉｓ（株腐病
）；　以下のものにおけるリゾプス・ストロニフェル（Ｒｈｉｚｏｐｕｓ　ｓｔｏｌｏｎ
ｉｆｅｒ）（軟腐病）：イチゴ、ニンジン、キャベツ、ブドウの木、及び、トマト；　以
下のものにおけるリンコスポリウム・セカリス（Ｒｈｙｎｃｈｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｓｅｃ
ａｌｉｓ）（斑点病）：オオムギ、ライムギ、及び、ライコムギ；　以下のものにおける
サロクラジウム・オリザエ（Ｓａｒｏｃｌａｄｉｕｍ　ｏｒｙｚａｅ）及びサロクラジウ
ム・アテヌアツム（Ｓ．ａｔｔｅｎｕａｔｕｍ）（葉しょう腐敗病）：イネ；　以下のも
のにおけるスクレロチニア属種（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｎｉａ　ｓｐｐ．）（茎又は白色腐れ
病）：野菜、及び、畑作物、例えば、ナタネ、ヒマワリ（例えば、Ｓｃｌｅｒｏｔｉｎｉ
ａ　ｓｃｌｅｒｏｔｉｏｒｕｍ）、及び、ダイズ（例えば、Ｓ．ｒｏｌｆｓｉｉ）；　以
下のものにおけるセプトリア属種（Ｓｅｐｔｏｒｉａ　ｓｐｐ．）：種々の植物、例えば
、ダイズにおけるＳ．ｇｌｙｃｉｎｅｓ（斑点病）、コムギにおけるＳ．ｔｒｉｔｉｃｉ
（セプトリア葉枯病）、及び、禾穀類におけるＳ．（同義語　Ｓｔａｇｏｎｏｓｐｏｒａ
）ｎｏｄｏｒｕｍ（葉枯病及びふ枯病）；　以下のものにおけるウンシヌラ・ネカトル（
Ｕｎｃｉｎｕｌａ（同義語　Ｅｒｙｓｉｐｈｅ）ｎｅｃａｔｏｒ）（うどんこ病、アナモ
ルフ：Ｏｉｄｉｕｍ　ｔｕｃｋｅｒｉ）：ブドウの木；　以下のものにおけるセトスファ
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エリア属種（Ｓｅｔｏｓｐａｅｒｉａ　ｓｐｐ．）（斑点病）：トウモロコシ（例えば、
Ｓ．ｔｕｒｃｉｃｕｍ、同義語　Ｈｅｌｍｉｎｔｈｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｔｕｒｃｉｃｕｍ
）、及び、芝生；　以下のものにおけるスファセロテカ属種（Ｓｐｈａｃｅｌｏｔｈｅｃ
ａ　ｓｐｐ．）（黒穂病）：トウモロコシ（例えば、Ｓ．ｒｅｉｌｉａｎａ：穀粒黒穂病
）、アワ、及び、サトウキビ；　以下のものにおけるスファエロテカ・フリギネア（Ｓｐ
ｈａｅｒｏｔｈｅｃａ　ｆｕｌｉｇｉｎｅａ）（うどんこ病）：キュウリ種；　以下のも
のにおけるスポンゴスポラ・スブテラネア（Ｓｐｏｎｇｏｓｐｏｒａ　ｓｕｂｔｅｒｒａ
ｎｅａ）（粉状瘡痂病（ｐｏｗｄｅｒｙ　ｓｃａｂ））：ジャガイモ、及び、それによっ
て感染するウイルス病；　以下のものにおけるスタゴノスポラ属種（Ｓｔａｇｏｎｏｓｐ
ｏｒａ　ｓｐｐ．）：禾穀類、例えば、コムギにおけるＳ．ｎｏｄｏｒｕｍ（葉枯病及び
ふ枯病、テレオモルフ：Ｌｅｐｔｏｓｐｈａｅｒｉａ［同義語　Ｐｈａｅｏｓｐｈａｅｒ
ｉａ］ｎｏｄｏｒｕｍ）；　以下のものにおけるシンキトリウム・エンドビオチクム（Ｓ
ｙｎｃｈｙｔｒｉｕｍ　ｅｎｄｏｂｉｏｔｉｃｕｍ）：ジャガイモ（ジャガイモこぶ病）
；　以下のものにおけるタフリナ属種（Ｔａｐｈｒｉｎａ　ｓｐｐ．）、例えば、モモに
おけるＴ．ｄｅｆｏｒｍａｎｓ（縮葉病）、及び、プラムにおけるＴ．ｐｒｕｎｉ（袋実
病（ｐｌｕｍ－ｐｏｃｋｅｔ　ｄｉｓｅａｓｅ））；　以下のものにおけるチエラビオプ
シス属種（Ｔｈｉｅｌａｖｉｏｐｓｉｓ　ｓｐｐ．）（黒根腐病）：タバコ、仁果、野菜
作物、ダイズ、及び、ワタ、例えば、Ｔ．ｂａｓｉｃｏｌａ（同義語　Ｃｈａｌａｒａ　
ｅｌｅｇａｎｓ）；　以下のものにおけるチレチア属種（Ｔｉｌｌｅｔｉａ　ｓｐｐ．）
（黒穂病又はなまぐさ黒穂病）：禾穀類、例えば、コムギにおけるＴ．ｔｒｉｔｉｃｉ（
同義語　Ｔ．ｃａｒｉｅｓ、小麦黒穂病）及びＴ．ｃｏｎｔｒｏｖｅｒｓａ（萎縮腥黒穂
病）；　以下のものにおけるチフラ・インカルナタ（Ｔｙｐｈｕｌａ　ｉｎｃａｒｎａｔ
ａ）（雪腐小粒菌核病（ｇｒａｙ　ｓｎｏｗ　ｍｏｌｄ））：オオムギ、又は、コムギ；
　以下のものにおけるウロシスチス属種（Ｕｒｏｃｙｓｔｉｓ　ｓｐｐ．）、例えば、ラ
イムギにおけるＵ．ｏｃｃｕｌｔａ（茎葉黒奴病（ｆｌａｇ　ｓｍｕｔ））；　以下のも
のにおけるウロミセス属種（Ｕｒｏｍｙｃｅｓ　ｓｐｐ．）（さび病）：野菜植物、例え
ば、インゲンマメ（例えば、Ｕ．ａｐｐｅｎｄｉｃｕｌａｔｕｓ、同義語　Ｕ．ｐｈａｓ
ｅｏｌＩ）、及び、テンサイ（例えば、Ｕ．ｂｅｔａｅ）；　以下のものにおけるウスチ
ラゴ属種（Ｕｓｔｉｌａｇｏ　ｓｐｐ．）（裸黒穂病）：禾穀類（例えば、Ｕ．ｎｕｄａ
、及び、Ｕ．ａｖａｅｎａｅ）、トウモロコシ（例えば、Ｕ．ｍａｙｄｉｓ：トウモロコ
シ黒穂病）、及び、サトウキビ；　以下のものにおけるベンツリア属種（Ｖｅｎｔｕｒｉ
ａ　ｓｐｐ．）（瘡痂病）：リンゴ（例えば、Ｖ．ｉｎａｅｑｕａｌｉｓ）、及び、モモ
；及び、以下のものにおけるベルチシリウム属種（Ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｓｐｐ．
）（葉及び苗条立ち枯れ病）：種々の植物、例えば、果樹及び鑑賞樹、ブドウの木、小果
樹、野菜及び畑作物、例えば、イチゴ、ナタネ、ジャガイモ及びトマトにおけるＶ．ｄａ
ｈｌｉａｅ。
【０１５７】
　本発明による混合物及び組成物は、以下の植物病害を防除するのに特に好ましい：ダイ
ズの病害：　セルコスポラ・キクチイ（Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｋｉｋｕｃｈｉｉ）、エ
ルシノエ・グリシネス（Ｅｌｓｉｎｏｅ　ｇｌｙｃｉｎｅｓ）、ジアポルテ・ファセオロ
ルム　ｖａｒ．　ソジャエ（Ｄｉａｐｏｒｔｈｅ　ｐｈａｓｅｏｌｏｒｕｍ　ｖａｒ．　
ｓｏｊａｅ）、セプトリア・グリシネス（Ｓｅｐｔａｒｉａ　ｇｌｙｃｉｎｅｓ）、セル
コスポラ・ソジナ（Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏｊｉｎａ）、ファコプソラ・パキリジ（
Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉ）、フィトフトラ・ソジャエ（Ｐｈｙｔｏ
ｐｈｔｈｏｒａ　ｓｏｊａｅ）、リゾクトニア・ソラニ（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏ
ｌａｎｉ）、コリネスポラ・カシイコラ（Ｃｏｒｙｎｅｓｐｏｒａ　ｃａｓｉｉｃｏｌａ
）、及び、スクレロチニア・スクレロチオルム（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｎｉａ　ｓｃｌｅｒｏ
ｔｉｏｒｕｍ）。
【０１５８】
　植物成長調節
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　場合によっては、本発明の混合物又は組成物は、特定の濃度又は特定の施用量において
、除草剤、薬害軽減剤、成長調節剤若しくは植物の特性を改善する作用剤としても使用し
得るか、又は、殺微生物剤（ｍｉｃｒｏｂｉｃｉｄｅ）として、例えば、殺菌剤（ｆｕｎ
ｇｉｃｉｄｅ）、抗真菌剤（ａｎｔｉｍｙｃｏｔｉｃ）、殺細菌剤若しくは殺ウイルス剤
（これは、ウイロイドに対する組成物も包含する）としても使用し得るか、又は、ＭＬＯ
（マイコプラズマ様生物）及びＲＬＯ（リケッチア様生物）に対する組成物としても使用
し得る。本発明の混合物又は組成物の活性成分は、植物の代謝に干渉し、従って、成長調
節剤として使用することも可能である。
【０１５９】
　植物成長調節剤は、植物に対してさまざまな効果を及ぼし得る。該物質の効果は、本質
的に、植物の成育段階に関連した施用の時期、及び、さらに、植物又はそれらの環境に対
して施用される活性成分の量、及び、施用のタイプに依存する。何れの場合にも、成長調
節剤は、作物植物に対して特定の望ましい効果を有しているべきである。
【０１６０】
　植物の成長を調節する化合物は、例えば、植物の栄養成長を阻害するために使用するこ
とができる。成長に対するそのような阻害は、例えば芝生の場合、観賞用庭園、公園及び
スポーツ施設において、路傍において、空港において、又は、果実作物において、芝生を
刈り込む頻度を低減することが可能であるので、経済的に興味深い。さらにまた、路傍に
おいて、及び、パイプライン若しくは高架線の周辺において、又は、極めて一般的には、
植物の力強い成長が望まれていない区域において、草本植物及び木本植物の成長を抑制す
ることも重要である。
【０１６１】
　禾穀類の縦成長を阻害するために成長調節剤を使用することも重要である。これにより
、収穫前に植物が倒伏するリスクが低減されるか又は完全に排除される。さらに、禾穀類
の場合における成長調節剤は、稈を強化すること可能であり、倒伏に対しても対抗する。
稈を短くし且つ強化するために成長調節剤を使用することによって、禾穀類作物が倒伏す
るリスクを伴うことなく、収量を増大させるためにそれまでよりも多い量の肥料を施用す
ることが可能となる。
【０１６２】
　多くの種類の作物植物において、栄養成長を抑制することによってより密集した植え付
けが可能となり、従って、土壌の表面に基づいて、より高い収穫量を達成することが可能
である。このようにして得られる矮小な植物の別の有利点は、作物の栽培及び収穫がより
容易であるということである。
【０１６３】
　植物の栄養成長を阻害することにより、栄養素及び同化産物が植物の茎葉や根などの栄
養部分（ｖｅｇｅｔａｔｉｖｅ　ｐａｒｔ）に対してよりも花及び果実の形成に対して多
く利用されるので、収量も増大し得る。
【０１６４】
　しばしば、成長調節剤は、栄養成長を促進するためにも使用され得る。このことは、植
物の茎葉部を収穫する場合、極めて有益である。しかしながら、栄養成長を促進すること
により、より多くの同化産物が形成され、その結果、より多くの又はより大きな果実が形
成されるので、生殖成長も促進され得る。
【０１６５】
　場合によっては、収量の増大は、栄養成長における検出可能な変化を伴うことなく、植
物の代謝を操作することによって達成され得る。さらに、成長調節剤を使用して植物の組
成を変えることが可能であり、植物の組成が変えられると、結果として、収穫された生成
物の質が改善され得る。例えば、テンサイ、サトウキビ、パイナップルの糖度を高めるこ
とが可能であり、柑橘類果実の糖度を高めることが可能であり、又は、ダイズ若しくは穀
類のタンパク質含有量を高めることが可能である。さらに、例えば、成長調節剤を用いて
、収穫前又は収穫後に、望ましい成分（例えば、テンサイ又はサトウキビにおける糖分）
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の劣化を抑制することも可能である。さらに、植物の第２の成分の産生又は排除に対して
積極的に影響を及ぼすことも可能である。１つの例は、ゴムの木におけるラテックスの流
れに対する刺激である。
【０１６６】
　成長調節剤の影響下において、単為結果果実が形成され得る。さらに、花の性別に影響
を及ぼすことも可能であり得る。不稔花粉を産生することも可能であり、これは、育種に
おいて、及び、交雑種子の産生において、極めて重要である。
【０１６７】
　成長調節剤を使用することにより、植物の分枝を制御することができる。一方では、頂
芽優性を乱すことにより、側枝の発育を促進することが可能であり、これは、成長の抑制
との組合せにおいても、特に観賞植物の栽培において、極めて望ましいであろう。しかし
ながら、他方では、側枝の成長を抑制することも可能である。この効果は、例えば、タバ
コの栽培において、又は、トマトの栽培において、特に興味深い。
【０１６８】
　成長調節剤の影響下において、望ましい時点において植物の落葉が達成されるように、
植物の葉の量を制御することが可能である。そのような落葉は、ワタの機械収穫において
重要な役割を果たすが、同様に、別の作物（例えば、ブドウ栽培）における収穫を容易な
ものとするためにも興味深い。植物の落葉は、植物を移植する前にその植物の蒸散作用を
低下させるためにも実施することができる。
【０１６９】
　成長調節剤は、さらに、果実の裂開を調節するために使用することも可能である。一方
では、果実の時期尚早の裂開を防止することが可能である。他方では、果実の裂開を促進
することも可能であるか、又は、交互（ａｌｔｅｒｎａｔｉｏｎ）を排除するために、望
ましい集団（「間引き」）を達成するために花の成育不良（ｆｌｏｗｅｒ　ａｂｏｒｔｉ
ｏｎ）を促進することさえ可能である。交互（ａｌｔｅｒｎａｔｉｏｎ）は、内生的な理
由で毎年毎年収穫量が大きく変動する、一部の果実種の特徴を意味するものと理解される
。最後に、機械収穫を可能とするか、又は、手作業による収穫を容易なものとするために
、収穫時に成長調節剤を使用して果実を切り離すのに必要とされる力を低減させることが
できる。
【０１７０】
　成長調節剤は、さらに、収穫前又は収穫後に、収穫物の熟成を早めるために又は遅くす
るために使用することも可能である。このことは、市場の要求に対して最適に適合させる
ことを可能とするので、特に有利である。さらに、成長調節剤は、場合によっては、果実
の色合いを改善し得る。さらに、成長調節剤は、特定の期間内に成熟を集中させるために
使用することも可能である。これによって、例えば、タバコ、トマト又はコーヒーなどの
場合において、機械的な又は手作業による単一操作での完全な収穫のための必要条件が確
立される。
【０１７１】
　成長調節剤を使用することによって、さらに、植物の種子又は芽の休眠に影響を及ぼす
ことも可能であり、その結果、植物（例えば、苗畑におけるパイナップル又は観賞植物な
ど）は、例えば、通常であればそのようなことはない時点において、発芽するか、萌芽す
るか、又は、開花する。霜のリスクがある地域においては、晩霜に起因する損傷を回避す
るために、成長調節剤を用いて芽生え又は種子の発芽を遅延させることは望ましいであろ
う。
【０１７２】
　最後に、成長調節剤は、霜、渇水又は土壌の高塩分に対する植物の抵抗性を誘発し得る
。これによって、通常であれば植物の栽培には適さない地域において植物を栽培すること
が可能となる。
【０１７３】
　抵抗性誘発／植物の健康及び別の効果
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　本発明による混合物又は組成物は、さらにまた、植物において強力な強化効果（ｓｔｒ
ｅｎｇｔｈｅｎｉｎｇ　ｅｆｆｅｃｔ）も示し得る。従って、該混合物又は組成物は、望
ましくない微生物による攻撃に対して植物の防御を動員させるために使用することができ
る。
【０１７４】
　本発明に関連して、植物を強化する（抵抗性を誘発する）物質は、処理された植物が、
その後で望ましくない微生物を接種されたときに、それらの微生物に対して高度な抵抗性
を発揮するように、植物の防御システムを刺激することができる物質を意味するものと理
解される。
【０１７５】
　本発明による活性化合物は、作物の収穫量を増大させるのにも適している。さらに、そ
れらは、低減された毒性を示し、及び、植物が良好な耐性を示す。
【０１７６】
　さらに、本発明に関連して、植物の生理学的効果には、以下のものが包含される。
【０１７７】
　温度耐性、渇水耐性及び渇水ストレス後の回復、水の利用効率（これは、低減された水
の消費に関連する）、浸水耐性、オゾンストレス及び紫外線に対する耐性、化学物質（例
えば、重金属、塩類、農薬（薬害軽減剤）など）に対する耐性を包含する、非生物的スト
レス耐性。
【０１７８】
　増強された菌類抵抗性、並びに、線虫類、ウイルス類及び細菌類に対する増強された抵
抗性を包含する、生物的ストレス耐性。本発明に関連して、生物的ストレス耐性は、好ま
しくは、増強された菌類抵抗性及び線虫類に対する増強された抵抗性を包含する。
【０１７９】
　植物の健康／植物の質及び種子の活力、低減された立毛不良（ｓｔａｎｄ　ｆａｉｌｕ
ｒｅ）、改善された外観、増強された再生、改善された緑化効果並びに改善された光合成
効率を包含する、植物の強化された活力。
【０１８０】
　植物ホルモン及び／又は機能性酵素に対する効果。
【０１８１】
　より早い発芽、より良好な出芽、より発達した根系及び／又は根の改善された成長、増
強された分げつ能、より生産的な分げつ、より早い開花、増大された草高及び／又はバイ
オマス、茎の短小化、苗条の成長における改善、穀粒／穂の数、１平方メートル当たりの
穂の数、匍匐茎の数及び／又は花の数、増大された収穫高指数、より大きな葉、より少な
い枯れた根出葉、改善された葉序、より早い成熟／より早い果実の完熟（ｆｒｕｉｔ　ｆ
ｉｎｉｓｈ）、均一な成熟（ｒｉｐｉｎｇ）、登熟（ｇｒａｉｎ　ｆｉｌｌｉｎｇ）のよ
り長い持続期間、より良好な果実の完熟（ｆｒｕｉｔ　ｆｉｎｉｓｈ）、果実／野菜のよ
り大きなサイズ、萌芽抵抗性及び低減された倒伏を包含する、成長調節剤（プロモーター
）に対する効果。
【０１８２】
　１ヘクタール当たりの総バイオマス、１ヘクタール当たりの収穫量、穀粒／果実の重量
、種子のサイズ及び／又はヘクトリットル重量及び増大された生産物の品質に関する、増
大された収穫量；これは、以下のものを包含する：
サイズ分布に関する改善された加工性（穀粒、果実など）、均一な成熟（ｒｉｐｉｎｇ）
、穀粒水分、より良好な製粉、より良好なアルコール発酵、より良好な醸造、増大された
ジュース収穫量、収穫性（ｈａｒｖｅｓｔａｂｉｌｉｔｙ）、消化性、沈降価、落下数（
ｆａｌｌｉｎｇ　ｎｕｍｂｅｒ）、莢安定性、貯蔵安定性、繊維の改善された長さ／強度
／一様性、サイレージで飼育された動物のミルク及び／又は肉の品質における増強、料理
及びフライに対する適応；
さらに、以下のものも包含する：
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果実／穀粒の改善された品質、サイズ分布（穀粒、果実など）、増大された貯蔵寿命（ｓ
ｔｏｒａｇｅ／ｓｈｅｌｆ－ｌｉｆｅ）、堅さ／柔らかさ、風味（芳香、テクスチャーな
ど）、等級（サイズ、形状、液果の数など）、１果房あたりの液果／果実の数、クリスプ
性、鮮度、ワックスによる被覆、生理障害の頻度、色などに関する、市場性；
さらに、以下のものも包含する：
増大された所望成分、例えば、タンパク質含有量、脂肪酸、オイル含有量、オイルの質、
アミノ酸組成、糖質含有量、酸含有量（ｐＨ）、糖質／酸比（Ｂｒｉｘ）、ポリフェノー
ル、デンプン含有量、栄養価、グルテン含有量／指数、エネルギー含量、風味など；
及び、さらに、以下のものも包含する：
低減された望ましくない成分、例えば、より少ないマイコトキシン、より少ないアフラト
キシン、ゲオスミンレベル、フェノール性香気、ラッカーゼ（ｌａｃｃｈａｓｅ）、ポリ
フェノールオキシダーゼ及びペルオキシダーゼ、硝酸塩（ｎｉｔｒａｔｅ）含有量など。
【０１８３】
　栄養素の使用効率、特に、窒素（Ｎ）－使用効率、リン（Ｐ）－使用効率、水の使用効
率、改善された蒸散、呼吸及び／又はＣＯ２同化速度、より良好な根粒形成、改善された
Ｃａ－代謝などを包含する、持続可能な農業。
【０１８４】
　遅延された老化、これは、植物生理学における改善〔これは、例えば、より長い登熟相
（これは、より多い収穫量をもたらす）、植物の葉が緑色を呈しているより長い持続期間
において、明瞭に示される〕を包含し、及び、従って、色（緑化）、含水量、乾燥度など
を包含する。従って、本発明に関連して、該活性化合物組合せの本発明による特定の施用
によって緑色の葉の領域の持続期間を延長させる〔これは、植物の成熟（老化）を遅延さ
せる〕ことが可能であるということが分かった。農業従事者にとっての主な有利点は、よ
り長い登熟相であり、これは、より多い収穫量をもたらす。収穫時期におけるより大きな
フレキシビリティーに基づいた、農業従事者に対する有利点も存在している。
【０１８５】
　ここで、「沈降価（ｓｅｄｉｍｅｎｔａｔｉｏｎ　ｖａｌｕｅ）」は、タンパク質の品
質に関する尺度であり、Ｚｅｌｅｎｙ（Ｚｅｌｅｎｙ価）に従って、標準的な時間間隔の
間に乳酸溶液中に懸濁された小麦粉の沈降の程度を表す。これは、製パン性の尺度として
受け入れられている。乳酸溶液中の小麦粉のグルテンフラクションの膨潤は、小麦粉懸濁
液の沈降速度に影響する。より高いグルテン含有量及びより良好なグルテン品質は、いず
れも、沈降を遅くし、より高いＺｅｌｅｎｙ試験価をもたらす。小麦粉の沈降価は、小麦
のタンパク質組成に依存し、主に、タンパク質含有量、小麦の堅さ及び鍋と炉床のパン塊
（ｈｅａｒｔｈ　ｌｏａｖｅｓ）の体積に相関している。ＳＤＳ沈降体積と比較したＺｅ
ｌｅｎｙ沈降体積と膨化体積（ｌｏａｆ　ｖｏｌｕｍｅ）の間のより強い相関は、該体積
とＺｅｌｅｎｙ価の両方に影響するタンパク質含有量に起因するであろう（Ｃｚｅｃｈ　
Ｊ．　Ｆｏｏｄ　Ｓｃｉ．　Ｖｏｌ．　２１，　Ｎｏ．　３：９１－９６，　２０００）
。
【０１８６】
　さらに、本明細書中において記載されている「落下数（ｆａｌｌｉｎｇ　ｎｕｍｂｅｒ
）」は、禾穀類（特に、小麦）の製パン性に関する尺度である。落下数試験は、芽の損傷
が生じ得たことを示す。それは、小麦穀粒のデンプン部分における物理的特性に対する変
化が既に起こっていることを意味する。ここで、落下数機器は、小麦粉と水のペーストの
落下プランジャーに対する抵抗性を測定することによって、粘性を分析する。これが起こ
る時間（秒）は、落下数として知られている。落下数の結果は、小麦又は小麦粉のサンプ
ルにおける酵素の指標として記録され、そして、結果は、時間（秒）で表される。高い落
下数（例えば、約３００秒）は、最小限の酵素活性を示しており、そして、無傷品質の小
麦又は小麦粉を示している。低い落下数（例えば、２５０秒未満）は、実質的な酵素活性
を示しており、そして、芽が損傷を受けている小麦又は小麦粉を示している。
【０１８７】
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　用語「より発達した根系」／「根の改善された成長」は、より長い根系、根のより深い
成長、根のより速い成長、根のより重い乾物重／生体重、根のより大きな体積、根のより
大きな表面積、根のより大きな直径、根のより高い安定性、根のより多い枝分かれ、より
多い根毛の数及び／又はより多い根端を示しており、そして、根の構成（ａｒｃｈｉｔｅ
ｃｔｕｒｅ）を適切な方法と画像解析プログラム（例えば、ＷｉｎＲｈｉｚｏ）を用いて
分析することによって、測定することができる。
【０１８８】
　用語「作物の水の利用効率」は、技術的には、消費された単位水当たりの農業収穫物の
質量を示しており、経済的には、消費された単位水当たりの生産された生産物の値を示し
ていて、例えば、１ｈａ当たりの収穫量、植物のバイオマス、千粒重（ｔｈｏｕｓａｎｄ
－ｋｅｒｎｅｌ　ｍａｓｓ）及び１平方メートル当たりの穂の数などに関して、測定する
ことができる。
【０１８９】
　用語「窒素の利用効率」は、技術的には、消費された単位窒素当たりの農業収穫物の質
量を示しており、経済的には、消費された単位窒素当たりの生産された生産物の値を示し
ていて、摂取と利用率（ｕｔｉｌｉｚａｔｉｏｎ　ｅｆｆｉｃｉｅｎｃｙ）を反映してい
る。
【０１９０】
　緑化の改善／改善された色、及び、改善された光合成効率、並びに、老化の遅延は、よ
く知られている技術〔例えば、ＨａｎｄｙＰｅａシステム（Ｈａｎｓａｔｅｃｈ）〕を用
いて、測定することができる。Ｆｖ／Ｆｍは、光化学系ＩＩ（ＰＳＩＩ）の最大量子効率
を示すために広く使用されているパラメーターである。このパラメーターは、典型的に約
０．８５の最大Ｆｖ／Ｆｍ値を達成する健康なサンプルでの、植物光合成能の選択的な指
標として広く認められている。これより低い値は、ＰＳＩＩ内におけるエネルギーの光化
学的クエンチングに関する能力を低減させたある種の生物的又は非生物的なストレス因子
にサンプルが晒された場合に観察されるであろう。Ｆｖ／Ｆｍは、可変蛍光（Ｆｖ）を最
大蛍光（Ｆｍ）で除した比として与えられる。該性能指数は、本質的に、サンプルの活力
の指標である。（例えば、以下のものを参照されたい：Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｔｅｃｈｎｉ
ｑｕｅｓ　ｉｎ　Ｓｏｉｌ　Ｍｉｃｒｏｂｉｏｌｏｇｙ，　２００７，　１１，　３１９
－３４１；　Ａｐｐｌｉｅｄ　Ｓｏｉｌ　Ｅｃｏｌｏｇｙ，　２０００，　１５，　１６
９－１８２．）。
【０１９１】
　緑化の改善／改善された色、及び、改善された光合成効率、並びに、老化の遅延は、純
光合成速度（Ｐｎ）の測定、クロロフィル含有量の測定（例えば、Ｚｉｅｇｌｅｒ及びＥ
ｈｌｅの顔料抽出方法によるクロロフィル含有量の測定）、光化学的効率（Ｆｖ／Ｆｍ比
）の測定、苗条成長の測定及び最終的な根及び／又は草冠のバイオマスの測定、分げつ密
度の測定、並びに、根の枯死率の測定によっても、評価することができる。
【０１９２】
　本発明に関連して、好ましいのは、以下のものを包含する群から選択される植物生理学
的効果の改善である：根の増強された成長／より発達した根系、改善された緑化、改善さ
れた水の利用効率（これは、低減された水の消費に相関する）、改善された栄養分の利用
効率（これは、特に、改善された窒素（Ｎ）－利用効率を包含する）、遅延された老化及
び増大された収穫量。
【０１９３】
　収穫量の増大の範囲内において、好ましいのは、特に禾穀類（好ましくは、小麦）の群
から選択される植物における、沈降価及び落下数における改善並びにタンパク質含有量及
び糖質含有量の改善である。
【０１９４】
　好ましくは、本発明の殺菌剤混合物又は組成物の新規使用は、（ａ）病原性菌類の予防
的及び／又は治療的な防除（抵抗性管理の有無）と（ｂ）根の増強された成長、改善され
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た緑化、改善された水の利用効率、遅延された老化及び増大された収穫量のうちの少なく
とも１種類の組合せられた使用に関する。群（ｂ）の中から、根系、水の利用効率及びＮ
－利用効率の増大が特に好ましい。
【０１９５】
　種子処理
　本発明は、さらに、種子を処理する方法も包含する。
【０１９６】
　本発明は、さらに、前の段落において記述されている方法のうちの１つによって処理さ
れた種子にも関する。本発明による種子は、有害な微生物又は害虫から種子を保護するた
めの方法において使用される。これらの方法においては、本発明による少なくとの１種類
の混合物又は組成物で処理された種子を使用する。
【０１９７】
　本発明の混合物又は組成物は、種子を処理するのにも適している。有害な生物に起因す
る作物植物に対する被害の大部分は、貯蔵中に、又は、播種後、並びに、さらに、植物が
発芽している最中及び発芽の後に、種子が感染することによって引き起こされる。この相
は特に危険である。それは、生長している植物の根及び苗条は特に感受性が高く、ささい
な損傷であってもその植物が死に至り得るからである。従って、適切な組成物を用いて種
子及び発芽中の植物を保護することに、大きな関心が持たれている。
【０１９８】
　植物の種子を処理することによる植物病原性菌類の防除は、長い間知られており、継続
的に改良が加えられている。しかしながら、種子の処理には、必ずしも満足のいくように
解決することができるわけではない一連の問題に伴っている。例えば、播種後又は植物の
出芽後に作物保護組成物を追加で施用（ｄｅｐｌｏｙｍｅｎｔ）することを不要とするか
又は少なくとも著しく低減させるような、種子及び発芽中の植物を保護する方法を開発す
ることは望ましい。さらに、使用する活性成分によって植物自体に損傷を与えることなく
、植物病原性菌類による攻撃から種子及び発芽中の植物が最適に保護され得るように、使
用する活性成分の量を最適化することも望ましい。特に、種子を処理する方法では、最少
量の作物保護組成物を使用して種子及び発芽中の植物の最適な保護を達成するために、ト
ランスジェニック植物の内因性の殺菌特性も考慮に入れるべきである。
【０１９９】
　従って、本発明は、植物病原性菌類及び害虫による攻撃から種子及び発芽中の植物を保
護する方法にも関し、ここで、該方法は、当該種子を本発明の組成物で処理することによ
る。本発明は、さらに、種子及び発芽中の植物を植物病原性菌類及び害虫から保護するた
めに種子を処理するための本発明の組成物の使用にも関する。本発明は、さらに、植物病
原性菌類から保護されるように、本発明の組成物で処理された種子にも関する。
【０２００】
　出芽後の植物に損傷を与える植物病原性菌類及び害虫の防除は、主として、土壌及び植
物の地上部を作物保護組成物で処理することによって行われる。作物保護組成物は、環境
並びにヒト及び動物の健康に対して影響を及ぼし得ることに関して懸念があるので、使用
する活性成分の量を低減する努力が成されている。
【０２０１】
　本発明の有利な点の１つは、本発明の混合物又は組成物が有している際立った浸透移行
特性によって、その活性成分及び組成物で種子を処理することにより、植物病原性菌類及
び害虫から、その種子自体が保護されるのみではなく、出芽後に生じる植物も保護される
ということである。このようにして、播種時又は播種後間もなくの作物の即時的な処理を
省くことができる。
【０２０２】
　さらにまた、本発明の混合物又は組成物が、特に、トランスジェニック種子（トランス
ジェニック種子の場合、その種子から成長した植物は、害虫に対して作用するタンパク質
を発現することができる）と一緒に使用することが可能であるということも、有利な点と
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して見なされる。そのような種子を本発明の混合物又は組成物で処理することで、単にタ
ンパク質（例えば、殺虫性タンパク質）が発現することによって、特定の害虫は防除可能
である。驚くべきことに、この場合、さらなる相乗効果が観察されることがあり得る。そ
のような相乗効果は、害虫による攻撃に対する保護の有効性をさらに改善する。
【０２０３】
　本発明による組成物は、農業において、温室内で、森林で又は園芸及びブドウ栽培にお
いて使用される全ての植物品種の種子を保護するのに適している。特に、これは、禾穀類
（例えば、コムギ、オオムギ、ライムギ、ライコムギ、ソルガム／アワ、及び、エンバク
）、トウモロコシ、ワタ、ダイズ、イネ、ジャガイモ、ヒマワリ、インゲンマメ、コーヒ
ー、ビート（例えば、テンサイ、及び、飼料用ビート）、ラッカセイ、ナタネ、ケシ、オ
リーブ、ココナッツ、カカオ、サトウキビ、タバコ、野菜（例えば、トマト、キュウリ、
タマネギ、及び、レタス）、芝生及び観賞植物の種子である（下記も参照されたい）。禾
穀類（例えば、コムギ、オオムギ、ライムギ、ライコムギ、及び、エンバク）、トウモロ
コシ及びイネの種子を処理することは、特に重要である。
【０２０４】
　以下でも記載されているように、本発明の混合物又は組成物によるトランスジェニック
種子の処理は、特に重要である。このことは、殺虫特性を有するポリペプチド又はタンパ
ク質の発現を可能にする少なくとも１種類の異種遺伝子を含んでいる植物の種子に関連す
る。トランスジェニック種子内の異種遺伝子は、例えば、バシルス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ）
種、リゾビウム（Ｒｈｉｚｏｂｉｕｍ）種、シュードモナス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ）
種、セラチア（Ｓｅｒｒａｔｉａ）種、トリコデルマ（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ）種、ク
ラビバクテル（Ｃｌａｖｉｂａｃｔｅｒ）種、グロムス（Ｇｌｏｍｕｓ）種又はグリオク
ラジウム（Ｇｌｉｏｃｌａｄｉｕｍ）種の微生物に由来し得る。この異種遺伝子は、好ま
しくは、その遺伝子産物がアワノメイガ（Ｅｕｒｏｐｅａｎ　ｍａｉｚｅ　ｂｏｒｅｒ）
及び／又はウェスタンメイズルートワーム（Ｗｅｓｔｅｒｎ　ｍａｉｚｅ　ｒｏｏｔｗｏ
ｒｍ）に対して有効であるバシルス属種（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｐ．）に由来する。該異
種遺伝子は、さらに好ましくは、バシルス・ツリンギエンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈ
ｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）に由来する。
【０２０５】
　本発明に関連して、本発明による混合物又は組成物は、種子に対して、単独で施用する
か、又は、適切な製剤中に含ませて施用する。好ましくは、種子は、処理の過程で損傷が
起こらないように、充分に安定な状態で処理する。一般に、種子は、収穫と播種の間の任
意の時点で処理することができる。慣習的には、植物から分離されていて、穂軸、殻、葉
柄、外皮、被毛又は果肉を伴っていない種子を使用する。例えば、収穫され、不純物が取
り除かれ、含水量が１５重量％未満となるまで乾燥された種子を使用することができる。
あるいは、乾燥後に例えば水で処理され、その後再度乾燥された種子を使用することもで
きる。
【０２０６】
　種子を処理する場合、種子の発芽が損なわれないように、又は、種子から生じた植物が
損傷を受けないように、種子に施用する本発明組成物の量及び／又はさらなる添加剤の量
を選択することに関して一般に注意しなくてはならない。このことは、とりわけ、特定の
施用量で薬害作用を示し得る混合物又は組成物の場合には、留意しなくてはならない。
【０２０７】
　本発明の混合物又は組成物は、直接的に施用することが、即ち、別の成分を含ませるこ
となく、また、希釈することなく、施用することが可能である。一般に、該組成物は、適
切な製剤の形態で種子に施用するのが好ましい。種子を処理するための適切な製剤及び方
法は、当業者には知られており、例えば、以下の文献に記載されている：ＵＳ　４，２７
２，４１７、ＵＳ　４，２４５，４３２、ＵＳ　４，８０８，４３０、ＵＳ　５，８７６
，７３９、ＵＳ　２００３／０１７６４２８Ａ１、ＷＯ　２００２／０８０６７５、ＷＯ
　２００２／０２８１８６。
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【０２０８】
　本発明に従って使用することが可能な混合物又は組成物は、慣習的な種子粉衣製剤、例
えば、溶液剤、エマルション剤、懸濁液剤、粉末剤、泡剤、スラリー剤又は種子用の別の
コーティング組成物や、及び、さらに、ＵＬＶ製剤などに変換することができる。
【０２０９】
　これらの製剤は、既知方法で、活性成分を、慣習的な添加剤、例えば、慣習的な増量剤
、及び、さらに、溶媒又は希釈剤、着色剤、湿潤剤、分散剤、乳化剤、消泡剤、防腐剤、
第２の増粘剤、粘着剤、ジベレリン類などと混合させ、及び、さらに、水と混合させるこ
とによって、調製する。
【０２１０】
　本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤中に存在させることができる有用な
着色剤は、そのような目的に関して慣習的な全ての着色剤がである。水中であまり溶解し
ない顔料と水中で溶解する染料のいずれも使用することができる。その例としては、「Ｒ
ｈｏｄａｍｉｎ　Ｂ」、「Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１１２」及び「Ｃ．Ｉ．Ｓ
ｏｌｖｅｎｔ　Ｒｅｄ　１」の名称で知られている着色剤などを挙げることができる。
【０２１１】
　本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤中に存在させることができる有用な
湿潤剤は、農薬活性成分の製剤に関して慣習的に使用される、湿潤を促進する全ての物質
である。好ましくは、アルキルナフタレンスルホネート類、例えば、ジイソプロピルナフ
タレンスルホネート又はジイソブチルナフタレンスルホネートなどを使用する。
【０２１２】
　本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤中に存在させることができる有用な
分散剤及び／又は乳化剤は、農薬活性成分の製剤に関して慣習的に使用される非イオン性
、アニオン性及びカチオン性の全ての分散剤である。好ましくは、非イオン性若しくはア
ニオン性の分散剤又は非イオン性若しくはアニオン性の分散剤の混合物を使用することが
できる。適している非イオン性分散剤としては、特に、エチレンオキシド／プロピレンオ
キシドブロックコポリマー類、アルキルフェノールポリグリコールエーテル類及びトリス
チリルフェノールポリグリコールエーテル類、並びに、それらのリン酸化誘導体又は硫酸
化誘導体などを挙げることができる。適しているアニオン性分散剤は、特に、リグノスル
ホネート類、ポリアクリル酸塩類及びアリールスルホネート／ホルムアルデヒド縮合物で
ある。
【０２１３】
　本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤中に存在させることができる消泡剤
は、農薬活性成分の製剤中に関して慣習的に使用される全ての泡抑制物質である。好まし
くは、シリコーン消泡剤及びステアリン酸マグネシウムを使用することができる。
【０２１４】
　本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤中に存在させることができる防腐剤
は、農薬組成物中で当該目的のために使用することが可能な全ての物質がである。例とし
て、ジクロロフェン及びベンジルアルコールヘミホルマールなどを挙げることができる。
【０２１５】
　本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤中に存在させることができる第２の
増粘剤は、農薬組成物中で当該目的のために使用することが可能な全ての物質である。好
ましい例としては、セルロース誘導体、アクリル酸誘導体、キサンタン、変性クレー及び
微粉砕シリカなどを挙げることができる。
【０２１６】
　本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤中に存在させることができる粘着剤
は、種子粉衣製品中で使用可能な全ての慣習的な結合剤である。好ましい例としては、ポ
リビニルピロリドン、ポリ酢酸ビニル、ポリビニルアルコール及びチロースなどを挙げる
ことができる。
【０２１７】
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　本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤中に存在させることができるジベレ
リンは、好ましくは、ジベレリンＡ１、ジベレリンＡ３（＝ジベレリン酸）、ジベレリン
Ａ４及びジベレリンＡ７であり得る。特に好ましくは、ジベレリン酸を使用する。ジベレ
リン類は知られている（ｃｆ．　Ｒ．Ｗｅｇｌｅｒ　“Ｃｈｅｍｉｅ　ｄｅｒ　Ｐｆｌａ
ｎｚｅｎｓｃｈｕｔｚ－ｕｎｄ　Ｓｃｈａｄｌｉｎｇｓｂｅｋａｍｐｆｕｎｇｓｍｉｔｔ
ｅｌ”［Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｃｒｏｐ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　Ｃｏｍ
ｐｏｓｉｔｉｏｎｓ　ａｎｄ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅｓ］，　ｖｏｌ．　２、Ｓｐｒｉｎｇ
ｅｒ　Ｖｅｒｌａｇ，　１９７０，　ｐ．　４０１－４１２）。
【０２１８】
　本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤は、広い範囲の異なった種子（これ
は、トランスジェニック植物の種子を包含する）を処理するために、直接的に使用するこ
とができるか、又は、予め水で希釈したあとで使用することができる。この場合、発現に
より形成された物質との相互作用において、付加的な相乗効果が生じることもあり得る。
【０２１９】
　本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤又は水を添加することによってその
種子粉衣製剤から調製された調製物で種子を処理するために、種子粉衣に関して慣習的に
使用可能な全ての混合装置が有用である。具体的には、種子粉衣における手順は、種子を
混合機の中に入れること、所望される特定量の種子粉衣製剤を、そのままで添加するか又
は予め水で希釈したあとで添加すること、及び、該製剤が当該種子の表面に均質に分配さ
れるまで全てを混合させることである。適切な場合には、続いて乾燥工程を行う。
【０２２０】
　マイコトキシン
　さらに、本発明の処理によって、収穫物並びにその収穫作物から作られる食料及び飼料
におけるマイコトキシンの含有量を低減させることが可能である。マイコトキシンとして
は、限定するものではないが、特に、以下のものを挙げることができる：デオキシニバレ
ノール（ＤＯＮ）、ニバレノール、１５－Ａｃ－ＤＯＮ、３－Ａｃ－ＤＯＮ、Ｔ２－トキ
シン、ＨＴ２－トキシン、フモニシン類、ゼアラレノン、モニリホルミン、フザリン、ジ
アセトキシシルペノール（ＤＡＳ）、ベアウベリシン（ｂｅａｕｖｅｒｉｃｉｎ）、エン
ニアチン、フサロプロリフェリン（ｆｕｓａｒｏｐｒｏｌｉｆｅｒｉｎ）、フサレノール
（ｆｕｓａｒｅｎｏｌ）、オクラトキシン類、パツリン、エルゴットアルカロイド類及び
アフラトキシン類〔これらは、例えば、以下の菌類によって産生され得る：とりわけ、フ
サリウム属各種（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｐｅｃ．）、例えば、フサリウム・アクミナツム
（Ｆ．　ａｃｕｍｉｎａｔｕｍ）、フサリウム・アシアチクム（Ｆ．　ａｓｉａｔｉｃｕ
ｍ）、フサリウム・アベナセウム（Ｆ．　ａｖｅｎａｃｅｕｍ）、フサリウム・クロオク
ウェレンセ（Ｆ．　ｃｒｏｏｋｗｅｌｌｅｎｓｅ）、フサリウム・クルモルム（Ｆ．　ｃ
ｕｌｍｏｒｕｍ）、フサリウム・グラミネアルム（Ｆ．　ｇｒａｍｉｎｅａｒｕｍ）（ジ
ベレラ・ゼアエ（Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ　ｚｅａｅ））、フサリウム・エクイセチ（Ｆ．
　ｅｑｕｉｓｅｔｉ）、フサリウム・フジコロイ（Ｆ．　ｆｕｊｉｋｏｒｏｉ）、フサリ
ウム・ムサルム（Ｆ．　ｍｕｓａｒｕｍ）、フサリウム・オキシスポルム（Ｆ．　ｏｘｙ
ｓｐｏｒｕｍ）、フサリウム・プロリフェラツム（Ｆ．　ｐｒｏｌｉｆｅｒａｔｕｍ）、
フサリウム・ポアエ（Ｆ．　ｐｏａｅ）、フサリウム・プセウドグラミネアルム（Ｆ．　
ｐｓｅｕｄｏｇｒａｍｉｎｅａｒｕｍ）、フサリウム・サムブシヌム（Ｆ．　ｓａｍｂｕ
ｃｉｎｕｍ）、フサリウム・シルピ（Ｆ．　ｓｃｉｒｐｉ）、フサリウム・セミテクツム
（Ｆ．　ｓｅｍｉｔｅｃｔｕｍ）、フサリウム・ソラニ（Ｆ．　ｓｏｌａｎｉ）、フサリ
ウム・スポロトリコイデス（Ｆ．　ｓｐｏｒｏｔｒｉｃｈｏｉｄｅｓ）、フサリウム・ラ
ングセチアエ（Ｆ．　ｌａｎｇｓｅｔｈｉａｅ）、フサリウム・スブグルチナンス（Ｆ．
　ｓｕｂｇｌｕｔｉｎａｎｓ）、フサリウム・トリシンクツム（Ｆ．　ｔｒｉｃｉｎｃｔ
ｕｍ）、フサリウム・ベルチシリオイデス（Ｆ．　ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉｏｉｄｅｓ）な
ど、及び、さらに、アスペルギルス属各種（Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｓｐｅｃ．）、例
えば、アスペルギルス・フラブス（Ａ．　ｆｌａｖｕｓ）、アスペルギルス・パラシチク
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ス（Ａ．　ｐａｒａｓｉｔｉｃｕｓ）、アスペルギルス・ノミウス（Ａ．　ｎｏｍｉｕｓ
）、アスペルギルス・オクラセウス（Ａ．　ｏｃｈｒａｃｅｕｓ）、アスペルギルス・ク
ラバツス（Ａ．　ｃｌａｖａｔｕｓ）、アスペルギルス・テレウス（Ａ．　ｔｅｒｒｅｕ
ｓ）、アスペルギルス・ベルシコロル（Ａ．　ｖｅｒｓｉｃｏｌｏｒ）、ペニシリウム属
各種（Ｐｅｎｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｓｐｅｃ．）、例えば、ペニシリウム・ベルコスム（Ｐ
．　ｖｅｒｒｕｃｏｓｕｍ）、ペニシリウム・ビリジカツム（Ｐ．　ｖｉｒｉｄｉｃａｔ
ｕｍ）、ペニシリウム・シトリヌム（Ｐ．　ｃｉｔｒｉｎｕｍ）、ペニシリウム・エキス
パンスム（Ｐ．　ｅｘｐａｎｓｕｍ）、ペニシリウム・クラビホルメ（Ｐ．　ｃｌａｖｉ
ｆｏｒｍｅ）、ペニシリウム・ロクエホルチ（Ｐ．　ｒｏｑｕｅｆｏｒｔｉ）、クラビセ
プス属各種（Ｃｌａｖｉｃｅｐｓ　ｓｐｅｃ．）、例えば、クラビセプス・プルプレア（
Ｃ．　ｐｕｒｐｕｒｅａ）、クラビセプス・フシホルミス（Ｃ．　ｆｕｓｉｆｏｒｍｉｓ
）、クラビセプス・パスパリ（Ｃ．　ｐａｓｐａｌｉ）、クラビセプス・アフリカナ（Ｃ
．　ａｆｒｉｃａｎａ）、スタキボトリス属各種（Ｓｔａｃｈｙｂｏｔｒｙｓ　ｓｐｅｃ
．）など〕。
【０２２１】
　材料物質の保護
　本発明の混合物又は組成物又は組成物は、材料物質の保護において、有害な微生物又は
害虫（例えば、菌類及び昆虫類）による攻撃及び破壊に対して工業材料を保護するするた
めに用いることもできる。
【０２２２】
　さらに、本発明の混合物又は組成物は、単独で、又は、別の活性成分と組み合わせて、
汚れ止め組成物として用いることもできる。
【０２２３】
　本発明に関連して、工業材料とは、工業において使用するために準備された無生物材料
を意味するものと理解される。例えば、本発明の混合物又は組成物で微生物による変性又
は破壊から保護することが意図されている工業材料は、接着剤、膠、紙、壁紙及び厚紙／
板紙、織物、カーペット、皮革、木材、繊維及び薄織物、塗料及びプラスチック製品、冷
却用潤滑油、並びに、微生物によって感染又は破壊され得る別の材料などであり得る。微
生物の増殖により損なわれ得る建造物及び製造プラントの部品、例えば、冷却水循環路、
冷却装置及び暖房装置、並びに、換気装置及び空調設備なども、保護すべき材料の範囲内
のものとして挙げることができる。本発明の範囲内における工業材料としては、好ましく
は、接着剤、サイズ、紙及び厚紙、皮革、木材、塗料、冷却用潤滑油及び熱媒液などを挙
げることができ、さらに好ましくは、木材を挙げることができる。
【０２２４】
　本発明の混合物又は組成物は、腐朽、腐敗、変色、脱色又は黴発生などの、悪影響を防
止することができる。
【０２２５】
　木材を処理する場合、本発明による混合物又は組成物は、材木の表面又は内部で増殖す
るであろう菌類病に対しても使用することができる。用語「材木（ｔｉｍｂｅｒ）」は、
全ての種類の木材、そのような木材を建築用に加工した全てのタイプのもの、例えば、ソ
リッドウッド、高密度木材、積層木材及び合板などを意味する。本発明による材木の処理
方法は、主に、本発明による混合物又は組成物を接触させることにより行う。これには、
例えば、直接的な塗布、噴霧、浸漬、注入、又は、別の適切な任意の方法が包含される。
【０２２６】
　さらにまた、本発明の混合物又は組成物は、海水又は淡海水と接触するもの（特に、船
体、障壁（ｓｃｒｅｅｎ）、網、建造物、係船設備及び信号システム）を付着物に対して
保護するために使用することもできる。
【０２２７】
　有害な菌類を防除するための本発明の方法は、貯蔵品を保護するために使用することも
できる。貯蔵品は、長期間の保護が望まれる、植物若しくは動物起源の天然物質又は自然
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起源のそれら天然物質の加工製品を意味するものと理解される。植物起源の貯蔵品、例え
ば、植物若しくは植物の分部、例えば、茎、葉、塊茎、種子、果実、穀粒などは、新たに
収穫された状態で保護することができるか、又は、（予備）乾燥、加湿、粉砕、摩砕、加
圧成形又は焙焼によって加工された後で保護することができる。貯蔵品には、さらに、未
加工の木材（例えば、建築用木材、電柱及び柵）又は完成品の形態にある木材（例えば、
家具）の両方とも包含される。動物起源の貯蔵品は、例えば、皮革、革製品、毛皮及び獣
毛などである。本発明による混合物又は組成物は、腐朽、腐敗、変色、脱色又は黴発生な
どの、不利な効果を防止することができる。
【０２２８】
　工業材料を劣化又は変性させることができる微生物としては、例えば、細菌類、菌類、
酵母類、藻類及び粘菌類（ｓｌｉｍｅ　ｏｒｇａｎｉｓｍｓ）などを挙げることができる
。本発明の混合物又は組成物は、好ましくは、菌類、特に、カビ類、材木を変色させる菌
類及び材木を破壊する菌類（子嚢菌類（Ａｓｃｏｍｙｃｅｔｅｓ）、担子菌類（Ｂａｓｉ
ｄｉｏｍｙｃｅｔｅｓ）、不完全菌類（Ｄｅｕｔｅｒｏｍｙｃｅｔｅｓ）及び接合菌類（
Ｚｙｇｏｍｙｃｅｔｅｓ））、並びに、粘菌類（ｓｌｉｍｅ　ｏｒｇａｎｉｓｍｓ）及び
藻類に対して作用する。以下の属の微生物を例として挙げることができる：　アルテルナ
リア（Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ）、例えば、アルテルナリア・テヌイス（Ａｌｔｅｒｎａｒ
ｉａ　ｔｅｎｕｉｓ）；　アスペルギルス（Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ）、例えば、アスペ
ルギルス・ニゲル（Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｎｉｇｅｒ）；　カエトミウム（Ｃｈａｅ
ｔｏｍｉｕｍ）、例えば、カエトミウム・グロボスム（Ｃｈａｅｔｏｍｉｕｍ　ｇｌｏｂ
ｏｓｕｍ）；　コニオホラ（Ｃｏｎｉｏｐｈｏｒａ）、例えば、コニオホラ・プエタナ（
Ｃｏｎｉｏｐｈｏｒａ　ｐｕｅｔａｎａ）；　レンチヌス（Ｌｅｎｔｉｎｕｓ）、例えば
、レンチヌス・チグリヌス（Ｌｅｎｔｉｎｕｓ　ｔｉｇｒｉｎｕｓ）；　ペニシリウム（
Ｐｅｎｉｃｉｌｌｉｕｍ）、例えば、ペニシリウム・グラウクム（Ｐｅｎｉｃｉｌｌｉｕ
ｍ　ｇｌａｕｃｕｍ）；　ポリポルス（Ｐｏｌｙｐｏｒｕｓ）、例えば、ポリポルス・ベ
ルシコロル（Ｐｏｌｙｐｏｒｕｓ　ｖｅｒｓｉｃｏｌｏｒ）；　アウレオバシジウム（Ａ
ｕｒｅｏｂａｓｉｄｉｕｍ）、例えば、アウレオバシジウム・プルランス（Ａｕｒｅｏｂ
ａｓｉｄｉｕｍ　ｐｕｌｌｕｌａｎｓ）；　スクレロホマ（Ｓｃｌｅｒｏｐｈｏｍａ）、
例えば、スクレロホマ・ピチオフィラ（Ｓｃｌｅｒｏｐｈｏｍａ　ｐｉｔｙｏｐｈｉｌａ
）；　トリコデルマ（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ）、例えば、トリコデルマ・ビリデ（Ｔｒ
ｉｃｈｏｄｅｒｍａ　ｖｉｒｉｄｅ）；オフィオストマ属種（Ｏｐｈｉｏｓｔｏｍａ　ｓ
ｐｐ．）、セラトシスチス属種（Ｃｅｒａｔｏｃｙｓｔｉｓ　ｓｐｐ．）、フミコラ属種
（Ｈｕｍｉｃｏｌａ　ｓｐｐ．）、ペトリエラ属種（Ｐｅｔｒｉｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、
トリクルス属種（Ｔｒｉｃｈｕｒｕｓ　ｓｐｐ．）、コリオルス属種（Ｃｏｒｉｏｌｕｓ
　ｓｐｐ．）、グロエオフィルム属種（Ｇｌｏｅｏｐｈｙｌｌｕｍ　ｓｐｐ．）、プレウ
ロツス属種（Ｐｌｅｕｒｏｔｕｓ　ｓｐｐ．）、ポリア属種（Ｐｏｒｉａ　ｓｐｐ．）、
セルプラ属種（Ｓｅｒｐｕｌａ　ｓｐｐ．）及びチロミセス属種（Ｔｙｒｏｍｙｃｅｓ　
ｓｐｐ．）、クラドスポリウム属種（Ｃｌａｄｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｓｐｐ．）、パエシロ
ミセス属種（Ｐａｅｃｉｌｏｍｙｃｅｓ　ｓｐｐ．）、ムコル属種（Ｍｕｃｏｒ　ｓｐｐ
．）、エシェリキア（Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ）、例えば、エシェリキア・コリ（Ｅｓｃ
ｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ）；　シュードモナス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ）、例えば
、シュードモナス・アエルギノサ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ）；
　スタフィロコッカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ）、例えば、スタフィロコッカス
・アウレウス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ）、カンジダ属種（Ｃａｎ
ｄｉｄａ　ｓｐｐ．）及びサッカロミセス属種（Ｓａｃｃｈａｒｏｍｙｃｅｓ　ｓｐｐ．
）、例えば、サッカロミセス・セレビサエ（Ｓａｃｃｈａｒｏｍｙｃｅｓ　ｃｅｒｅｖｉ
ｓａｅ）。
【０２２９】
　抗真菌活性
　さらに、本発明の混合物又は組成物は、極めて優れた抗真菌活性も有している。それら
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は、極めて広い抗真菌活性スペクトルを有しており、特に、皮膚糸状菌、並びに、酵母菌
、カビ及び二相性真菌類に対して〔例えば、カンジダ属各種（Ｃａｎｄｉｄａ　ｓｐｅｃ
ｉｅｓ）、例えば、カンジダ・アルビカンス（Ｃ．ａｌｂｉｃａｎｓ）、カンジダ・グラ
ブラタ（Ｃ．ｇｌａｂｒａｔａ）に対して〕、並びに、エピデルモフィトン・フロコスム
（Ｅｐｉｄｅｒｍｏｐｈｙｔｏｎ　ｆｌｏｃｃｏｓｕｍ）、アスペルギルス属各種（Ａｓ
ｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、アスペルギルス・ニゲル（Ａ．ｎｉｇ
ｅｒ）及びアスペルギルス・フミガツス（Ａ．ｆｕｍｉｇａｔｕｓ）、トリコフィトン属
各種（Ｔｒｉｃｈｏｐｈｙｔｏｎ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、トリコフィトン・メンタ
グロフィテス（Ｔ．ｍｅｎｔａｇｒｏｐｈｙｔｅｓ）、ミクロスポロン属各種（Ｍｉｃｒ
ｏｓｐｏｒｏｎ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、ミクロスポロン・カニス（Ｍ．ｃａｎｉｓ
）及びミクロスポロン・アウドウイニイ（Ｍ．ａｕｄｏｕｉｎｉｉ）などに対して、極め
て広い抗真菌活性スペクトルを有している。これら菌類のリストは、包含される真菌スペ
クトルを決して限定するものではなく、単に例示な性質のものである。
【０２３０】
　従って、本発明の混合物又は組成物は、医薬用途と非医薬用途の両方で使用することが
できる。
【０２３１】
　遺伝子組換え生物（ｇｅｎｅｔｉｃａｌｌｙ　ｍｏｄｉｆｉｅｄ　ｏｒｇａｎｉｓｍｓ
）
　上記で既に述べたように、本発明に従って、全ての植物及びそれらの部分を処理するこ
とができる。好ましい実施形態では、野生の植物種及び植物品種、又は、交雑若しくはプ
ロトプラスト融合のような慣習的な生物学的育種法により得られた植物種及び植物品種、
並びに、それらの部分を処理する。好ましいさらなる実施形態では、適切な場合には慣習
的な方法と組み合わせた遺伝子工学的方法により得られたトランスジェニック植物及び植
物品種（遺伝子組換え生物）及びそれらの部分を処理する。用語「部分（ｐａｒｔｓ）」
又は「植物の部分（ｐａｒｔｓ　ｏｆ　ｐｌａｎｔｓ）」又は「植物の部分（ｐｌａｎｔ
　ｐａｒｔｓ）」については、既に上記で説明した。さらに好ましくは、市販されている
か又は使用されている植物品種の植物を、本発明に従って処理する。植物品種は、慣習的
な育種又は突然変異誘発又は組換えＤＮＡ技術によって得られた、新しい特性（「形質」
）を有する植物を意味するものと理解される。これらは、品種、変種、生物型又は遺伝子
型であることができる。
【０２３２】
　本発明による処理方法は、遺伝子組換え生物（ＧＭＯ）（例えば、植物又は種子）の処
理において使用することができる。遺伝子組換え植物（又は、トランスジェニック植物）
は、異種遺伝子がゲノムに安定的に組み込まれている植物である。表現「異種遺伝子」は
、本質的に、供給されたか又は当該植物の外部で構築された遺伝子であって、核のゲノム
、葉緑体のゲノム又はミトコンドリアのゲノムの中に導入されたときに、興味深いタンパ
ク質若しくはポリペプチドを発現することにより、又は、その植物内に存在している別の
１つ若しくは複数の遺伝子をダウンレギュレート若しくはサイレンシングすることにより
、当該形質転換された植物に新しい又は改善された作物学的特性又は別の特性を付与する
遺伝子を意味する〔例えば、アンチセンス技術、コサプレッション技術、ＲＮＡ干渉（Ｒ
ＮＡｉ）技術又はミクロＲＮＡ（ｍｉＲＮＡ）技術などを使用する〕。ゲノム内に位置し
ている異種遺伝子は、導入遺伝子とも称される。植物ゲノム内におけるその特異的な位置
によって定義される導入遺伝子は、形質転換又は遺伝子導入イベントと称される。
【０２３３】
　植物種又は植物品種、それらの生育場所及び生育条件（土壌、気候、生育期、養分（ｄ
ｉｅｔ））に応じて、本発明の処理により、相加効果を超える効果（「相乗効果」）も生
じ得る。かくして、例えば、本発明により使用し得る活性化合物及び組成物の施用量の低
減及び／又は活性スペクトルの拡大及び／又は活性の増強、植物の生育の向上、高温又は
低温に対する耐性の向上、渇水又は水中若しくは土壌中に含まれる塩分に対する耐性の向
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上、開花能力の向上、収穫の容易性の向上、促進された成熟、収穫量の増加、果実の大き
さの増大、植物の高さの増大、葉の緑色の向上、より早い開花、収穫された生産物の品質
の向上及び／又は栄養価の増加、果実内の糖度の上昇、収穫された生産物の貯蔵安定性の
向上及び／又は加工性の向上などが可能であり、これらは、実際に予期された効果を超え
るものである。
【０２３４】
　特定の施用量において、本発明による混合物又は組成物は、植物において強化効果（ｓ
ｔｒｅｎｇｔｈｅｎｉｎｇ　ｅｆｆｅｃｔ）も示し得る。従って、本発明による混合物又
は組成物は、有害な微生物類による攻撃に対して植物の防御システムを動員させるのにも
適している。これは、適切な場合には、本発明による混合物又は組成物の例えば菌類に対
する強化された活性の理由のうちの１つであり得る。本発明に関連して、植物を強化する
（抵抗性を誘導する）物質は、処理された植物が、その後で有害な微生物類を接種された
ときに、それらの微生物類に対して実質的な程度の抵抗性を示すように、植物の防御シス
テムを刺激することができる物質又は物質の組合せを意味するものと理解される。この場
合、有害な微生物類は、植物病原性の菌類、細菌類及びウイルス類を意味するものと理解
される。従って、処理後特定の期間、上記病原体による攻撃から植物を保護するために、
本発明による混合物又は組成物を用いることができる。保護が達成される期間は、植物が
該活性化合物で処理されてから、一般に、１～１０日間、好ましくは、１～７日間に及ぶ
。
【０２３５】
　本発明に従って処理するのが好ましい植物及び植物品種は、特に有利で有益な形質を植
物に付与する遺伝物質を有している全ての植物（育種によって得られたものであろうと、
及び／又は、生物工学的方法によって得られたものであろうと）を包含する。
【０２３６】
　本発明に従って処理するのが同様に好ましい植物及び植物品種は、１以上の生物的スト
レスに対して抵抗性を示す。即ち、そのような植物は、害虫及び有害微生物に対して、例
えば、線虫類、昆虫類、ダニ類、植物病原性の菌類、細菌類、ウイルス類及び／又はウイ
ロイド類などに対して、良好な防御を示す。
【０２３７】
　線虫抵抗性植物又は昆虫抵抗性植物の例は、例えば、以下のものに記載されている：米
国特許出願第１１／７６５，４９１号、米国特許出願第１１／７６５，４９４号、米国特
許出願第１０／９２６，８１９号、米国特許出願第１０／７８２，０２０号、米国特許出
願第１２／０３２，４７９号、米国特許出願第１０／７８３，４１７号、米国特許出願第
１０／７８２，０９６号、米国特許出願第１１／６５７，９６４号、米国特許出願第１２
／１９２，９０４号、米国特許出願第１１／３９６，８０８号、米国特許出願第１２／１
６６，２５３号、米国特許出願第１２／１６６，２３９号、米国特許出願第１２／１６６
，１２４号、米国特許出願第１２／１６６，２０９号、米国特許出願第１１／７６２，８
８６号、米国特許出願第１２／３６４，３３５号、米国特許出願第１１／７６３，９４７
号、米国特許出願第１２／２５２，４５３号、米国特許出願第１２／２０９，３５４号、
米国特許出願第１２／４９１，３９６号、米国特許出願第１２／４９７，２２１号、米国
特許出願第１２／６４４，６３２号、米国特許出願第１２／６４６，００４号、米国特許
出願第１２／７０１，０５８号、米国特許出願第１２／７１８，０５９号、米国特許出願
第１２／７２１，５９５号、米国特許出願第１２／６３８，５９１号。
【０２３８】
　本発明に従って同様に処理し得る植物及び植物品種は、１以上の非生物的ストレスに対
して抵抗性を示す植物である。非生物的なストレス状態としては、例えば、渇水、低温に
晒されること、熱に晒されること、浸透ストレス、湛水、土壌中の塩分濃度の上昇、より
多くの鉱物に晒されること、オゾンに晒されること、強い光に晒されること、利用可能な
窒素養分が限られていること、利用可能なリン養分が限られていること、日陰回避などを
挙げることができる。
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【０２３９】
　本発明に従って同様に処理し得る植物及び植物品種は、増大した収量特性を特徴とする
植物である。そのような植物における増大した収量は、例えば、改善された植物の生理機
能、生長及び発育、例えば、水の利用効率、水の保持効率、改善された窒素の利用性、強
化された炭素同化作用、改善された光合成、上昇した発芽効率及び促進された成熟などの
結果であり得る。収量は、さらに、改善された植物の構成（ａｒｃｈｉｔｅｃｔｕｒｅ）
によっても影響され得る（ストレス条件下及び非ストレス条件下）。そのような改善され
た植物の構成としては、限定するものではないが、早咲き、ハイブリッド種子産生のため
の開花制御、実生の活力、植物の寸法、節間の数及び距離、根の成長、種子の寸法、果実
の寸法、莢の寸法、莢又は穂の数、１つの莢又は穂当たりの種子の数、種子の体積、強化
された種子充填、低減された種子分散、低減された莢の裂開及び耐倒伏性などがある。収
量についてのさらなる形質としては、種子の組成、例えば、炭水化物含有量、タンパク質
含有量、油含有量及び油の組成、栄養価、抗栄養化合物の低減、改善された加工性並びに
向上した貯蔵安定性などがある。
【０２４０】
　本発明に従って処理し得る植物は、雑種強勢（これは、結果として、一般に、増加した
収量、向上した活力、向上した健康状態並びに生物的及び非生物的ストレスに対する向上
した抵抗性をもたらす）の特性を既に呈しているハイブリッド植物である。そのような植
物は、典型的には、雄性不稔交配母体近交系（ｉｎｂｒｅｄ　ｍａｌｅ－ｓｔｅｒｉｌｅ
　ｐａｒｅｎｔ　ｌｉｎｅ）（雌性親）を別の雄性稔性交配母体近交系（ｉｎｂｒｅｄ　
ｍａｌｅ－ｆｅｒｔｉｌｅ　ｐａｒｅｎｔ　ｌｉｎｅ）（雄性親）と交雑させることによ
って作られる。ハイブリッド種子は、典型的には、雄性不稔植物から収穫され、そして、
栽培者に販売される。雄性不稔植物は、場合により（例えば、トウモロコシにおいて）、
雄穂を除去することによって〔即ち、雄性繁殖器官（又は雄花）を機械的に除去すること
によって〕、作ることができる。しかしながら、より典型的には、雄性不稔性は、植物ゲ
ノム内の遺伝的決定基の結果である。その場合、及び、特に種子がハイブリッド植物から
収穫される所望の生産物である場合、典型的には、該ハイブリッド植物において雄性稔性
を確実に完全に回復させることは有用である。これは、雄性不稔性に関与する遺伝的決定
基を含んでいるハイブリッド植物において雄性稔性を回復させることが可能な適切な稔性
回復遺伝子を雄性親が有していることを確実なものとすることによって達成することがで
きる。雄性不稔性に関する遺伝的決定基は、細胞質内に存在し得る。細胞質雄性不稔（Ｃ
ＭＳ）の例は、例えば、アブラナ属各種（Ｂｒａｓｓｉｃａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）に関して
記述された（ＷＯ　９２／０５２５１、ＷＯ　９５／０９９１０、ＷＯ　９８／２７８０
６、ＷＯ　０５／００２３２４、ＷＯ　０６／０２１９７２、及び、ＵＳ　６，２２９，
０７２）。しかしながら、雄性不稔性に関する遺伝的決定基は、核ゲノム内にも存在し得
る。雄性不稔性植物は、遺伝子工学などの植物バイオテクノロジー法によっても得ること
ができる。雄性不稔性植物を得る特に有用な方法は、ＷＯ　８９／１０３９６に記載され
ており、ここでは、例えば、バルナーゼなどのリボヌクレアーゼを雄ずい内のタペータム
細胞において選択的に発現させる。次いで、タペータム細胞内においてバルスターなどの
リボヌクレアーゼインヒビターを発現させることによって、稔性を回復させることができ
る（例えば、ＷＯ　９１／０２０６９）。
【０２４１】
　本発明に従って処理し得る植物又は植物品種（遺伝子工学などの植物バイオテクノロジ
ー法によって得られたもの）は、除草剤耐性植物、即ち、１種類以上の所与の除草剤に対
して耐性にされた植物である。そのような植物は、遺伝的形質転換によって得ることがで
きるか、又は、当該除草剤耐性を付与する突然変異を含んでいる植物を選抜することによ
って得ることができる。
【０２４２】
　除草剤抵抗性植物は、例えば、グリホセート耐性植物、即ち、除草剤グリホセート又は
その塩に対して耐性にされた植物である。植物は、種々の方法によって、グリホセートに
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対して耐性にすることができる。例えば、グリホセート耐性植物は、酵素５－エノールピ
ルビルシキミ酸－３－リン酸シンターゼ（ＥＰＳＰＳ）をコードする遺伝子で植物を形質
転換させることによって得ることができる。そのようなＥＰＳＰＳ遺伝子の例は、以下の
ものである：細菌サルモネラ・チフィムリウム（Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　ｔｙｐｈｉｍｕ
ｒｉｕｍ）のＡｒｏＡ遺伝子（突然変異ＣＴ７）（Ｓｃｉｅｎｃｅ　１９８３，　２２１
，　３７０－３７１）、細菌アグロバクテリウム属各種（Ａｇｒｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　
ｓｐ．）のＣＰ４遺伝子（Ｃｕｒｒ．　Ｔｏｐｉｃｓ　Ｐｌａｎｔ　Ｐｈｙｓｉｏｌ．　
１９９２，　７，　１３９－１４５）、ペチュニアのＥＰＳＰＳをコードする遺伝子（Ｓ
ｃｉｅｎｃｅ　１９８６，　２３３，　４７８－４８１）、トマトのＥＰＳＰＳをコード
する遺伝子（Ｊ．　Ｂｉｏｌ．　Ｃｈｅｍ．　１９８８，　２６３，　４２８０－４２８
９）又はオヒシバ属（Ｅｌｅｕｓｉｎｅ）のＥＰＳＰＳをコードする遺伝子（ＷＯ　０１
／６６７０４）。それは、例えばＥＰ　０８３７９４４、ＷＯ　００／６６７４６、ＷＯ
　００／６６７４７又はＷＯ　０２／２６９９５などに記述されているように、突然変異
ＥＰＳＰＳであることも可能である。グリホセート耐性植物は、さらにまた、ＵＳ　５，
７７６，７６０及びＵＳ　５，４６３，１７５に記述されているように、グリホセートオ
キシドレダクターゼ酵素をコードする遺伝子を発現させることによって得ることもできる
。グリホセート耐性植物は、さらにまた、例えばＷＯ　０２／０３６７８２、ＷＯ　０３
／０９２３６０、ＷＯ　２００５／０１２５１５及びＷＯ　２００７／０２４７８２など
に記述されているように、グリホセートアセチルトランスフェラーゼ酵素をコードする遺
伝子を発現させることによって得ることもできる。グリホセート耐性植物は、さらにまた
、例えばＷＯ　０１／０２４６１５又はＷＯ　０３／０１３２２６などに記述されている
ように、上記遺伝子の自然発生突然変異を含んでいる植物を選抜することによって得るこ
ともできる。グリホセート耐性を付与するＥＰＳＰＳ遺伝子を発現する植物は、例えば、
米国特許出願第１１／５１７，９９１号、米国特許出願第１０／７３９，６１０号、米国
特許出願第１２／１３９，４０８号、米国特許出願第１２／３５２，５３２号、米国特許
出願第１１／３１２，８６６号、米国特許出願第１１／３１５，６７８号、米国特許出願
第１２／４２１，２９２号、米国特許出願第１１／４００，５９８号、米国特許出願第１
１／６５１，７５２号、米国特許出願第１１／６８１，２８５号、米国特許出願第１１／
６０５，８２４号、米国特許出願第１２／４６８，２０５号、米国特許出願第１１／７６
０，５７０号、米国特許出願第１１／７６２，５２６号、米国特許出願第１１／７６９，
３２７号、米国特許出願第１１／７６９，２５５号、米国特許出願第１１／９４３８０１
号又は米国特許出願第１２／３６２，７７４号などに記載されている。グリホセート耐性
を付与する別の遺伝子（例えば、デカルボキシラーゼ遺伝子）を含んでいる植物は、例え
ば、米国特許出願第１１／５８８，８１１号、米国特許出願第１１／１８５，３４２号、
米国特許出願第１２／３６４，７２４号、米国特許出願第１１／１８５，５６０号又は米
国特許出願第１２／４２３，９２６号などに記載されている。
【０２４３】
　別の除草剤抵抗性植物は、例えば、酵素グルタミンシンターゼを阻害する除草剤（例え
ば、ビアラホス、ホスフィノトリシン又はグルホシネート）に対して耐性にされている植
物である。そのような植物は、当該除草剤を解毒する酵素を発現させるか、又は、阻害に
対して抵抗性を示す突然変異グルタミンシンターゼ酵素を発現させることによって、得る
ことができる（例えば、米国特許出願第１１／７６０，６０２号に記載されている）。そ
のような有効な一解毒酵素は、ホスフィノトリシンアセチルトランスフェラーゼをコード
する酵素である（例えば、ストレプトマイセス属各種（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｓｐ
ｅｃｉｅｓ）に由来するｂａｒタンパク質又はｐａｔタンパク質）。外因性のホスフィノ
トリシンアセチルトランスフェラーゼを発現する植物は、例えば、米国特許第５，５６１
，２３６号、米国特許第５，６４８，４７７号、米国特許第５，６４６，０２４号、米国
特許第５，２７３，８９４号、米国特許第５，６３７，４８９号、米国特許第５，２７６
，２６８号、米国特許第５，７３９，０８２号、米国特許第５，９０８，８１０号及び米
国特許第７，１１２，６６５号などに記述されている。
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【０２４４】
　さらなる除草剤耐性植物は、さらにまた、酵素ヒドロキシフェニルピルビン酸ジオキシ
ゲナーゼ（ＨＰＰＤ）を阻害する除草剤に対して耐性にされている植物である。ＨＰＰＤ
は、パラ－ヒドロキシフェニルピルベート（ＨＰＰ）がホモゲンチセートに変換される反
応を触媒する酵素である。ＨＰＰＤ阻害薬に対して耐性を示す植物は、ＷＯ　９６／３８
５６７、ＷＯ　９９／２４５８５、ＷＯ　９９／２４５８６、ＷＯ　０９／１４４０７９
、ＷＯ　０２／０４６３８７又はＵＳ　６，７６８，０４４に記述されているように、自
然発生抵抗性ＨＰＰＤ酵素をコードする遺伝子を用いて、又は、突然変異ＨＰＰＤ酵素若
しくはキメラＨＰＰＤ酵素をコードする遺伝子を用いて、形質転換させることができる。
ＨＰＰＤ阻害薬に対する耐性は、さらにまた、ＨＰＰＤ阻害薬による天然ＨＰＰＤ酵素の
阻害にもかかわらずホモゲンチセートを形成させることが可能な特定の酵素をコードする
遺伝子を用いて植物を形質転換させることによっても得ることができる。そのような植物
及び遺伝子は、ＷＯ　９９／３４００８及びＷＯ　０２／３６７８７に記述されている。
ＨＰＰＤ阻害薬に対する植物の耐性は、さらにまた、ＷＯ　０４／０２４９２８に記述さ
れているように、ＨＰＰＤ耐性酵素をコードする遺伝子に加えてプレフェナートデスヒド
ロゲナーゼ（ＰＤＨ）活性を有する酵素をコードする遺伝子を用いて植物を形質転換させ
ることによって改善することもできる。さらに、植物は、ＷＯ　２００７／１０３５６７
及びＷＯ　２００８／１５０４７３に記載されているように、そのゲノムの中にＨＰＰＤ
阻害薬を代謝又は分解することが可能な酵素（例えば、ＣＹＰ４５０酵素）をコードする
遺伝子を加えることによって、ＨＰＰＤ阻害薬除草剤に対してさらに耐性にすることがで
きる。
【０２４５】
　さらに別の除草剤抵抗性植物は、アセトラクテートシンターゼ（ＡＬＳ）阻害薬に対し
て耐性にされている植物である。既知ＡＬＳ阻害薬としては、例えば、スルホニル尿素系
除草剤、イミダゾリノン系除草剤、トリアゾロピリミジン系除草剤、ピリミジニルオキシ
（チオ）ベンゾエート系除草剤、及び／又は、スルホニルアミノカルボニルトリアゾリノ
ン系除草剤などがある。ＡＬＳ酵素（「アセトヒドロキシ酸シンターゼ（ＡＨＡＳ）」と
しても知られている）における種々の突然変異体は、例えば「Ｔｒａｎｅｌ　ａｎｄ　Ｗ
ｒｉｇｈｔ（Ｗｅｅｄ　Ｓｃｉｅｎｃｅ　２００２，　５０，　７００－７１２）」など
に記述され、さらに、米国特許第５，６０５，０１１号、米国特許第５，３７８，８２４
号、米国特許第５，１４１，８７０号及び米国特許第５，０１３，６５９号などにも記述
されているように、種々の除草剤及び除草剤の群に対する耐性を付与することが知られて
いる。スルホニル尿素耐性植物及びイミダゾリノン耐性植物の作製については、米国特許
第５，６０５，０１１号、米国特許第５，０１３，６５９号、米国特許第５，１４１，８
７０号、米国特許第５，７６７，３６１号、米国特許第５，７３１，１８０号、米国特許
第５，３０４，７３２号、米国特許第４，７６１，３７３号、米国特許第５，３３１，１
０７号、米国特許第５，９２８，９３７号及び米国特許第５，３７８，８２４号並びにＷ
Ｏ　９６／３３２７０に記述されている。別のイミダゾリノン耐性植物についても、例え
ば、ＷＯ　２００４／０４００１２、ＷＯ　２００４／１０６５２９、ＷＯ　２００５／
０２０６７３、ＷＯ　２００５／０９３０９３、ＷＯ　２００６／００７３７３、ＷＯ　
２００６／０１５３７６、ＷＯ　２００６／０２４３５１及びＷＯ　２００６／０６０６
３４などに記述されている。さらなるスルホニル尿素耐性植物及びイミダゾリノン耐性植
物は、さらにまた、例えば、ＷＯ　２００７／０２４７８２及び米国特許出願第６１／２
８８９５８号などにも記述されている。
【０２４６】
　イミダゾリノン及び／又はスルホニル尿素に対して耐性を示す別の植物は、例えば、ダ
イズに関してはＵＳ　５，０８４，０８２に記述されているように、イネに関してはＷＯ
　９７／４１２１８に記述されているように、テンサイに関してはＵＳ　５，７７３，７
０２及びＷＯ　９９／０５７９６５に記述されているように、レタスに関してはＵＳ　５
，１９８，５９９に記述されているように、又は、ヒマワリに関してはＷＯ　０１／０６
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５９２２に記述されているように、誘導された突然変異誘発、当該除草剤の存在下での細
胞培養における選抜又は突然変異育種によって得ることができる。
【０２４７】
　イミダゾリノン及び／又はスルホニル尿素に対して耐性を示す別の植物は、例えば、ダ
イズに関してはＵＳ　５，０８４，０８２に記述されているように、イネに関してはＷＯ
　９７／４１２１８に記述されているように、テンサイに関してはＵＳ　５，７７３，７
０２及びＷＯ　９９／０５７９６５に記述されているように、レタスに関してはＵＳ　５
，１９８，５９９に記述されているように、又は、ヒマワリに関してはＷＯ　０１／０６
５９２２に記述されているように、誘導された突然変異誘発、当該除草剤の存在下での細
胞培養における選抜又は突然変異育種によって得ることができる。
【０２４８】
　本発明に従って同様に処理し得る植物又は植物品種（遺伝子工学などの植物バイオテク
ノロジー法によって得られたもの）は、昆虫抵抗性トランスジェニック植物、即ち、特定
の標的昆虫による攻撃に対して抵抗性にされた植物である。そのような植物は、遺伝的形
質転換によって得ることができるか、又は、そのような昆虫抵抗性を付与する突然変異を
含んでいる植物を選抜することによって得ることができる。
【０２４９】
　本明細書中で使用されている場合、「昆虫抵抗性トランスジェニック植物」には、以下
のものをコードするコード配列を含んでいる少なくとも１の導入遺伝子を含んでいる任意
の植物が包含される：
　（１）　バシルス・ツリンギエンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉ
ｓ）に由来する殺虫性結晶タンパク質又はその殺虫活性を示す一部分、例えば、クリック
モアら「Ｃｒｉｃｋｍｏｒｅ　ｅｔ　ａｌ．　（１９９８，　Ｍｉｃｒｏｂｉｏｌｏｇｙ
　ａｎｄ　Ｍｏｌｅｃｕｌａｒ　Ｂｉｏｌｏｇｙ　Ｒｅｖｉｅｗｓ，　６２：８０７－８
１３」によって記載され、クリックモアら「Ｃｒｉｃｋｍｏｒｅ　ｅｔ　ａｌ．　（２０
０５）」によって、オンライン「ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｌｉｆｅｓｃｉ．ｓｕｓｓｅｘ
．ａｃ．ｕｋ／Ｈｏｍｅ／Ｎｅｉｌ＿Ｃｒｉｃｋｍｏｒｅ／Ｂｔ／」上で「バシルス・ツ
リンギエンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）毒素命名法」におい
て更新された殺虫性結晶タンパク質又はその殺虫活性を示す一部分、例えば、Ｃｒｙタン
パク質類（Ｃｒｙ１Ａｂ、Ｃｒｙ１Ａｃ、Ｃｒｙ１Ｂ、Ｃｒｙ１Ｃ、Ｃｒｙ１Ｄ、Ｃｒｙ
１Ｆ、Ｃｒｙ２Ａｂ、Ｃｒｙ３Ａａ、又は、Ｃｒｙ３Ｂｂ）のタンパク質若しくはその殺
虫活性を示す一部分（例えば、ＥＰ－Ａ　１９９９１４１、及び、ＷＯ　２００７／１０
７３０２）、又は、例えば米国特許出願第１２／２４９，０１６に記載されている合成遺
伝子によってコードされているタンパク質；又は、
　（２）　バシルス・ツリンギエンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉ
ｓ）に由来する第２の別の結晶タンパク質又はその一部分の存在下において殺虫活性を示
す、バシルス・ツリンギエンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）に
由来する結晶タンパク質又はその一部分、例えば、Ｃｒｙ３４結晶タンパク質とＣｒｙ３
５結晶タンパク質で構成されているバイナリートキシン（Ｎａｔ．　Ｂｉｏｔｅｃｈｎｏ
ｌ．　２００１，　１９，　６６８－７２；　Ａｐｐｌｉｅｄ　Ｅｎｖｉｒｏｎｍ．　Ｍ
ｉｃｒｏｂｉｏｌ．　２００６，　７１，　１７６５－１７７４）、又は、Ｃｒｙ１Ａ若
しくはＣｒｙ１Ｆタンパク質とＣｒｙ２Ａａ若しくはＣｒｙ２Ａｂ若しくはＣｒｙ２Ａｅ
タンパク質で構成されているバイナリートキシン（米国特許出願第１２／２１４，０２２
号、及び、ＥＰ－Ａ　２３００６１８）；又は、
　（３）　バシルス・ツリンギエンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉ
ｓ）に由来する種々の殺虫性結晶タンパク質の一部分を含んでいる殺虫性ハイブリッドタ
ンパク質、例えば、上記（１）のタンパク質のハイブリッド、又は、上記（２）のタンパ
ク質のハイブリッド、例えば、トウモロコシイベントＭＯＮ８９０３４で産生されるＣｒ
ｙ１Ａ．１０５タンパク質（ＷＯ　２００７／０２７７７７）；又は、
　（４）　上記（１）～（３）のいずれか１つのタンパク質において、標的昆虫種に対す
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るさらに強い殺虫活性を得るために、及び／又は、影響を受ける標的昆虫種の範囲を拡大
するために、及び／又は、クローニング若しくは形質転換に際してコード化ＤＮＡ中に導
入された変化に起因して、幾つかのアミノ酸（特に、１～１０のアミノ酸）が別のアミノ
酸で置き換えられていているもの、例えば、トウモロコシイベントＭＯＮ８６３若しくは
ＭＯＮ８８０１７におけるＣｒｙ３Ｂｂ１タンパク質又はトウモロコシイベントＭＩＲ６
０４におけるＣｒｙ３Ａタンパク質；又は、
　（５）　バシルス・ツリンギエンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉ
ｓ）又はバシルス・セレウス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃｅｒｅｕｓ）に由来する殺虫性分泌
タンパク質又はその殺虫活性を示す一部分、例えば、「ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｌｉｆｅ
ｓｃｉ．ｓｕｓｓｅｘ．ａｃ．ｕｋ／ｈｏｍｅ／Ｎｅｉｌ＿Ｃｒｉｃｋｍｏｒｅ／Ｂｔ／
ｖｉｐ．ｈｔｍｌ」において挙げられている栄養生長期殺虫性タンパク質（ｖｅｇｅｔａ
ｔｉｖｅ　ｉｎｓｅｃｔｉｃｉｄａｌ　ｐｒｏｔｅｉｎ）（ＶＩＰ）、例えば、ＶＩＰ３
Ａａタンパク質類のタンパク質；又は、
　（６）　バシルス・ツリンギエンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉ
ｓ）又はバシルス・セレウス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃｅｒｅｕｓ）に由来する第２の分泌
タンパク質の存在下において殺虫活性を示す、バシルス・ツリンギエンシス（Ｂａｃｉｌ
ｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）又はバシルス・セレウス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃ
ｅｒｅｕｓ）に由来する分泌タンパク質、例えば、ＶＩＰ１Ａタンパク質とＶＩＰ２Ａタ
ンパク質で構成されているバイナリートキシン（ＷＯ　９４／２１７９５）；又は、
　（７）　バシルス・ツリンギエンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉ
ｓ）又はバシルス・セレウス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃｅｒｅｕｓ）に由来する種々の分泌
タンパク質の一部分を含んでいる殺虫性ハイブリッドタンパク質、例えば、上記（１）の
タンパク質のハイブリッド、又は、上記（２）のタンパク質のハイブリッド；又は、
　（８）　上記（５）～（７）のいずれか１つのタンパク質において、標的昆虫種に対す
るさらに強い殺虫活性を得るために、及び／又は、影響を受ける標的昆虫種の範囲を拡大
するために、及び／又は、クローニング若しくは形質転換に際してコード化ＤＮＡ中に導
入された変化（それでも、まだ、殺虫性タンパク質をコードしている）に起因して、幾つ
かのアミノ酸（特に、１～１０のアミノ酸）が別のアミノ酸で置き換えられていているも
の、例えば、ワタイベントＣＯＴ１０２におけるＶＩＰ３Ａａタンパク質；又は、
　（９）　バシルス・ツリンギエンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉ
ｓ）に由来する結晶タンパク質の存在下において殺虫活性を示す、バシルス・ツリンギエ
ンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）又はバシルス・セレウス（Ｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｃｅｒｅｕｓ）に由来する分泌タンパク質、例えば、ＶＩＰ３とＣｒｙ
１Ａ若しくはＣｒｙ１Ｆで構成されているバイナリートキシン（米国特許出願第６１／１
２６０８３号、及び、米国特許出願第６１／１９５０１９号）、又は、ＶＩＰ３タンパク
質とＣｒｙ２Ａａタンパク質若しくはＣｒｙ２Ａｂタンパク質若しくはＣｒｙ２Ａｅタン
パク質で構成されているバイナリートキシン（米国特許出願第１２／２１４，０２２号、
及び、ＥＰ－Ａ　２３００６１８）；又は、
　（１０）　上記（９）のタンパク質において、標的昆虫種に対するさらに強い殺虫活性
を得るために、及び／又は、影響を受ける標的昆虫種の範囲を拡大するために、及び／又
は、クローニング若しくは形質転換に際してコード化ＤＮＡ中に導入された変化（それで
も、まだ、殺虫性タンパク質をコードしている）に起因して、幾つかのアミノ酸（特に、
１～１０のアミノ酸）が別のアミノ酸で置き換えられていているもの。
【０２５０】
　もちろん、「昆虫抵抗性トランスジェニック植物」は、本明細書中で使用されている場
合、上記クラス（１）～（１０）のいずれか１つのタンパク質をコードする遺伝子の組合
せを含んでいる任意の植物も包含する。一実施形態では、異なった標的昆虫種に対して異
なったタンパク質を使用した場合に影響を受ける標的昆虫種の範囲を拡大するために、又
は、同一の標的昆虫種に対して殺虫活性を示すが作用機序は異なっている（例えば、当該
昆虫体内の異なった受容体結合部位に結合する）異なったタンパク質を用いることによっ
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て当該植物に対する昆虫の抵抗性の発達を遅延させるために、昆虫抵抗性植物は、上記ク
ラス（１）～（１０）のいずれか１つのタンパク質をコードする２つ以上の導入遺伝子を
含んでいる。
【０２５１】
　「昆虫抵抗性トランスジェニック植物」は、本明細書中で使用されている場合、さらに
、例えばＷＯ　２００７／０８０１２６、ＷＯ　２００６／１２９２０４、ＷＯ　２００
７／０７４４０５、ＷＯ　２００７／０８０１２７及びＷＯ　２００７／０３５６５０な
どに記述されているような、植物の害虫に摂取されたときにその害虫の成長を阻害する二
本鎖ＲＮＡを発現時に産生する配列を含んでいる少なくとも１の導入遺伝子を含んでいる
任意の植物も包含する。
【０２５２】
　本発明に従って同様に処理し得る植物又は植物品種（遺伝子工学などの植物バイオテク
ノロジー法によって得られたもの）は、非生物的ストレスに対して耐性を示す。そのよう
な植物は、遺伝的形質転換によって得ることができるか、又は、そのようなストレス抵抗
性を付与する突然変異を含んでいる植物を選抜することによって得ることができる。特に
有用なストレス耐性植物としては、以下のものなどがある：
　（１）　植物細胞内又は植物内におけるポリ（ＡＤＰ－リボース）ポリメラーゼ（ＰＡ
ＲＰ）遺伝子の発現及び／又は活性を低減させることが可能な導入遺伝子を含んでいる植
物（ＷＯ　００／０４１７３、ＷＯ　／２００６／０４５６３３、ＥＰ－Ａ　１８０７５
１９又はＥＰ－Ａ　２０１８４３１に記述されている）；
　（２）　植物又は植物細胞のＰＡＲＧコード化遺伝子の発現及び／又は活性を低減させ
ることが可能なストレス耐性を強化する導入遺伝子を含んでいる植物（例えば、ＷＯ　２
００４／０９０１４０などに記述されている）；
　（３）　ニコチンアミダーゼ、ニコチン酸ホスホリボシルトランスフェラーゼ、ニコチ
ン酸モノヌクレオチドアデニルトランスフェラーゼ、ニコチンアミドアデニンジヌクレオ
チドシンテターゼ又はニコチンアミドホスホリボシルトランスフェラーゼを包含するニコ
チンアミドアデニンジヌクレオチドサルベージ合成経路の植物機能性酵素（ｐｌａｎｔ－
ｆｕｎｃｔｉｏｎａｌ　ｅｎｚｙｍｅ）をコードするストレス耐性を強化する導入遺伝子
を含んでいる植物（例えば、ＥＰ－Ａ　１７９４３０６、ＷＯ　２００６／１３３８２７
、ＷＯ　２００７／１０７３２６、ＥＰ－Ａ　１９９９２６３又はＷＯ　２００７／１０
７３２６などに記述されている）。
【０２５３】
　本発明に従って同様に処理し得る植物又は植物品種（遺伝子工学などの植物バイオテク
ノロジー法によって得られたもの）は、収穫された生産物の改変された量、品質及び／若
しくは貯蔵安定性、並びに／又は、収穫された生産物の特定の成分の改変された特性を示
す。例えば：
　（１）　野生型の植物細胞又は植物において合成された澱粉と比較して、その物理化学
的特性〔特に、アミロース含有量若しくはアミロース／アミロペクチン比、枝分かれ度、
平均鎖長、側鎖分布、粘性挙動、ゲル化強度（ｇｅｌｌｉｎｇ　ｓｔｒｅｎｇｔｈ）、澱
粉粒径及び／又は澱粉粒子形態〕が変えられていて、特定の用途により適した変性澱粉を
合成するトランスジェニック植物。変性澱粉を合成する該トランスジェニック植物は、例
えば、ＥＰ－Ａ　０５７１４２７、ＷＯ　９５／０４８２６、ＥＰ－Ａ　０７１９３３８
、ＷＯ　９６／１５２４８、ＷＯ　９６／１９５８１、ＷＯ　９６／２７６７４、ＷＯ　
９７／１１１８８、ＷＯ　９７／２６３６２、ＷＯ　９７／３２９８５、ＷＯ　９７／４
２３２８、ＷＯ　９７／４４４７２、ＷＯ　９７／４５５４５、ＷＯ　９８／２７２１２
、ＷＯ　９８／４０５０３、ＷＯ　９９／５８６８８、ＷＯ　９９／５８６９０、ＷＯ　
９９／５８６５４、ＷＯ　００／０８１８４、ＷＯ　００／０８１８５、ＷＯ　００／０
８１７５、ＷＯ　００／２８０５２、ＷＯ　００／７７２２９、ＷＯ　０１／１２７８２
、ＷＯ　０１／１２８２６、ＷＯ　０２／１０１０５９、ＷＯ　０３／０７１８６０、Ｗ
Ｏ　０４／０５６９９９、ＷＯ　０５／０３０９４２、ＷＯ　２００５／０３０９４１、
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ＷＯ　２００５／０９５６３２、ＷＯ　２００５／０９５６１７、ＷＯ　２００５／０９
５６１９、ＷＯ　２００５／０９５６１８、ＷＯ　２００５／１２３９２７、ＷＯ　２０
０６／０１８３１９、ＷＯ　２００６／１０３１０７、ＷＯ　２００６／１０８７０２、
ＷＯ　２００７／００９８２３、ＷＯ　００／２２１４０、ＷＯ　２００６／０６３８６
２、ＷＯ　２００６／０７２６０３、ＷＯ　０２／０３４９２３、ＷＯ　２００８／０１
７５１８、ＷＯ　２００８／０８０６３０、ＷＯ　２００８／０８０６３１、ＥＰ　０７
０９０００７．１、ＷＯ　２００８／０９０００８、ＷＯ　０１／１４５６９、ＷＯ　０
２／７９４１０、ＷＯ　０３／３３５４０、ＷＯ　２００４／０７８９８３、ＷＯ　０１
／１９９７５、ＷＯ　９５／２６４０７、ＷＯ　９６／３４９６８、ＷＯ　９８／２０１
４５、ＷＯ　９９／１２９５０、ＷＯ　９９／６６０５０、ＷＯ　９９／５３０７２、Ｕ
Ｓ　６，７３４，３４１、ＷＯ　００／１１１９２、ＷＯ　９８／２２６０４、ＷＯ　９
８／３２３２６、ＷＯ　０１／９８５０９、ＷＯ　０１／９８５０９、ＷＯ　２００５／
００２３５９、ＵＳ　５，８２４，７９０、ＵＳ　６，０１３，８６１、ＷＯ　９４／０
４６９３、ＷＯ　９４／０９１４４、ＷＯ　９４／１１５２０、ＷＯ　９５／３５０２６
、ＷＯ　９７／２０９３６、ＷＯ　２０１０／０１２７９６、ＷＯ　２０１０／００３７
０１に開示されている；
　（２）　非澱粉炭水化物ポリマーを合成するか又は遺伝子組換えがなされていない野生
型植物と比較して改変された特性を有する非澱粉炭水化物ポリマーを合成するトランスジ
ェニック植物。その例は、ポリフルクトース（特に、イヌリン型及びレバン型のポリフル
クトース）を産生する植物（ＥＰ－Ａ　０６６３９５６、ＷＯ　９６／０１９０４、ＷＯ
　９６／２１０２３、ＷＯ　９８／３９４６０及びＷＯ　９９／２４５９３に開示されて
いる）、α－１，４－グルカン類を産生する植物（ＷＯ　９５／３１５５３、ＵＳ　２０
０２０３１８２６、ＵＳ　６，２８４，４７９、ＵＳ　５，７１２，１０７、ＷＯ　９７
／４７８０６、ＷＯ　９７／４７８０７、ＷＯ　９７／４７８０８及びＷＯ　００／１４
２４９に開示されている）、α－１，６－分枝　α－１，４－グルカン類を産生する植物
（ＷＯ　００／７３４２２に開示されている）、及び、アルテルナンを産生する植物（Ｗ
Ｏ　００／４７７２７、ＷＯ　００／７３４２２、ＥＰ　０６０７７３０１．７、ＵＳ　
５，９０８，９７５及びＥＰ－Ａ　０７２８２１３などに開示されている）である；
　（３）　ヒアルロナンを産生するトランスジェニック植物（例えば、ＷＯ　２００６／
０３２５３８、ＷＯ　２００７／０３９３１４、ＷＯ　２００７／０３９３１５、ＷＯ　
２００７／０３９３１６、ＪＰ－Ａ　２００６－３０４７７９及びＷＯ　２００５／０１
２５２９などに開示されている）。
【０２５４】
　（４）　トランスジェニック植物又はハイブリッド植物、例えば、「可溶性固形物高含
有量」、「低辛味」（ＬＰ）及び／又は「長期保存」（ＬＳ）などの特性を有するタマネ
ギ（米国特許出願第１２／０２０，３６０号及び米国特許出願第６１／０５４，０２６号
に記述されている）。
【０２５５】
　本発明に従って同様に処理し得る植物又は植物品種（遺伝子工学などの植物バイオテク
ノロジー法によって得ることができるもの）は、改変された繊維特性を有する植物（例え
ば、ワタ植物）である。そのよう植物は、遺伝的形質転換によって得ることができるか、
又は、そのような改変された繊維特性を付与する突然変異を含んでいる植物を選抜するこ
とによって得ることができる。そのような植物としては、以下のものなどがある：
　（ａ）　改変された形態のセルロースシンターゼ遺伝子を含んでいる植物（例えば、ワ
タ植物）（ＷＯ　９８／００５４９に記述されている）；
　（ｂ）　改変された形態のｒｓｗ２相同核酸又はｒｓｗ３相同核酸を含んでいる植物（
例えば、ワタ植物）（ＷＯ　２００４／０５３２１９に記述されている）；
　（ｃ）　スクロースリン酸シンターゼの発現が増大している植物（例えば、ワタ植物）
（ＷＯ　０１／１７３３３に記述されている）；
　（ｄ）　スクロースシンターゼの発現が増大している植物（例えば、ワタ植物）（ＷＯ
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　０２／４５４８５に記述されている）；
　（ｅ）　繊維細胞に基づいた原形質連絡のゲーティングのタイミングが（例えば、繊維
選択的β－１，３－グルカナーゼのダウンレギュレーションを介して）改変されている植
物（例えば、ワタ植物）（ＷＯ　２００５／０１７１５７に記述されているか、又は、Ｗ
Ｏ　２００９／１４３９９５に記述されている）；
　（ｆ）　反応性が（例えば、ｎｏｄＣを包含するＮ－アセチルグルコサミントランスフ
ェラーゼ遺伝子の発現及びキチンシンターゼ遺伝子の発現を介して）改変されている繊維
を有する植物（例えば、ワタ植物）（ＷＯ　２００６／１３６３５１に記述されている）
。
【０２５６】
　本発明に従って同様に処理し得る植物又は植物品種（遺伝子工学などの植物バイオテク
ノロジー法によって得ることができるもの）は、改変されたオイルプロフィール特性を有
する植物（例えば、ナタネ植物又は関連するアブラナ属植物）である。そのよう植物は、
遺伝的形質転換によって得ることができるか、又は、そのような改変されたオイル特性を
付与する突然変異を含んでいる植物を選抜することによって得ることができる。そのよう
な植物としては、以下のものなどがある：
　（ａ）　オレイン酸含有量が高いオイルを産生する植物（例えば、ナタネ植物）（例え
ば、ＵＳ　５，９６９，１６９、ＵＳ　５，８４０，９４６、ＵＳ　６，３２３，３９２
又はＵＳ　６，０６３，９４７などに記載されている）；
　（ｂ）　リノレン酸含有量が低いオイルを産生する植物（例えば、ナタネ植物）（ＵＳ
　６，２７０，８２８、ＵＳ　６，１６９，１９０又はＵＳ　５，９６５，７５５に記載
されている）；
　（ｃ）　飽和脂肪酸のレベルが低いオイルを産生する植物（例えば、ナタネ植物）（例
えば、ＵＳ　５，４３４，２８３又は米国特許出願第１２／６６８３０３号などに記載さ
れている）。
【０２５７】
　本発明に従って同様に処理し得る植物又は植物品種（遺伝子工学などの植物バイオテク
ノロジー法によって得ることができるもの）は、改変された種子脱粒特性を有する植物（
例えば、ナタネ植物又は関連するアブラナ属植物）である。そのよう植物は、遺伝的形質
転換によって得ることができるか、又は、そのような改変された種子脱粒特性を付与する
突然変異を含んでいる植物を選抜することによって得ることができる。そのような植物と
しては、種子の脱粒が遅延されているか又は低減されている植物（例えば、ナタネ植物）
などがある（米国特許出願第６１／１３５，２３０号、ＷＯ　２００９／０６８３１３及
びＷＯ　２０１０／００６７３２に記述されている）。
【０２５８】
　本発明に従って同様に処理し得る植物又は植物品種（遺伝子工学などの植物バイオテク
ノロジー法によって得ることができるもの）は、翻訳後タンパク質修飾パターンが改変さ
れている植物（例えば、タバコ植物）である（例えば、ＷＯ　２０１０／１２１８１８及
びＷＯ　２０１０／１４５８４６に記載されている）。
【０２５９】
　本発明に従って処理し得る特に有用なトランスジェニック植物は、アメリカ合衆国内に
おける規制除外（ｎｏｎ－ｒｅｇｕｌａｔｅｄ　ｓｔａｔｕｓ）についてのアメリカ合衆
国農務省（ＵＳＤＡ）の動植物検疫局（ＡＰＨＩＳ）に対する申請の対象である（ここで
、そのような申請は、許可されているか又は審理中である）、形質転換イベント又は形質
転換イベントの組合せを含んでいる植物である。いつ何時でも、この情報は、ＡＰＨＩＳ
（４７００　Ｒｉｖｅｒ　Ｒｏａｄ，　Ｒｉｖｅｒｄａｌｅ，　ＭＤ　２０７３７，ＵＳ
Ａ）から、例えば、そのインターネットサイト（ＵＲＬ　ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ａｐｈ
ｉｓ．ｕｓｄａ．ｇｏｖ／ｂｒｓ／ｎｏｔ＿ｒｅｇ．ｈｔｍｌ）において、容易に入手す
ることができる。本出願の出願日においてＡＰＨＩＳが審理中であるか又はＡＰＨＩＳに
よって許可された規制除外に対する申請は、下記情報を含んでいる申請であった：
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－　申請：　当該申請の識別番号。形質転換イベントについての技術的な記述は、ＡＰＨ
ＩＳから（例えば、ＡＰＨＩＳのウェブサイトにおいて、該申請番号を参照することによ
って）入手可能な個々の申請書類の中に見いだすことができる。それらの記述は、参照に
よって本明細書中に組み入れる。
【０２６０】
－　申請の拡張：　拡張が請求されている、先の申請についての言及。
【０２６１】
－　会社：　当該申請を提出している事業体の名称。
【０２６２】
－　規制物：　関連する植物種。
【０２６３】
－　トランスジェニック表現型：　形質転換イベントによって植物に付与された形質。
【０２６４】
－　形質転換イベント又はライン：　規制除外が請求されている１つ又は複数のイベント
（場合により、ラインとも称される）の名称。
【０２６５】
－　ＡＰＨＩＳ文書：　ＡＰＨＩＳに請求することが可能な、申請に関してＡＰＨＩＳに
よって刊行されている種々の文書。
【０２６６】
　単一の形質転換イベント又は形質転換イベントの組合せを含んでいる特に有用なさらな
る植物は、例えば、国又は地域のさまざまな規制機関によるデータベースに記載されてい
る〔例えば、「ｈｔｔｐ：／／ｇｍｏｉｎｆｏ．ｊｒｃ．ｉｔ／ｇｍｐ＿ｂｒｏｗｓｅ．
ａｓｐｘ」及び「ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ａｇｂｉｏｓ．ｃｏｍ／ｄｂａｓｅ．ｐｈｐ」
を参照されたい〕。
【０２６７】
　本発明に従って処理し得る特に有用なトランスジェニック植物は、下記のものを包含す
る、形質転換イベント又は形質転換イベントの組合せを含んでいて例えば国又は地域のさ
まざまな規制機関によるデータベースに記載されている植物である：イベント１１４３－
１４Ａ（ワタ、昆虫防除、寄託されていない、ＷＯ２００６／１２８５６９に記載されて
いる）；イベント１１４３－５１Ｂ（ワタ、昆虫防除、寄託されていない、ＷＯ２００６
／１２８５７０に記載されている）；イベント１４４５（ワタ、除草剤耐性、寄託されて
いない、ＵＳ－Ａ　２００２－１２０９６４又はＷＯ０２／０３４９４６に記載されてい
る）；イベント１７０５３（イネ、除草剤耐性、ＰＴＡ－９８４３として寄託されている
、ＷＯ２０１０／１１７７３７に記載されている）；イベント１７３１４（イネ、除草剤
耐性、ＰＴＡ－９８４４として寄託されている、ＷＯ２０１０／１１７７３５に記載され
ている）；イベント２８１－２４－２３６（ワタ、昆虫防除－除草剤耐性、ＰＴＡ－６２
３３として寄託されている、ＷＯ２００５／１０３２６６又はＵＳ－Ａ　２００５－２１
６９６９に記載されている）；イベント３００６－２１０－２３（ワタ、昆虫防除－除草
剤耐性、ＰＴＡ－６２３３として寄託されている、ＵＳ－Ａ　２００７－１４３８７６又
はＷＯ２００５／１０３２６６に記載されている）；イベント３２７２（トウモロコシ、
品質形質、ＰＴＡ－９９７２として寄託されている、ＷＯ２００６／０９８９５２又はＵ
Ｓ－Ａ　２００６－２３０４７３に記載されている）；イベント４０４１６（トウモロコ
シ、昆虫防除－除草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－１１５０８として寄託されている、ＷＯ
２０１１／０７５５９３に記載されている）；イベント４３Ａ４７（トウモロコシ、昆虫
防除－除草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－１１５０９として寄託されている、ＷＯ２０１１
／０７５５９５に記載されている）；イベント５３０７（トウモロコシ、昆虫防除、ＡＴ
ＣＣ　ＰＴＡ－９５６１として寄託されている、ＷＯ２０１０／０７７８１６に記載され
ている）；イベントＡＳＲ－３６８（ベントグラス、除草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－４
８１６として寄託されている、ＵＳ－Ａ　２００６－１６２００７又はＷＯ２００４／０
５３０６２に記載されている）；イベントＢ１６（トウモロコシ、除草剤耐性、寄託され
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ていない、ＵＳ－Ａ　２００３－１２６６３４に記載されている）；イベントＢＰＳ－Ｃ
Ｖ１２７－９（ダイズ、除草剤耐性、ＮＣＩＭＢ　Ｎｏ．４１６０３として寄託されてい
る、ＷＯ２０１０／０８０８２９に記載されている）；イベントＣＥ４３－６７Ｂ（ワタ
、昆虫防除、ＤＳＭ　ＡＣＣ２７２４として寄託されている、ＵＳ－Ａ　２００９－２１
７４２３又はＷＯ２００６／１２８５７３に記載されている）；イベントＣＥ４４－６９
Ｄ（ワタ、昆虫防除、寄託されていない、ＵＳ－Ａ　２０１０－００２４０７７に記載さ
れている）；イベントＣＥ４４－６９Ｄ（ワタ、昆虫防除、寄託されていない、ＷＯ２０
０６／１２８５７１に記載されている）；イベントＣＥ４６－０２Ａ（ワタ、昆虫防除、
寄託されていない、ＷＯ２００６／１２８５７２に記載されている）；イベントＣＯＴ１
０２（ワタ、昆虫防除、寄託されていない、ＵＳ－Ａ　２００６－１３０１７５又はＷＯ
２００４／０３９９８６に記載されている）；イベントＣＯＴ２０２（ワタ、昆虫防除、
寄託されていない、ＵＳ－Ａ　２００７－０６７８６８又はＷＯ２００５／０５４４７９
に記載されている）；イベントＣＯＴ２０３（ワタ、昆虫防除、寄託されていない、ＷＯ
２００５／０５４４８０に記載されている）；イベントＤＡＳ４０２７８（トウモロコシ
、除草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－１０２４４として寄託されている、ＷＯ２０１１／０
２２４６９に記載されている）；イベントＤＡＳ－５９１２２－７（トウモロコシ、昆虫
防除－除草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ　１１３８４として寄託されている、ＵＳ－Ａ　２
００６－０７０１３９に記載されている）；イベントＤＡＳ－５９１３２（トウモロコシ
、昆虫防除－除草剤耐性、寄託されていない、ＷＯ２００９／１００１８８に記載されて
いる）；イベントＤＡＳ６８４１６（ダイズ、除草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－１０４４
２として寄託されている、ＷＯ２０１１／０６６３８４又はＷＯ２０１１／０６６３６０
に記載されている）；イベントＤＰ－０９８１４０－６（トウモロコシ、除草剤耐性、Ａ
ＴＣＣ　ＰＴＡ－８２９６として寄託されている、ＵＳ－Ａ　２００９－１３７３９５又
はＷＯ２００８／１１２０１９に記載されている）；イベントＤＰ－３０５４２３－１（
ダイズ、品質形質、寄託されていない、ＵＳ－Ａ　２００８－３１２０８２又はＷＯ２０
０８／０５４７４７に記載されている）；イベントＤＰ－３２１３８－１（トウモロコシ
、ハイブリダイゼーション系、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－９１５８として寄託されている、ＵＳ
－Ａ　２００９－０２１０９７０又はＷＯ２００９／１０３０４９に記載されている）；
イベントＤＰ－３５６０４３－５（ダイズ、除草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－８２８７と
して寄託されている、ＵＳ－Ａ　２０１０－０１８４０７９又はＷＯ２００８／００２８
７２に記載されている）；イベントＥＥ－１（ナス、昆虫防除、寄託されていない、ＷＯ
２００７／０９１２７７に記載されている）；イベントＦＩ１１７（トウモロコシ、除草
剤耐性、ＡＴＣＣ　２０９０３１として寄託されている、ＵＳ－Ａ　２００６－０５９５
８１又はＷＯ９８／０４４１４０に記載されている）；イベントＧＡ２１（トウモロコシ
、除草剤耐性、ＡＴＣＣ　２０９０３３として寄託されている、ＵＳ－Ａ　２００５－０
８６７１９又はＷＯ１９９８／０４４１４０に記載されている）；イベントＧＧ２５（ト
ウモロコシ、除草剤耐性、ＡＴＣＣ　２０９０３２として寄託されている、ＵＳ－Ａ　２
００５－１８８４３４又はＷＯ９８／０４４１４０に記載されている）；イベントＧＨＢ
１１９（ワタ、昆虫防除－除草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－８３９８として寄託されてい
る、ＷＯ２００８／１５１７８０に記載されている）；イベントＧＨＢ６１４（ワタ、除
草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－６８７８として寄託されている、ＵＳ－Ａ　２０１０－０
５０２８２又はＷＯ２００７／０１７１８６に記載されている）；イベントＧＪ１１（ト
ウモロコシ、除草剤耐性、ＡＴＣＣ　２０９０３０として寄託されている、ＵＳ－Ａ　２
００５－１８８４３４又はＷＯ９８／０４４１４０に記載されている）；イベントＧＭ　
ＲＺ１３（テンサイ、ウイルス抵抗性、ＮＣＩＭＢ－４１６０１として寄託されている、
ＷＯ２０１０／０７６２１２に記載されている）；イベントＨ７－１（テンサイ、除草剤
耐性、ＮＣＩＭＢ　４１１５８又はＮＣＩＭＢ　４１１５９として寄託されている、ＵＳ
－Ａ　２００４－１７２６６９又はＷＯ２００４／０７４４９２に記載されている）；イ
ベントＪＯＰＬＩＮ１（コムギ、耐病性、寄託されていない、ＵＳ－Ａ　２００８－０６
４０３２に記載されている）；イベントＬＬ２７（ダイズ、除草剤耐性、ＮＣＩＭＢ４１
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６５８として寄託されている、ＷＯ２００６／１０８６７４又はＵＳ－Ａ　２００８－３
２０６１６に記載されている）；イベントＬＬ５５（ダイズ、除草剤耐性、ＮＣＩＭＢ　
４１６６０として寄託されている、ＷＯ２００６／１０８６７５又はＵＳ－Ａ　２００８
－１９６１２７に記載されている）；イベントＬＬワタ２５（ワタ、除草剤耐性、ＡＴＣ
Ｃ　ＰＴＡ－３３４３として寄託されている、ＷＯ０３／０１３２２４又はＵＳ－Ａ　２
００３－０９７６８７に記載されている）；イベントＬＬＲＩＣＥ０６（イネ、除草剤耐
性、ＡＴＣＣ－２３３５２として寄託されている、ＵＳ　６，４６８，７４７又はＷＯ０
０／０２６３４５に記載されている）；イベントＬＬＲＩＣＥ６０１（イネ、除草剤耐性
、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－２６００として寄託されている、ＵＳ－Ａ　２００８－２２８９０
６０又はＷＯ００／０２６３５６に記載されている）；イベントＬＹ０３８（トウモロコ
シ、品質形質、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－５６２３として寄託されている、ＵＳ－Ａ　２００７
－０２８３２２又はＷＯ２００５／０６１７２０に記載されている）；イベントＭＩＲ１
６２（トウモロコシ、昆虫防除、ＰＴＡ－８１６６として寄託されている、ＵＳ－Ａ　２
００９－３００７８４又はＷＯ２００７／１４２８４０に記載されている）；イベントＭ
ＩＲ６０４（トウモロコシ、昆虫防除、寄託されていない、ＵＳ－Ａ　２００８－１６７
４５６又はＷＯ２００５／１０３３０１に記載されている）；イベントＭＯＮ１５９８５
（ワタ、昆虫防除、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－２５１６として寄託されている、ＵＳ－Ａ　２０
０４－２５０３１７又はＷＯ０２／１００１６３に記載されている）；イベントＭＯＮ８
１０（トウモロコシ、昆虫防除、寄託されていない、ＵＳ－Ａ　２００２－１０２５８２
に記載されている）；イベントＭＯＮ８６３（トウモロコシ、昆虫防除、ＡＴＣＣ　ＰＴ
Ａ－２６０５として寄託されている、ＷＯ２００４／０１１６０１又はＵＳ－Ａ　２００
６－０９５９８６に記載されている）；イベントＭＯＮ８７４２７（トウモロコシ、授粉
制御、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－７８９９として寄託されている、ＷＯ２０１１／０６２９０４
に記載されている）；イベントＭＯＮ８７４６０（トウモロコシ、ストレス耐性、ＡＴＣ
Ｃ　ＰＴＡ－８９１０として寄託されている、ＷＯ２００９／１１１２６３又はＵＳ－Ａ
　２０１１－０１３８５０４に記載されている）；イベントＭＯＮ８７７０１（ダイズ、
昆虫防除、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－８１９４として寄託されている、ＵＳ－Ａ　２００９－１
３００７１又はＷＯ２００９／０６４６５２に記載されている）；イベントＭＯＮ８７７
０５（ダイズ、品質形質－除草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－９２４１として寄託されてい
る、ＵＳ－Ａ　２０１０－００８０８８７又はＷＯ２０１０／０３７０１６に記載されて
いる）；イベントＭＯＮ８７７０８（ダイズ、除草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ９６７０と
して寄託されている、ＷＯ２０１１／０３４７０４に記載されている）；イベントＭＯＮ
８７７５４（ダイズ、品質形質、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－９３８５として寄託されている、Ｗ
Ｏ２０１０／０２４９７６に記載されている）；イベントＭＯＮ８７７６９（ダイズ、品
質形質、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－８９１１として寄託されている、ＵＳ－Ａ　２０１１－００
６７１４１又はＷＯ２００９／１０２８７３に記載されている）；イベントＭＯＮ８８０
１７（トウモロコシ、昆虫防除－除草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－５５８２として寄託さ
れている、ＵＳ－Ａ　２００８－０２８４８２又はＷＯ２００５／０５９１０３に記載さ
れている）；イベントＭＯＮ８８９１３（ワタ、除草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－４８５
４として寄託されている、ＷＯ２００４／０７２２３５又はＵＳ－Ａ　２００６－０５９
５９０に記載されている）；イベントＭＯＮ８９０３４（トウモロコシ、昆虫防除、ＡＴ
ＣＣ　ＰＴＡ－７４５５として寄託されている、ＷＯ２００７／１４０２５６又はＵＳ－
Ａ　２００８－２６０９３２に記載されている）；イベントＭＯＮ８９７８８（ダイズ、
除草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－６７０８として寄託されている、ＵＳ－Ａ　２００６－
２８２９１５又はＷＯ２００６／１３０４３６に記載されている）；イベントＭＳ１１（
ナタネ、授粉制御－除草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－８５０又はＰＴＡ－２４８５として
寄託されている、ＷＯ０１／０３１０４２に記載されている）；イベントＭＳ８（ナタネ
、授粉制御－除草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－７３０として寄託されている、ＷＯ０１／
０４１５５８又はＵＳ－Ａ　２００３－１８８３４７に記載されている）；イベントＮＫ
６０３（トウモロコシ、除草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－２４７８として寄託されている
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、ＵＳ－Ａ　２００７－２９２８５４に記載されている）；イベントＰＥ－７（イネ、昆
虫防除、寄託されていない、ＷＯ２００８／１１４２８２に記載されている）；イベント
ＲＦ３（ナタネ、授粉制御－除草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－７３０として寄託されてい
る
、ＷＯ０１／０４１５５８又はＵＳ－Ａ　２００３－１８８３４７に記載されている）；
イベントＲＴ７３（ナタネ、除草剤耐性、寄託されていない、ＷＯ０２／０３６８３１又
はＵＳ－Ａ　２００８－０７０２６０に記載されている）；イベントＴ２２７－１（テン
サイ、除草剤耐性、寄託されていない、ＷＯ０２／４４４０７又はＵＳ－Ａ　２００９－
２６５８１７に記載されている）；イベントＴ２５（トウモロコシ、除草剤耐性、寄託さ
れていない、ＵＳ－Ａ　２００１－０２９０１４又はＷＯ０１／０５１６５４に記載され
ている）；イベントＴ３０４－４０（ワタ、昆虫防除－除草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－
８１７１として寄託されている、ＵＳ－Ａ　２０１０－０７７５０１又はＷＯ２００８／
１２２４０６に記載されている）；イベントＴ３４２－１４２（ワタ、昆虫防除、寄託さ
れていない、ＷＯ２００６／１２８５６８に記載されている）；イベントＴＣ１５０７（
トウモロコシ、昆虫防除－除草剤耐性、寄託されていない、ＵＳ－Ａ　２００５－０３９
２２６又はＷＯ２００４／０９９４４７に記載されている）；イベントＶＩＰ１０３４（
トウモロコシ、昆虫防除－除草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－３９２５として寄託されてい
る、ＷＯ０３／０５２０７３に記載されている）、イベント３２３１６（トウモロコシ、
昆虫防除－除草剤耐性、ＰＴＡ－１１５０７として寄託されている、ＷＯ２０１１／０８
４６３２に記載されている）、イベント４１１４（トウモロコシ、昆虫防除－除草剤耐性
、ＰＴＡ－１１５０６として寄託されている、ＷＯ２０１１／０８４６２１に記載されて
いる）。
【０２６８】
　本発明に従って処理し得る極めて特に有用なトランスジェニック植物は、下記のものを
包含する、形質転換イベント又は形質転換イベントの組合せを含んでいて例えば国又は地
域のさまざまな規制機関によるデータベースに記載されている植物である：イベントＢＰ
Ｓ－ＣＶ１２７－９（ダイズ、除草剤耐性、ＮＣＩＭＢ　Ｎｏ．４１６０３として寄託さ
れている、ＷＯ２０１０／０８０８２９に記載されている）；イベントＤＡＳ６８４１６
（ダイズ、除草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－１０４４２として寄託されている、ＷＯ２０
１１／０６６３８４又はＷＯ２０１１／０６６３６０に記載されている）；イベントＤＰ
－３５６０４３－５（ダイズ、除草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－８２８７として寄託され
ている、ＵＳ－Ａ　２０１０－０１８４０７９又はＷＯ２００８／００２８７２に記載さ
れている）；イベントＥＥ－１（ナス、昆虫防除、寄託されていない、ＷＯ２００７／０
９１２７７に記載されている）；イベントＦＩ１１７（トウモロコシ、除草剤耐性、ＡＴ
ＣＣ　２０９０３１として寄託されている、ＵＳ－Ａ　２００６－０５９５８１又はＷＯ
９８／０４４１４０に記載されている）；イベントＧＡ２１（トウモロコシ、除草剤耐性
、ＡＴＣＣ　２０９０３３として寄託されている、ＵＳ－Ａ　２００５－０８６７１９又
はＷＯ１９９８／０４４１４０に記載されている）；イベントＬＬ２７（ダイズ、除草剤
耐性、ＮＣＩＭＢ４１６５８として寄託されている、ＷＯ２００６／１０８６７４又はＵ
Ｓ－Ａ　２００８－３２０６１６に記載されている）；イベントＬＬ５５（ダイズ、除草
剤耐性、ＮＣＩＭＢ　４１６６０として寄託されている、ＷＯ２００６／１０８６７５又
はＵＳ－Ａ　２００８－１９６１２７に記載されている）；イベントＭＯＮ８７７０１（
ダイズ、昆虫防除、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－８１９４として寄託されている、ＵＳ－Ａ　２０
０９－１３００７１又はＷＯ２００９／０６４６５２に記載されている）；イベントＭＯ
Ｎ８７７０５（ダイズ、品質形質－除草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－９２４１として寄託
されている、ＵＳ－Ａ　２０１０－００８０８８７又はＷＯ２０１０／０３７０１６に記
載されている）；イベントＭＯＮ８７７０８（ダイズ、除草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ９
６７０として寄託されている、ＷＯ２０１１／０３４７０４に記載されている）；イベン
トＭＯＮ８７７５４（ダイズ、品質形質、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－９３８５として寄託されて
いる、ＷＯ２０１０／０２４９７６に記載されている）；イベントＭＯＮ８７７６９（ダ
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イズ、品質形質、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－８９１１として寄託されている、ＵＳ－Ａ　２０１
１－００６７１４１又はＷＯ２００９／１０２８７３に記載されている）；イベントＭＯ
Ｎ８９７８８（ダイズ、除草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－６７０８として寄託されている
、ＵＳ－Ａ　２００６－２８２９１５又はＷＯ２００６／１３０４３６に記載されている
）。
【０２６９】
　施用量及び施用時期
　本発明の混合物又は組成物を殺菌剤として使用する場合、その施用量は、施用の種類に
応じて、比較的広い範囲内で変えることができる。本発明の混合物又は組成物の施用量は
、以下のとおりである：
　・　植物の部分、例えば、葉を処理する場合：　０．１～１００００ｇ／ｈａ、好まし
くは、１０～１０００ｇ／ｈａ、さらに好ましくは、１０～８００ｇ／ｈａ、さらに一層
好ましくは、５０～３００ｇ／ｈａ（潅水又は滴下によって施用する場合、特に、ロック
ウール又はパーライトなどの不活性底土を用いる場合には、上記施用量はさらに低減させ
ることができる）；
　・　種子を処理する場合：　種子１００ｋｇ当たり２～２００ｇ、好ましくは、種子１
００ｋｇ当たり３～１５０ｇ、さらに好ましくは、種子１００ｋｇ当たり２．５～２５ｇ
、さらに一層好ましくは、種子１００ｋｇ当たり２．５～１２．５ｇ；
　・　土壌を処理する場合：　０．１～１００００ｇ／ｈａ、好ましくは、１～５０００
ｇ／ｈａ。
【０２７０】
　上記施用量は、単に例としてのものであり、本発明の目的に関して限定するものではな
い。
【０２７１】
　本発明の混合物又は組成物は、かくして、処理後ある一定の期間、上記病原体による攻
撃から植物を保護するために用いることができる。保護がもたらされる期間は、植物が該
混合物又は組成物で処理されてから、一般に、１～２８日間、好ましくは、１～１４日間
、さらに好ましくは、１～１０日間、最も好ましくは、１～７日間に及び、又は、種子処
理後、最大で２００日間に及ぶ。
【０２７２】
　本発明による処理方法は、同時的な方法若しくは個別的な方法若しくは順次的な方法に
おける、式（Ｉ）で表される化合物と上記で定義されている１種類の生物学的防除剤の使
用又は施用も提供する。単一の活性成分を順次的な方法で（即ち、異なった時間に）施用
する場合、それらは、適度に短い期間（例えば、数時間又は数日間）の範囲内で順々に施
用する。好ましくは、式（Ｉ）で表される化合物と上記で定義されている生物学的防除剤
を施用する順番は、本発明を実施する上で本質的ではない。
【０２７３】
　上記で挙げられている植物は、本発明の混合物又は組成物を用いて、本発明に従って特
に有利に処理することができる。該混合物又は組成物に関して上記で示されている好まし
い範囲は、これら植物の処理にも当てはまる。特に重要なのは、本明細書中において具体
的に挙げられている混合物又は組成物を用いた植物の処理である。
【０２７４】
　本発明の別の態様によれば、本発明の組み合わせ又は組成物の中において、化合物比「
Ａ／Ｂ」は、相乗効果が生じるように、有利に選択することができる。用語「相乗効果」
は、特に、論文「標題“Ｃａｌｃｕｌａｔｉｏｎ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｓｙｎｅｒｇｉｓｔｉ
ｃ　ａｎｄ　ａｎｔａｇｏｎｉｓｔｉｃ　ｒｅｓｐｏｎｓｅｓ　ｏｆ　ｈｅｒｂｉｃｉｄ
ｅ　ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎｓ”　Ｗｅｅｄｓ，　（１９６７），　１５，　ｐａｇｅｓ
　２０－２２」の中でＣｏｌｂｙによって定義されたものを意味するものと理解される。
【０２７５】
　この論文には、下記式が記載されている：
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【０２７６】

上記式中、Ｅは、定められた薬量（例えば、それぞれ、ｘ及びｙに等しい）の２種類の化
合物の組合せについての害虫の期待される阻害割合（％）を表し、Ｘは、定められた薬量
（ｘに等しい）の化合物（Ａ）による害虫について観察された阻害割合（％）であり、Ｙ
は、定められた薬量（ｙに等しい）の化合物（Ｂ）による害虫ついて観察された阻害割合
（％）である。上記組合せについて観察された阻害割合（％）がＥを超えている場合、相
乗効果が存在している。
【０２７７】
　用語「相乗効果」は、Ｔａｍｍｅｓ法（“Ｉｓｏｂｏｌｅｓ，　ａ　ｇｒａｐｈｉｃ　
ｒｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ　ｏｆ　ｓｙｎｅｒｇｉｓｍ　ｉｎ　ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ
ｓ”，　Ｎｅｔｈｅｒｌａｎｄｓ　Ｊｏｕｒｎａｌ　ｏｆ　Ｐｌａｎｔ　Ｐａｔｈｏｌｏ
ｇｙ，　７０（１９６４），　ｐａｇｅｓ　７３－８０）を適用することによって定義さ
れる効果も意味する。
【０２７８】
　該活性化合物組合せの殺菌効果が、該活性化合物の期待される効果を超えている場合、
殺菌剤の相乗効果が常に存在している。
【０２７９】
　２種類又は３種類の活性化合物の所与の組合せに対して期待される殺菌効果は、Ｓ．Ｒ
．Ｃｏｌｂｙ（“Ｃａｌｃｕｌａｔｉｎｇ　Ｓｙｎｅｒｇｉｓｔｉｃ　ａｎｄ　Ａｎｔａ
ｇｏｎｉｓｔｉｃ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅｓ　ｏｆ　Ｈｅｒｂｉｃｉｄｅ　Ｃｏｍｂｉｎａｔ
ｉｏｎｓ”，　Ｗｅｅｄｓ　１９６７，　１５，　２０－２２）に従って、以下のように
計算することができる：
　Ｘは、活性化合物Ａをｍ（ｇ／ｈａ）の施用量で用いたときの効力であり；
　Ｙは、活性化合物Ｂをｎ（ｇ／ｈａ）の施用量で用いたときの効力であり；及び、
　Ｅは、活性化合物Ａ及び活性化合物Ｂをｍ（ｇ／ｈａ）及びｎ（ｇ／ｈａ）の施用量で
用いたときの効力である；
とした場合、

【数２】

【０２８０】
　ここで、効力は、「％」で決定される。０％は、対照の効力に相当する効力を意味し、
１００％の効力は、感染が観察されないことを意味する。
【０２８１】
　実際の殺菌効果が算出された値を超えている場合、該組合せの効果は、相加的なものを
超えている。即ち、相乗効果が存在している。この場合、実際に観察された効力は、期待
される効力（Ｅ）について上記式を用いて算出された値を超えていなければならない。
【０２８２】
　下記実施例によって、本発明について例証する。しかしながら、本発明は、それら実施
例に限定されるものではない。
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